mg 


日 本 寺 設 機械 化 協会 


ーー」 
Ge 
E 詞 
示さ 
に 2 
= 


填 


K7B LM トラ クタ ショ ベル 


日 特 金 属 工業 株 式 会 社 一 


OIO 特殊 ウイ ンチ 


の 拓 人 *・ 積 込 ・ 架 設 用 と し て 下記 用 途 に 使わ れ て 
水力 発電 所 重機 器 握 付 用 
設 有 
メ 


4 ・ 架設 用 ( 1 本 200 ト ン 迄 ) 
ト 工 場 ・ て 製 包 用 ・ 


重 区 重 用 


(日 本 通運 KK 御 納入 晶 ) 
= か ae (TDN 


① 強制 フイ ヤー ロ ー プ ハー ド 装 置 付 
③ ロー プ 傘 取り 長き 800 メ ー ド | 
③ ロー ププ ブル 20 ト ン 迄 10 ト ン 一 15 ト ン 貸 車 積 可能 


後藤 拭 製造 杯 式 細 紅 


本 社 工 場 名 古屋 市 中 川 区 四 女 子 町 電話 (36) 2271( 代 ) 一 5 
東京 出張 所 東京 都 千 代田 区 神田 和泉 町 1 番地 の 1 (昭和 ビル ) 電話 (866) 8 4 1 1 
九州 出張 所 福岡 市 地 行 西町 2 4 番 地 ( 電 停 前 ) 電 語 (74)3138・3139・3130 
大 阪 出張 所 大 限 市 西区 江戸 堺 下 通り 3 の 1 電 語 (441)4397・4006 


6t ダ ンプ が 5 分 で 満載 


CL- フ 型 用 - フ - 器 ー 夕 


バケ ッ ト 答 量 0.6m' 
走 行 速度 0-2.3km 
走行 モー タ 20P 


バケット モー タ 25HP 


空気 消費 量 20m'/min 
装 備 重 量 8300kg 


東京 流 機 製造 


株 式 会 社 
本 社 ・ 工 場 東京 都田 区 南 次 卿 1 丁目 10 番 地 14 邑 電話 東京 (738)5195 代 表 一 8 (733)8507 


建設 の 機械 化 , 文献 抄録 集 発刊 の お 知ら せ 


社団 法人 日 本 建設 機械 化 協会 の 機関 誌 「 建 設 の 機械 化 」 の 第 1 生 よ り 第 190 号 ま で に 掲載 され た 記録 
ある い は 文献 等 を 分 類 ・ 抄 録 し ,「 建 設 の 機械 化 」 文 献 抄録 集 と し て 発刊 し まし た 。 
本 書 が 工事 計画 ある い は 学術 研究 の た め の 資 料 調査 に 多く の 利便 を 提供 する こと を 期 待 し 。 ひろ く ざ ご 


活用 いた だ く よ う お すす め 致 し ます 。 


' 道 設 の 機械 化 文献 抄録 集 


1 体 裁 B5 判 7 ポイ ント 約 400 頁 
表紙 ダイ ヤ ボ ー ド , 本 文 イ ン デ ィ ア ン 紙 使用 

2. 頒 価 2.500 円 送料 160 円 

3. 申 込 先 社団 涼 人 日 本 建設 機械 化 協会 
東京 都 港 区 基 公園 21 生 地 1 の 5 (機械 振興 会 館内 ) 電話 東京 (33) 1501 ( 代 ) 
振 衝 口 座 東京 71122 番 取引 銀行 三 区 銀 行 銀 座 支店 


本 半 の 発行 が 当初 予定 より 大 変 遅れ , ご 迷惑 を お か けし まし た 。 深く お わび 申し 上 げ ま す 。 


W 和 42 sg 建設 機械 展示 会 


(会 期 ) 
5 月 13 日 22 日 (終了 ) 


6 月 3 日 11 日 (終了) 


7 月 14 日 24 日 (決定 


10 月 1 日 -8 日 納 宮 ) 


11 月 10 日 -16 日 紀 ) 


注 * 上 記 予 定 に 変更 の あっ た と き は , 


( 開 催 予 冠 ) 
(会 。 場 ) 
大 孤 市 
(国鉄 大 阪 環状 線 莉 天 町 駅 前 ) 
新 潟 市 
東 京 都 
(晴海 ふ頭) 
仙 台 市 
福 間 市 


( ま 偽 ) 
関西 支 部 
TEL・ 大 阪 941) 8845 
北陸 支 剖 
TEL・ 新 更 て 23) 1161 
本 部 
TEL・ 東 京 (433) 1501 
東 北 支部 
TEL・ 仙 台 て (22) 3915 
九 州 支部 


TEL・ 福 岡 (74) 9380 


直ちに 広報 いた し ます 。 


日 本 還 設 機 科 人 協 人 


IMV. 
V. 
有 想 ] 空想 と 寝言 
座談 会 〕 現場 打ち 地下 連続 


東京 団 際 見 本 市 見 開 記 
海外 だ より 〕 違 く 南米 の 地 “" り 
新 機 衝 紹 介 
住友 ・ ハ ム ノ マー ゲ K7B ト ラク タ シ ョ ベル 
お よび プル が 
建設 業 の モー タプ ー ル めぐ り 〕 (その 12) 
XXl. 北海 道 機械 開発 の つ モ ー タ デール の 
NX. 中山 組 の モー タプ ー ル …… 
〔 建 設 機械 化 講 座 〕 第 52 回 現場 フ + 
Xi 特殊 握 削 工法 (その 7) 


5. 排水 ・ 上 水流 を 用 いた 舞 流 (2) wm 訂 
地 役 機 村 化 研 所 1 
研 究 提 告 No 29) 電機 化 夫 所 …78 
[友人 
道 店 と 敢行 の 破 舞 し た コン クリ ー ト 押 疲 の 店 六 … 串 。 孝 会 gy 
( 到 部 便り ) 


建設 機械 導 工 技士 技術 検定 講習 会 開催 北 次 道 支部 
北海 道 誠 部 ・ 
編 集 部 )- 


( 伊 丹 ・ 内 田 )…86 


ぐ 表 紙 写真 説明 の 


住友 ・ ハ ノ マ ー グ K 7B LM トラ クタ ショ ベル 
昌 特 金属 工業 株 式 会 社 


ドイ ツ の ハ ノ マ ー ダ 社 (RHI 
3 月 か ら 国 』 


トラ クタ メー か 


れ , 国産 化 を 


HL HANOMAG 
発売 を 開始 し た 。 概 動作 
・ 本 要 の お も な 特徴 は 


。 か っ 車体 
用 し , 高い 剛性 と 耐久 性 
車体 アレ ー ム と タフ レ 


た め 終 減速 機構 に 無理 が か か ら な い 。 
仕様 


+ を ( 相 ) | HLmt | 全幅 (Ks ト 取付 | 
導 休 前 6 通 | 4.3=84kmhr | 2 っ | 
後 3 巡 | 3.8=55kmhr | 旧 
素人 枝 杏 備 華 全 | 105skg | し 人 し | 
内 内 4850mmm 。 | 作業 時 量 大 出力 | 


ム は 商 の 1 枚 板 を 
で , 訴 し い 作業 に も 十分 構 一 - 


と り , 出入 が 容易 
レー タ の 体格 
な い 快 適 た 運 


75 PS1.700 rpm. 


ーーー ュ ーー 機関 誌 縛 集 英 員 会計 ーーー ニー 


( 順 序 不 同 ) 
編集 願 問 加 座 三 重 次 在 聞 加 編集 委員 内 田 仙一 仙人 所 
福 集 委員 長 対 。 質 村人 大人 件 
| ヶ 前 田 補 治 
編集 委員 寺島 加 本人 
ーー ヶ 野 回 剖 時 療 (的 


。 挟 病 友和 ir 人 
3 / 本 角 入 美 和則 


和 済 企画 庁 水 資源 選 
/ 本 際 和 寺 東 E 開 神 部 節男 (株 ) 間 租 機械 部 


/ 池 外 淡 男 軍機 
* 石川 正夫 人 


能 一 反 .( 除 ) 大 柱 
に 府 座 二郎 技術 人 所 


の 伊 有 康夫 有人 


国有 鉄道 書 設 局 プル ドー ザー 工事 (株 ) 


吐 文 日本 大 本 | ii 中 
? 上ル 瀬 引 文 作 介 課 大 時 時 二 京 支 技 術 施 
も 辺 正 需 拉 て 
本: HRP 7 二 委 ま R 
日本 道路 公団 京浜 建 設 選 ク 鈴木 康 一 


日 本 仙道 ( 
ヶ 河内 徐 典 人 欠 折 事 事務 所 1 


/ 柴田 補給 提 < 


書案 内 一 一 
オペ レー タ ハ ンド プ ブック シリ ー ズ 3 


人 


B5 判 350 頁 ン 頒 価 1.200 ee 1.000 円) 送料 200 円 


機械 能力 を 100% 活か す た め に 2 


- 般 に 失 械 と いう も の は 設計 の 縮 囲 内 で あれ ぜ ば 間違い な く 仕 事 を する が , それ 以上 を 望む の は 無理 
で あり , また 機械 の 能力 を 100 之 引出 すこ と も 困難 で ある 。 特 に 建設 機械 は 土砂 、 岩 古 な ど 自然 物 が 相 
手 で あり , 天然 の 条件 の 下 で 使用 され る の で , 工作 機械 な ど 他 種 の 機械 に 比べ 機械 の 能力 を フル に 活 
用 する こと は 、 高 度 の 技術 と 細心 の 注意 が 必要 で ある 。 

本 書 ほ は , ショ ベル 系 握 削 機 の オペ レー タ , 整備 工 , 機械 の 管理 者 。 ショ ベル 系 所 削 機 を 使う 現場 の 圭 
林 技 術 者 な ど が よく 理解 し , また 実行 し な けれ ば な ら な い 事 柄 を , 系 統 的 に , また 構造 、 取 扱 (整備 )、 
運転 、 施工 , 輸送 な ど 各 編 に 分 け て まとめ た も の で ある 。 

座右 の 書 と し て 御 活用 を お 勧め し ます 。 


是 和 先 ・ 日 本 建設 機械 化 協会 ・ 還 0 61 全 0 


埋立 地 , 干拓 地 の よ うな へ ドロ 状 泥 ね い 地 。 湿地 水路 、 砂 
地 、 普 通 の 土 な ど が 混在 する 地域 で の 交通 、 運搬 客 種 作 業 
に は へ ドロ 作業 車 "ドロ シー" が 最適 で す 。 


どん な ヘドロ 地 も 走破 
怪 量 構造 に よる 小さき な 接地 圧 と 、 泥 が 付着 し は くい 強力 な ス 
クリ ュー ロー ター 方 式 の 採用 に より ,。 ど ん な ドロ 地 で も 索 
破 可能 で す 。 

か た い 所 は 横 進 で 
普通 の 主 の 上 、 砂地 
水上 も る 快適 。 安全 
水上 上 は ロー ター の 浮力 に より 快適 、 安全 に 航 旧 で きま す 。 
ロー ター に は 安全 の た め 水 密 E 設け て あり ます 

積 雷 地 で も 使用 可能 , 操作 も 簡単 

レヒ バー 操作 で すか ら 初 心 者 で も すぐ マス ター で きま す 。 
旋回 は 自由 自在 

4 つの ロー ター を 各々 独立 に 回 転 す る の 
に 旋回 で きま す 。 


仕様 


弄 加 


草原 な 


“は 横 方 向 に 高速 で 走れ ます 。 


下 向 二 法 


へ ヘドロ 作業 還 
右 川 塵 揚 魔 要衝 


用 途 連絡 再 胡 | ラン ー 
性 運 近 車 各種 作業 車 


画 お 問合せ は 営業 部 また は も より の 営業 所 へ 


ETT て UL 天主 (06)251 一 7871 仙人 (0222)25 一 7861 意 山 ⑩64)41 一 4808 横浜 (045)68 一 5985 神戸 (078)83 一 82 
束 大 手 町 兵 仙 (082228 一 2486 高 板 (0878)21 一 5160 衝 性 (093)68 一 9831 札 帳 (O122)22 一 BL21 新光 (0252)45 一 0261 
TEL (3)270 一 9111 〒 到 (O472)41 一 4808 独 古屋 (052)561 一 6341 福山 (0849)3 一 5998 補 山 (0834)2 一 2675 福 周 (092)75 一 3607 


一 前 付 1 一 


し 1 


東京 都 足 立 区 花生 町 407 和 4 
TEL (8 8 人 4)1 636()-9 


45 全 


一 前 付 2 一 


バイ ブロ gz/ 2 
振動 式 放 幸 人 
意 中 登録 


管 設 工 事 。 路 盤 。 埋 戻 。 
1 型 自 宣 110kg 
2 型 / 80kg 


アス ファ ルト 千 装 に 最適 
型 / 50kg 


自重 1.7 ton 登坂 25 度 
畔 圧力 15ton ロー ラ 匹 敵 


画 カ タロ グ 進 呈 


建 築 基礎 の 条 石 損 き 固め 


A 自重 Ohe pn 
型 / 85kg 
C 型 "60Ke 自重 500kg 


きき 日 月 和 製作 所 末 KW 


ーー デー ニー ニー ンー デニ ーー ニニ ーー ニー ニー テー ニニ ーー ニー 
玉 国 ハセ つ 社 モビ ー ル コン クリ ー ト ポン ソン プ 
最小 の 維持 費 と あら ゆる 土木 建築 
最大 の 連続 打 設 能力 司 ー 騙 還 工事 に 
5m'/D を 王 請 較 | 硬 使用 
誇る で きま ま を 


、 打 設 工事 中 の 640 弄 。 (特許 申請 中 ] 
コン クリ ー ト ホン ブ / 


6 
コン クリ ー ト ポン プ 


20 640 列 620 各 640g 


式 @ 
出 。 明 0 一 85mi/ 0 一 85mi/hy 砂 一 骨 村 0/60 
独 送 距 本 4 プー ムー17m 輸送 管 待 4 0 て の こ ム 人 
来 . 平 250m 3? プ ー ム ー24m ポン プ 型 式 ーー 
本 次 50m その 他 」 曲 庄 クレ ー ン 
員 材 最大 粒 宜 4096 409% 一 309e 法 び アウ トリ ター 條 
スラ ンプ Bem 一 28em 


< 禁 束 地域 ・ 聞 代理 店 RE Pe 
元 桂 仮 刀 株 式 食 福 区 本 町 3 人 


一 前 付 4 一 


ー9111 () 


福井 、 同 山 、 福 軸 、 広 島 、 入 幡 、 福 岡 


油圧 式 重 所 前 和 
ユ ケ ニニ ポケ レニ 
呈 C 1@O 

最大 の 作業 能力 … 々 
最小 の 維持 費 ……… ん 


1. パケ ッ ト 和 容量 0.7 一 1.5m? 金 重量 21ton 
2. 油圧 は 320kg/cm* で 構造 は コン パク ト 
防 が で き 、 サ イク ル 


4. 及び F ド シリ ー ズ の 姉妹 機 で 部 唱 の 共 
通 性 が ある 


〇 賜 
い ヽ 海 表 


総代 理 店 


丸紅 飯田 株 式 会 社 
kn 


洪 涯 演 財 上 田 計 


ー 前 付 5 一 


半 設 機 反 の 時 歌 筐 / 


K に K 振動 くい 打 機 


特 長 

衝撃 ・ 騒 音 が 極め て 少 い くい の 損傷 が な 
い 安全 ・ 経 済 的 ・ 1 台 で 数 機種 分 
の 適用 性 電 少く て よい 強力 で 
安定 し た キャ ッ チ ング 優れ た 緩衝 撃 性 能 


用 途 
引抜 作業 に 最適 サン ドバイ ル や 現場 くい 
造成 の 工法 に 最適 埋立 工事 松橋 工事 に 
最適 討 く い 打 ち が 安 


な 


g よ く 施 工 可能 


K 宮 に K- O&K バ イブ ラク タ 
(平板 振動 式 締 固 機 ) 
特 長 


強力 な 締 固め 効果 が 
い 傾斜 面 の 締 固 め 


り 締 固 め 回 数 が 少 


道路 の 踏 般 ・ 路 床 の 締 固 め ・ 和 飛行場 滑 起 
踏 の 締 固 め ・ 鉄 道 の 砕 石道 床 の 締 固め ・ 
ダム お よび 堤防 の 締 固 め ・ 安 定 処理 路盤 
の 締 固 め 


その 他 K S に 建設 機械 
KS K 一 」O B エ キス カペー タ ・ ロ ー ダ 
KS K 一 フェ ー ゲ ル コン クリ ー ト スプ レッ タ ・ 
フィ ニシ ャ 
K S K 一 アス ファ ルト プラ ント 


ネル 工事 に 活躍 する 柴田 の 建設 機械 


北 炭 機械 工業 株 式 会 社 札幌 市 北 2 条 西 2 丁目 北 農 ビル 4 障 TEL (26) 5521( 代 ) 

| 画 剖 藤 名 機 株 式 会 社 仙台 市 花京院 通り 44 の 2 TEL (21) 437| 一 3 
代 新 東 亜 交易 株 式 会 社 宇都 富 市 小幡 町 2 丁目 2 番地 12 号 TEL (2) 951 一 6 
| 通 株 式 会 社 福 昌 名 吉屋 市 中 村 区 広井 町 3 の 98 TEL(55I) 3888-9 
、 意 機 械 工業 株 式 会 社 大阪 市 西区 南 場 江 通 り 3 丁目 82 番 地 TEL(54|) 7931 一 6 
有限 会 社 卿 田 商会 両 山 市 欄 町 3 番 5 号 TEL (24) 5906-8 
新 工業 株 式 会 社 福岡 市 天神 3 丁目 6 番 si 号 TEL (74) 0167( 代 ) 


ー 前 付 7 一 


油圧 切換 の 自動 化 小形 化 に つい て 


この D エエ 一 2 1 は 、 ビ ッ カ ー ス が 最新 の 技 
術 を 駆使 し 開発 し た 超 小形 ソレ ノイ ド 4 方 弁 
の 決 Ci 王 れ に 直り に お ける 
油圧 系 へ の 不満 が 大 山 に 解 


〈D IL 一 2 1 の 特長 ) 
1. 手 動 切 換 が で きる 
2. 性 能 向上 (210kg プ cm* に お ける 定格 11.3 
lpm, 最大 18.9」pm) 
3. 新 設計 に より 、 圧 力 損失 お よび 内 部 リ - 
ク が 減少 し た 
油圧 に つい て の ご 相談 は 、 


京 計器 へ お 気軽 に どう < 


どん な こと で も 東 


2111 大 代 
5311 大 代 
此 州 ・ 趣 館 ・ 長 崎 


5 天田 区 南 清田 2 一 16 
西新 橋 1-12-1 


優れ た … 作 業 性 / 機動 性 / 万 能 性 / 
rc 


T キ ん カベ - グ 日 - ゲ 
全 油圧 式 万 能 掘削 積 込 機 


KSK-JCB3 形 


あぁ 建 道 
了 
活 ゆ エ ・ 
2 中 る 事 水 和 ク ク ク ク 
し 現 な 道 
て 場 ど ・ 
い に : ガ 
まま 還 ケ イヤ 自 式 で 機動 性 に 優れ て いま す 


軒 強 力 な 掘削 と 安定 性 は 保証 し ます 

軒 軽 雇 な 油圧 操作 は 抜群 で す 

時 傾斜 地 で の 垂直 掘削 も 可能 で す 

罰 一 つの バケ ッ ト で 三 つ の 作業 が で きま す 


ご 希望 次 第 カタ ログ 進呈 

不 二 商 式 会 福 

sta 語 放 一 商事 株 式 光 
本 社 大 阪 市 北 区 万 才 町 50 北大 阪 ビ ピル TEL (313) 3161 代 
支 社 東京 者 中 央 区 銀座 西 2 丁目 5 番地 銀 楽 ビル TEL (561) 0466 代 
L 営業 所 名 古屋 (551)5127 姫 外 (23)3790 岡山 (24)1761 仙台 (57)3348 
も を すれ 4 札幌 23)3076 福岡 76)3457 高松 (51)9236 広島 (37)2074 
ーーー ニテ ーーーーーー ェ ーー ニー 一 ニーーーーーー ーー ニャ ーー ニー ニー デー 


一 前 付 9 一 


「 閥 礎 工 事 に つき も の の 騒音 に 対す る 菩 情 が 
ま く な く な っ た ば か り で な く 、 肝 大 
費 、 時 間 が 最少 限度 で すむ よう 
掘り 止め が 確実 で 、 支 持 力 の 大 き 
な 大 口径 杭 (2m) が 容易 に し か も 安価 
筑 で きる こと 、 特 に 現場 の オペ レー ター か ら 
操作 が 非常 に 簡単 で ある 」 と よろ こ ば れ て お 
り ま す 。 


王 ロ T FI アー- ス 7/ ん 
オー ルケ ー シ ン グ 工 法 世界 最大 基礎 杭 掘 削 機 > 
画 最 大 掘削 径 2mー5m 

画 最 大 掘削 深度 50m 一 300m 

画 本 機 は 特別 償却 指定 機械 


ー 前 付 10 一 


土木 建設 , 荷役 作業 の 合理 化 の 
第 一 条件 は ? 


「 操 作 す る オペ レー ター に 全面 的 に 信頼 
され る こと で す 」 

運転 する オペ レー ター の 身 に な っ て 設計 
製作 され た 《 カ トウ ・ ト ラッ ク ク レ ー ン 》 
は 、 土 木 建設 、 荷 役 作業 の コス ト 節 減 に 
直結 する も の と し て 、 各 方 面 か ら 御 好 評 
を いた だ いて お り ま す 。 


smssssssRes 
ココ 口 妃 ぉ ラップ 77- ン 


《 吊 上 げ 能 力 35 ト ン , ブー ム 長 57m 


IKATO 


きま 加藤 製作 所 


区 東大 井 1 の 9 の 37 
話 471-8111 (代表) 
神田 多 町 2 の 2 
52) 代 表 6411 
・ 広 島 ・ 九 州 


ー 前 付 1 一 


驚く ほど 長い 寿命 


拓 群 の 経済 性 


真価 は お 使い に な っ た お 客 き ま が 一 番 ご 存 知 で す 


ー 前 付 12 一 


三 商 エエ = デ 


ユン ボ は 作業 内 容 に 合わ ちせ いろ いろ を 機種 を と り そ ろ えて お り ま す 


@ 高 能率 、 ス ピー ド の ある ホイ ー ル 式 
油圧 ショ ベル で す 

| s ス マー ト な デザ イン 、 運 転 室 は 人 間 
工学 を と り 入 れ まし た 


三 茨 重工 業 杯 球 琉 穫 
本 社 建設 機械 部 建設 機械 一 課 東京 都 千代 田 区 丸ノ内 2 の IO 東京 (212)3111 
神戸 造船 所 明石 工場 明石 市 魚住 町 清水 字 北 沢 兵庫 県 二見 (2 )1536 


販 売 代理 店 
三 茨 重 工 三菱 商事 株 式 会 社 
本 社 輸送 機 部 東京 都 千 代田 区 丸ノ内 2 の 20 東京 2I1)0211 
販売 店 
新 東亜 交易 (株 ) 東京 (218)841| (株) 米 井 商店 東京 56)I171 中 若 菱 邊 動 車 販売 弥富 山 (36) 5161 
椿本 異 業 (株 ) 大 阪 (313)323| 四国 機器 (株 ) 高松 (51)9Il| 北 菱 重機 (株 ) 小松 (22) 3825 


東京 産 業 (株 ) 東京 (212)7611 檜 崎 産業 (株 ) 札幌 (26) 3241 新 変 重機 (株 ) 東京 (492)1361 


ー 前 付 13 一 


水中 ポン プ の 花 
桜川 の 


日 本 唯一 の 
モー タ 焼 抽 に た いす る 


1 年 間 無償 修理 保証 付 


浸水 検出 器 (特許 ) と 
温度 継電器 つき 


Upnump 


単 相 100V 用 
。 フ ! ・ 


・ 光 化 情 の 自 
9 
1 時 15m 
240/min 


④ 秀 れ た 機動 性 と 経済 作 
② 水 中 の 掘削 作業 

⑧ 沈 砂 池 の 流 党 

④ 紗 利 採集 


4 一 8 時 
15 一 20m 

1.4 一 5.5m'/min 
1ー37kW 


① 小 形 軽 量 で 高 性 能 
@ 書 設 工事 現場 や 工場 
の 汚水 の 揚 排 


2 一 8 時 
10 一 40m 
0.2 一 4.0m?/min 
1.5 一 19kW 


名 桜 川 ポン プ 製 作 所 結 計 吉 


本 社 ・ 工 場 大 阪 市 旭 区 赤川 町 2-4 上 尾 工場 電話 上 尾 71 一 0481 


ー 前 付 14 一 


福岡 出張 所 電話 福岡 76 一 2184 
岡山 出張 所 電話 岡山 24 一 1761 
仙台 出張 所 電話 仙台 57 一 3348 


合 


世界 が 注目 し て いる …… 


工作 油 庄 伝動 杖 直 


(入力 側 高速 ・ 出 力 側 低速 ) 〈 分 離 型 > 


低速 高 ト ルク の 理想 的 正 逆転 ・ 無 邊 変速 装置 で 、 建 設 機械 荷役 運搬 機械 ・ 
特装車 輔 用 に 最も 適し 欧 、 米 、 漂 諸国 か ら も 多数 の 引合 が 寄せ られ て いま す 。 


グン ンク 


用 


須 ル ンク 
イーー ス 


< 出力 側 > we 
遊星 歯車 洲 吉 失 付 き D < ノ 4 
定 容量 型 油圧 モー タ 力作 > 
可変 容量 型 油圧 ポン プ 


200 


Il 
T 


5/ 
3 / 
二 
中 
44 
< 理 園 
1 1 1 


コ 園 


に | | | | 


kc 0 200 30 400 500 
出力 還 ト ルク (kg 一 m) --- ヽ 


在 原 製 作 JP 叫 時 工場 。 入隊 二 
OS 


ー 前 付 15 一 


で p 本 ーー の ぶら 
ーー 


店 名 佳 電 話 
北日本 ラビ ピット 帆 | 札 由 市 南 三条 西 目 | 札 幌 (22) 7 2 3 1 
穫 立 産 業 帆 | 仙 台 市 東 三 番 丁 ー 3| 仙 台 (22) 6296 
国 光 工 業 中 中 央 区 西入 丁 堀 1 2 | 東 京 (552) 0546 
費 カ マ | 8 条 市 ド 頃 | 三 条 (2 ) 1351 
豊和 機 概 工業 帆 | 名 古屋 市 中 区 裏門 前 町 1 一 1| 名 右 屋 (251) 7 581 
語 山 ラ ビッ ト 帆 | 癌 山 市 田 中 町 1 0 ol| 高 山 (2)7163 
従 岡 鍋 機 暇 | 大 阪 市 浪速 区 塩 草 町 1 1 3 0| 大 明 (562)3236 
川口 機 術 産業 昌 天 阪 市 東成 区 南 中 本 町 一 丁目 50| 大 阪 (981) 0 6 21 
高士 ロビ ン 帆 福岡 営業 所 | 柱 岡 市 起 町 1 0 2| 禄 岡 (76) 5205 


部 品 の ご 用 語 ほ は 上記 産 業 用 ロビ ン エ ンジ デン 部 品 


放 約 店 へ どう ぞ 
に ド 補 CS タル 42 


9 侍 填 生生 業 株 式 店 利 半 2 符 7 8 スル の 


ー 前 付 16 - 


《 ほ か の 機械 で は 歯 が 立 た な か っ た 作業 を 
楽に こなし て いま す 〉 
CATERRPILLARR DBu ブ ルド ー ザ 


山 型 慰 導 動 原 灯 9 原石 採 取 作業 に ご 使用 中 の 導 沢 開発 (株 人 S 人 記 六 した 


固 い マ ン 岩 を 難なく 料理 

ニ の 現場 は 「 マ メ 志 」 と よ ば れる 非常 に 固い 
炒 成 埋 で で きた 小山 。 角 蒼 社長 は DBu 採 
用 の 理由 に つい て ニ う お っ つ し ゃ っ つて いま す 。 
「 他 社 製 の 機械 で は 子 定 作業 量 の ば を こなす の 
が せい いっ ば いで し た 。 そ ニ で pga で テス ト 
し た と = ニ ろ リッ ズ 作 業 ・ 排 詩作 業 と も に 申 
し 分 の な い 能 力 を 発揮 し た の で きっ そく 購入 
し まし た 。 それから 一 年 …… 了 予想 以上 の 仕事 
ぶり に 満足 し て いま す 」 


更 作 を 順調 に 消化 


ゃ る の は オペ レー タ の 章 沢 きん 。 
「 操 作 が し や すく 疲れ が 少な いう え 
排 主 板 に 荷 を いつ っ ぱい か け て も エン スト せ ず 
に 押し 切れ る の で 能率 が 上 が り ま すず す 」 
また 富田 専務 は ほ 「 信 頼 性 が 高い 二 と 」 を 指摘 
され ます 。「『 作 業 能 力 が すぐ れ て いる うえ 政 
障 ら し い 故 障 も な く 稼 働 率 が 100 盟 近 い の で 
機械 コス ト は 相当 安く な り ま す 」 と 


リッ パ や 


で ATERPILLAR PD8n プル ドー ザ で あな た も お 
仕事 の 押 算 向上 を お は かり くだ さい 。 


と 凡 世 RIPBLL 凡 槍 


wisller お よ IFat は どき 8 atg 


T「 バ ワー シフ ト が と くに 調 い で すね 」 と お つ し 
株 式 ませ 

ー 三 PE 

キャ タビ ピラ 剛 守 8 
1 市 宮 0o 寺本 大 6422)52-1iz1 宮 六 
67052 北 際 


LT 
1 
LT 
PT 
3 


主 手 !D4z6)42-125| 情 辿 
= 本!07z6isz BI3| 四国 還 析 本 販連 | 株 | 本庄 松山 OB99072 148I 
g 四 IDgza5z)4I5I 洒 林 数 夫 | 株 | 可 村 三 日 軸 PO9Z9zzl5bEl 


WIO5567 345 
時 LO0252)5-9i71 


FETOCUUKEIE TEUeIcGDAITI 
光 叶 夫 抽 人 欄 内 交 ( 析 ) 玉 入 林 Il22)58-z321 


前 付 7 一 


[5 


9 


人 9 導 で GeQ 送還 Az の 1 衣 り 8 裂 上 つが 


ダ ハ ウス ポン プ ・ モ ー タ 


川 誠 デル ー 


川 頃 スタ ッ フ ァ モー タ 


sl0kg/om 


難 0 一 400mm 


業 圧 力 


回 転 


業 潤 トルク 2.560kgm 


トーン 放 く と くだ (月 ユリ) 

営 崇 G 寺 田 や 詳 雲 称 科 
で 定 峰 定 叩 ロレ ゃ 人 S 選 Ke 
し か そい) り 窟 削り 4 で 


ろう で と ゃ りく し の 党 土 つが 志 
@ 表 守 ホーJK リ ポポ 宝 祥 の 六 Re 
三 究 編 HS で じ 3G 間 村 一 

詳 中 | 某 せ SO っ 説 放 5 羽 せ 
当 定 を リリ ン o さて 型 G 
さ ト し か 混 田 問 圧 は お DN ホ ト 
ネーDK り 素 評 … の 称 Ro 三 

S を で 民 る で り が 誠 庄 要 富 つつ 
いじ 湊 語 し 丸 合唱 雲 四 計 や 年 く 


ヤ @ や お じき ン 半 定 々 ーー ホー ツ つ ソ 


トコ 


諾 寺 G 癌 芋 や で 代 語詞 丈 や うーー 一 
三 思 きり 必 穫 PT YKNASHA 
リト ロ ュ 0 選 豆 で 選 年 DA や さ ふ ヘー 
の K 了 N さ 人 9 音 つ か か 人 SGP 所 


で RG 抽 洋 案 守 3 
所 に 党 ル 半 回 党 環 田 や p 六 砂 じ か 


や か シミ で お 眉 要 中 和 い ン 主 つ * っ 


2 た コ 


1 四 は 


せ さ ポン 水村 yo っ 本 
や や 6 譲 玉 間 寂 ホ ー3K 


に と 7 コー に おき 和 を) に 、 で = たこ 


世 り 型 者 除 生 も Q 


ーー 
mm 上 
1 
格 層 皇 人 守 科 則 回 吉 研一 |G| 起 員 本 Re 
畔 終 計 ポ 誠 作 半鐘 人 半 電 上 一 引導 幸 ポ ほ 
守 和 き E コ き 主 gOS 電 REEg 
TP 間 症 昌 際 
間 生 aeE 人 3 ま kg 


ー 前 付 18 一 


コン フレッ サ ー 室 


の セロ テマ さ は 


石 式 L P ガ ス 地 下 スタ ンド \ 低 ノ 用 掘 深 橋脚 基礎 工事 \ 
0 


を ウ 所 削 さ WW> 


7 る 3 ロ 
| We 内 
大 撤 符 し JI: 
コッ クリ ー ド 往 ぶ さ + ッ 2 


大 径 場 工法 W / 


製 画 ス チー ル ホ ー ム 画 ジ ャ ン : 
品 ロー テー 画 イ ン バ ペー ト フ ィ 


すい 道 用 ン 建設 機械 メー カー M 


で D> 岐阜 輸送 機 株 式 会 社 


画 プ レー ト フ イダ ー 画 スミ ッ プ カー 陣 各 種 エ ント ル 画 トレ ン 
シャ ー 画 スロ ー プ ブフ オー ム 画 チッ プラ ー 画 その 他 針 設 機械 


本 社 岐阜 市 光明 町 三 丁 目 四 番 地 電話 0582 一 ⑳ 一 2541 3 
計 加 工場 各務 原市 那加 金属 団地 電話 0583 一 人 1251 一 2. 


| 重 輸送 機 株 式 会 社 


ー 前 付 19 一 


国外 で も 大 活躍 
サガ の トン ネル 工事 用 機械 


営 業 品 目 


スチ ー ル フォ ー ム , スラ イデ ング セン トル フォ 
ー ム , セン トル , 銅製 支保 工 , パネル, 護岸 及 
ダム 用 フォ ー ム 、 各種 レー ル ボ イン ト , 落 寺 
(落石 ) 防護 欄 。 ず り ビ ピン, プレ ー ト フィ ダー, 
セン タリ ング ガー ダー, シー ルド 工事 用 機器 


橋 染 , その 他 鉄 骨 製 向 工 事 設計 製作 


② 
佐賀 工業 録 


1 
23)iso0( 
イン ド ネ シヤ ・ カ ラン カテ ス 発 電 所 工事 納入 
D-107 型 万 能 掘削 機 に ラム 邊 量 4.000kg ア ディー セ 
ル ハ ンマ 用 (Delmag 40 相 当 ) の リー ダー 及び その 支 1 
柱 を 装備 し 、 油 庄 操 作 に より リー ター の 角度 を 彼 電 


本 整 し 各 る 構造 を 有する クロー B 枕 打 機 で あ 
駐 枕 打 ア タッ チ メ ン ト を 補え る に よ より 、 
FE 人 ペッ ク ホ ー、 ド ラグ ライ ン 、 ク 
ラム シュ ル 、 ク ピーン 邊 に 使用 する 束 み 出来 ます 。 


性 能 。 ① 最 大 枕 打 可能 寸法 直径 1.500m 
ィ 長き 12m 

ッ 重量 5.000kg 

(リー ター 量 大 有効 高き 22.25m 


(に ちゆ う ) 
課 本 日 熊 工 提 株 式 会 社 


寺谷 所 才 古 屋 中 区 栄 3 の 2 の 7 地 者 ビ ん 7 磨 司 G610 1431 代 

・ 東京 者 区 人 十 蘭 1 の 2 刺 山 ビル ディ シグ 45 隊 
大 必 市 六 区 田町 6 $ の 』 全日 主 ビ ん 5 隔 
持 市 素 国 条 商 る の 1 EC6 
信吾 秋本 8 番地 仙 右 ヒル 
ME 匠 ロロ ワル 
人 二 町 2 の 1 の 9 打 人 ピル 
和志 吉富 寺地 (8 00 


日 本 車輌 製造 株 式 会 


熱帯 の 漁場 で も る … 安 心して 操業 で きま す 》 
CAT 世 FRIPILELAA RE ディー ゼル エン ジン 


で AT D342T 
ディ ー ゼ ル エ ンジ ン 捧 載 の 東 則 刀 


マレ ー シ ヤ ・ サ ラ ワ ク 沖 で エビ 漁 に ご 活躍 中 の 
東洋 シュ リン プ ( 株 ) 常 務 奥田 様 の ご 意見 で す 


同社 の 東陽 丸 ・ 東 明 刀 に ほ CAT PD342T ディ ー @ ご 信頼 を 裏づけ る CAT エ ンジ ン の 特徴 
ゼル エン ジン が 搭載 され 三好 評 を 得 て い ま cAT エ ンジ ン は フル スロ ッ ト ル で 長 時 間 運 続 
す 。CcAT エ ンジ ン ご 採用 の 理由 に つい て 正田 し て 使用 で きる よう セッ ト さ れ て で てい ます 。 で 
常務 は 「 私 の 長い 経験 か ら CAT の エン ジン は ほ すか ら エン ジン 全開 ・ 表 示 ど お り の 出力 で 
信頼 で きる 最高 の エン ジン と 判断 し た か ら 」 長 時 間 使 用 に て も オー バ ヒ ー ト し ませ ん 。 ま 
と 高い 評価 を いた だ きま し た が 実際 に ご 使 た 蔵 格 な 品質 管理 の も と に 生 族 され て いま 
用 に な っ た ご 感想 は 「 水 温 の 高い 熱帯 で 冷却 すか ら 故 障 が 少な くい つも 安定 し た 性 能 を 発 
水 の 温度 が 上 が っ て も エン ジン が 焼け ませ ん 。 探し ご 信頼 に ニ た えま す 。 
それ に 数 障 が 少な い の で 安心 し て 操業 で きま 
す 。 取り 扱い も 簡単 な の で て 能率 が 上 が り ま す 船舶 ・ 打 業 機械 ・ 発 電 セ ッ ト な どの 動力 に CAT 
ね 」 と 三 満 足 い た だ いて いま す ディ ー ゼ ル エ ンジ ン を ご 検討 くだ さい 。 
oe 一 計 考 株式 還 ハモ (Ozs)4E-I86I 生計 
キャ タビ ラー 三陸 入 科 2 2 
@ 下 玩 析 
4Be Toer Cr ので oe 


前 付 21 


抜 群 の 性 能 を 


= に ヨン アイ ン バ ハレ テン マー 


弊社 が 最初 に 開発 し た 遠心 重 押 共振 式 
杭 打 、 杭 抜 機 


PAT.NO. 428217 
15387 
17688 
12152 

PAT.P.NO. 05687 
13483 
100828 
009829 
16090 


@ 条 撃 音 が 極め て 少く 油 や 蒸気 の 飛散 が 
な い の で 周囲 に 与え る 影響 が 少な い 。 

e 打 込 は 枕 を 掴ま な く て すみ 継 枕 、 ヤ ッ 
トコ 打 が 容易 で す 。 

= 穴 を あけ る 必要 は な く 作 


圏 カタ ログ 及び 建設 機械 化 研究 所 実施 性 
能 試験 報告 書 は 下記 へ 御 連絡 下さ い 。 


< る > 豊田 機械 業 株 式 会 叶 を 視 ・ エ 入 箇 市 
総 販 売 代理 店 


< 兼松 江 商 株 式 会 社 間 。 東京 衝 中 央 区 家 町 2 一 5 TEL(52)6611 


村人 1 部 大 孤 市 東名 4 本 ) 匠 Gi2 
弟 3 齋 名 古 呈 市 鐘 J20 天 ん) 和 量 61013L 


一 前 付 22 一 


ーー ド 


電 陳 維 上 岩 G 選 中 で NKK 1 SN 


電 基 所 式 時 詳 っ マー ペー 


ー 前 付 29 一 


zz / ロ mm 


バケット 容 ・ 
ダン ビン グ ・ ク リア ラン ス …2770mm 
最大 走行 加 
最大 けん 引力 


TGM 東洋 運搬 機 


作業 能率 の アッ プ を お 考え の 方 に 


田 最 新鋭 機 一 ーー 


タイ ヤ 式 の も つ 機 動 性 を 最高 に 
発揮 する 新 製品 で す 。 最 も 高い 
ダン ピン グ ・ ク リア ラン ス 、 ワ 
イド アッ プ し た 視界 、 走行 ・ 作 
業 時 の 安定 性 、 堅 ろう な 車体 構 
造 、 新 機構 を と り い れ た パケ ッ 
トシ リン ダー な ど 、 従 来 に な か 
っ た 高 性 能 で す 。 振 前 か ら 運 搬 
まで 、 ス ピー ディ に や っ て の け 
る トラ クタ ショ ベル 75I 邊 は 、 発 
表 以来 早く も 多く の ご 支持 を 得 
て いま す 。 


本 社 大 阪 市 西区 京町 堀 2 丁目 II8 番 地 電話 (441) 915| 代 


東京 支社 東京 都 港 区 西新 橋 ! 丁 目 !5 番 5 号 電話 (591) 817I 代 


2 ンタ ント の 性 能 は , の ーー ー み ー の 6 
総合 力 に よう て 決ま りあ ぁ ま す 


機 と し て 。 イ ン ペ ラー ブ レ ー カ 
まり ます 。 川崎 重 工 は イン ベラ ー 

卒 の 特許 を は 【 数 多く の 細 i 
て いま す が , た ゆま な い 技 術 研 究 は 数 多 
許し ませ ん 


介 絶 合力 …… ど の よう 
の 能力 を 十 二 分 に 働か せ 
な 知識 と 技術 が . プラ ント 全体 と し 
く 左 右 し ます 。 川崎 重工 は 製鉄 1 
鉱山 E 業 の プラ ント メー カー 
活躍 し て いま す が 材 製 造 プ ラン ト も 当社 の 
力 を 結集 し た も の で , その 信頼 性 は 高く 評価 きれ 
いま e に ス い 
心臓 部 に な る 機種 …… これ か ら の 市 場 は 、。 コ ンク 合理 
リー ト 用 肖 材 と 砕 修 に な りつ つ あ り ま す が 、 それに n な ら ず ご 満足 項 だ ける る も の と と 確信 し て いま す 。 

付 の うえ 企画 部 宛 ご 請求 下さ きい 


海 と 陸 世界 に 伸び る 伸び る 東京 千代 田 区 内 幸 町 2 一 1 1 1 っ aw 


い NN 本 昌 音 講 I 飯野 ビル 電 503 一 1311 大 代 ! 請求 券 
ll' 呈 計 ヨコ M 営業 所 大 阪 ・ 名 古屋 ・ 福 岡 | 軒 . 株 - 化 ! 
機械 営業 本 部 出張 所 島 ・ 札 幌 区 2・ 


あら ゆる 共 幹 


優れ だ 個々 2 


ー 前 付 25 一 


世界 を リード す る 3 ! 6 
ン 連 の ダウ ン ザ ホー ルド リル 


ング の の 
/ SBMK 一 55 型 近 二 iR 
孔 深 35* 
容 孔 衣 度 4 上 20' 
空気 圧 5 一 7 な /ms* 
全 法 
長 3100m 
由 1850m 
高 2300m( 究 孔 時 ) 
1600( 走 行 時 ) 
全 重 量 32006 
用 途 : 採 有 ベン チカ ッ ト グラ ウト ホー ル な ど 


NKRー-100M 型 


孔径 105mW 
孔 深 50 ぁ 
大 也 角度 360' 
空気 圧 5 な /ms 
全 す 法 

長 1500m 

市 650 

高 620m 
本 体重 量 360 


用 途 : パイ ロッ ト 孔 発破 孔 通所 所 な ど 


” 2 日 狗 寛 革 林 式 全社 ぬ 全 ソ 機械 輸出 公団 


輸入 内 駄 機械 部 V/0 MACHINOEXPORT 


本 社 大 阪 富 (202)z27| 支社 東京 宙 (567)131 


一 前 付 26 一 


[ 


国産 最初 の 自動 パン チカ ー ド 方 式 


ニ ィ カタ 77 


念 骨 材 配合 比 を バン チカ ー ド に 設定 すれ ば 合 材 の 同時 計量 が で 
き 、 又 、 投 入 ・ 停 止 ・ 発 信 が 自動 的 に 集中 操作 で きる た め 、 
操作 は 一 段 と 簡単 に な り 人 作 的 計量 誤差 は 全く あり ませ ん 

ドライヤ ・ バ ペー ナ 着 炎 操作 ・ 骨 材 供給 操作 な ど は 遠隔 制御 操 
作 が で きま す 

@ ド ライ ヤ の カー ベッ ト フ ライ ト 及 び ア ング ルフ ライ ト が 特殊 
構造 に し て ある た め ミ キサ 投入 時 に 砕石 と 砂 が 同一 温度 に な 
0 り 良質 の 合 材 が 得 ら れ ま す 

人 公害 防止 の た め ド ライ ヤ ・ バ ー ナ 部 に 消音 装置 を 取付 け 、 又 、 

完全 防 麻 構 造 の 高 性 能 な 乾 ( 湿 ) 集 塵 装置 付き で あり ます 


ニイガタ の 建設 機械 


ゃ アス ファ ルト ・ プ ラン ト 
ゃ ホッ ト ・ オ イル ・ ヒ ー タ 
アス ファ ルト ・ ア ル タ 

ゃ アス ファ ルト ・ フ ィ ニ ッ シ ャ 所 要 動 (ww | 
e ミキ シン グ ・ ス タビ ピラ イザ 

グリ ゲー ト ・ ス プレ ッ ダ 

ス フ ァ ルト ・ デ ィ ス トリ ビュ ー タ 


ッ プ ・ ス プレ ッ ダ ゃ 2 
5 ⑤) *s*wa 新 潟 位 工 所 、 
目 動 カー バ 本 社 2 一 7ー7 電話 (本 9) 3211 (大 代 散 ) 


e ト ラッ ク ・ ミ キサ 二 生 所 LE 信吉 古 屋 誠人 山下 関 ・ 相 


前 付 27 一 


グン と 力強く な っ た - 


に 回 KK , テ デ い 記 
式 整備 重量 26,850Kg 機関 出力 250PS 


<⑯> KN 松 禁 偽 所 


本 社 東 京都 港 区 赤 坂 2 丁 目 3 番 6 号 (584)7111( 大 代表 ) 主 店 札幌 ・ 


ロロ 4 己 品 人 


プル ドー ザ スー パーC 


本 格 化 する 高速 自動 車道 路 の 建設 、 

3 年 後に ひか えた 万 国 博 会 場 の 建設 な 
ど 大 規模 工事 に 備え て 、 小 松 は 好評 の 
<D12OA> を さら に レベ ル ア ッ プ 。 力 強く 
使い 易く な り ま し た 。 


画 新 し い エ ンジ ン を 搭載 

250PS カミ ンズ NRTO-6-GI 過 給 機 付 。 

強力 で 燃費 の 経済 信 も 定評 が あり ます 。 

較 作 栄 速度 を アッ プ 

最高 速度 を 前 進 !0.Ikm/h(5 速 )、 後 進 !0.0Km/h(4 連 ) 
に アッ プ 。 サ イク ル タ イ ム を 大 巾 に 短縮 し まし た 。 
較 土 工 板 容量 を 増大 

5.93m! に な っ た 土工 板 容量 。 転 圧 作 業 に は さら に 
威力 を 発揮 し ます 

画 整 備 時 間 を 短縮 

13 ヵ 所 も 少な く な っ た 給 脂 個所 。 日 常 整 備 の テマ を 
さら に 省き まし た 。 

圏 油圧 式 操 向 クラ ッ チ を 採用 

操作 が 軽快 。 緑 急 旋回 が 非常 に ラク に で きま す 。 
田 燃 料 タ ンク を 大 型 化 

ドラ ム 向 2 本 半分 (5I0 の 。 

1 回 の 給油 で 1 日 中 フル 稼動 で きま す 

画 作 幼 囲 を さら に 拡大 

広 巾 履帯 (710mm) の 装着 が 可能 に な り ま し た 。 
スタ ンダ ー ド (560mm) と の 交換 も 簡単 。 


前 付 29 一 


電子 管 式 全 自 動 


了 ス コ ァ LL コ コラ コト 


mr ーー ーーーーーーーー ィ 


ワン マン 操作 で 高 能率 ノ 


画 営 業 品目 コン ジンク リー トミ 玉 サ ー ロ ョ ウシ チ 
バッ チ ヂ チャー プラ ント ・ デ レッ 計 ウ レー シン 
アス ファ ルト プラ ント ・ 砕 石 プ ラン ト 
2 ルコ ンマ アー な タンドラ タカ 
に の 他 建 設 機 械 


曰 小 工具 親和 任 株 式 穴 文 


大阪 営業 本 社 大 匠 市 西区 新 南通 に 8 且 電話 (538)17 7 ュー7 
本 社 及 工 場 県 明石 明石 代表 3581 
東京 営業 所 1 251) 38 21・2607 
札幌 営業 所 ・ (23) 0441 
福岡 営業 所 


人 外 


ー 前 付 30 


輸出 の 約 1OO% 
官庁 納入 の 約 1OO% 
@ 日 本 生産 の 8O% 

ゃ 世界 一 の 生産 設備 


箇 
エア マン 
1 1、「 パ 、 
ポー タブ ル 
コン プレ ッ サ ー 


AMR370(10.5m/min) 


eAMR250(7.1m /min) 


AIR MAN 


人 


北越 工業 株 式 会 社 


*TEL (299) 3351 
TEL (25) 7031-5 

95697) 3201-9 
TEL (20) 6531=2 
TEL (260) 281 
TEL (7) 1085 


ー 前 付 31 一 


南星 式 ケ ー ブ ル クレ ー ン 用 ウイ ンチ 


複線 交 走 式 ケ ー ブ ル クレ ー ン 用 
KK 型 
R KK 型 
VHK 弄 


荷重 1 ユー10 ト ン 
索 速 60 一 400mnin 
(4 一 5 臣 変 速 ) 


【 
単線 ケー ブル クレ ー ン 用 
K 型 
KL 型 
荷重 0.75-5 ト ン 
索 速 60 一 400m/min 
(2 一 4 段 変速 
| 


株 式 会 社 南星 工作 所 《) 南 星 機械 販売 株 式 会 社 


労働 省 ク レー ン 製 造 認可 工場 


態 本 (52) 8191 
東 京 (433) 4566 
大 阪 (541) 3631 
名 古屋 (962) 5681 


札 幌 (22) 8368・0171 
宮 崎 (2) 6 4 4 


直下 是 郊 副 嘱 


人 手 不足 を 解消 する 


吉河 の 」 ] 「 
グ 2 ロー ア ン ョ ベル し T3 


画 シ ョ ベル 、 ド ー ザ 、 バ パッ ク ホ ー な ど ア タッ チ 
メン ト の 装 汗 に よっ て 多目的 に 使用 で きま す 

画 足 回 りほ は フ ロー ティ ング シー ル の 採用 で 鞭 酷 
な 作業 で も 安心 で す 

画 グ ゲン ピン グ ・ リ ー チ が 大 きい の で 大 形 グ ンプ 
の 積込み も 楽 で す 

画 自 重 3.5t で すか ら 3.5t 積 み ト ラッ ク で 簡単 に 
移動 で きま す 

画 サ イク ル タ イ ム が 短 か く 作業 能率 が 向上 し 
ます 


レー 本 社 東京 都 千 代田 区 丸の内 2 丁目 8 番地 
アム ミー) 2 可 天 東 京 (212)6551 名 吉屋 (661)4586 

に 福 岡 (75) 2849 仙台 (2) 3531 
FURUKAWA MINING CO., LTD. 機械 事 業 部 大 阪 (312)2531 札 幌 (51) 8358 


ショ ベル パケット 容量 


パッ ク ホ ー パ ケッ ト 容 是 


捧 王 板 


前 人 93 一 


これ か ら の 大 型 
湿地 ・ 軟 弱 地 工事 に は 、 


=:NTK-6 


湿地 に は "日 特 の 三角 シュ ー" 
と 定評 を 戴く 、 日 特 の 大 型 
湿地 プ ブルドーザ NTK-@ 
は 、 こ れ か ら の 大 型 工事 に 
欠く こと の で き な い 機械 と 
し て クロ ー ズ アッ プ さ れ て 
いま す 。 設計 も 大 型 機 控 用 
の メリ ッ ト を あげ る こと を 
最 凍 点 に し て いま す 。 
例え ば 


特許 三角 シュ ー 付 の 


ケー プ ブル 式 ・ 
湿地 ブル ドー ザ を 。 / 


余裕 ある エン ジン 出力 


へ 前 後進 各 5 段 の 速度 選択 
へ 素早 い サ イク ル タ イ ム を 


約束 する 前 後進 レバ ー 


ーー この クラ ス 最 高 の 後進 速 
度 等 


工事 の 能率 と 採算 向上 ( 
天候 に れず に 作業 
が で き る 。 日 特 の 大 型 湿 
地 プ ル NTK-6 を お 使い 
下さ い < 


油圧 式 


(ケー ブル 式 ) 
14.500 な 
エン ジン 出力 120ps 
接地 圧 0.28 な mw 
加 度 

(前 進 ) 2.8-10.2 如 h 
(後進 ) 8.6-13.24wh 


(掘削 力 の 大 き な 油圧 式 も あり ます ) 


wc っ 日 特 條 属 生 業 基 


田無 市 3011 電 (0424)63 一 2121( 代 ) 


ー 前 付 34 一 


」 


て は 


日 車 可 搬 式 


ティ - ゼ ル 発 二村 


の 国産 可 搬式 ディ ー ゼ ル 発 電機 の 業界 


の 工期 短縮 、 工 事 費 節減 、 あ ら ゆ る 土木 建 築 現場 の 合 合理 化 に 貢献 


型式 | 客 量 | 電圧 
DG-12 | 16/12 KVA | 2207200V 
DG-20 | 25/20 KWAI|2207200V 
DG-30 | 36/30 KVA|2207200V 
DG-50 | 60750 KVA|2207200V 
DG-63 | 75/63 KW 220/200V 
DG-85 | 100/85 KA 2207200V 
220740V 

G- KWA 
DG-110 | 130/10 2007400V 
2207440V 

G- 125KVWA 
DG-15 | 1407125 200/400V 
220/440V 

に 60KVA 
DG-150 | 0/150KW 200/00V 


久 小 型 で 軽量 、 


多 活 料 は 軽油 
金 自 励 式 


ーー お 問合せ は 


⑪ 


総代 理 店 


時 * き ぇ 日 本 車輌 製造 株 式 会 
四 


本 社 ・ 名 古 歴 営業 所 


大 限 業 所 
札幌 営 筆 所 
仙 台 出張 所 
福 央 出 張 所 
秋田 由理 所 
札幌 エ 場 


全 機 種 即納 可能 


走 No. 1 / 


安価 で 取扱 いも 容易 で すか ら 現 場 等 の 移動 用 と 


し て 最適 1 
すか ら 入 手 も る 容易 で 経済 的 な 運 
租 止 型 自 動 電 圧 調整 器 が つい 

の モー ター を 起動 出来 ます 


が 出来 ます 。 


も 簡単 、 


(に ち ゆめ う ) 


日 熊 工 機 株 式 


市 中 区 染 3 の る の 7 号 4 電話 1431 代 

下 場 れ の 2 奥山 ビ ルディ ング 2151 代 

還 町 6 3 の 1 5 ュー3 秋 

北 四条 西 2 の 8・7592 稚 

宮 K 1 T 8 5 0 9 6 番 
祝 岡市 右門 戸町 2 の 電 0 8 0 6 特 
秋田 市 夫 町 2 の 1 の 電 四 (2) 3 9 5 7 
札幌 市 時 塚 2 電話 (88) 2021 一 2 香 


ー 前 付 35* 一 


PBR 代 TNS 


世界 に 雄 葉 する 


バ パーキンス “ディー ゼル ・ エ ンジ ン ” 


と 〆 ぶ 
( プ バ ) 
ふと ei 
の 人 失 TIT レ て こ 
ざい ます 。 


パー キン ス は 、 世 界 最 
大 の ディ ー ゼ ル ・ エ ン 


アフ ター サー ビス の 
ネッ トワ ー ク は 、 他 に 
ジン ・ メ ー カ ー で す 。 類 を みな い 世 界 的 規模 
パー キン ス の 工場 は 、 の 上 に 立っ て いる の で 
広く 世界 の 枢 要 地 に 存在 し 、 ぃ ずれ も 高 必要 の ある と ころ な ら ど こ で で も 、 エ ン 
水準 の 製品 を 生産 し て いま す 。 パー キン ジン 、 部 品 、 サ ービス を 提供 する こと が 
え は 、 力 19 か ら 185 ま で の エン ジン で きま す 。 日 本 に お いて も 、 パ ー キ ンス 
を 生産 し て お り 世界 の 一 流 企業 が こ ぞ っ は 、 産 業 用 は じ め 各 種 エ ンジ ン の 供給 を 
て 、 あ ら ゆ る と ころ で 使用 し て いま す 。 行っ て 居 ま す 。 パ ー キ ンス の 事 な を ら 何 で 
また 、 パ ー キ ンス ・ エ ンジ ン の 販売 お よ も 英 社 に 御 問合せ 下さ い 。 


人 


屯 和 mm <NB> 中 村 自 動車 工業 株 式 憲 往 


NAKAMURA JIDOSHA に KOGYO CO.. LTD. 
東京 都 中 和央 区 築地 3 一 10 一 10 電話 : 641) 1061 代 テレ ックス : 252 一 2 905 
営業 所 ・ 出 天 所 : 和 札幌 ・ 仙 訓 ・ 新 潟 ・ 名 古屋 ・ 大 阪 ・ 高 松 ・ 福 岡 


道北 自動 車 工業 帆 / 企 
中 部 ディ ー ゼ ル 幼 / テ ケー テー 自 季 


費 田 中 自動 車 修理 工 : 場 / 東 ィ ー ビ ゼル 費 / 
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( 失 筑 豊 製 作 所 * 


Nー 


。 叶 丈 さ 
没 症 中 必 革 SG 


に に NN いい 


導 癌 (源義 上 き 協 き 
沿 と 等 S 汗 


es 守 衝 人 なさ で き 津 呈 


きき て 財 13 香 Kー キ ー さ 3・ 


よ 単 
っ 体 
て 機 
き 械 
まお 


師 

エ 

ネモ 上 
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2 

ラ 

レン 

ト 


? 昨 8 層間 d 周 
WWA 滞 ・ 間 


画 シ ング ルト ッ グ ルク ラッ シャ 玉 イ ン バ パク トブ レー カ 


画 営 業 品 目 園 フ ィ ー ダ 還 ク ラッ シャ 還 ス クリ ー ン 画 ロ ッ ド ミル 較 分 級 機 
画 律 石 プラ ント 国 夏 利 プ ラン ト 左 レギ ュ ラ ー プ ラン ト 圏 可 搬式 砂利 採取 機 ミ 


ー 前 付 37 


群 を 抜く 耐久 / BL 


整備 重量 6.7t も , バ ケッ ト 容 量 :0.8m トラ クタ ショ ベル 
エン ジン : いす ず DA22O 5OPS 


NEE: 富士 業 析 式 人 ・ FPP 


工場 ・ 営 業 所 : 札 幌 ・ 営 手 


世界 で 25,000 台 も 使わ れ て いる 油圧 ショ ベル ニク ボタ が 発売 / 
「/ ナカ / に 全 油圧 式 | あー ゴル 


25,000 台 も 使わ れ て いる ポイ ント は 
ユニ ー ク を な 機構 と 抜群 の 作業 能率 


e 4 動作 を 同時 に する こと も 可能 

ユニ バー サル ハン ドル に な っ て いま す 

か ら 、 ひ と つの ハン ドル で 2 動 

た つの ハン ドル で 4 動 作 も 同時 に で き K KBー80F( ポ イー ル ) 


バケ ッ ト 容 量 0.3m3 

返 記 
e 2 連 式 ボン プ で す が 、 今 まで の も の 
と は まっ た くち が いま す 。 
ふた つの ポン プ を 集合 作動 きせ 、 2 倍 
の パワ ー、 ス ピー ド が 出せ ます 。 

くわ し い 宴 料 は 

天 了 市 浪速 区 船出 町 2 丁目 

久保 田 鉄工 ・ 機 械 営業 部 へ 


ー 前 付 38 一 


[巻頭 言 ] 第 二 の 黒船 1 


外資 審議 会 の 答申 に 基づい て , わが 国 も 外国 資本 に 門 
戸 を 開放 する 体制 に 踏み きっ た 。 昭 和 39 年 春 か ら 
OECD に 加盟 し て 開放 の 義務 を 負わ きれ て 3 年 余り 

「 第 二 の 黒 船 」 な ど と 騒が れ で 世論 を 沸き た た せ て いた 
資本 自由 化 が 。 い よい よ 曲 が りな り に ゃ 実施 され る こと 
と な っ た わけ で ある 。 

し か し , 今度 の 実施 第 一 歩 に お ける 自由 化 業種 の 選定 
に つい て は , 早く も 海 外 か ら 日 本 政府 の 自国 産業 に 対す 
る 過剰 保護 の 色彩 が 強 す ぎる と の 不満 が 表明 され て い 
る 。 こ の 分 で は 。 今後 海外 か ら の わが 国 に 対す る 自由 化 
業種 拡大 の 要請 は , 今度 の スタ ー ト を 契機 と し て に わか 
に 激しく な る も の と 予想 きれ, 自由 化 問題 に 関す る 各界 
の 論 離 も , あら た め て 熱 を 加え つつ ある 。 

一 部 に は ,「 も し 黒船 を お それ て ば か り い た と し た ら 。 
明治 以来 の 発展 は 招来 まれ な か っ た ろう 。 自 由 化 は 積極 
的 に , むし ろ 進 ん で 拡大 すべ きだ 」 と 王 張 する 強気 論 が 
ある の に 対し , 他方 で は ,「 外 資 を 世 く みて は な ら ぬ c 
自由 化 は あく まで 慎重 に 、 個々 の 業界 の 国際 競争 力 の 程 
度 , ナシ ョ ナル ・ イ ンタ レス ト (国益 ) の 有無 な ど を 十 
二分 に 検 対 し な が ら 自主 的 に 進め る べき で ある 。 国際 的 
な つき 合い の た め に 自由 化 を あせ っ て 悔い を 千 赤 に 残す 
よう な こと が あっ て は な ら ぬ 」 と する 警戒 論 も また 広く 
唱え られ て いる あり さま で ある 。 

いずれ に し て も 、 生 きた 企業 を 直接 相手 と する 資本 の 
自由 化 は , も の を 対象 と する 錦 易 の 自由 化 と は 人 違っ て 一 
自 と きび し いも の で ある こと は 当然 で , まかり 間 信 えば 
当該 産 業界 を 根底 か ら お び や か す ほど の 危険 を 伴う も の 
で ある こと は , 部分 的 に は すでに ヨー ロッ パ で も 実証 済 
み で ある 。 

その 意味 で は , これ か ら 第 二 ラ ウン ド に 入ろう と する 
わが 国 の 資本 自由 化 の 行 手 に は , 海外 大 企業 と の 比較 に 
お いて で, 多く の 深刻 な 問題 が 立ち は だ か っ て いる と いわ 
ね ば な ら ぬ 。 た と えば , いわ ゆる 企業 体質 の 間 題 技術 
開発 力 の 問題 , 流通 機構 の 問題, 長期 割 販 売 の 問題 


の 黒 商 


ある い は 産業 体制 
整備 の 問題 」, そ の 
他 い ろ い ろ の 問題 
が ある 。 な か ん ず 
く 、 企業 体質 問題 
の 核心 と もい うべ 
き 自 己 資本 格差 の 
問題 は , 最も 重視 
され る べ ぺき で あろ 
周知 の と お り 。 

わが 国 の 大 半 の 企 
業 の 資本 構成 は , 
自己 資本 2 割 に 他人 資本 8 割 の 割合 が 普通 と され , まこ 
と に 及 羽 で ある 。 こ れ に 対し アメ リカ の 企業 は , 自己 次 
本 7 割 に 他人 資本 割 の 比率 が 普通 と され , し か も その 
自己 資本 の 中 に 占め る 積 資本 の 割合 は 払込 資本 の それ 
より も 多い こと が 当たり まえ と され て いる 。 一 例 を あげ 
る と , ゼネ ラル モー ター ス の 払込 資本 2.700 億 円 に 対 
し て , これ に 将 積 資本 を 加え た 自己 資本 の 総額 は 2 兆 
5.000 億 円 の 巨 頼 に の ぼる と いう 。 

配当 も 金利 負担 も 要ら な り 有 有利 な , し か ゃ 圧倒 的 な 。 
巨額 の 甘 積 資本 を 携え て 海外 の 大 企業 が 本 格 的 に 乗り 和 
ん で きた 場合 , 多額 の 金利 負担 に あえ ぐ わ が 国 の 同種 
企業 は 果たし て 対抗 で きる で あろ うか 。 業種 に よっ て は 
由 々 し き 難 事 で あろ う 。 

と も あれ .「 第 二 の 黒船 」 は 現実 に 上 陸 を 始め る 体 抽 
に ある 。 い まさ ら 開 放 体 制 を 忌避 する わけ に は ゆか め ぬ s 
し た が っ て , 自由 化 に 対す る われ われ の 基本 態度 は 「 あ 
くま で 盾 重 に 」, し か し 同時 に 「 ど こま で も 前 向き に 」 
堂々 と 取組 ん で ゆく も の で あら ね ば な ら ぬ と 思う 。 

今後 の 開放 体制 下 に お いて , 会 員 企業 各位 の 一 段 と 発 
展 さ れん こと を 鞭 し ん で 祈る も の で ある 。 供 越 多 誠 

(富士 物産 (株 ) 社長 ・ 本 協会 常務 理事 ) 
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昭和 42 年 度 官 人 庁 の 事 業 概要 


( その 1) 
1. 昭和 42 年 度 建設 省 事 業 の 概要 


1. 総 括 


建設 省 開 係 の 昭和 45 年 度 議 入 歳出 予算 は , 建設 省 所 
管 一 般 会 計 の 歳入 約 35 億 3,100 万 円 , 歳出 予算 は 総額 
約 6.822 億 3,100 方 円 で , 昭和 41 年 度 当初 予算 に 比べ 
約 847 億 8.100 万 円 の 増 富 と な り , この ほか に 総理 府 
よび 労働 省 の 所 管 予算 と し て 計上 され て いる が , 実質 上 
建設 省 所 管 の 事業 と し て 実施 され る 予定 の 経費 な ど を 合 
わせ る と 約 7,257 億 6.500 方 円 と な り , 昭和 41 年 度 当 
初 巴 算 に 比べ 約 936 億 100 万 円 の 増額 と な っ て いる 。 こ 
の ほか に 国 庵 債務 負担 行 汽 と し て , 官 店 営 緒 に 54 億 
9.400 方 円 , 河川 な 人 害 復旧 事業 中 補助 に 95 億 8.000 
万 円 が 計上 され て ゆい る 。 治水 特別 会 計 の 昭和 42 年 度 の 
也 算 燥 は 歳入 歳出 と も 約 1,571 億 4,500 万 円 で , 昭和 41 
年 度 当初 子 算 に 比べ 約 319 億 8,600 万 円 の 増 病 と な っ て 
いる が , その 綱 定 別 の 予算 額 は , 治水 搬 定 が 約 1,359 億 
7400 万 円 特定 多目的 ダム 工事 竹 定 が 約 211 億 7,100 
万 円 と な っ て いる 。 な お , この ほか に 国庫 債務 負担 行 約 
と し て 直 電 河 用 改修 事業 な ど に 48 億 8.200 万 円 , 多 目 
的 ダム 建設 事業 に 70 億 5.300 万 円 , 計 119 億 5.300 亡 
円 が 計上 され て いる 。 

また 、 道路 整備 特別 会 計 の 昭和 42 年 度 也 算 額 は , 歳 
入 歳 出 と も 約 4.527 億 400 方 円 で , 昭和 41 年 度 当初 和 
算 に 比べ 約 556 億 7100 万 円 の 増 杯 と な っ て いる 。 な お 。 
この ほか に 道路 幣 備 特 別 会 計 に も 国庫 代 務 負担 行為 と し 
て 直轄 道路 改築 事業 な ど に 305 億 8.700 万 円 が 計上 され 
て ゆる 。 深 に 都市 開 人 次 金融 通 特別 会 計 の 予算 額 は , 歳 
歳出 と も 約 36 億 6800 万 円 で 昭和 41 年 度 当初 予 
算 に 比べ 約 21 億 3,200 万 円 の 増額 と な っ て いる 。 

昭和 43 年 度 に お ける 建設 省 関係 の 財政 投 船 資 の 計画 
は , 日 本 道路 公団 , 首都 高 速 道路 公 団 , 防 神 高速 道路 公 
団 , 日 本 住宅 公団 , 住宅 金融 公庫 お よび 都市 開発 資金 特 
別 会 計 に 対し , 総額 約 5.512 億 円 と た っ て いる が , この 
額 は 昭和 4 年 度 に 比べ 約 1.158 億 円 の 増額 を 示し て い 
る 。 こ の ほか に 公団 公 訟 の 自己 資金 な ど が ある の で , 昭 

* 下 省 大 皿 富 設 概 拭 巡 


吉田 


護 。 派 * 


和 42 年 度 に お ける 全体 規 模 は 約 6.788 億 円 と な る 。 
2. 治水 関係 事業 


総 投資 額 1 兆 1,000 僧 円 の 5 カ年 計画 の 第 3 年度 と レ 
て 実施 され る が 。 昭和 42 年 度 算 額 は 総額 約 3,133 億 
4.300 方 円 で その お も な も の は 次 の と お り で ある 。 


冶 水 事業 1.487 億 8,300 万 円 
河 川 849 僧 5,800 万 円 
ダ ム 345 億 3,100 万 幅 
落 防 386 遼 8,800 万 円 
建設 機 棋 6 億 600 万 円 

海 准 保全 事業 84 億 円 

茨 害 復 旧事 業 591 疹 6,000 万 円 


上 記 の 予算 額 は , 治水 事業 分 が 治水 特別 会 計 に , 海岸 
保全 事業 お よび 炎 復 旧事 業 が 一 般 会 計 に 計上 され て い 
る が , その 内 訳 は 表 一 1, 表 一 2 を 参照 され た い 。 

1) 浴 水 事業 

昭和 43 年 度 に お ける 治水 事業 の 事業 紅 は 1,777 億 
7.200 万 円 で , 前 年 度 に 比べ 251 億 4,800 方 円 の 増 と な 
っ て いる 。 

治水 事業 に つい て は , 近年 の 峰 害 の 発生 状況 , 河川 流 
域 の 開発 の 進展 お よび 水 需要 の 著しい 増大 に 対処 する た 
めそ の 促進 は か る も の と し , 特に 最近 の 肖 害 の 実情 
に か ん が み 。 中 小河 川 の 対策 に 重点 を お くも の と する 。 

また , 1 泊 河 川 水系 と し て は , すでに 指定 済み の 55. 
水系 に 加え て , 新規 に 30 水 茶 を 指定 され る こと と な っ 
て いる 。 

(a) 河川 事業 

まず 直轄 河川 に つい て は , 1 河 川 83 水系 に 係る 利 
根 川 な ど 95 河川 。 お よび 2 級 水系 8 河川 な ら びに 北海 
道 特 丈 河川 8 河川 に つい て 事業 を 実施 する こと と な っ 
で いる が , これ ら 河 川 政 修 事業 の 重点 は 

ざ 重要 水系 の 河川 の 改修 の 便 進 

る 近年 著しい 炎 害 の 発生 し た 河川 の 履修 の 促進 

⑧ 同 信 濃 川 な ど 放水 略 工事 お よび 大 規模 な 引 坦 工 事 

な ど 計 画 的 施工 を 要する 工事 の 促進 


人 ひ 


T 昭 和 42 年 度 公 庁 の 事業 概要 ] (その 1) 』、 中 和 49 年 度 建設 省 事業 の 必要 き 
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建設 の 要 械 任 (W209) 


③ 都市 河川 の 改修 の 促進 
⑮ 東京 . 大 阪 消 な どの 重要 地域 に お ける 高潮 対策 の 

全 進 

(⑯ 低地 地域 に お ける 内 水 排除 対策 の 促進 

⑦ 新 北都 市 建設 お よび 農業 構造 攻 基 事業 , その 他 の 

地域 開発 事業 な ど に 関連 し て , 改修 を 要する 河川 の 
改修 の 促進 

⑧ 河道 の 整備 を 積極 的 に 進め 併せ て 河川 の 一 般 利 

用 , 環境 の 整備 に 資す る と と も に , 河床 低下 対策 と 
し て 河床 を 安定 する 事業 の 促進 
を は か る こと と な っ て いる 。 

次 に 補助 事業 に つい て は , 中 小河 川 改修 事業 と し て 最 
近 に お ける 各地 府 雨 な どの 淡 害 の 発生 状況 な ど ん が 
み , その 促進 を は か る も の よし て , 1 級 河川 に つい て は 
災 続 248 河川 。 新 規 17 河川 。 計 365 河川 2 紋 河川 に 
つい て は , 浴 続 317 河川 , 新規 13 河川 計 230 河川 に 
つい て 実施 する こと と な っ て いる 。 

な お , 事業 の 実施 に つい て は 

① 矯 屋 川 。 石神 井川 , 仙川 刈谷 田川 。 玄 瀬川 な ど 

重要 河川 の 改修 

@⑳ 近年 著しい 洗 寄 が 発生 し た 地域 の 河川 の 改修 

⑱ 都市 お よび その 周辺 地域 の 河川 の 改修 

③ 新 産業 都市 建設 事業 お よび 農業 構造 改善 事業 その 

他 地域 開 欧 に 関す る 事業 な ど に 関連 し て 躍 急 に 改修 
を 要する 河川 の 改修 

@ 内 水 被害 の 著しい 河川 の 改修 

⑯ 放水 路 お よび 大 規模 な 引 堤 工事 な ど 計画 的 施工 を 
要する 河川 の 改修 
人 に 重点 を お く こ と と な っ て いる 。 

また , 高潮 対策 事業 に つい て は , 最近 に お ける 地 了 脆 沈 
下 の 状 況 お よび 人 炎 害 の 発生 状況 な た ど に か ん が み , 東京 地 
区 , 大 阪 地区 に つい て 前 年 度 に 引続き 事業 の 促進 を は か 
る こと と な っ て いる 。 

(b) 多目的 ダム 建設 事業 

多目的 ダム 建設 事業 に つい で は ,。 治水 効果 と 諸 用 水 需 
要 の 増大 を 老 應 し て , 事業 の 促進 を は か る こと と な っ で 
いる 。 

直轄 事業 に つい て は , 維 続 施工 中 の 筑後 川 の 松原 下 和 
ダム な ど 10 ダム の ほか 。 新規 に 真名 川 の 真名 川 ダ ぜ ム な 
どう 2 ダム を 加え , 計 12 ダム に つい て 施工 する こと に な 
っ で いる が , この ほか に 実施 計画 調査 に つい て は 継続 の 
江の川 の 下 土 和 ダ ム な ど 4 ダム に 。 新規 と し て 北上 川 の 
御所 ダム な ど 3 ダム を 加え , 計 7 ダム に つい て 調査 を 行 
な うこ と と な っ て いる 。 

補助 事業 に つい て は , 維 続 施工 中 の 15 ダム の ほか 。 
新規 に 利賀 川 の 利賀 川 ダ ム な ど 』 ダム を 加え 。 計 19 ゲ 
ム に つい て 施工 する こと と な っ て いる が , この ほか に 実 
衝 計 画 調査 と し て は , 継続 3 ダム の ほか 。 新規 に 館 田 松 


川 の 松川 ダム な ど 7 ダム を 加え 。 計 15 ダム に つい て 実 
施す る こと と な っ て いる 。 

次 に 水 資源 開発 公団 に お いて 行なう 事業 に つい て は , 
利根 川 の 木沢 ダム な ど 8 ダム の 継続 の ほか , 新規 に 吉 
野川 の 早明浦 ダム を 加え , 計 9 ダム の 建設 加 の 治水 負担 
分 と し て 水 資源 開発 公団 交付 金 75 億 7,500 万 円 を 同 公 
団 に 交付 する こと と な っ て いろ る 。 

Cc) 砂防 事業 

砂防 事業 に つい て は 。 近年 秋 害 発生 の 著しい 直轄 河川 
水系 お よび 土砂 の 流出 に よる 被害 の 著しい 河川 に 重点 を 
お き , 重要 地域 に 即応 する と と も に , 他 事 業 と 関連 する 
事業 の 促進 を ほか る こと と な っ て いる 。 

直轄 事業 と し て で は, 雑 続 施行 中 の 利根 川 な ど 26 河川 
の ほか , 新規 に 球磨 川 を 加え , 計 27 河川 に つい て 実施 
する 。 ま た 地すべり 対策 と し て は , 継続 施行 中 の 最上 川 
な ど 4 河 川 に つい て 実 施 する こと と な っ て いる = 

補助 事業 と し て は , 重要 な 河川 お よび 最近 の 秋 害 に よ 
り 著 し く 荒 廃し , か つ 下流 に 被害 を 及ぼ す お それ の ある 
荒 許 河 川 に 重点 を お いて 実施 する ほか , 特殊 緊急 似 防 と 
し て , 島根 県 ほか 6 県 に つい て 実施 する こと と な っ て 
る (建設 機械 に つい て は 後述 する )。 

(3 ) 海保 全 事 業 

昭和 42 年 度 に お ける 次 震 事 業 関係 の 事業 費 は 約 81 億 
3.600 万 円 で , 前 年 度 に 比べ 約 8 億 6500 万 円 の 増 と な 
っ て いる 。 こ れ に より 近年 帰 玩 し て いる 海 岩 災害 の 被害 
状況 に か ん が み 、 防 妖 上 重要 な 地域 に お ける 座 幸 保全 施 
設 の 整備 の 促進 に 重点 を お く こ と と な っ て いる 。 

記 輸 事業 に つい て は 。 継続 9 海 汰 の ほか , 新規 に 1 海 
堆 、 計 10 海 内 を 実施 二 る こと と な っ て いる 。 補助 事業 
に つい て は , 約 続 136 海 涯 の ほか , 新規 に 49 海 虹 。 計 
185 海岸 に つい て 実施 する こと と な っ て いる 。 

(3) 災害 復旧 

昭和 42 年 度 に お ける 災害 対策 事業 開 係 の 事業 費 は 
784 億 4,600 万 円 で , 前 年 度 に 比べ 40 億 7.800 万 円 の 
滅 と な っ で いる (道路 都市 災害 を 含む )。 災害 復旧 事 
業 に つい て は , 直轄 は 内 地 52 カ年 。 北海 道 3 カ年 で 復旧 
を 完了 する 方 針 に より , 内 地 は 41 年 笑 の 復旧 を 完了 し 
北海 道 は 40 年 災 は 完了 し 4 年 災 は 80 泌 の 進捗 を は か 
る こと と な っ て いる 。 

次 に 災害 関連 事業 に つい て は , 災害 復 旧事 業 の 進捗 に 
店 じ て 促進 する も の と し , 河川 お よび 海 状 活 害 復旧 事業 
に つい て は 6 カ年 。 炎 審 関 連 事業 に つい て は カ年 で 完成 
する こと と な っ て いる 。 


9. 道路 整 備 


昭和 42 年 度 道路 整備 事業 は , 第 5 次 道路 整 備 5 ヵ年 
計画 の 初 年 度 と し て 実施 され る が , その 基本 方 針 と し て 
は , わが 国 の 経済 お よび 国民 生活 の 均衡 ある 発展 を は か 
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る た め , 将来 の 道路 輸送 各 要 の 増大 に 対処 する と と も に 
輸送 能力 の 画 期 的 拡大 お よび 交通 名 の 解消 を は か り , も 
っ て 国土 の 有効 利用 流通 の 合理 化 お よび 国民 生活 環 
の 改善 に 寄与 する こと を 今後 の 道路 加 備 の 目的 と する た 
の に 策定 され る も の で , その 規模 は 昭和 42 年 度 か ら 5 
年 度 に 吾 る 5 カ年 間 に 6 兆 6,000 億 円 の 道路 投資 が 予定 
され 、 内訳 は 一 般 道路 事業 に 3 兆 5,500 億 円 , 有料 道路 
事業 に 1 兆 8,000 億 円 , 地方 単独 事業 に 1 兆 1.000 億 
円 , 予備 窟 1.500 位 円 と きれ て いる 。 

な お 、 第 5 次 道路 整備 5 カ年 計画 の 重点 事項 は 次 の と 
お り で ある 。 

高速 道路 に つい て は , 東名 高速 道路 お よび 中 央 高速 道 
路 (東京 - 密 士 吉 田 則 ) の 完成 , 中央, 東北, 中国, 九 
川 お よび 北陸 の 各 高速 自 動車 国道 な どの 建設 の 促進 。 一 
李 国 道 の 改 筆 お よび 交通 革 滞 の 著しい 区 間 の 再 履 築 の 促 
進 、 都市 内 道路 の 幹線 午 路 の 整備 の 促進 お よび 既 着 工 都 
市 高速 道路 の 早期 完成 を 促進 し , あわ せ て 新規 路線 に 弟 
する 。 地 方 道 に つい て は , 重要 な 地方 的 埋 線 お よび 地 
城 の 開発 を は か る た め の 路 線 の 累 備 の 促進 , 刺 地 開発 
山村 振興 道路 な ど 未 開発 地域 の 開発 の 促進 を は か る 。 交 
通 安 全 施 設 に つい て は , 交通 安全 施設 の 整備 お よび 鉄道 
と の 踏切 道 の 除 ま な どの 促進 , 寺 寒 事業 の 拡充 強化 を は 
か る 。 また, 関門 架橋 万博 関連 道路 お よび 本 州 四国 連 
紗 架 橋 な どの 新規 事業 に 着手 する こと と な っ て ゆる 。 

昭和 42 年 度 の 道路 加 備 関係 の 予算 は , 総額 約 483 
億 100 万 円 で , その 内 訳 は お お むね 次 の と お り と な っ て 
いる 。 


一 般 道路 事業 4.264 億 100 万 円 
道 路 3.285 億 9,400 万 円 
街 路 931 億 300 万 円 
建設 機械 7 億 400 万 円 
有料 道路 事業 319 億 円 


日 本 道路 公団 出資 金 174 億 円 
普 都 高 連 道路 公団 出資 金 24 億 円 
阪神 高速 道路 公団 出資 金 21 億 円 
上 記 予 算 の 内 訳 は 表 一 9 を 参照 され た い 。 
は) 一 般 道 中 事業 
一 般 道路 事業 の 5 ち , 昭和 43 年 度 に お ける 道路 業 
の 事業 費 は 総額 約 8.963 億 円 で , 前 年 度 に 比べ 約 494 億 
円 の 増 と な っ で いる が 。 その 事業 費 を 道路 種別 な ど に よ 
区 別 すれ ば 雇 の と お おり と な っ で いる 。 


国 道 2.163 億 8,300 万 円 
元 1 級 国道 1,287 億 5,700 万 円 
元 ぅ 級 国道 876 億 2.600 万 円 
地 坊 道 1,437 億 5,800 万 
当 寒 97 億 400 万 円 
青 杜 19 億 1.000 万 円 
交通 安全 346 億 円 


上 記 の 事業 糞 に より , 約 3.600km の 改良 工事 と 約 
6.200 km の 千 装 工事 が 実施 きれ る こと に な る 。 

一 和 国 道 に つい て は 交通 上 の あい 路 と な っ て いち 区 
間 の 三次 改築 を 行なう と と も に , 元 2 級 国道 に つい て は 
蝶 和 47 年 度 に 概 成 する こと を 目途 に 建設 を 促進 する 。 
また 一 般 国道 の 管理 を 強化 する た め , 昭和 42 年 度 か ら 
一 般 国道 の 指定 区 間 に つ いて は , 従来 者 道府県 知事 に 委 
任 さ れ て いた 占用 許可 な どの 行政 事務 を も 含め ー 元 的 に 
管理 する こと と な っ て いる 。 

地方 道 に つい て 価 , 重 要 な 地方 的 幹線 , 地方 開発 を 進 
め る た め の 重 要 な 路線 に 重点 を お ぎ , 整備 を 促進 する と 
と も に , 虹 林 水産 物 な どの 消費 物資 の 流通 の 円 帯 化 に 次 
する た め , 必要 な 道路 に つい て 整備 を 行なう こと と な っ 
て いる 。 ま た , 近 叶 積 雪 失 冷 地域 に お ける 産業 の 発展 と 
民生 の 安定 に 座 す る た め , 特に その 重要 必 の 増し て きた 
生 雪 寒冷 地域 内 の 道路 交通 の 確保 に つい て は , 和 
年 度 に お いて も 重点 施策 の 一 つと し て あげ られ て お り 。 
その 事業 費 も , 除 暫 機械 も 償 め て 約 128 億 円 で 特に 除 
習 事 業 の 拡大 を は か っ て お り , 市 町 村 に 対す る 除 潮 用 機 
械 叶 入 費 補 助 金 制度 な ど が ね り こま れ て いる な ど , これ 
ら 地 域 の 冬期 に お ける 道路 交通 の 確保 を 強力 に 推進 する 
こと と な っ て いる 。 

に , 近 時 の 交通 難 に より 事故 の 増大 に 伴い , 特に 人 
命 導 重 の 立場 か ら 歩 行者 保護 の た め の 施設 歩道 , 横断 
歩道 橋 , ガードレール な どの 整備 に つい て は , 3 カ年 計 
画 を 大 帆 に 費 上 げ , 事業 の 促進 を は か る こと と な り 。 昭 
和 42 年 訟 に お いて は 歩道 1.085km, 横断 歩道 橋 947 
個所 地下 横 迷 歩 道 48 個所 , 中 央 分 離 帯 106 km 小 規 
僅 交 差 点 改 良 619 個所 , パス 停車 帯 968 個所 , 道路 骨 
11,288 基 , 道路 撫 識 22.857 本 , 防護 きく 1.311 km な 
ど 。 大 幅 に 事業 が が 増大 され て いる 。 調査 拭 に つい て は 。 
国土 開発 幹線 自動 車道 , 本 州 四国 連絡 保 橋 語 査 , 東京 注 
環状 道路 な どの 調査 を 推進 し , 整備 計画 の 作成 を は か る 
こと に な っ て いる (街路 お よび 建設 機械 に つい て は 後述 
する )。 

2) 有 料 道 路 事 業 

昭和 42 年 度 の 有料 道路 事業 は 日 本 道路 公団 な ど 3 公 
団 に より 実施 され る が , その 内 容 計 次 の と お り で ある 。 

Ca) 日 本 道路 公団 関係 

日 本 道路 公団 に お ける 昭和 49 年 度 の 事業 貫 は 。 道路 
加代 特別 会 計 か ら の 出資 金 174 億 円 , その 他 借 入金 な ど 
を 加え る と 2,090 億 4.200 万 円 と な り , 前 年 度 当初 予算 
に 比べ 約 455 億 円 の 増 と な っ て いる 。 

その 事業 内 容 に つい て は , 東名 高速 道路 お よび 中 央 高 
速 道路 の 東京 者 富士 朝田 市 間 を 昭和 43 年 度 に 供用 開 
始 の 目途 を も っ て 建設 を 促進 し , 東北 自動 車道 な ど 5 路 
線 の 1.010 km の 区 間 の 建設 を 促進 させ る 。 ま た 一 般 有 
料 道 路 に つい て は , 長崎 バイ ベス な どら 2 路線 の 完成 を は 


填 設 の 提 械 化 ( 親 2093 衝 


か り , 第 3 関 想 架橋 な どの 新規 略 線 事業 に も 著 手 す る こ 
と と な っ て いる 。 

《b) 彰 者 高速 道路 公団 職 係 

首都 高速 道 路 公 団 に お ける 昭和 42 年 度 の 事業 裳 は , 
道路 整備 特別 会 計 か ら の 出 次 金 24 億 円 で ,。 その 他 地 記 
公共 団体 か ら の 出資 金 な た ど を 加え る と 561 億 8,200 万 円 
と な り , 前 年 謀 当 初 予 算 に 比べ 約 87 億 円 の 増 と な っ て 
いる 。 そ の 事業 の お も な も の は 既 着工 路線 9 路線 の 建設 
を 促進 する と と も に , 新規 に 首都 高速 3 号 下 伸 線 な どき 
路線 に 着手 する こと と な っ て いる 。 


を 促進 する と と も に , 新規 に 大 阪 2 号 東 仲 線 な ど 3 路線 
の 建設 に 着手 する こと と な っ て いる 。 

な お , 首都 高速 道路 公団 お よび 阪神 高速 道路 公団 に 款 
する 出資 率 が 13 祖 に 引上げ られ る 予定 で ある 。 


4 都市 計画 
昭和 43 年 度 に お ける 都市 計画 開 係 の 予算 は 総額 約 
1.276 億 1.000 万 円 で , 前 年 度 に 比べ 約 266 僚 円 の 増 と 


な っ = て いる が , その 主要 事項 別 内 訳 は 次 の と お り と な っ 
て で いる 。 


て c) 阪神 高速 道路 公団 関係 道路 疫 備 特別 会 計 
阪神 高速 道路 公団 に お ける 昭和 43 年 度 の 事業 は 。 街 路 (公団 出資 金 を 含む ) 976 億 300 方 幅 
道路 束 備 特別 会 計 か ら の 出資 金 21 億 円 で 。 その 他 地方 一 郁 会 計 
公共 団体 か ら の 出資 金 な ど を 加え る と 391 億 4.100 万 円 下 林 道 370 億 700 万 円 
と な り , 前 年 度 当初 予算 に 比べ 約 83 億 円 の 増 と な っ て 会 園 5 億 円 
いる 。 そ の 事業 の お も な も の は 虐 着工 路線 7 路線 の 建設 都市 開発 資金 5 億 円 
ー9 H 史 計 主要 3 表 
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C1) 哲 路 事業 

前 述 の と お り 、 后 路 事業 は 道路 整備 5 カ年 計画 の 一 環 
と し て 道路 整備 特別 会 計 に 計上 され て お り , 昭和 49 年 
度 に お ける 事業 費 は 約 1.409 億 9,000 万 円 で , 前 年 度 に 
比べ 約 189 億 4.000 万 円 の 増 と た っ て いる 。 こ れ に より 
道路 改良 , 括り ょ ら 整 備 お よび 谷 装 新 設 の 街路 事業 を 実 
旋 し て . 都市 交通 の 円 滑 化 を は か る ほか 。 人 家 の 審 集 し 
た 地区 で 幹線 衡 路 の 整備 と と も に 市 街 地 の 合理 的 利用 
を も 必要 と な る 地区 に つい て は 都市 改造 土地 区 画 整 理 
泰生 と 市 街 地 改造 事業 を 実施 する こと と な っ て いる s 

(2) 下水 道 事業 

昌和 4 年 度 を 初 年 度 と する 第 2 次 下水 道 5 カ年 計画 
が 策定 され , その 総 事業 帝 は 9.300 億 円 で これ に より 
環 和 43 年 度 の 事業 の 促進 が は か られ る こと と な る が 。 
その 事業 爆 人 は 約 1.258 億 円 (地方 単独 事業 忠 を 含む ) 
で 。 前 年 度 に 比べ 約 166 億 円 の 増 と な っ て いる 。 事業 に 
つい て は , 流 城下 水道 の 整備 重要 産業 地帯 に お ける 水 
質 濁 の 防止 お よ で び 弥 処理 場 を 含め 新 市 寺地 に お ける 
下水 道 の 整 備 な ど に 重点 を お く こ と と な っ て いる 。 な 
お 。 これ に より 昭和 42 年 度 に 公共 下水 道 は 約 15.000 ba 
に 及ぶ こと に な る = 

C8) 公園 事業 

昭和 42 年 度 に お ける 公園 事業 の 事業 異 は 52 億 300 万 
円 で , 前 年 度 に 比べ 21 億 7,800 万 円 の 増 と な り , これ 
に より 国営 公 園 な どの 整備 が 促進 され る が 。 新規 に 明 浴 
百年 記念 事業 と し て の 記念 公園 が 整備 され る こ と と な 
0, また , 古都 に お ける 歴史 的 風土 の 保存 事業 。 首都 
脅 , 近畿 圏 の 近郊 地帯 内 に お け る 特別 保全 地区 の 広域 
地 を 保全 する 事業 も 行なわ れる こと と な っ て いる 。 

(4) 都市 開発 資金 

過密 都市 対策 と し て , 市街地 再開 発 の 棒 と な る 工場 な 
と 、 移転 跡 地 の 買取 りお よび 重要 秀 市 施設 用 地 の 買取 り 
を 行なう た め 、 地方 公共 団体 に その 資金 を 貸付 ける も の 
で , 昭和 42 年度 は 95 億 円 の 資金 を も っ て ・ 東京 お よび 
大 阪 の 工場 な ど 移 収 跡地 の 買取 り に 重点 を お き , 貸付 け 
る 計画 で ある 。 

5. 建設 機械 

電設 可算 は , 予算 の 編成 上 前述 の 浴 未 特 
別 会 計 お よび 道路 加 備 特別 会 計 に それ ぞ れ 計上 さき れ て お 
り , 昭和 42 年 度 に お ける 算 計上 額 は 治水 関係 分 6 億 
600 万 円 , 道 呈 係 分 攻 億 00 万 円 , 計 58 億 1.000 亡 
円 と た っ で いる ち 。 

て 1 ) 党 水 関係 巡 設 機械 備 事業 

昭和 42 年 度 に お ける 治水 特別 会 計 に 計上 の 建設 機械 
整備 轄 の 事業 費 は 6 億 600 万 円 で 前 年 度 に 比べ 3.800 
万 円 の 増 と な っ て いる 。 これ は 直轄 治水 事業 の 講 負 化 に 
伴う 国 の 保有 機械 の 渋 少 に より 機械 修理 費 は 減少 すろ 


が , 「 新 河川 法 」 に より 実施 され て いる 1 級 本 川 の 滞 川 
維持 用 機械 の 整備 費 が 増 合 さ れ た も の で ある 。 なお, 河 
川 工事 用 機械 の 購入 に つい て は , 冶 水 事業 の 施工 の 合理 
化 に 変 す る た め に 必要 な 新 機種 機械 お よび 特殊 機械 の 導 
入 に 重点 を お く こ と と な っ て いる 。 

(2) 道路 開 係 計 樹 直 整 侯 間 薬 

昭和 82 年 度 に お ける 道路 整備 特別 会 計 に 計上 の 建設 
機械 整 仙 坦 の 事業 費 は 57 億 5.900 万 円 と な り , 前 年 度 
に 比べ 3 億 6,400 万 円 の 増 と な っ て お り , その 内 容 は 座 
の と お り で ある 。 

Ca) 道路 工事 用 機械 

道路 工事 用 機械 の 整備 に 当て られ る 事業 費 は 21 億 400 
万 円 で , 前 年 度 に 比べ 1.04 倍 と な っ て で おり , これ に よ 
り 直 轄 道中 改築 工事 用 機械 および 一 般 国道 直 四 維持 用 機 
械 の 購入 , 修理 な ど が 実施 ミ れ る こと と な る が , 予算 額 
の 大 孝 分 は 後者 に 当 で られ る こと と な っ て いる 。 

直 還 道 路 改 筑 工 事 用 機械 に つい て は , 民間 建設 業界 の 
設 機 械 の 保有 が 充実 し て きた 状況 に か ん が み ,42 年 度 
も , 前 年 度 に 引続き 一 般 の 請負 貸与 機械 の 国 の 保有 を 新 
浅 し て ゆく こと と し , 新規 の 購入 は 工事 施工 の 合理 化 を 
は か る た め 新 工法 に 必要 な 新 機 種 機械 の 導入 に 重点 を お 
く こ と に な っ て いる 。 

次 に , 一 般 国道 直 韓 継 持 用 機械 に つい て は 直 四 管 理 
区 間 の 下 び に 伴っ て 必要 と な る 機械 の 購入 を 行なう と と 
も に , その 他 ク レー ン 車 , 清掃 用 機械 な どの 購入 を 行 な 
9 こと に な っ て で いる 。 

(hb) 除雪 用 機械 

積雪 究 浴 地域 に お ける 冬期 道路 交通 の 確保 を は か る た 
め 際 用 機械 の 整備 を 推進 する も の で , 昭和 42 年 度 の 
事業 は 30 億 8、800 万 円 で 前 年 度 に 比べ 1.10 借 と な 
っ て いる 。 こ の 事業 の うち 直 輔 関係 の 機械 騰 入 糞 は 9 億 
8,600 万 円 で あり 補助 関係 で 地方 公共 団体 が 購入 する 
機械 は 19 億 7.400 万 円 (うち 市 町 桂 関係 5 億 700 万 円 ) 
で , 42 年 度 に お いて 除 寺 路線 に 新た に 配 居 さ れる 機械 
の 額 は 29 億 6.000 万 円 に の ぼる こと と な る 。 こ れ ら 除 
愉 用 機械 の 購入 に あたっ て は , 過去 に お ける 豪雪 の 体験 
お よび 除電 工法 の 研究 , 除 機 械 の 性 能 試験 た どの 結果 
を 考慮 し , わが 国 の 質 質 や 地形 に 適応 し た 除雪 機械 の 採 
用 を 行なう こと と な っ て いる が , 特に 除雪 作業 の 高度 公 
の 推進 を は か る た め , 除 因 トラ ッ ク な どの 高速 除雪 車 , 
ロー タリ 除雪 車 , スノー ロー ダ な どの 除雪 専用 機械 の 整 
備 に 重点 を お く こ と と な っ て いる 。 

Cc) 路面 補修 機械 の 補助 

路面 補修 機械 の 整備 に 当て で られ る 事業 費 は 5 億 6.700 
万 円 で 。 前 年 度 と 同額 と な っ て いる 。 

特殊 改良 第 4 種 補助 事業 と し て 一 般 国道 お よび 主要 地 
方 道 の 簡 易 講 が 実施 きれ て いる が , この 種 の 簡易 舗装 
道 は , その 性 質 上 , 破損 個所 を 迅速 に 修復 し な けれ ば 適 
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正 な 効用 が 望め な い の で , 早急 に 道路 管理 者 の 維持 体制 
の 確立 , 補修 機械 の 整備 を は か る 必要 が ある の で 。 維持 
作業 車 。 アスファルト 系 補修 用 機械 , 締 固 め 機械 な どの 
簡 各 千 装 路面 補修 用 機械 セッ ト お よび 補修 材料 生産 用 機 
徹 と し て , 碑 石 デ テラ ント な どの 機械 購入 に つい て 都 道 府 
県 に 対し 補助 する も の で ある 。 

な お , これ ら 機 械 セッ ト の 管理 に つい て は 。 巡 回 補修 
班 に よる 効率 的 な 運用 を 期待 する こと と し て いる 。 


6. む す び 


以上 述べ た ほか , 昭和 48 年 度 建設 省 所 管 の 主要 事業 
と し て は , 住宅 ・ 宅 地 対 策 の 強化 , 官庁 営繕 工事 関係 な 
ど が ある が , これ ら は 紙面 の 都合 で 割 且 させ て いた だ く 
こと と し た の で , ご 了承 願い た い 。 

また , 本 稿 に 使用 し た 直轄 事業 関係 の 予算 額 , 事業 有 
に は , 地方 建設 局 な ど の 事務 小 を 含ん だ 数 字 で ある の 
で , 実質 的 な 工事 費 は これ を や や 下回る も の で ある こと 
を ご 承知 きれ た い 。 


HI. 昭和 42 年 度 農 林 省 農地 局 関係 予算 の 概要 


1. 総括 概要 

昭和 42 年 鹿 の 一 般 会 計 に お ける 農林 予算 の 総体 の 合 
計 顔 は 4.451 億 円 で ある が , この ほか , 総理 府 , 大 蔵 
弟 , 文部 省 , 労働 省 お よび 建設 省 関係 経費 と , 新設 の 石 
培 対 策 特別 会 計 に 振替 えら れる 鉱害 復旧 事業 費 を 加え た 
抽 林 省 関係 予算 の 合計 額 は 5,013 億 円 と な る 。 こ の 予算 
内 容 の 編成 に は 国民 食 橋 の 安定 的 な 供給 確保 と , 暴 林 
怠 業 の 生産 性 と 農林 漁業 従事 者 の 所 得 向 上 を は か る 基本 
前 な 目標 に 沿い 農林 漁業 生産 基 般 の 沖 備 , 農林 漁業 生 
詞 対 策 の 拡充 。 生 衝 食 料 品 な どの 価格 安定 お よび 流通 改 
善 対策 の 強化 , 灯 漁 業 構造 攻 善 の 推進 。 里 山 漁村 対策 
の 充実 、 農 禁漁 業 金融 の 改善 な ど , 主要 施策 を 推進 する 
た め の 経 党 を 重点 的 に 計上 し て いる 。 こ の 農林 関係 予算 
の 重点 事項 の うち 特に 農地 局 関係 に つい て 述べ る と 、 典 
栖 漁 業 生産 基 般 遇 備 の 予算 は 次 の と お り で ある 。 

すなわち , 農業 に 関し て は , 農業 の 生産 性 の 向上 , 農 
業 生産 の 選択 的 拡大 お よび 紅 業 構造 の 改善 の 方 向 に 即 し 
て , 左 業 生産 基 艇 の 軸 備 強化 を は か る た め , 土地 改良 長 
堺 計画 に 基づい て , 基調 か ん が い 排水 施設 お よび は ほ場 条 
件 の 整備 , 農用地 の 開発, 農地 防 な どの 諸事 業 を 積極 
的 に 推進 する た め , 総計 1.805 億 9.800 万 円 を 計上 し て 
いる 。 な お , 農林 漁業 用 揮発 油 税 財源 身 替 り の 虹 道 整備 
事業 に つい て は 。 揮発 油 税 の 全額 に 見 合う 97 億 5.000 
万 円 を 充当 し , 事業 の 拡充 を は か っ た 。 

また これ ら の 事業 の 円 消 な 推進 を は か る べく , 都 道 府 
県 営 か ん が 排水 事業 お よび 各種 章 地 改 良 事 業 の 採択 基 
準 の 緩和 , 団体 営 諸事 業 に つい て の 拭 林 漁 業 金融 公庫 次 
金 の 貸付 金利 の 引下げ な ど 。 農民 負担 の 軽減 を は か る こ 
* 表 林 省 具 地 局 徳 設 癌 設計 埋 長 
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と に し た 。 ま た 農林 水産 開 係 の 共 害 対 策 公共 事業 に つい 
て は 。 海 央 事業 農地, 業 用 施設 、 林 野 漁港 な どの 災 
害 復旧 事業 な ら びに 名 害 復旧 事業 の 推進 を は か る た め 。 
総計 289 億 1.100 万 円 を 計上 し て いる 。 

次 に 昭和 32 年 度 の 農林 関係 特別 会 計 予 算 に つい て 述 
べ る と , 堪 地 局 関係 で は 自作 農 創 設 特別 措置 , 開拓 者 次 
交 融 通 , 特定 土地 改良 工事 な ど で , これ ら に つい て も そ 
れ ぞ れ 所 要 の 予算 を 計上 し て いる 。 

また , 財 政 投 融資 の 計画 額 と し て は 敵 林 漁業 金融 公 
庫 , 愛知 用 水 公団 ほか 。 3 機関 と 2 特別 会 計 を 合わ せ て で 
総計 1.381 億 円 を 資金 運用 部 資金 な どの 借入 た 子 定 し て 
いる 。 


2. 農業 基 艦 整備 費 


35 年 度 の 財 業 基 角 散 備 費 は 以上 概説 し た と お り で あ 
る が , 音 産 局 分 を 合わ ばる と 1,304 億 9,800 万 円 と な 
り , 前 年 度 当 初 予算 の 118.9 狗 で ある が , 爆 政 局所 管 の 
遇 業 構造 改善 事業 費 補助 の うち , 寺地 基 英 整 備 分 を 含め 
る と 。 前 年 度 当初 予算 に 対し て 117.9 少 と な る 。 以下 に 


表 - ユ 

Ok 
。 ーー | 交代 当初 CA)| 2 年 度 C)| CA (%) 
胡 篤 基 簿 基 備 旭 (a) 109.753.000 130.498.000 118.9 
は 旨 放 晶 | 32069 | 98008199 | 1269 
に の! 逸 員 ) | 6,250.000 | 8750.00 | (58 
回 燥 | 168 | 14247.22 | 9ws 
( 翌 川 旦 職 細 ) 21.988,248 23.242.574 105.7 
に | 困 19.402.229 19.776.940 101.9 
2.596.019 | 3.465694 | 1940 

ss407 | 1.027196 | asa 

主夫 壮 凛 寺 <b)| 11.488.805 | 12449060 | 1083 
imairtb) | 2L2h805 | 1a9A080 | nr9 
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その お も な 事項 別 の 内 訳 を 述べ る ( 表 一 参照 。 
呈 ) 土地 政長 
年度 | 旬 年 戻 G 守 円 ) | 和 年 度 G 守 円 ) 


主 地 改 良 | 98.008.199 | 73.849.682 
Ca) 再 査 計画 
一 年 度 | 年 度 CTF 由 ) | 年 護 F 由 
走 帆 調査 1.101,896 908、583 
補助 商 75.000 39.000 


42 年 度 の 土地 改良 調査 計画 に つい て は 。 大 規模 地区 
の 調査 計画 を 継続 で 43 地区 の 進捗 を は か り , 新た に 22 
地区 の (前 年 度 21 地区 ) の 調査 計画 を 着手 する 。 ま た 
水系 開発 の 基本 調査 で は 広域 的 水利 用 の 計画 樹立 と 相 ま 
っ て , 地域 の 開発 模 想 の 確立 に 資す る た め に 調査 する ほ 
か , 遇 道 の 現状 と 今後 整備 すべ き 農 道 を は 揚 す る た め の 
ほ場 な どの 基本 調査 を 行なう な ど , 各 和 基礎 調査 を 拡 
実施 する ほか 。 北海 道 に お ける 燥 地帯 総合 土地 改良 事業 
の 構想 と も 合わ せ , 無水 地帯 に お ける 営 穫 用水 供給 の あ 

り 方 を 明か に する た め 培 か ん が いな どの 調査 も 行なう 
こと に し で いる s 
次 に 35 年 度 の 大 規模 調査 地区 を 表 一 2 に 示す < 
表 一 2 42 年 度 の 大 規模 調査 地区 


42 年 隊 松 続 2 年 度 新規 
内 地 (一 般 ) 16 地 民 6 地区 
貞 川 。 東 括 用 , 誰 岡川 四 信太 ) 
和 錦 中 央 。 安積, 北浦 東部, 最上 川中 溢 ( 山 ) 
石岡 台地 。 枯 潜 川 符 往 秋 ( 柱 島 ) 
都 比 用 拾 岩 、 大 利幅 用 英作 連合 ( 奄 知 ) 
林 消 座 、 刃 谷田 川 有 謀 麻紀 用 砂 (和歌 山 ) 
圭 井 川 , 南 雅 。 緑川 年 柄 帆 郊 ( 往 了 岡 ) 
番 川 用 水 
栓 地 ( 特 丈 ) 1 地区 
光 軽 平野 
北海 首 16 地区 


1) 災 全 か ん 排 9 地区 


Q) 総合 4 排 1 地区 


胸 ヶ 岳 。 し ちの 6。 提 沢 閣 。| 上 中 

琴 川 答 単 (⑦⑰) 理 下 4 排 8 地 区 

(⑫ 押 地 帯 箇 合 2 地区 当別 東 衝 , 三 

北見 上 川南 人 (3) 二村 基き ょ 1 地区 
<3) 放 下 りん 捧 1 地区 川 湯 。 貞 間 。 叙 知 交 

過 運 更 別 中 山神 栄 , 画 ウブ ジ 

C① 博明 を ょ 18 地区 ハイ シュ ベツ, 東 ペン ダナ イ 。 者 則 
(⑤) 内 水 拓 除 1 地区 半 。 疫 半 

石 衝 川 (⑭) 内 水 皇 只 1 地区 

十 重用 


次 に 水系 開発 調査 一 覧 を 表 一 3 に 示す 。 
(b) 国営 か ん が い 排水 な ど 


ーー 箇 鹿 | 4 年度 ( 守 円 ) | 4 年 度 G 守 四 


国営 か ん 排 18,489.000 14.595、184 
環 地 帯 総 公 15,000 12.000 
特別 会 計 繰 入れ 8.040.189 7,808,005 
に Ed 1.327.028 1.400.000 


G① 一 般 会 計 事業 に つい て は 。 継続 地区 74 の 事業 推 


表 一 3 水系 開発 調査 一 覧 表 
ba 


人 日 


利紀 有川 5 
PS は 1 mo | oo 
徒 川 水 
人 | Wo | mm 
人 杯 | 5000 | 56000 | (6 和 川下 光 を 人 8) 
系 間 人 抽 査 | 83.BOO | 66.500 

情 半 川 求 系 40.800 30.500 

| 末 香 川 率 | 0 | 160 

| 埋 野 川 水系 8.000 8.000 

石 特有 川 永生 12.000 12.000 

! そ を の 。 栓 6.000 0 | (上 日 , 十 ) 


進 を は か る ほか に 42 年 度 新た に 閉 工 地区 と し て 20( 前 
年 度 14) を , 全体 実施 設計 新規 採択 地区 21 (前 年 度 18) 
を 予定 し て いる 。 な お 北海 道 に お いて は ,。 従来 か ん が い 
事業 ( 直 帆 か ん が い 施 設 事業 ) と 排水 事業 ( 直 輸 明 き ょ 
排水 事業 ) と が 別個 に 行なわ れ て きた が 。 事業 の 効率 と 
的 確 な 効果 の 発現 を 考慮 する と , お し ろ 今 後 直 輸 か ん が 
い 排水 事業 (採択 基準 : 受 花 面積 お お むね 1.000ha 以 
上 , 末 黄 支配 面積 お お な ね 200ha 以上 ) と し て 統合 実 
施す る こと に し た 。 

な お , 一 般 会 計 国 営み ん が い 排 水 事業 地区 一 覧 を 表 一 
4 に 示す 。 

⑧ 特別 会 計 事業 に つい て は , 継続 地区 19 の 推進 を 
は か る ほか , 従来 一 般 会 計 事 業 と し て 行なっ て きた 加 沿 


川 地区 を 特別 会 計 に 振替 えて , さら に 一 層 の 事業 の 推進 
表 一 4 一 般 会 計 国 営 か ん が い 排水 事 業 地区 一 覧 表 


向 | 西 ボ 旭川 放 潜 川 二 測 
川 , 本 川 。 を 川 有 水 。 長世 
平 有 前 川 。 釜 久川 。 測 , 計 
川 , 小田 川 , 旧 癌 川 耳 理 木 
人 総 合 , 三重 用 水 
(2) 総計 4 地区 
肝 川 。 米野 , 衣川 
才 | 岸本 肖 水 
(3) 床 了 備 備 1 地区 
晶 田 川 


過 し 新 規 
(1) 電 稼 実 塊 18 地区 (1) 着工 6 地区 
恒 知 川 , 夫 石 川 , 同 習 野 川 者 取 川 ( 富 張 ), 府 島 南部 ( 談 


地 ), 埼 下北 部 (埼玉 ・ 語 届 ), 天 
功 川 下 意 (静岡), 加古 川西 向 ( 挟 
) 出水 平野 ( 謝 児 人) 


(2) 新規 全 填 5 地 区 

作 平 野 (赤田 ), 書 川 用 水 ( 書 
川重 四 央 (岩手) 平川 ( 宙 
作 ), 生 尾 六 二 (愛知 ) 


(1) 吉 婚 55 地区 
て (a) 総合 か ん 排 6 地区 
| 大 希 。 胡 才 金 山 季 
( 穫 天 。 和 野山 語 。 区 
大 野 、 中 士 埋 。 厚 真 
て b) 直 二 か ん がい 区 
乏 区 別 , 新年 涯 川 , 和 自 利 
地理 仙 別 。 半 川面 川 十 
末 | 全 攻 , 尼 新 南 月 形 。 松 加 内 
北杜 山 胡 沿 
(c) 意 還 明 き ょ 3 地区 
当 了 山 、 現業 。 北 用 


(1) 病 工 14 地 区 
(m) 総合 か ん 挫 1 地区 
天井 川上 謝 
(b) 直 生 めん が い 
野花 南 , 雨竜 
(c) 直 還 明 き ょ 8 地区 
東 神 薬 。 補 章 円 。 上 進 別 、 斉 
里 , 寺 古着, 野 塚 。 合 。 若里 
(2) 新規 全 計 16 地区 
(am) 直 直 か ん が いら 地 区 
机 二 役 。 別 南 
(b) 赴 明 き ょ 10 地 区 
菊 氏 , 熊 中 , 下 癌 。 愉 頂 , 田 
中 富 穫 二 , 申 央 。 ポー ルン 
ツィ 政 万 , 目 名 
(c) 由 水 排除 4 地区 
本 真 布 , 金子 , 西 長沼 。 北斗 


2 地区 
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表 一 5 特別 会 か ん 排 事業 地区 一 覧 才 
召 本 | 舞 娠 を 
人 1) 釈 純 実 作 17 地区 1 地区 
雪 川 漠 必 伴野 硬 。 次 川 。 季 上 川 杜 川 , 大 千川 ( 新 滴 ) 


時 , 大 非 川 。 手 青川 。 定 川 。 三 方 巡 阿賀 用 
炒 , 射水 英作 用 第 二 。 八代 平野 , 中 儲 。 見 店 


川南 
(5) 完了 偽 備 2 地区 
性 前 導 和 。 小 和 部 用 


を は か る こと と し て いる 。 

な お 。 特別 会 計 国 営 か ん が い 排 水 事業 地区 一 覧 を 表 一 
5 に 示す 。 

⑧ 紋 津 地域 泥 賠 地 開 発 事業 は 従来 に 引 続 いて お の お 
の 直 電 , 補助 事業 の 推進 を ほか る ほか , 地域 内 の 洪水 地 
帯 で ある 太美 地域 に つい て , 内 水 排除 事業 の 全体 実施 設 
計 を 行なう 。 な お 団体 営 か ん が い 排水 事業 の 現行 補助 率 
( 基 電 施設 55 宅 , その 他 45 多 ) を 統合 し て 50 狼 と する 。 

(ec) 国営 造成 施設 管理 


ー 生 慰 | 年 度 (CT) | 年 穫 G ぜ 
直 由 管理 97.575 85.708 
管 理 補助 41.610 21.300 


国営 造成 和 設 は , 得 来 か ら 引 続い て 内 地 2 地 区 ( 自 河 
矢 央 , 測 必用 水 )。 北 海道 地区 ( 篠 津 。 大 夕張 ) の 直 精 
管理 を 行なう ほか , 新潟 地域 の 国営 信成 施設 (新井 多 
川 , 栗 の 木 , 新川 右 震 各 排 水 機場 ) の 管理 に 引 続 い て 補 
葬 す る 。 ま た 河川 法 改 正 か ら 。 設置 を 要する ダム 和 理 計 
備 に 新た に 補助 を 行なう (観測 施設 16 個所 , 千 報 施設 
29 個所 , 補助 累 50)。 

(d) 都 道 府 県 党 か ん 排 事業 な ど 


本 上 ーー 技 | 年 度 ( 守 Mu 年 穫 F 
国営 付 装 .308.060 | 3.254,294 

一 服 県 一 般 県 営 か ん 排 8.622.680 | 7,285.160 
| 入営 客 王 963.380 BI0.840 

| 用 沙 障 審 242.048 68.375 

誕 14.186、168 | idh8.669 

表 一 6 国 党 付帯 か ん 排 地区 表 
= を 1 円 L 症 還 較 医 : 肖 還 】 
3 地区 疾 エ 6 地区 


傘 寺 川 右 単 。 巡 寺 川 だ 漂 。 九頭竜 川 
高 川 1 期 , 棚 治 用 ボ 下 読 。 胎内 川 。 江 田 
川 。 朋 川 , 信 講 川 央 両 、 訪 川中 部 
還 川南 部 答 川中 部, 富川 。 早 月 川 
杜 恒 , 団 川 。 平賀, 大 非 川 , 新川 。 手取 
川 手取 川 傘 中 後 平野 , 道 前 平野 、 古 
理 。 春 計 川 平和 平野 、 組 全 平 野 , 幅 原 
唐 , 生音 , 鹿島 南郊 。 印 届 , 雄物川 , 最 
上 川 大 岸 , 長 野平 三方 大, 脱 馬 用 水 。 小 
人 部 川 。 信 代 。 共 作 川 級 川 。 十川 。 普 川 

10 地区 者 エ 。 3 区 
北海 道 近 、 空知 。 滞 川 。 神意, 泊 田 大 大 末 負 全 計 3 地区 
株 父 別 , 簡 笠 , 富良野 , 攻 川 


⑤ 国営 付帯 事業 に つい て は 。 国 営 事業 の 進捗 状況 を 
基 案 し つつ , 継続 53 地区 の 進捗 を 積極 的 に 行なう と と 
も に , 着工 9 地区 (前 年 度 9), 新規 全体 設計 9 地区 (前 
年 度 8 地区 ) を 予定 し て いる 。 

な お , 国営 付帯 か ん 排 地区 を 表 一 5 に 示す 。 

⑨ 一 般 県 営 に つい て ゃ 継続 地区 の 積極 的 推進 は も と 
より , 着工 新規 全体 設計 も 拡充 する 。 な お , 一 般 県 営 か 
ん 排 地区 を 表 一 7 に 示す 。 

人 ⑧ この ほか 事業 の 円 滑 な 実施 を は か る た め ,。 西日本 
な どの 平地 農村 の 水田 面積 が 少な い 都府県 に つい て 採択 
基準 を 300ha 以上 と いう こと か ら 200hr 以上 と い ぅ 
和 措 民 を と っ た 。 

表 一 7 一般 時 営 か ん 排 池 区 一 覧 表 
に に 新 規 


1) 圭 エ 
(am) 一 般 か ん 29 地 区 
W 年 55 反 ) 
(b) 用 水 障害 1 地区 
(m) 一 般 ん 振 253 地区 (WW 衝 2 地 D 
香 央 (も ) 用 精 午 3 地区 (3) 新 上 人 
Ca) 一 般 の ん 拓 35 地区 
( 削 年 28 地区 ) 
用 時 章夫 区 
G0 第 2 ED 


1) 者 エ 
(am) 一 般 % ん 闇 4 地 攻 
(W 作 3 相 区 
導 向 4 地区 
| Cg) 一 RA 二 19 者 大間 4 地区 
人 湖 (b) 周二 2 半 区 | (2) 新 用 を 和 
Cm) 一 般 が ん 織 4 地区 
( 全 生 4 地区) 
(b) 選任 二 6 地区 
( 凍 御 1 地区 ) 


便 (a) 一 邊 4 ん 着 4 地 区 | (1) 十 計 
こら | の か (m) 一般 % ん 俸 1 電 区 


(b 


(b 


(Ce) ほ 坦 整備 事業 
頂上 一 乏 | 旬 生 CT 円 ) | 年 CT 四 
犬 沖 模 193.000 9 
県 党 6.673,807 3.829.844 
団 体 営 3.783.090 3.298.915 
計 | 10.647,897 | 7.058.059 


ほ場 整備 事業 に つい て は , 農業 機械 化 の 推進 と 農業 生 
産 力 の 増強 な どの た め 重 点 的 に 事業 の 推進 を は か る 一 
方 , 林 続 事業 は も ちろ ん , 新規 事業 の 積極 的 な 拡大 を は 
か る こと と し た 。 また 国営 付帯 と し て 行なう お お むね 受 
盆 面 積 3.000 ha 以上 の 大 規模 な 地区 で , ほ場 加 備 の 旋 
行 を みて 初め て 国営 事業 目的 の 効果 を 発現 させ 得る も の 
に た つい て は , 新 た に 「 大 規模 画 場 整 備 事 業 (者 道府県 営 )」 
と し て 従来 の 都 道 府 県 ほ場 整備 事業 と 予算 上 別 わく を 計 
上 し て 事業 の 促進 を は か る (2 地区 )。 

な お 換地 処分 の 促進 に 資す る た め , 都 道 府 県 営 ほ場 整 
備 斉 業 に か か わる 換地 処分 の 経 覚 に つい て は , これ を ほ 


和 42 年 度 官公 庁 の 事業 概要 ] (その 1 芽 。 和 42 年 度 式 省 農地 局 関 係 子 算 の 概要 せ 


場 整 備 事業 に 一 括 計 上 し て 工事 と 換地 と の 連作 強 化 を は 
か お る こと と し た 。 表 一 B に ほ場 整 備 事 業 地区 を 示す s 
表 一 8 ほ場 和 備 事業 地区 表 


2 新 回 
大 更 必 地区 | 2 地区 
座 amewe 114 地区 | 53 (干拓 遇 4 含む) (前 年 度 45 地区 ) 
団体 言 292 地区 | 130( 千 折 地 2 含む ( 間 年 度 170 地 区 ) 
北道 覚 2 地区 | 12 地 区 ( 糧 織 2 含む ) ( 間 征 度 11 地区) 
導体 計 7 地区 | 5 地区 (年度 8 地区 ) 
PRE ME| 0RE (年度 1 地区 ) 
団体 党 4 提 会 | 7 多 (WW 年 度 6 地 ) 


CE) 団体 営 土地 攻 良 事業 
ーー | CFD | せ 穫 CT 


団 作 営 か ん 振 | 404749 | 5105.055 
耕地 加 備 1.894.846 1.974.027 
(うち 集団 化 業 ) 194.616 160.172 
前 査 設 173.000 140.000 
農道 乾 備 3.147.117 1.696.115 
そ の 他 527.299 668.804 

放 | ee.0Hl | 5840OL 


G か ん 排 , 畑地 か ん が い 、 換 道 , 喧 き ょ 排水 , 客 圭 
な どの 各 稲 団体 事業 に つい て は 。 従来 に 続い て 事業 の 推 
進 を は か る ほか 維 生 事業 の 促進 と 新 愉 の 拡充 実施 を は 
か る 。 なお, 各種 団体 営 事業 の 42 年 度 新 規 地区 を 表 一 9 
に 示す 。 


表 一 9 各 年 団体 営 事業 の 新規 地区 () | 年度 
地区 | ド 
Pe: 当 本 前 地 | 北 前 FL) 
団体 選 ゅ wA 禁 90 990) 17(19 0( 
還 体 牧 相 ん 18 (19) 0 て (9 0(9 
呈 き > 12 (19) 195 (110 0(0 
客 ヒー 06《 9 5( 97) 1(0 
箕 首 240 (220) | 32 (9) 66 (85) 
(誠人 付 特 を 際 


⑧ ほ場 整備 事業 な ど に 係る 換地 笑 分 の 促進 を は か る 
た め に , 別々 に 実施 を 定 する 換地 処分 に 開 二 る 講習 の 
撤 充 , その 他 換地 関係 事務 処理 の 強化 措置 と と も に , ほ 
坦 整 備 な ど 農 地 集団 化 事業 の 換地 処分 に 要 す る 経費 に つ 
いて 補助 単価 を 是正 する 。 な お , 表 一 10 に 集団 化 事業 
の 単価 を 示す 。 


夷 一 10 集団 化 事業 引 間 価 泰 (昌代: 円 hay 
ーー 


中 ) 克 挫 全 会 1 年 旦 2.250 3.400 
3 年 目 1.250 1.760 
t2】 保 儲 圭 融 | | 
(m) 旧法 に よ ゃ も を 1 年 且 | 3.250 も.900 
3 年 目 3.250 4.900 
介 度 年 3.900 | 5.850 
tb) 新 半 に ます | 
放 更 肖 立 相 | 6.50 | 9 
更生 処分 四 | 350 | 900 


Cg) 農林 漁業 用 揮発 油 税 時 源 身 甘 左 道 加 人 事業 


本庄 | 年度 Y)| 年度 GT 


人 | 9.750.000 | 6.250.000 


業 生産 の 近代 化 , 虹 産物 流通 の 合理 化 な ど を 便 進 す 
る た め 、 農林 泡 業 用 揮発 油 税 財源 身 夫 農道 整備 事業 に つ 
いて は 。, 農業 用 揮発 油 税 相 当 額 の 全額 を 充当 する 
し て 大 幅 に 拡充 実施 する 。 その 概要 は 表 一 11 の と お けり 
で ある 。 

息 ら -11 農業 漁業 用 押 発 油 税 時 光 身 特 農 道 加代 事業 の 概 宣 


邊 ーーー、 | | 有馬 
に 4 起 を | 1.000 | 9 
に F 6.250 9.750 
林 道 650 grs 
六 商 関連 章 90 | B75 
500 | IL50 


Ch) 遇 防 業 と 計 攻 良 事業 
一 符 度 | 4 年 度 ( 四 ) | 旨 年 度 由 


農地 防 代 6.53.119 5.877.668 
(③ ち 防災 ダム ) 2.499.300 3.205,867 
筑 水防 際 1.633 1.844.528 
と の 他 | 2.430.592 1.827,773 
夫 土 地 改 良 2,454.979 ,080.85 
(5 ち シ ラス 対策 ) 606.023 495.730. 
福井 ・ 石 川 特 排 | 252.900 201.464 
新 更 特 排 941.510 772.642 
そ を の 他 | 654.546 611.035 


各種 農地 防 尋 事 業 ( 防 妊 ダム , 老朽 た め 池 , 大 規模 老 
朽 た め 池 , 湖 燥 堤防 , 地すべり 装 策士 砂 内 寺 防 止 。 江 
水防 除 ) お よび 諸 土地 改良 事業 (温水 施設 シラ ス 対 
策 , 急 傾斜 対策 特殊 土壌 対策 土壌 侵食 防止 害 恒久 。 
福井 ・ 石 川 地域 特殊 排水 事業 , 新潟 地域 特 痛 排 事業 ) 
に つい て は , 他 の 事業 と 同様 , 維 統 事業 の 促進 を は が る 
人 ほか , 新規 事業 の 拡 売 を は か る こと に し て いる 。 

Ci) 愛知 用 水 公団 お よび 水 資源 開発 公団 


ーー 年 度 


度 | g 年 度 (円) | 邊 年 度 T) 
要 仙 用 沙 7.851.228 65.015.000 
未 確 敵 3.414.376 32,954.757 


愛知 用 水 公団 に つい て は , 従来 に 続い て 愛知 用 水 
施設 の 管理 補助 を 行なう ほか 、 豊川 用 水 事業 に つい て , 
42 年 度 事業 完了 目途 に 事業 を 進め る > 

@ 水 資源 開 発 公団 に つい て は , 農業 関係 分 と し て 。 
従来 に 引 続 いて 印 沼 , 利根 導水 路 , 群馬 用 水 の 各 事業 

素 一 12 水 資源 開発 公団 農業 関係 分 事業 
っ 名 年度 ま で | 5 本 


還 施 泊 2.693.800 。 | 2.243.551 | 398.315( g78、82D 
利 人 水中 6,479,150 | 3,842,250 | 2.816.650 (1.348.657 
誠司 用 水 | 10.250000 | 5.054.071| 2.700.000 (H595.000) 
本 筑 3.171.366 | 0 | 399.480( 255.8987 


2 電設 の 概 械 化 (W209) 


を 進め る ほか に 、 新 規 と し て 両 筑 平 野 事業 を 国営 事業 か tc) 干 新 本 助 

ら 継続 し て ボ 業 の 実施 を 行なう ( 表 一 12 参照 )。 ーー 委 | な CFD | 和朗 GF 了 D 

8 その 他 ギ 拓 付 韻 48.674 5,362 
一 年 鹿 。| 用 年 度 ( 守 四 ) | 年 度 G 守 由 ) 補助 王 折 Bd3.967 948.79 
農業 模 概 整備 356.190 963,457 ① 国 管 拓 事 業 に 付帯 する 干拓 盾 設 付 得 事 業 は , 維 
率 in 29 50 続 1 地区 て 十 三 湖 ) で , 早期 完了 を 期し て いる 。 
間 汗 | Ra 1.40.000 @④ 者 首府 県営 和 招 に つい て 内 水面 ほ 吉 備 は 総 


東 富士 演 習 場 周辺 農業 整 備 事業 の な か で 国有 林野 に 
開 係 ある 開田 工事 は 現行 補助 率 が 36 多 で ある が , これ 
を 45 と する 。 


VS7. 下 拓 
_ 一重 琴 | 放 件 度 〒 皿 ) | 年 GT 
壮 拓 14.247.227 14.468,667. 
(Ca) 再 奄 計画 
一 年 琶 | 年 度 GT 由 ) | 年 度 G 守 ) 
直 帆 調査 134.370 113.173 
補助 調査 1.850 3.950 


直 連 干 拓 の 調査 計画 は , 干拓 地区 計画 の 継続 2 地区 
( 填 三 湖 第 2 期 , 東 備 ), 備 調査 継続 1 地区 て 不知火 
閣 ) お よび 特殊 調査 新規 1 地区 ( 西 滑 ) を 実施 する 以 
外 , 干 際 計 画 4 地 区 ( 印 衣 沼 , 河北 湯 , 浜 , 七 浦 , 前 年 
度 ? 地区 ) を 予定 し て いる 。 


(b) 国 芝 干拓 

。 年 諾 | 年度 CF 円 ) | 4 年 度 (CT) 
干拓 召 設 事業 65.000 107.144 
特別 会 計 線 入 11.99,586 12.663.201 


国営 干拓 に つい て は , 継 統 実 施 中 の 直轄 28 地区 , 代 
行 11 地区 の 事業 を さら に 進捗 させ る ほか , 432 年 度 は 着 
工 2 地 区 , 新規 合計 1 地区 を 予定 し て いる 。 な お , 国営 
干拓 地区 を 表 一 13 に 示す 。 


表 一 13 国営 和 拓 地区 
[ 四 四 新 加 
| (GL) 埋 松 (1) 圭 エ 
(m) 直 科 18 地区 邊 。 高 革 入 
| 圭三 時 平賀 肖 , 呈 知 油 , 加賀 三 滑 (いずれ 42 年 度 ) 
刀 北 油 信光 福島 油 。 ホ 暫 央 、 理 和 , 
| 大 朋 , 村 租 、 西 剛 。 四 旋 , 長崎 
| 人 滴 。 介 。 印 好 
抽 区 (B) 人 K 生 10 電 民 
午 澤 池松 示 岡 。 王 償 細 和 ), 
作田, 福音 , 滑 。 衣 泊 , 還 導 
fe) 全 時 (直幸) 3 地区 
仁 算 。 高 本 ん (ずれ も し 48 年度 前 区 )) 
十 昌 机 
【2) 玩 了 整地 区 
三井 西 る 州 。 箇 難 天 炎 
| (3) 魔 目 中 次 
| 1) 寺 策 (1) 新規 全 計 
生生 1 地区 西野 


am) 直 岩 卒 多 商 


2 地区 で 。 これ ら の 進捗 を は か る ほか , 6 地区 の 新規 
採択 を 行なう 。 


Cd) 和郎 新 農村 建設 
。 一生 記 | 年 度 CF 円 ) 4 年度 F 由 ) 
入 E 
会 拓 上 5. 190.00 
久生 湯 業 団 補助 | 。 89.990 。 45908 
(ほか に 八郎 渦 事 業 団 出資 ) 100.000 100.000 


信郎 渦中 央 干拓 地 に お いて 盾 範 的 な 新 農村 を 建設 する 
た め 。 基本 計画 に 基づき 導 郎 更 新 農村 建設 事業 団 は 堪 地 
な どの 整 侯 , 公団 公共 用 施設 の 建設 な どの 事業 を 進め て 
いる が , 42 年 度 に お いて は 引 続 いて 入 杭 者 訓 線 指 導 事 
業 を 事業 団 に 委託 し て 行なわ せる ほか , 棋 地 な どの 整備 
と 公用 公共 用 施設 の 造成 の ほか , 45 年 度 か ら 行 な 5 
家 住宅 商業 用 共同 利用 施設 建設 事業 な ら び に 堪 業 用 機械 
器具 の 購入 譲渡 な どの 管理 事業 を 行なう が , これ ら の 事 
業 実施 に 必要 な 経費 に つい て は , 所 要 の 机 助 を 行なう 。 

(3 ) 映 用 地 開 発 


_ 和民 | 人 年 度 CT 四 ) | 4 年 護 TP 
農用地 開発 23.242.574 | 33.008、814 
(うち 農地 局 分 ) 30.804,126 19.976,872 
Ca ) 開拓 調査 計画 

。 一 笠 虹 | jp 年度 (円) | 4 年 度 CT 
直 帆 刷 査 | 403.787 344、515 
宙 防 調 査 89.400 80.800 


直轄 開拓 計画 に つい て は 。 大 規模 地区 (国営 開拓 ペイ 
ロッ ト ) と し て 16 地区 の 継続 調査 を 進め つつ 14 地区 
(前 年 度 9 地 区 ) の 調査 に 着手 する ほか , 北海 道 に お け 
る 虐 用 地 開 発 改良 調査 な ど 各 種 の 基礎 調査 を 行なう 。 ま 
た 補助 本 査 は 従来 の 継続 5 地区 ( 肉 地 38 地区 , 北海 道 
19 地区 ). 新規 51 地区 (内 地 33 (前 年 度 33)。 北海 道 
18 (前 年 度 18 ) の 中 規模 地区 ( 都 道 府 県 営 開拓 パイ ロッ 
ト 事業 ) の 補助 調査 を 行なう 。 

(b) 開拓 パイ ロッ ト 事 業 


FI 
ーー 科 ね 年 諾 CFD 人 


営 パ イモ エッ ト 1.797。418 
国営 総合 ペイ ロッ ト 941.204 
都 半 府 県 営 バ イミ ッ ト 3.8320。180 
ィ 閉 合 パイ ロッ ト 225.793 
団体 営 パ イロ ッ ト 671.932 
補 助 率 差額 | 6。 


詩 | | 6、462.568 
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国営 開拓 パイ ロッ ト お よび 総合 開拓 パイ ロッ ト 事 
業 に つい て は , 継続 16 地区 の 事業 を 一 層 促 進 する と と 
も に , 着工 10 地区 く 前 年 度 4 地 区 ) 新規 全 計 10 地区 

(前 年 度 10 地区 ) を 予定 し て いる < 

@ 都 道 府 県 営 開拓 パイ ロッ ト お よび 総合 開拓 パイ ロ 
ッ ト 事 業 に つい て は , 継続 95 地区 の 事業 を 進め つつ 。 
着工 48 地区 (前 年 度 48 地区 ), 新規 全 計 50 地区 (前 年 
度 48 地区 ) の 採択 を 予定 し て いる 。 

⑬ 団体 営 開拓 パイ ロッ ト に つい て は , 維 続 25 地区 
の 事業 を 進め て 早期 完結 を は か る と と も に , 着工 73 地 
区 (前 年 度 55 地区 ), 新規 全 計 80 地 区 前 年 度 73 地 
区 ) を 予定 し て いる 。 

Cc) 旧 抽 度 開 伸 建 設 事業 


、 一 年度 | 4 年度 CF 門 ) | 年度 GT 円 ) 
還 党 3.558。500 | 4.958.260 
代 行 1.539.157 | 3.465,360 
開 林 道路 ー 269.053 
土地 配分 34.910 28.656 
未 処 理 用 地 54.000 | 60.00 


各種 の 旧制 度 開 班 事業 に つい て は , 38 年 度 か ら 実 施さ 
れ て いる 開拓 営 振 興 対策 関連 地区 に 重点 を 置い て , 旧 
制度 開拓 地 の 営農 基盤 の 早期 英 備 を 目途 に 進め る こと と 
する 。 ま た , 北海 道 の 大 規模 国営 開 表 地 区 で ある 美唄 
幌向 原野 の 2 地区 に つい て 新た に 補正 客 土 を 行なう 。 

(d) 旧制 度 開 柚 補助 

ーー 失 「」 度 


表 一 1】 草地 良 事 業 採択 基 
齋 同 和 を 正吾 


還 澤 草地 改良 事業 

都 道 府 県 華 地 改 眼 

Rg 
中 部 , 天 北西 部 ) に つい て 事業 を 実施 二 る ほか , 新規 著 
北海 道 1 地区 ( 多 和 ) 新規 全 計 北海 道 1 地 区 (足寄 ) 
を 予定 する 。 

⑬ 爆 地 局 担当 の 草地 改良 の 補助 に つい て は 県営 草 
地 改 良 CI 回 大 規模 草地 攻 良 も 含む ) で , 雑 続 9 地区 ( 北 
部 鳥海 稲庭, 吾妻, 芸北 , 秋芳 、 十 和田 第 一 , 第 二 , 
第 三 , 並 田 ) に お いて 基本 施設 お よび 利用 施設 の 整備 を 
進め る ほか 新規 着工 内 地 4 地 区 ( 神 室山 衣 , 栗原 穫 
三河 , 九重 )、 北海 道 1 地区 (長万部 ) を 予定 し て いる 。 


Cg) その 他 

ーー 一 年 席 | 4p 年 円) | 4 年 度 (〒 由 ) 

区 地 改良 査 137.450 118,005 

剛 ( は DO 馬 2 AA 

| や ッ | ゃ の 
403.472 244.350 


3. その 他 の 公共 事業 費 


、 | 名 年度 CT 上 | 年 (ED 1) 交 
上 間 度 6 補 有 央 | _ 1.858.259 | 2.428.786 ーー 鞍 5 朗 | | 名 年 CFP | dt 年度 GT の 
上 制度 開 殺 号 に つい て は , 旧制 度 開 昌 書 設 宮 業 ど 。 岩 事業 側 。 1.898000 1.595.844 
お お むね 同様 の 方 針 に 治っ で 各種 事業 を 進め る 。 北海 
(a) お よび | 
につい て は 。 和恵 宣 な ど に 関し て 押 寺 人 に ーーー ei 
係る 工事 の 実に 万 全 を 基 す る た め 。 開 役付 和 事 Se) 
お よび 開拓 地政 良 事業 に お いて , 施設 補修 , 寄 圭 。 暗 き 直情 内 お よび 大 656.00 | 545.944 
ょ , 排水 な どの 追加 工事 を 行なう = 直 税 に つい て は 。 弘 続 地区 (玉名 , 国分 , 誠 時) に 
Ce) 開拓 実施 つき , 引 続 いて 事業 の 進捗 を は か る ほか 表 理 海 ( 宮 ] 
な Cm) WCTBD, 城 ) に 2 で の 吉本 了 才 家 する 
| 。 2.369.061 | 9.330.383 (b) 補助 海 涯 
て Cf) 草地 政 良 一 年 度 | 4g 年 度 ( 守 円) | 和 れ 年 度 (F 還 ) 
年 度 | 人 | 和合 補 動 汐 剤 = 1.182.000 1.049.900 
国営 草地 改良 554000 | 186.412 (3 ) 失 夫 復旧 事業 半 
草地 改 長 科 助 2.508。162 3.155,669 ーー 各 
て うち も 揚 地 人 分) Cfr2.696) | (367.603) 一 年 攻 | js 年 度 (円 ) | 年度 (TP 
i | seaueg | 22 玉 審 復旧 事業 割 ” 1.481d08 SE6.081 
の 知 が 担 当 し て 実施 する 各種 地 攻 事業 の う (3) 多加 業 半 (0) 
ち 、 国営 章 地 攻 良 事業 と 者 首府 県 間 地 相良 事業 に つい て ーーー 年 三 
は 4 年 戻 は その 採択 基 準 を 表 一 14 の よう に 改め る = 度合 
鉱 寄 優 旧 間 業 軸 3.994330 3.795.919 


③ 国営 草地 改 良 に つい て は 継続 3 地区 (阿藤 , 十 叶 


徒 設 の 標 械 化 (29) 


III. 昭和 42 年 度 運 輸 省 の 事業 概要 
(1) 港湾 整備 事業 


1 はじ め に 


昭和 42 年 度 予 算 に つい て は , 抄 議 院 の 解散 な ど 諸 般 
の 事情 に より , 例年 と は 著しく 異な たり, 本 年 2 月 28 日 
政府 案 の 凍 議決 定 が な され , 港湾 関係 予算 も 決定 され 
た 。 

また , か か る 情 m 勢 に より ,4? 年 度 予 算 は 41 年 度 内 に 
その 成立 を 期す る こと が 困難 で ある た め , 財政 法 第 30 
条 の 規定 に より , 昭和 42 年 1 月 お よび 5 月 の 2 カ月 間 
の 暫定 予算 が 編成 され 3 月 29 日 に 衆議院 で 可決 し 。 
参議 院 に 送付 され , 4 月 1 日 に 成 立 し た 。 

42 年 度 本 予算 案 に つい て は , 現在 , 第 55 回 特別 較 
会 に お いて 警 議 中 で ある が , 港湾 関係 公共 事業 予算 案 お 
よび 暫定 予算 は 表 一 1 の と お り で ある 。 

すなわち , 浴 湾 整備 事業 に つい て は , 一 般 会 計 予 算 約 
538 億 円 で , 前 年 度 当初 に 対し 約 71 俺 円 の 増 15.3 空 
の 増加 で ある 。 

45 年 度 港湾 予算 に お いて は 、 後述 の よう に 多年 の 懸 
案 で あっ た 外 外 電 頭 公団 の 計 立 が 認め られ , また 特定 重 
要 港 注 に お ける 国庫 負担 率 の 一 部 の 引 ト げ , 海水 油 滴 防 
上 池 設 整備 に 係る 国 庵 本 助 の 設定 な ど , 政策 的 要求 の 大 
半 が 認め られ た ほか 港 流 整 備 事 業 の 進捗 に つい て も お 
お むね 商 足 すべ き 予 算 の 確保 が 得 ら れ た 。 特 に 外 質 井 頭 
公団 の 新設 は 施設 の 効率 的 運営 と 資金 の 効 整 的 運用 と 
を 同時 に は か る た め 。 現行 浴 注 法 に よる 公共 坦 頭 累 備 方 
式 に 震え, コンテナ 夫 頭 お よび 計 要 外 賀 定期 船 坦 頭 の 整 
備 に つい て 新た に 公団 方 式 を 導入 する も の で あっ て , わ 
が 国 の 港湾 整備 に お ける 一 大 エポック を 画す る も の で あ 
り 。 また , この 公団 の 要求 が 39 年 度 予算 要求 以来 , 実 
に 度目 に し て よう や く 実 現 の 運び に 至っ た こと と と も 

表 一 昭和 2 年 席 港 関係 公 共 事業 和子 邊 


小 所 カ 『 


に , われ われ 港湾 関係 者 と し て 誠に ご 同 痢 に 耐え な い 次 
第 で ある < 


2. 42 年 度 港湾 整備 事業 の 概要 


昭和 3 年 度 港湾 整備 事業 は 前 述 の よう に 一 般 会 計 予 
算 約 538 億 円 の ほか 港 注 整 備 特別 会 計 の 利 余 金 き 億 円 
の 使用 な ら び に 8 年 度 借入 金 償 且 利子 半額 約 450 万 円 
を 含め , 特別 会 計 ペ ー ス で は 国費 約 542 億 円 を も っ て 事 
業 費 約 924 人 円 の 事業 を 実施 する こと と な る 。 こ れ は 前 
年 度 に 比較 し て 事業 汐 156 億 円 の 増加 , 伸 率 は 20.3 
狗 で ある 。 

この うち 。 京浜 お よび 阪神 外 質 乾 頭 公団 に よる 初 年 度 
事業 と し て 50 億 円 が 予定 され , これ を 除く 一 般 事業 に 
つい て は, 事業 異 約 874 信 円 で あり , 前 年 度 に 比較 し て 
約 106 億 円 の 増 で 。 その 介 率 は 13.8 低 で ある 。 

42 年 度 洪 流 加 備 事業 は , 40 年 度 以降 5 カ年 間 を 計画 
期間 と する 浴 江 整備 5 カ年 計画 (昭和 40 年 月 間 議 決 
定 ) の 第 3 年度 と し て 実施 され る こと と な る が , その 進 
捗 状況 は 表 一 3 の と お り で ある 。 す な わ ち 42 年 度 事業 
を も っ て 5 カ年 計画 の 進捗 率 は 約 49 光 に 達する こと と 
な り , これ は 計画 ベー ス 進捗 率 40 年 度 当 初 事業 費 を 
ベー ス に 5 カ年 計画 事業 費 を 等 仲 束 を も っ て 逆行 する 場 
合 の 進捗 率 ) に ほぼ 一 致す る 。 

すでに 述べ た よう に , 42 年 度 4 月 。 5 月 の 2 カ月 間 
に つい て は 暫定 予算 が 編成 され た 。 その 編成 要領 は 42 
年 3 月 14 日 間 護 決定 され た が , 公共 事業 関係 細 に つい 
て は 昭和 41 年 度 当 初 予算 額 の 1/4 を 計 途 と し て 計上 す 
る が , 積雪 寒 准 地 の 事業 , その 他 季 節 的 な 要因 に 特に 劉 
交 し な けれ ば な ら な い 事 業 に つい て は , その 円 消 な 実施 
を は か る た め 特 別 な 配慮 を 加え る こと と な っ た 。 ま た 暫 

定 予算 の 性 格 上 , 既定 の 施策 に か か 


お よび 笛 定 予算 の 総括 奏 (一 般 会 計 国 ( 旧 位 :〒 る 経費 を 計上 する こと と し , 新規 の 

5 生生 引当 4 年 作 ボ | 暫定 比 理 好 策 に か か る 経費 は 原則 と し て 計上 
(A) fB) CBーA> (C) |'B/A) |(C/A) (CB) し 得 な い 。 

商事 業 | 36685,000 | 53,825,000 | 7,139000 | 12.427.600 26.6% | 93.1 定 か か る 編成 要領 に 基づい て 。 汰 浴 

革 届 半 | 10.068.927 | 7.851.077 |A2.217.850 | 1,947.13 19.8* 24.8x 整備 事業 に つい て は 表 一 2 の よう に 

本 5.9s| 9.829| 34| 15990 16.7* 1117* 前 年度 算 額 の 約 97 ち 。 同じ く 事業 


人 き 。 計 | 56850uBe| 6775406| 4924.564 | 14.990.709 | 9 | 553 | 295> 


回 の 25 金 が 計上 され た 。 ま た これ 


* 運輸 省 准 浴 局 計画 課 補佐 官 


を 地域 的 に みれ ば 。 それぞれ 前 年 度 
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表 一 2 昭和 2 年 度 港 商 整 人 事業 総計 表 (人 : 百 亡 皿 ) 
の 本 (| 表 肌 和 () | 出世 | ww (B/4) | (C/A)(%) | て C/BG% 
に ーー ー 1 
が | 回 区 | | 剛昌 | 虹 | 回 再 | 和 寺 | 還 寂 | 時 国 表 | 本 | 中 
三 a | wae | er4g | mas | | Ra8| nM 144 | 89 | 6 | 2 34.8 
1 好 | 67.531 38.289 76,566 43.258 15.754 9.157 | 1.13 | 1.12 23.3 23.9 20.6 21.1 
北信 道 | 7.195 | 6.616 | 8.337 | 7.885 | 3.015 | 2843 1L16 1.19 41.9 43.0 36.2 ト :N 
生生 | zar | 1281 | 256 | zu | 2| m| 120 | 2 | 包 7 | 240 | 280 | 195 
会 E 肖 | | 5s9 500 回 | ロ 一 川 隊 5 コ -| - デ 四 
放 。 | ma | 4 | gm | 5 | 9 紹 | 4| 1 | ms | *o | swe | %m | 1 
表 3 溢 交 難 備 5 ヵ年 計画 の 進 失 状 況 ( 旧 位 詩 円 ) 
-] 54 叶 画 | Om 天 画 | 佐 素 | 人 | 虹 合計 | 提 朱 東和 度 (| 軍人 計 | 送 柳 東 
二 和 ま 下 | 98500 | 66497 | 187% | 7 の 702 143569 | 皿 6% | 92400 | 295.968 | 67 
ーー 融 66.487 77.072 148,559 87,409 230.968 
盆 還 | 1 5.000 5.000 
( 直 ) 計 ペ ー ス 退 枯 は 48 年 末 を も っ て 9.2 多 ミ な る < 


也 算 額 に 対し 内 地 で は 約 引 補 北海 道 に つい て は 約 3 
補 , 離島 に つい て は 約 24 欠 を 計上 し て いる 。 
さら に 内 地区 お ける 策 寺 寒冷 地 (お お むね 青 日 本 側 の 
島根 県 以 北 の 詳 県 お よび 岩手 県 ) に つい て は 。 前 年 度 予 
算 額 の 35 久 を 計上 し て お り , これ は 本 年 謀 予 算 額 の 
27 に あたり , これら 地域 の 工事 実施 の 円 消 な 遂行 を 
期し て いる 。 
暫定 予算 の 実施 に あたっ て は 以下 を 考慮 し 所要 額 を 
配 算 し た 。 
Q① 各 港 別に 怒 続 事業 を 主体 と し て 工事 工程 を 抑 案 
し , 実施 する こと と し た < 
② 積雪 寒 准 地 域 に お ける 事業 に つい て は 。 工事 の 早 
期 施 工 を 考慮 し て 所 要 額 を 計上 し た < 
③⑧ 作業 船 整 備 紙 に つい て は , 災 続 事業 て 国庫 債務 負 
揚 行 的 に よる 建造 ) お よび 修理 費 を 主体 と し て 実施 
する こと と し た 。 
④ 港 注 事 業 調査 紅 に つい て は 。, 維 続 調査 の み を 実施 
する こと と し , 42 年 度 予 算 額 案 の 20 少 に 相当 す 
る 3,000 万 円 を 計上 し た 。 
か か る 配 算 に より , 暫定 予算 と いう 変則 的 な 予算 は あ 
っ た が , 湊 渡 工事 送 行 に 必ず し ゃ 支隊 を 生 ぜ し め ゆず, ま 
た 補助 事業 に つい て は 暫定 予算 交付 音 務 を 極力 簡素 化し 
て , 事務 量 の 増加 を 来 た さ な いよ う 留 芝 し た = 


3. 42 年 度 事 業 の 特色 


45 年 度 港 竣 整 備 事 業 の 特記 事項 な ど を 掲げ れ ば 決 の 
と お り で ある 。 

(1) 京浜 外 貿 壇 頭 公団 と 阪神 外 罰 才 頭 公団 の 新設 

東京 港 お よび 横浜 港 に お ける 外 航 コ ン テ ナ 坦 頭 よ び 
一 般 外 質 定期 鉛 坦 頭 を 早急 に 整備 する と と も に , 施設 の 
効率 的 使用 を は か る た め 京 浜 外 質 環 頭 公団 の 設立 が 認め 
られ 。 一 般 会 計 田 資金 2 億 1.0000 万 円 資金 軍 用 痢 次 
金 に よる 債券 の 引受 け 9 億 円 た ど が 計上 され た 。 

同じ く 大 阪 港 お よび 神戸 凌 に つい て 阪神 外 賀 坦 頭 公団 


が 新設 され , 一 般 会 計 出 資金 2 億 9.000 万 円 , 資 多 運用 
部 資金 に よる 償 券 の 引受 け 11 億 円 な ど が 計上 され た 。 

これ ら 両 公団 に つい て は , 節 を 改め て その 概要 を 後述 
する こと と と する 。 

(2) 特定 重要 港 浴 に お ける 国庫 負担 束 の 引上げ 

特定 重要 港 注 に お ける 施設 加 備 の 国庫 負担 は , 港 流 湊 
上 , 水 域 , 外部 施設 に つい て は 10 割 , 係 留 席 設 に つい 
て は 7.5 制 各 以 内 と され て いる が , 従来 この 高 率 が 適用 
され て いる の は , 浴 浴 法制 定 以前 , 国営 港 簿 と し て 整備 
され て 来 た 横浜, 神戸 , 北九州 港 (門司 地区 ) の 外 質 定 
期 般 港 六 施設 整備 に つい て の み で あり , 他 の 特定 重要 港 
済 に お いて は , 外 質 定期 般 如 設 に つい て も 重要 港湾 と 同 
様 に 5 制 の 国 庫 負担 が な され て いる に 通 ぎ な か っ た < 

か か る 国庫 負担 の 不 均衡 の 趣 正 を は か る た め , 洲 , 
欧 , 送 州 圏 な ど 主要 定期 航路 の 寄港 港 た る 鉛 古屋 稚 な ど 
の 外 質 定 期 般 施設 整備 の 負担 率 の 引上げ は 。 従来 より し 
ば し ば 要求 きれ て いた と ころ で ある が , 43 年 度 予 算 に 
お いて 初め て 東京 , 清水 名 古屋 , 四日市 , 大 阪 の 5 港 
に つい て その 外 定 期 船 施設 (水城, 外郭, 係留 施設 ) 
に 係る 国庫 負担 率 を 現行 の 510 か ら 610 に 引上げ ら 
れる こと と な っ た 。 

港湾 法制 定 以 来 , 前 述 の よう に 諾 注 整 備 の 更 的 経過 か 
ら 横 浜 港 な ど 3 港 に 限定 され て いた 特定 重要 港 往 の 高 率 
負担 が 。 法 の 最高 串 ま で で は な い に し て も , ここ に 初め 
て 名 古屋 深 な ど 5 浴 に 及 ん だ こと は , これ ら 各 港 が わが 
国 の 国際 的 門戸 港 と し て 外 罰 雑貨 貨物 の 著 増 を みつ つ あ 
る 現在 , は な は だ 喜ば し いこ と で ある 。 

し か し な が ら 大 蔵 省 内 示 で は , 上 記 5 港 の 負担 率 引 上 
げ を 認め る と と も に , 「 し か し 現行 の 国庫 負担 の 体系 は 
港湾 施設 別 , 港 種別 に 再 検討 の 必要 が ある も の と 考え ら 
れ , 今回 の 措置 は 臨時 的 暫定 的 に 認め た も の に 過ぎ な 
い 。 し た が っ て 運輸 省 に お いて は 。 受益 者 負担 の 増加 に 
より 社会 旨 本 を 充実 する と いう 最近 の 方 向 を も 考慮 し 
て 。 5 年度 中 を 目途 に 現行 の 港 流 の 国庫 負担 制度 を 抜本 
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的 に 再 検討 する こと と され た い 」 と の 内 示 を 受け て いる 。 

この 内 示 の 趣旨 に 即 し , 当局 に お いて は 43 年 度 要求 
まで の 問 に 。 特定 重要 港 注 を 含む 港 流 整 備 の 現行 負担 お 
よび 補助 率 に つい て , 現在 検討 作業 中 で ある = 

3) 海水 油 満 防止 部 設 整 備 

油 に よる 容 面 の 汚 攻 は 。 海 攻 た ど 潤 失 交 業 に 与え る 明 
暫 , 海水 浴場 の 汚染 , 海鳥 の 死 減 な どの 公害 と し て 重大 
な 社会 問題 と た っ て 来 て いる 。 す で に 1954 年 , 油 に よ 
る 海面 の 汚 汐 の 防止 に 関す る 国際 条約 が 締結 きれ , 主要 
海運 国 は すべ て 受諾 し て いる が , わが 国 は この 条約 に 加 
時 し て いる も の の , 国内 法 の 整備 が と と の わな いま ま 。 
いま だ 批准 に 至っ て お ら ず , 国際 信義 上 か ら も 問題 と な 
っ て 来 て いる 。 

か か る 経過 に か ん が み , 政府 は 今 国会 に 油 滴 防 止 に 閲 
する 国内 法 を 提案 し で お り , 法案 成立 後 , 可 及 的 すみ や 
か に 国際 条約 を 批准 する こと と し て いる 。 

胡 汐 の 規制 は ,。 タン カー に つい て は 20GT 以上 , 一 
般 船 に つい て は 100 GT 以上 の 船舶 に つい て ピル ジ , パ 
ラス ト 水 な ど 池 性 水 の 沿 状 50 海里 以内 の 海面 投棄 を 禁 
目 す る も の で あり , この 油性 水 の 受 入れ の た め , 港 薄 に 
設 國 す る 集 油 施 設 , 油水 分 離 装 半 な どの 廃油 処理 衝 設 は 
洪 施 設 と され, 48 年 度 か ら 新た に 油水 油 滴 防 止 施設 
(関連 用 地 を 含む 廃油 処理 施設 お よび 府 油 処理 に 関連 す 
る 水城 , 外郭 , 係留 , 臣 港 交通 施設 ) の 整備 が 国庫 補助 
の 対 錠 と な り , その 補助 率 は 5/10 と され た 。 

すなわち ( 項 ) 港 演 事 業 費 の 中 に , 新た に (月 ) 海水 
滑 濁 防止 施設 整備 費 補 助 が 設定 され た 。 42 年 度 に つい 
て 踏 怠 の 加 備 を 要する 千葉 , 川崎 , 横浜, 和歌 山下 津 
戸 , 水島 の 6 港 に つい て 事業 費 6 億 円 。 国 費 3 億 円 の 
事業 を 実施 する 予定 で ある 。 

(ば) 港 格 の 変更 

重要 港 済 の 新潟 港 お よび 人 路 港 が 特定 重要 港 洲 に 中 格 
きれ , また 地方 港湾 の 日立 港 尾 乏 港 を 重要 港 薄 に 昇格 
する こと が 認め られ た 。 

ニ れ に より . わが 国 の 特定 重要 港 流 は 17 港 , 重要 浴 
湊 は 8O 港 と な る 。 ま た 地方 港 往 の 呼子 港 を 避難 港 に 師 
加 指 定 する 。 

これ ら は いずれ も 港 薄 法 の 政令 改正 を 要する も の で あ 
り , 現在 事務 手続 中 で ある 。 

(5) 主要 新規 著 工 事業 な 

① 瀬戸 内 海 航路 整備 事業 に つい て は , 3? 年 度 に お 
いて 南 航 路 。 南北 航路 の 整 備 (いずれ も 水深 13m, 幅 
員 700m) ) を 売 了 了 する と と も に , 北 航路 の 水深 17m 
し ゅ ん せつ を 多額 国費 を も っ て 著 工 する 。 

@ 塩釜 港 仙台 港 区 に つい て では, 直轄 事業 と し て 著 工 
する (事業 費 2 億 円 )。 

③⑬ 衣浦 港 連絡 道路 に つい て は , 新た に 実施 設計 調査 
た 着手 する (実施 設計 調査 費 1、000 万 円)。 


また 釧路 西 舌 に つい て ば 実施 設計 調査 を 再開 する ( 実 
施設 計 調査 費 1.000 万 円 )。 

⑬ 内 地 新 規 地 港 済 に つい て は , 10 要 求 し , 9 
港 の 新規 着工 が 認め られ た 。 すなわち 金 凍 山 (宮城 ), 
真鶴 (神奈 川 ), 日 生 (岡山 ), 瀬戸 田 (広島 ), 池田 ( 香 
川 ), 二 島 (高知) 平生 (II 口 )。 大 村 (長崎 ) 港 な ど 
の 整備 を 予定 し て いる 。 

⑮ 北海 道 新規 地方 港 秒 と し て , 信 難 港 整備 が 41 年 
庭 に 玩 了 し た 天 売 港 を 直轄 事業 に より 新た に 係留 施設 な 
どの 整備 に 着手 する 。 

⑯) 離島 新規 地方 港 注 に つい て は , 要求 18 港 に 対し 
11 港 の 半 工 が 認め られ た 。 式 根 島 (伊豆 諸島 ・ 東 京 ) 
波 入 (大 根 島 ・ 島 根 ) 大 西 (大 崎 上 島 ・ 広 島 ), 宮 ノ 
疹 (大 三島 ・ 受 媛 ), 竹 敷 (対馬 島 。 長崎 )。 富江 て 
鳥 ・ 長 崎 )。 福 合 C 平 戸 詳 烏 。 長崎), 赤崎 (天草 島 , 態 
本 ), 知 十 (天草 島 、 施 本 ), 大 里 (南西 諸島 , 廊 児島 ) 。 
前 の 浜 (南西 諸島 ・ 鹿 児島 ) の 各 港 の 整備 に 着工 する 也 
定 で ある 。 

(6) 調 戦 項 目 流用 な ど 

5 ヵ年 計画 事業 内 容 の 一 郎 修正 

5 ヵ年 計画 は 40 年 8 月 に 開 議決 定 き れ , 43 年 度 事 
業 は その 第 3 年 度 に あたる こと と な る が , 一 郎 港 済 に つ 
いて は , 新規 事業 の 追加 , 各 港 既定 計画 わく 内 の 一 部 変 
更 , 完了 な ど に より , その 内 容 を 変更 する 必要 を 生じ た 
た め , 既定 5 カ年 計画 の わく 内 に お いて 計 整 項目 を ほぼ 
全額 取り 誠 す こと な ど に より 事業 内 容 の 一 部 を 訂正 , 変 
更 す る こと と し た 。 

原則 と し て , 大 燥 横 な 事業 の 追加 は 45 年 度 に 閉 手 す 
る 事業 に 限定 し て , 瑞 整 項目 を 流用 する こと と し 小 規 
横 事 業 の 追加 は で きる 限り 各 洪 既定 計画 わく 内 に お いで 
他 事 業 と 振 種 え 施 行 し , 既定 計画 の 一 部 変更 と し て 処理 
する こと と し た 。 

新規 事業 の 追加 は , 5 カ年 計画 決定 の 際 , まだ 計画 た 
不 確 定 の た め 各 港 計画 と し て 採択 で き な か っ た 事業 で , 
その 後 計画 の 固まっ た も の (主として 企業 合理 化 促進 法 
に 基づく 特定 港 注 施 設 お よび 産業 関連 事業 な ど ) お よび 
外 貿 坦 頭 公団 設立 に 伴う コン テ ナ 協 頭 な ど (コン テ ナ ヤ 
ー ド , フレ ー ト ステ ーション な ど を 含む ), 万国博 関連 
事業 な どの 計画 発足 以後 の 新た な 事態 に 対処 する た め の 
計画 の 追加 , な ら び に 貨物 量 の 増加 , 船型 の 大 型 化 な ど 
に より 計画 の 修正 追加 を 必要 と する 事業 で , 各 港 既定 計 
画 事業 覚 わく 内 に お いて 措 恒 困難 な も の な ど で あ り , こ 
の た め 調 整 項目 550 億 円 の ほぼ 全額 に あたる 釣 515 億 円 
を 取り 朋 す こと と し た 。 

(7) 43 年 度 事 業 の 重点 

昭和 43 年 度 事業 の 重点 は 次 の と お り で ある 。 

① 外 質 貨物 の 増大 に 対応 し て 主要 ライ ナー ボー ト を 

中 心 と する 外 賀 北 湾 の 整備 
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雪 一 4 昭和 49 年 度 洪 事業 介 項 目 別 前 年 度 対比 お よび 半 定 予算 内 記 


人 代 千 出 

項 月 1 年 (当初 ) (A | 昭和 42 年 ( 室 ) (B) | 遇 42 年 度 ( 曽 ) (C) | 伸 詩 B/A| (C)/(A) %| (C)/ パ (B) % 

き 事業 各 | 国 旧事 業 負 国 偶 全 本 豊国 他 | 科 比 | 国 潮 | 事業 抽 | 国 四 | 事 業 偶 国電 
( 拓 ) 放 名 生 公 時 山 | 一 ご 100.000 | 210.00 0 和紀 三 ゴ ぼ っ 所 全 三 逢 且 二 
放 泊 外 信 馬 公 団 出資 金 ご ーー 100.000 | 210.000 0 各 | 一 どー ーー ー ー ニ 
( 順 有 神仙 公 団 出資 | 一 ー 2.90.000 | 290.000 0 9| 三川 三 誠一 | 守 下 計 | 
阪和 久 夫 頭 公 較 出資 企 | 一 ー 2.900.000 | 20.000 90 が | ー ご 一 ー 

役人 計 > 計 ) 5.000.000 | 500.000 | 一 | ニー リー リー ニー 


ニ ー 0 
全 十 毅 事 生 上 有馬 m 鐵 器 六 獲 毅 mw 弧 織 語 細 堆 | 大 商 ]8 | 12 | 29127 | 42 1215 
UEUIGLCO3 31.801.000 | 21.005.098 | 35.992.000 | 23.405.046 | 7.994.000 | 5430.660| 1L13 1 | 85112591222 1 23.2 
将 定 重 夏 港 讃 |12.799.000| 8910.18 16.152.000 110.77486 | 2.723.500 19445| 11 1109 | 21312151169 1 178 
凍 要 北 潜 |15.534000| 8.642.150 | 16.290.00 %094.200 | 98700| 2.232186|119 110 | 56 1958 | 244 | 245 
3 僚 供 60.000 中.000 70.000 8.000 37.800 34000|1.7 1117 16830|1630| 誠 0|80 


4 敵 | 3.388.000| 3.388.000| 3.470.000 | 3.470.000 | 1.250.000| 1.250.0001102 | 102 36.9 | 369 | 360 | 360 
実施 設計 資 | 2000 10.80 0.000 5000 山 0|0501046| 一 ー ー 
2 作業 利 整 備 小 535.000| 1L535.00| 1.327.00 | 1.397.00| 120740| 12070|0861085179| 79 91 | 91 


3 清 東 次 直 100.000 10.000| 100.00・ 100.000 
和信 HH TRI は EHDO TH 
天道 還 還 供 潜 直 独 病 映 激 敵 |。 培 論 
章 更 湊 計 人 提 本 HE 義昌 


| 作 識 10 |100|200|200|200| 200 


全 激 昌 |t 
年 設 堆 | 17 117 | 944 | 244 | 244 | 4 


地 か 准 商 | 入 DI 計 HH1 80.00|19 | 18|300|900|269| 29659 
避難 傘 883.00| 437250 ii2300| 6 16 | 327 1397 | 981| 281 
関連 旅 設 六 633.00| 14h950 js | 416 | 500| 57 | 人 05|148| 101 
選 角 商 良 1.635.000| 545.000 0|10|108| 一 | 一 ー ー 
内 光電 0 0 0 | 一 | -| 一 用 
ea 60.00| 3000 0 | 一 | - | -|-|-|- 
KEI | 974.000 0 0| 一 |16| 一 ー | 一 ー 


239.00| 6%00| 180.00| 4050|129|199| 75|80| |60 
0.0| 0| WO 20|108|17| 89|148| 89| 80 
1.872.000| 397.78 0|19 149 | 65| 57 | 48| 45 
角 肘 吊 ] 掲 so 衣 説 1 12 12312951206 | 210 


91486143719611360 
940 | 7.032.65 | 2661370| 825890|10 |121 | 31 | 433 | 601359 
.96.000| 91O| 85.20| 399950|189|1137|466|479|19531348 
414.00| 3.95.895 | 95200| 28690 119 19 187 1988 1386 | 396 
地 か 千 消 |187400 322.10| 210990| M710| 894000|119| 9| 95|505|425 1 484 
きき 人 郊 挫 | 0 列 0| 30| 00| 1700|09|109|28312891730|1730 
施設 計 再 衣 | 一 ー 000| 10OWO U 0 ー|- | 一 |- 
史 作 業 練 代 民 350.000| 35000| 450O| 4640W| 1700| 15400|L82|L9| 469149|388|388 
3) 洒 人 js.⑳⑩| 1l50| 150W| 1500| 3000| 3.00|10|L ! 0 | 
Eutviauil 9 9 84 594 | 449 | 413 
失 滞 重 厩 稚 滴 | 和 生計) 主導 見 負 | ま 中 D D 
連作 滑 を 台座 | 前 映 き 綿 詳 | 坦 座 逢 避 用 ) 章 諾 19|t8810A1H 人 HL1454 464 
北村 潮 | 5907| 3990| 4727| 56| 7| 7828|089|108|184|184|206 1206 


光浦 施設 上 事 2.402.000 
UK( 凍 | 還 : 六 | 1.010.00 
(作出 棋 尊 1.392.000 

績 地 ・ 才 | 入 識 敵 


(北東 業 介 | 第 7 絡 褒 
MIUIGDI304 174.000 
半生 座 消 | 72000 

章 胃 穫 講 852000 


汗 洪 次 施 設 牙 事 209.600 | 100.00| 100.00 43.300 4⑬90|1027 1048 1116 |207 1433 | 433 
叫 線 吊 江 潜 109.600 ー ら ー 三 選 コ ー 万 
( 生 諾 槍 潮 1W.90 | 10.00| | 8300| 30|10110|483|14831438 1433 
民 否 道 放 a 席 呈 訂 吸っ 訂 語 旨 肌 | ュ 眉 詳 | 6 | 19 1449|480 |382 | 2 
般 1.78.00 | 250.000 | 218400| 452000| 427.40|10 |129 |27 140| 0|196 
1 上 0 00| %.00| %0⑩| 2000| 2000|129|19|86|286|1229|222 
L 全 000| %.⑳| %W0⑳⑩| 2000| 20000|19|19|1286|26|222|222 
2 人 17H.00 | 46.000| 409500| 438000| 40700|120 1121215|288|1791195 
上 時 庄 商 354750 | 493.00| 46415| 9.200| 9000|130|18U|245| 98311&9 |201 
地 方 庄 玉 73.150 | 1.497.10 | 1402865| 99880| 31.200|1L7|L9|55|268|286| 24 
間 区 擬 1710| 2500| 25000 0 0|L4G |146 | 一 ー | 一 ー 
。。 剛 省 導 左 165.00 |19|10| - | 一 | 一 | - 
1 虹 ・ 旗 首 ・ 苑 衣 計 8 狼 : 絞 | 14 | 4 | 385.0 | 553 1220 | 33.1 
( 析 史 会計 ・ 計 ) 4e 紋 : 症 本 14 | 1 | 550 |26.3 19201 881 


全 9990 


(年 ) 972. 590, 590.000 83.300 
1 ui 才 計 暗 wm. 肌 半 EEREHHWEE 人 1 
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②@ 瀬戸 内 海 な ど 主要 航路 の 整備 

⑱ 新 産 都市 な ど 建 設 促進 の た め 了 地 城 開発 の 中 桜 と な 
る 港湾 の 整備 

3 東京 , 大 阪 な ど 大 都市 お よび 大 都市 間 に お ける 内 
賀 貨物 の 増大 に 対処 する 内 質 慈 湾 如 設 の 整備 。 な ら 
びに 地方 の 均衡 ある 発展 を は か る た め の 地 方 港 沙 の 
備 た ど で あ る 。 
また 昭 和 43 年 度 港 深 整備 事業 の 項目 別 前 年 度 対 比内 

訳 お よび 暫定 予算 内 訳 は 表 一 4 に 示す と お お り で ある 。 
43 年 度 各 港 別 実施 内 容 に つい て は , 現在 な お 大 蔵 省 

と 折衝 中 の も の も あり 、 ま た 紙 数 の 関係 上 その 詳細 は 割 

愛す る こと と する が , 一 般 的 に 43 年 度 各 港 別 事業 に つ 

いて で は, 漁業 補償 の 難 行 な ど に よる 前 年 度 事 業 の 多 頓 の 

旨 越 し を 生じ た 港 を 除 " て は ほとん ど 要 求 ど お り の 事業 

費 配 算 が な され て いる 。 


4、 外 皿 坦 頭 公団 の 概要 


外 質 吉 頭 公団 の 新設 は 42 年 度 港 子 算 に お いて 最 重 
点 事 項 で ある と と も に ,、 明治 以来 の 長い わが 国 の 港 整 
備 の 功夫 に お いて 一 新紀元 を 画す る 新た な 段階 へ の 端 条 
を 開く も の で あり , 効率 の よい 港湾 へ の 再編 に 大 きく 寄 
与 す る も の で ある 。 

周知 の よう 人 。 か か る 趣旨 の 機構 新設 要求 は , 港湾 公 
団 と し て , ある い は 港 注 特 別 会 計 に お ける 新 特別 揚 定 の 
設定 な ど と し て , すでに 89 年 度 要 求 以 来 , 和 年 度 要 求 
され , まさ に " 廿 転 び 狼 起き " の 後に 今回 よう や くそ の 
設立 が 認め られ た も の で ある 。 

既往 の 公団 な どの 要求 は し 。 い ずれ も 外 党 定期 船井 頭 の 
時 急 な 整備 に 伴う 港 流 管 理 者 財政 の 負担 の 軽減 な ら ぴ に 
施設 の 効率 的 利用 を は か る た め , 長期 低利 の 財政 資金 を 
導入 する と と も に, 震 胡 と 上 旦 を 一 体 的 に 船 会 社 な ど に 
専用 貸付 を 行なう 必要 が あり , これ に 対す る 措 衛 と し て 
公団 , 特別 手 定 な どの 設立 を 考 護 し て いた 。 

し か し , 前 述 の 必要 性 に 加え て , 最近 に お ける 急激 な 
テン ポ で 世界 的 に 進行 し つつ ある 泊 上 コン テ ナ 輸 送 化 に 
対処 し て , コン テ ナ タ ー ミ ナル の 整備 は , 喫緊 の 必要 事 
と な っ て 来 た が 、 そ の 整備 は 本 質 的 に 従来 の 一 般 使用 を 
前 提 と する 公共 事業 方 式 で は 搭 置 で き な い も の で ある 。 

すなわち , コン テ チ ナ 輸送 の 利点 を 最大 限 に 発 押 す る に 
は , コン テ ナ 井 頭 に お ける 配 船 , コン テ ナ ヤ ー ド に お け 
る 荷 き ば き , 貨物 の 集配 な ど が 一 元 的 な 運営 を 必要 と 
し ゴース, ヤー ド , フレ ー ト ステ ーション な ど を 一 体 
と し た コン テ ナ タ ー ミ ナル の 専用 的 使用 が 施設 の 最も 効 
率 的 な 使用 形態 で あっ て 従来 の 公共 事業 方 式 , す な わ ゎ 
ち 不 特定 多数 , 平等 の 利用 方 式 と は 全く 相 い いれ な いこ 
と と な る 。 

か か る 観点 か ら , 現行 港湾 法 に よる 公共 埋 頭 整備 方 式 
に 圧 え , 施設 の 効率 的 運営 と 資金 の 効率 的 之 用 と を 同時 


に は か ちる た ぬ , ニン テ ナ 埋 頭 お よび 主要 外 暫 定期 船 坦 頭 
の 整備 に つい て , 新た に 公団 方 式 を 導入 する こと と な - 
た 。 
すなわち 、「 外 国 貿 易 の 増進 上 特に 枢 要 な 地位 を 占め 
る 應 帝 に お いて 外 質 協 頭 の 整備 を 推進 する と と も に ・ 
その 効率 的 使用 を 確 代 す る こと に より , 浴 注 の 機能 の 向 
上 を は か り , も っ て 外国 貿易 の 増進 に 寄与 する こと 」 を 
目的 と し て , 京 拍 外 劉 喜 公 団 お よび 阪神 外 質 坦 頭 公団 
が 設立 きれ た 
この 公団 の 畠 要 を 列記 すれ ば 次 の と お り で ある 。 
せ ) 対象 事業 
東京 湾 お よび 大 阪 流 の 次 の 港 の 地区 に , コン テ ナ 坦 
( 状 硬 , コン テ ナ ヤ ー ド , クレ ー ン , プレ ー ト ステ ー シ 
ョ ン 。 道路 な ど ), 外 損 定期 船 畠 頭 ( 玲 堅 , 坦 頭 用 地 , 
上 星 , 道路 背後 施設 用 地 な ど ) を 整備 し , その 施設 を 
管理 し , 貸付 ける 。 
Ca ) 京浜 外 罰 塊 頭 公団 
東京 澄 : 大 井 坦 頭 お よび 13 号 地 電 頭 
横浜 港 : 本 牧 哲 豆 
(b) 阪神 外 劉 坦 頭 公団 
大 孤 港 : 南港 豆 
神戸 港 : 新吉 
CS) 事業 計画 
計画 期間 は , 昭和 42 年 度 か ら 9 年 度 ま で と し , 全 
体 事業 証 画 は 表 一 5 の と お り で ある 。 
(3 ) 町 泊 の 再 達 方法 
④ 国 お よび 港 注 管 理 者 で ある 地方 公共 団体 は , 建設 
期間 中 の 各 年 度 の 事業 ( 建 設 利 息 を 含む ) の 20 多 
に 相当 する 額 を 出資 する も の と し 。 そ の 出資 割合 は 
1 :1 と する 。 
⑧⑬ 上 記事 業 費 の 40 空 分 に 対し て は , 長期 の 財政 間 
金 (42 年 度 分 に つい て は 公団 償 の 資金 運用 部 引受 
け で 年 利 7.1 宅 , 43 年 度 以降 分 に つい て は 全額 政 
府 保証 値 で 年 利 7.8 獲 の 導入 を は か る も の と する )。 
表 一 5 外 質 地 玉 公 団体 計画 


SO mo 電王 科 | 持 衝 間 委 
吉 | 東京 | 一 邊 軸 | 13 地 独 | 95 | 。 324 | (一 邊 吉 ) 
齋 | ・ | コンテ ナチ | 天 電 才 項 | 8 | 209] 作手 
秩 | 頂 折 | コッ テ ナ | 本 履 邊 融 | 3 | 64 時 , 道 所 
全 | 計 | 一 和 外 質 929 324 | 作 設 用 地 な ま 
還 | 合 者 | 7 | 607 | 伯 還 コッ テテ 
本 | 天覧 | コシ テ ナ | 貞 二 坦 豆 | 5 
神 戸 | 一般 外 錦 | 新 折 頭 | 26 
H コッ テ チ ィ 6 
計 | 一 35 
具 コン チチ 1 
本 | 合 時 7 
| 一角 上 52 
選 コテ テ ナ 2 
ME MM 
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な お 資金 償 司 の 収支 計算 期間 は 30 年 と する 。 
⑬ 克 り の 40 沈 分 に つい て は 。 納会 社 な どか ちら 借入 
れ を 行 な り も の と する 。 
(は ) 施設 の 運営 
コン チ ナ 電 頭 に お いて 住 。 曲想 と 背後 の コン テ ナ 
キー ド ,。 タ レー シン , フレ ー ト ステ ーション な ど を 。 
一 般 外 質 坦 頭 に お いて は 喜 と 背 秒 の 上 旦 を それ ぞ 
れ 一 体 と し て 外 航 定期 給 会 社 , また は 一 般 港 注 運 送 
事業 者 に 貸付 け , 借受 けた 者 の 専用 使用 と する 。 
③ 年 間 1 パー スズ 当り の 使用 料 は 次 の と お り で ある 。 
コン テ サ 塊 頭 : 約 2 億 円 
一 般 外 質 埋 頭 : 約 000 万 円 
(5) 昭和 4 年 度 予算 


妻 一 6 外 賀 地頭 公団 の 昭和 433 年 度 予算 ( 条 ) 
( 位 位 位田 


EE2u 還 
中 | 錯 57 
2.1 | 2.9 
2.1 2.9 『 
[! | 1 320. 

= 】 一 E リ 


昭和 42 年 度 予算 は 表 一 6 に 示す と お り で あり , この 
うち 政府 出 座 は 運輸 省 所 管 一 般 会 計 出資 金 で ある 。 

42 年 度 に お いて は 両 公団 と も に コン テ ナ 堺 頭 の 涯 臣 
整 代 が 行なわ れる こと と な っ て いる 。 


1. は じ め に 


昭和 31 年 に 空港 備 法 が 施行 され て 以来 」 わ が 国 の 
空港 の 整備 は 公共 事業 と し て 進め られ ( 表 一 1 参照 ), 
これ まで 整備 中 の も の も 含め て 第 1 種 空港 3 第 2 種 人 
港 17, 第 8 種 空 港 29, その 他 飛 行 場 (防衛 庁 また は 米 
軍 と 滑走 路 を 共用 し て お り , 空港 整備 法 上 種別 は な い ) 
10, 計 59 空港 が 民間 航空 輸送 の 用 に 供 き れ て いる 。 

一 方 , 航空 旅客 の 増大 め ざま し く , この 10 年 間 に 
年 素平 均 29.9 祖 の 伸び を 示し ・ 明 和 40 年 に は 乗降 客数 
に お いて 国際 線 121 万 人 国内線 1.028 万 人 に 科 し た 。 
昭和 41 年 は , 航空 機 事故 の 影響 も あっ て 国内 線 は ほぼ 
横ばい と な っ た が , 今後 と ゃ 国際 交流 の 活発 化 と 経済 拡 
大 に 伴い 航空 電 要 は 著しい 発展 を 遂げ る も の と 期待 き 
れる 。 

民間 航空 に お ける 機材 の 大 型 化 , 高 速 化 は 著しく , 国 
際 線 に お いて は ほとん ど ジ ニッ ト 化 し , 国内 線 に お いて 
も 幹線 が ほぼ ジェ ッ ト 化 し , ロー カル 線 に も 一 記 ジ ニッ 
ト 機 が 就航 を 開始 し た 。 こ の よう な ロー カル 線 の 
ト 化 は , 輸送 力 の 増大 だ け で な く , 規 送 コス ト 低下 の た 
め に も 今後 急速 に 進め る も の と 考え られ る 。 現在 音速 の 


ーッ 


棚 高 俊 ご 


2 倍 以上 の 超 音速 機 や 490 人 乗り 超大 型 ジェ ッ ト 機 が 開 
発 さ れつ つ あ り , 短 距離 ジェ ッ ト 機 の 意 場 と と も に 将来 
も 機材 の 大 型 化 , 高速 化 は さら に 進展 する で あろ う 。 

以上 の よう な 民間 航空 の めざまし い 発展 に 対し , 空港 
施設 の 整備 は 遅れ ぎみ で あり , この た ゅ め 航空機 の 高速 
性 , 定時 性 が 阻害 され て 。 旅客 サー ビス 水準 の 向上 が 困 ! 
元 と な っ て き て いる 。 

不 款 に し て 昨年 航 空 機 事 が 続発 し , 鞭 空 の 安全 化 対 
策 が 緊急 の 課題 と な り , 空港 に つい て は 。 消 走路 の 延長 
航空 保安 施設 の 東 備 な どの 安全 対策 を 強化 する と と も 
に , 航空 邊 要 の 増大 と 機材 の 大 型 化 , 高速 化 に 備え る こ 
ょ が 急 務 と きれ , 空港 整備 5 カ年 計画 を 策定 する こと と 
な っ た 。 そ し て 本 計画 に 要する 総 事 業 費 を 新 東京 国際 空 
港 分 を 除き 1,150 億 円 と する こと で , 昭和 42 年 3 月 22 
日 間 議 了解 を 得 , 本 年 8 月 ご ろ を 目途 に 具体 的 計画 を 策 
定 し て 間 議 決定 を 求め る 予定 で ある 。 な お , 新 東京 国際 
空港 の 計画 に つい て も , 早急 に 本 計画 に 組み 入れ る よう 
検討 を 進め る こと と し て いる 。 


2. 昭和 42 年 度 予 算 の 特色 
昭和 42 年 度 は 空港 整備 5 カ年 計画 の 第 1 年 有 目 と し て 


表 一 裕基 加 備 事業 費 の 推移 ( 国 旧 ) (人: 衝 思 
年 度 | 多年 茎 | 時 年 工 | 94 年 工 | 年 茎 | 多年 度 | 9 年度 | 38 年 護 | 年度 | 0 年度 生年 度 
5990 | au0o0 | 720820 | 1.4e21l8| 1.999.000| 3.730.499 | 3725.000| 566920| 5.352.523| 5,383.800| 7.523.900 


( 症 ) 最 予 宮 を 示し 。 志 側 費 補正 子 洗 を 含 あ た も り で あろ 
* 人 本 省 航空 選 牧 行 場 計画 課長 
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表 一 2 に 示す と お り , 国 朋 に お いて 約 97 億 円 の 也 算 が 
成立 し , 前 年 度 に 叱 べ て 約 24 億 円 増 の 約 33 学 の 伸び 
を 示し た 。 

昭和 43 年 度 予 算 は 空港 備 5 カ年 計画 の 主旨 に 沿っ 
て , 特に 航空 機 の 安全 化 対策 に 主眼 が お か れ 。 

① 国際 空 其 の 整備 

⑳ 主要 ロー カル 空港 の 消 走路 下 長 な どの 整備 

⑬ 無線 施設 , 明 施設 な ど 航 空 保安 施設 の 加 備 
の 三 つ の 桂 か ら な っ て お り . 既設 空港 の 整備 を 重点 と し 
て いる 。 

まず 国際 空港 に つい て は , 新 東京 国際 人 潜 港 の 整備 を 行 
な うほ か , 東京 国際 空港 の 運航 回 数 の 増大 に 伴う エプロ 
ン の 増設 , メン テ ナ ン ス ( 避 備 ) 地域 の 整備 を 行なう 。 
また 大 阪 国際 空港 で は 3000 m 深 走路 の 新設 , エプロ 
ジン, ター ミナ ル 地 区 な どの 整備 を 進め て いる が , 妥 和 
45 年 3 月 開催 の 万 国 障 を 目標 に , 新 消 走路 . その 他 の 
主要 施設 の 完成 を は か る よう に 備 を 行なう こと と し て 
いる 。 

ロー カル 容 港 に つい て は これ まで 継続 整備 中 の 仙台 
広島 , 松山 な ど 7 空港 の 消 走路 を 2.000m 級 に 研 長 す 
る ほか , 新潟 。 青森 空港 の 消 走路 を 1.500m に 生 長 十 
る 計画 に 著 手 する 。 ま た 仙台 , 高松 空港 の レー ダ の 沖 備 
を 行なう ほか , 釧路 , 新潟 港 な ど 閥 港 の 照明 施設 の 履 


その 他 の 地方 空港 に つい て は 。 南紀 空港 の 完成 を は か 
る ほか 青森, 宇部 空港 の 照明 施設 の 備 を 行 な り 。 

識 港 の 妥 明 施設 は , 夜間 の 航空 機 衣 着 睦 の た め ば か り 
で な く , 重 間 に お いて も 着 際 扱 助 誠 設 と し て 大 き な 威 力 
を 発揮 する も の で ある が , これ まで 第 3 種 空港 に は 骨 
施設 は 整備 され て お ら ず , 昭和 42 年 度 か ら 初め て 補助 
事業 と し て 上 記 2 空港 に お いて 実施 する こと と な っ た も 
の で ある 。 ま た 第 3 種 空港 に つい て は , 昨年 度 か ら 
YS-11 型 機 の 就航 に 伴い , 消 走路 。 謎 導 路 , エプロ ン 
の 改修 を し て いる が , 本 年 度 は 出雲 ほ か , 3 開港 に お い 
て これ を 実施 する 計画 で ある 。 

最近 航空 機 の 大 型 化 、 ジ ェ ッ ト 化 に 伴い , 東京 , 大 阪 
を は じ め と する 主要 空港 に お いて 航空 機 の 騙 音 に よる 公 
害 が 大 き な 社 会 問題 と た っ て き て いる 。 こ れ ま で は この 
対策 と し て 深夜 に お ける ジェ ッ ト 機 の 離着陸 禁止 の 措置 
な ど を 行なっ て きた が 。 本 年 度 か ら 積 極 的 な 措 屋 を と る 
こと と し 運 答 省 の 管理 する 空港 の 周辺 に つい て 有 音 補 
償 を 行 な と な っ た 。 哨 和 48 年度 は 東京 お よび 大 
版 国際 空 浴 の 周辺 の 学校 防音 化工 事 の た め の 補 助 金 を 支 
用 する 計画 で ある 。 

な お , 昭和 438 年 度 は 国会 解散 の 影響 に より 4 月 5 
月 は 暫定 予算 と な り 、 空港 備 事業 と し て は 東京 , 大 孤 
ほか 14 空港 分 と し て 約 16 億 円 が 計上 され て で いる が , 本 


修 を 行なう 。 稿 で は 6 月 以降 の 本 予算 と 合わ せ て 説明 し て いる 。 
蘭 WM 和 8 年度 鶴 入 仙 事 業 仙 _ Wi 下 
還 JHF 当 算 | 2 年 訂 所 各 閣 | 比較 Wa< 東 42 9 各 空 江別 整備 事業 
。。 | 間 抹 典 | 国 還 | 東 軟 | 本 見 | (WO | (mW の 概要 
由井 か 各 空港 別 の 事業 の お も な 内 
TU 計 CO 導 も 証 に ) 1sL0% 容 を 以下 に 説明 する 。 
新 昌 京 国際 空 義 | 1.000.000 | 1.000,000 | 2.000.000 | 品 000.000 | 1.000.00 | 1500 1) 1 
IO) | 呈 ) 第 1 年 容 
3 27856.600 | 278S6,600 | 3822.070 | 8.822.070 | 965.470| 193.8 Ca) 新 東京 国際 供 
電王 ) (109.620)| (109.620)| (122.600) (129.600) 
595.620 | 2.525.620 | 2.418.060 | 2.418050 |% 107.570| 957 昭和 41 年 7 月 , 間 計 に お 
凍 9 家 宣夫 521.000 | 265.500| 718.00| 88L350| ig.80| 14s.8 
いて 新 東京 国際 空港 の 位 履 を 
その他 飛 生 更 0] 子葉 田 市 本 
人 2 寺 8.000| 28.000| 55990| 590A 500| 926 2 9 TK 
本 。 充電 15.300 15.300 30.000 2.000 4700| 130.7 に 定 し , 同 月 ・ 人 洪 の 
馬 利和 伯 再 ? 0| 0.000| 30000| 300.000 ー 建設 お よび 管理 を 行なう た め 
国際 低 港 公団 が 償 足 し 
TP に っ た 。 続い て 昭和 43 年 1 月 
弟 2 症例 誠 250,000| 250.000| 408560| 4O8860| 158860| jemm 公団 の 提出 し た 工事 実施 計 
章 3 租 半 760| 70| 88.90| 2t80| 70| 997 貞 人 568 pa 
四 折 、 双 条 ( 0999 (9900 画 書 に 対し 運輸 大 区 の 認可 が 
に 146.800 | 146,800 7 157.850 H.050| 107.5 年 ご 
) 者 四 4.300 800 4.300 800 0| !00m 行なわ れ た 。 計画 よ る と 、 
.00) ・000m. 2.500 生 清 走 
北 療 首 。 計 4m00| oeoo| 9] 議 本 | 計 和 | uws OO 王 の 平行 走 
会 ーー ニー ーー 路 , 3.200m 横風 消 走 路 な ら 
< 本 ze 1 問 
第 3 策 笠 閉 53.500 53.500| 80.0O 8000O| 26.500| id9g びに これ に 付 循 する ター ミナ 
能 記 。 計 53.500 53.500| 80.000 80O 25.500 id9s 施設 , その 他 を 胃 備 する こ 
eee | (460) 3 5 
き の うち 400 本 


( 三 ) +.( ) 内 論旨 ・ 作 どう 和 | 
て い 現 在 対 細 示 定 に つま は 較 人 = 


走路 を 含む 施設 の 一 部 を 昭和 
46 年 まで に 供用 開始 する ニ 
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と を 目標 と し て いる 。 こ の た め 昭 和 432 年 度 に お いて は 
用 地 買収 の 大 部 分 を 終わ る と と も に , 客 種 の 補償 工事 を 
行なう 計画 と な っ て お お り ・ 同 公団 に 対し 一 般 会 計 (人 港 
整備 事業 費 ) か ら 20 億 円 。 産業 投資 特別 会 計 か ら 30 
億 円 を 出資 する 。 な お 。 こ の ほか 僅 務 負担 行為 と し て 
50 億 円 が 認め られ て お り , 本 年 度 は 含 わせ で 100 伴 円 
に より 事業 を 進め る こと と し て いる 。 

Cb) 東京 国際 空港 

運航 回 数 の 増大 に 伴い , 特に エプロ ン の 不足 が 中 ば れ 
て いる た め , エプロ シン の 増設 を 行なう ほか , ター ミナ ル 
地区 , メン シテ ナン ス 地 区 の 東 備 を 行なう 。 

Cc) 大 阪 国際 空港 

新 帯 走路 を 含む 主要 施設 を 昭和 44 年 度 ま で に 完成 き 
せる こと を 目標 に , 昨年 に 引続き 用 地 買収 補償 工事 。 
土工 事 , エプロ ン 」 ター ミナ ル 周 辺 工事 を 行なう ほか 
ター ミナ ルビ ピル (官庁 部 分 ) の 建設 無 停電 施 設 な どの 
工事 を 行なう 

(2) 第 2 竹光 洪 

Ca) 仙台 諸 港 

昭和 40 年 度 か ら 現 消 走路 (1,150 m) に 交わ る 2.000 
m 滞 汗 路 を 新設 し , ILS な どの 博紀 進入 用 計器 を 整備 
する 事業 に 閉 手 し た が , 昭和 41 年 度 に お いて 大 秀 分 の 
用 好 買 収 を 終わ り , 本 年 度 は 用 地 買 収 の 残り , 柄 償 下 
事 , 本 工事 の 一 部 を 行なう 計画 で ある s また 前 年 度 国庫 
貸 務 負担 行 約 に より 認め られ た レー ダ の 設置 を 行なう ほ 
か , 管制 塔 の 新設 , 進入 角 指示 灯 の 整備 を 行なう 。 

(b) 新 更 空港 

新潟 地震 に よる AB 両 消 走 路 な どの 災害 復旧 事業 を 
骨 和 89 年 度 か ら 3 カ年 に わた り 実 施し , 昨年 度 完了 し 
た 。 昭 和 42 年 度 か ら 新 た に B 滞 走路 (現在 1.200m) 
を 1,500 m に 生長 し , 1LS な ど を 硫 置 する 事業 に 着手 
する こと と な り , まず 本 年 度 は 用 地 買収 に 入る 計画 で あ 
る 。 こ の ほか 進入 角 指示 灯 の 設置 を 行なう s 

Cc) 名 古屋 空 准 

昭和 41 年 か ら 日 本 航空 お よび キャ モイ ・ バ パシ フィ ラッ 
ヶ 航 空 に より 国際 線 (香港 線 ) が 開設 され 。 こ れ の 受 人 
れ 対 策 と し て 昨年 度 は 誰 走 店 か さき 上 げ お よび CIQ 施 放 
(税関 。 入 国 管理 検疫 ) の 設置 を 行なっ た が , 本 年 度 は 
続い て 誘導 路 の か さ 上 げ を 行なう 計画 で ある 。 その ほか 
内 年度 国 庫 償 務 負担 行 郊 (と より 器材 購入 し た VOR ( 超 
短波 多 方 向 式 無線 標識 ) の 設置 , レー ダ 改 修 を 行なう 。 

Cd) 広島 低 港 

昭和 39 年 鹿 か 滞 走 路 (現在 1.200m) を 1.800m 
に 延長 する 事業 に 閉 手 し , 埋立 に 伴う 剖 補 代 交 渉 を 統 
け て きた が , 昨年 度 未 交 涼 が 受 結 し た 。 続い て 昭和 昌 
年 度 か ら 3 カ年 計画 で 埋立 工事 に と りか か る こと と な っ 
て いる s 

(e) 高松 垂 北 


運航 回 数 の 増加 に 伴い 。 エプロ ン 1 パー ス を 増設 する 
ほか 疹 走路 灯 改 修 を 行なう 。 ま た 国庫 負担 行 施 に より 
レー ダ の 器材 購入 を 行なう 。 

(f) 松山 識 葉 

骨 和 39 年 度 以 来 , 帯 走路 (現在 1.200 m) を 2.000m 
に 下 長 する 事業 に 着手 し て で おり , これ まで 用 地 買収 , 滞 
示 路 改修 誘導 路 , エプロ ン 新 設 な ど を 行なっ て きた 。 
昭和 42 年 度 は 続い て 用 地 買 収 を 行なう と た ともに, 埋立 
の 一 都 に 着手 する ほか 。 エ プロ ン 新 設 , 庁舎 新設 , 誘 泊 
路灯 , エプロン 灯 の 妥 明 工事 を 行なう 。 

Cg) 高知 空港 

進 和 角 指示 殺 設 憶 、 帯 走路 灯 改 修 を 行なう 。 

Ch) 小食 空港 

運航 回 数 の 増大 に 伴い ,、 エプロ ン 1 パース の 増設 , 誘 
豊 路 新設 , 滞 走 路灯 改修 を 行なう 。 

G ふ ) 大 村 識 洪 

進入 角 指 示 灯 設 憶 , 浴 走 路灯 改修 を 行なう c 

()) 熊本 低 筐 

昭和 40 年 度 か ら 滞 走路 (現在 1.200m) を 2.000m 
に 長 する 事業 に 着手 し た が , 昭和 41 年 度 に 至り 用 地 
買収 が 難航 し て いる こと , 現 港 付近 の 市 街 地 化 が 進ん 
で いる こと な ど を 考慮 し て , 空港 を 現在 位置 か ら 約 
9 km 北方 の 地区 に 移設 し て 整備 する こと と し , 調査 を 
実施 し た 。 昭 和 42 年 度 に は 移設 の た め ぬ の 用 地質 収 に 着 
手 す る 見 込み で ある s 

(k) 宮崎 塗 洪 

昭和 40 年 度 か ら 滞 走路 を 1.500m か ら 2.000m に 
延長 する 事業 に 着手 し , すでに 1.800m まで の 息 長 を 
終わ り , 昨年 末 に は 大 阪 と の 間 を ロー カル 線 初 の デ ェ ッ 
機 が 就航 し た 。 昭和 42 年 度 は 滞 類 路 2.000 m 下 長 の 
た め の 埋 立 に 着手 する ほか 。 レー ダ 改 修 。 有 照明 施設 整備 
を 行 な り 。 

また 本 会 港 に は 航空 大 学校 が 設け られ て いる が , これ 
ら の 施設 が 民間 航空 用 の ター ミナ ル 地 区 に 陸 接 し て いる 
た め ,。 ター ミナ ル 地 区 の 拡張 が 困難 と な っ て いた 。 航空 
大 学校 に お いて も , 昭和 42 年 度 か ら 定員 増加 に 伴い > 
施設 拡張 を 行なう こと と な り 、 これ に 人 台 わ せ て 施設 を 常 
走路 の 反対 側 (北側 ) に 移設 する こと と な っ た 。 こ れ に 
伴う 現有 施設 の 移設 に つい て は , 3 カ年 計画 で 空港 整備 
事業 と し て 実施 する こと と な り , 本 年 度 は 用 地 買収 。 誘 
導 路 、 エ プロ ン 新 設 , 庁舎, 校舎, 格納 庫 な どの 建設 を 
行なう 。 

(1) 鹿児島 空港 

昭和 38 年 度 か ら 清 走 路 を 1.080m か ら 1.600m に 
延長 する 事業 に 着手 し , これ まで に 埋 YY, 潜 走 申 延 長 。 
請 導 路 新 設 、 エ プロ ン 拡 上 随 な どの 工事 を 終わ っ た 。 昭和 
42 年 度 は 現 滞 走 路 の 拡 柱 。 か さ 上 げ 。 明 明 施設 の 加 代 
を 行なう 計画 で 。 本 年度 を も っ て 消 走 申 の 延長 を 完了 す 
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る 。 そ の ほ 4: ンー ダ の 改修 を 行なう 。 

(m) 画 館 低 港 

順 和 40 年 度 か ら 清 走 路 (現在 1.200m) を 3.000m 
た 延長 する 事業 に 閉 手 し た が , 昭和 48 年 度 は 前 年 度 に 
引 続 いて 用 地質 収 , 現 消 走 路 の 改修 を 行なう 。 

(an) 釧路 全 誌 

普 走 路灯 の 改修 を 行なう 。 

(3) 第 3 種 空 港 

Ca) 青森 底 港 

昭和 42 年 度 か ら 帯 走路 (現在 1.200m) を 1.500m 
に 延長 する 事業 に 著 手 する 計画 で , 本 年 度 は 1.350 m ま 
で の 延長 を 行なう ほか , 哨 明 施設 の 整備 を 行なう 。 

(b) 南紀 識 港 

昭和 40 年 度 か ら 3 カ 年 計画 で 全 箕 新設 ( 只 走 路 
1.900 m) の 事業 に 着手 し て お り 、 本 年 度 は その 最終 年 
諾 と し て 用 地 革 成 , 消 走路 誘導 路 ,. エ プロ ン な どの 工事 
を 行なう ほか , 庁 合 , NDH ( 無 指向 性 長 中 波 無 線 標 蔵 
の 設 慎 を 行ない , 開港 完成 を は か る 。 

Cc) 出雲 塗 穫 

YS 対策 と し て 消 走 路 、 誘導 路 . エプロ ン な どの 改修 
を 行なう 。 

(d) 宇部 補 港 

明 明 施設 の 設置 を 行なう 。 

(e) 奄美 空港 

警 六 志 の 徒 設 を 行 な 9。 


Cf) 旭川 宅 壮 

排水 施設 の 政 修 を 行 な り 。 

(g) 帯広 空港 

YS 対策 と し て 講 導 路 。 エ プロ ン の 改修 を 行なう 。 

Ch) 八丈 島 空 洪 

YS 対策 と し て 清 走 路 。 請 路 , エブロ ー の 改修 を 行 
な う 。 

て 4) その 他 飛 行 場 

Ca) 小松 飛行 坦 

昭和 40 年 度 か ら 民間 航空 専用 地区 軸 備 の 一 嘆 と し て 
平行 誘導 略 の 整備 を 行なっ て お り 。 了 昭和 42 年 度 は 前 年 
庭 に 引続き これ ら の 整備 を 行なう 。 

て (b) 板付 飛行 場 

民間 航空 専用 地域 備 の 一 舞 と し て エプロ ン の 増設 を 
行なう ほか , 新 タ ー ミ ナル ビル 設置 に 伴い , 国庫 債務 負 
担 行為 に より 官庁 部 分 の 建設 を 行なう 。 

Cc) 千歳 飛行 場 

庫 和 41 年 度 予備 糞 に より ILS の 器材 の 時 入 を 行 た 
ュ た が , 本 年 度 は これ の 設置 工事 を 行なう ほか , 謎 導 申 
の 改修 を 行なう 。 

(d) 丘 飛 行 場 

防衛 庁 と の 共用 飛行 場 で も る が , レー ダ に よる 精密 進 
入 を 行なう た め 着陸 帯 の 拡幅 を 行なう 計画 で , 昌和 E 
年 度 は 国庫 代 務 負担 行 交 に より 用 地 買 収 に 閉 手 する 。 


TV. 昭和 42 年 度 日 本 国有 鉄道 工事 の 概要 


1. はじめ に 


昭和 40 年 度 か ら 着手 し た 国鉄 の 第 3 次 長期 計画 も 2 
カ年 を 反 通 し 、 順 調 に その 成果 を 挙げ て いる 。 第 8 次 長 
韻 計 画 は , 国鉄 の 当面 する 問題 で ある 東京 , 大 阪 付近 の 
通勤 テッ シュ の 緩和 全国 的 な 幹線 の 輸送 力 増 強 、 安 全 
輸送 の た め の 保安 度 向上 を 主 目的 と し て 昭和 40 年 度 か 
っ 46 年 度 ま で の 7 カ年 間 に 2 兆 9.720 億 円 の 設備 投資 
を し , 日 本 経済 の 成長 に 即応 し た 最少 の 輸送 力 の 確保 を 
目標 と し て いる 。 

最近 の 輸送 形態 の 変化 と と も に 鉄道 の 占め る 分 野 に つ 
いて 種々 論 護 さ れ て いる が , 国鉄 の 第 2 決 5 カ年 計画 の 

* 日本 国有 多 疫 局 計画 唱 胡 補佐 記 


エエ 藤 測 男 * 


主要 投資 の 一 つ で ある 東 交 道 新幹線 の 成功 を は じ め 。 旅 
客 、 貨物 輸送 の 種々 の 営業 施策 を 実施 し つつ あり 。 本 来 
の 国鉄 の 輸送 の 特質 で ある 大 最 性 , 迅速 性 安全 性, 低 
謙 性 の 面 で 筆頭 で も る こと に 変わ り は な い 。 

すなわち , 昭和 30 年 度 に お ける 輸送 量 を みる と , 旅 
客 輸 送 で は 国鉄 の 占め る シェ ア は 45 欠 (輸送 人 - キ ロ ) 
を 占め 質物 輸送 で は 30 宅 (輸送 トン - キ ロ ) に 及 ん で 
いる 。 し か る に 。 過去 の 国 喘 に お ける 設備 投 次 の 状況 を 
見 る と 、 昭和 39 年 度 の 投資 と 。 老朽 施設 の 取 和 圭 え を 目 
的 と する 第 1 次 5 カ年 計画 の 初 年 度 で ある 昭和 32 年 度 
を 比較 し て みる と , 92.6 倍 に すぎ な い が 。 道路 投 資 な 実 
に 7.0 倍 に 及び 総 投資 額 を 比較 し で も 39 年 度 で 国鉄 
投資 は 道路 投資 の 約 1/2 に 過ぎ な い 。 こ の よう な 投資 の 
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状 忙 と は うら は ら に 。 輸送 和 要 は 経済 の 活況 と と も に 増 
大 し て , 国鉄 の 持つ 輸送 力 と の ギャ ッ プ が 種々 の 問題 点 
を 生み 出し て いる 。 

すなわち 東京 , 大 阪 付近 の 各線 区 の 通勤 ラッ シュ は , 

現在 進行 し つつ ある 都市 へ の 人 口 集中 な ど で 350-300 
宅 の 乗車 率 を 示し て お り , 早急 に 解決 し な けれ ば な ら な た 
い 守 会 問題 と を な っ で いる 。 他 の 交通 機関 の 充実 に よる 由 
税 を 行なっ で も 。 国 鉄 は 都市 交通 の 主役 で ある こと に 変 
お わり が な く , 現状 を 解決 する た め に 線路 の 増設 車両 増 
備 を 根本 的 な 対策 と し て 推進 し て いる 。 都市 内 で の 工事 
人 は 。 用地 買 収 非 常に 困難 で あり また 工事 施行 の 技術 
水準 も 高い も の を 要求 きれ る が 。 現有 の 技術 の 氏 使 と 
絶え 間 の な い 技 術 の 進歩 に より これ に 対応 し 最終 前 に 
は ラッ シュ の 混雑 度 を 240 多 程度 に 棚 和 し 、 円 潜 な 輸送 
を 行 な り こと を 目標 と し て いる < 

全国 の 国鉄 線路 網 の 主幹 を な す 幹線 は 、 それ ぞ れ の 線 

区 の 栓 送 上 の 特質 を も っ て 秩 送 あい 路 を 生じ 。 増 列 の 必 
要 性 を 生じ て いる 。 昭 和 39 年 度 に お ける 幹線 輸送 力 を 
紙 前 の 標準 で ある 昭和 11 年 度 に 比較 し て みる と 。 旅客 
肉 送 蔵 で 6.8 倍 て 人 一 キキ) で 旅客 車両 数 は 9.0 倍 に な 
っ た が , 一 方 , 線路 延長 に 到 っ て は 1.8 倍 に 通 ぎ な い 。 
これ が ダイ ヤ の 過 徐 化 を 生 し て いる 原因 と な っ て いる > 
この 状態 を 解消 する た め に は 。 主要 な 線 区 の 複線 化 と 主 
要 都 市 付近 の 3 線 化 、 複 々 線 化 に より 輸送 容量 を 増す こ 
と が 必要 で ある 。 第 3 次 計画 発足 の 昭和 40) 年 は 多国 
の 福 線 化 率 は 15 に 骨 ぎ な か っ た が , 計画 で は 3200 
tm を 複線 化し , 複線 化 率 は 31 補 と な る 予定 で ある 。 

また , 鉄道 輸送 の 動力 近代 化 は 世界 的 な 傾向 で あり ・ 
国鉄 に お いて も 幹線 は 電化 。 ロー カル 線 は ディ ー ゼ ル 化 
を 推進 し て お り ・ 今 次 計画 で 燕 気 機 開 車 は な く な る 予定 
で ある 。 

一 方 , 株 増 工事 , 電化 工事 に より 。 増加 し た 輸送 力 に 
衝 応 し た 操車 場 , 車 両 基地 , 駅 改良 も 全国 的 に 施行 する 
計画 が 立て で られ で お り 。 特 に 国鉄 の 償 物 疹 送 の 脱皮 の た 
め の 近 代 化 工事 の 推進 が 期待 され 閉 を 実行 に 移さ れ て 
いる ェ s 

以上 の 計画 に より 輸送 力 確 保 。 サー ビュ 改善 経営 
の 合理 化 が 推進 され , 国民 の 期待 に 応え う る 国鉄 に 生ま 
れ か わる こと は 紅い の な いと ころ で ある < 

き で 計画 2 年間 の 進 捧 を な る と , 昭和 4 年 度 は 運 伯 
池 正 の 見 送り に よる 資金 難 か ら 投資 額 は 3.220 億 円 に と 
まっ た が 。 昭 和 41 年 度 は 3.500 億 円 と たり, 齋 画 の 
総額 2 発 9.700 億 円 の 23 少 が すでに 投資 きれ た 。 こ の 
2 年 間 に お ける お も な 成果 は 通 各 輸送 で は 中 央 本 線 店 
野 一 殖 倫 間 4 線 高 各 化 工事 に よ る 地下 鉄 営団 線 相 互 乗 和 
れ の 完成 に よる 中 央 線 ラ ッシュ の 枝 和 , 京浜 東北 線 , 中 
内 線 , 総武 線 横須賀 線 常 般 線 。 阪和 線 の 車両 編成 長 
の 増加 に よる ラッ シェ 午 和 連 苑 代 車両 の 増 備 な ど で あ 


り , すでに その 投資 効果 を 頸 わ し て いる 。 幹線 輸送 で 
は , 複線 化工 事 は 2 年 間 に すでに 600lkm の 複線 化工 事 
が 完了 し て お り , 長期 計画 の 3.200km の 19 狗 に あ た 
り 各 地 で の ダイ ヤ 改 正 に よる 列車 の 増発 計画 を 可能 な ら 
し め た 。 電化 工事 も 着 々 と 進み , すでに 586 km が 電化 
きれ て いる 。 ま た , 4 年度 に 列車 運転 の 保安 度 向 上 の 
た め の 列 車 自動 停止 装置 て ATS) が 全国 全線 に 設置 され 
た の は 注目 され る 。 一 方 , 操車 場 で の 静岡 秋田 ヤー ド 
の 完成 , わが 国 初 の 自動 化 ヤ ー ド で ある 和 郡山 ヤー ド の 実 
用 化 試験 の 成功 貨物 輸送 近代 化 の た め の コ ン テ ナ 輸送 
の 増強 , 成長 産業 物資 を 対象 と し た 物資 別 適合 輸送 体系 
の 実施 化 た など が 注目 され る も の で ある 。( 表 -1 参照 ) 

昭和 42 年 度 は , 長期 計画 の 第 3 年 度 と し で 計画 の 
申 心 を な す 年 度 で あり , 昭和 482 年 2 月 に 政府 原案 の 
3.780 億 円 の 工事 予算 が 提示 され た 。 こ の 予算 の 原資 ほ 
表 一 2 の よう で あり , 部 外資 金 へ の 依存 度 が 非常 に 高 
い 。 この 工事 資金 は 最も 緊急 性 の 高明 和 42 年 83 
年 の ダイ ヤ 改 正 関連 工事 に 主として 投資 きれ る 。 


家 -! 第 3 次 長期 計画 設備 投 次 計画 (昭和 40 一 4 年度) 
お よび 昭和 49 年 度 予 算 案 
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24 建設 の 機械 化 ( 韻 29 生 ) 


井 一 新小岩 間 訪 川橋 りょう 
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主要 な 建設 工事 の 内 容 は 以下 に 述べ る 

2. 通勤 輸送 対策 

昭和 41 年 度 まで に 通勤 ラッ シュ 解消 の 詩 旨 対策 で あ 
る 線路 増設 工事 は ほとん ど 着 手 し た 。 今年 度 は 極力 これ 
ら の 工事 の 推進 を は か る 。 す な わ ち , 中 央 本 線 荻窪 一 三 
鷹 聞 , 東海 道 本 線 東京 小田原 間 , 総武 本 線 
河間 , 東北 本 線 赤羽 一 大 宮 間 , 尾久 王子 間 , 
瀬 一 取手 間 , 横浜 線 東 神奈 川 一 小 机 間 房総 西 線 丈 井 ー 
若 津 間 , 東海 道 本 線 草津 一 京都 間 , 大 阪 環状 線 天 


成 し , 切 符 えら れ 
る 。 これ で 現在 線 の 貼 切 り は すべ て 解消 され , 列車 障 寄 
事故 の 危険 性 が 除 示さ れる 。 続 いて 線 増分 2 線 の 高架 工 
事 が 進め られ る 。 ま た 横浜 線 の 東 神奈 川 一 小 机 間 (7.8 
km)。 総武 本 線 千葉 < 條 食間 の うち 残る 部 分 。 物 井 一 佐 


間 
ーー 3 頁 本 複 閑 以上 


写真 一 2 中 央 線 鱗 窪 … 三 腸 間 吉 


成 の 予定 で 


久間 (4.2km) の 拉 線 化工 事 は 43 年 3 月 に 


あり , 最近 急 ピ ッ チ る 輸送 増 
する こと が で きる 。 大 阪 環状 線 と 関西 線 を 分 離す る 目的 
で 進め られ て きた 天王 寺 今 宮 間 複々線 化工 事 も 43 年 a 


し 使用 開始 され る 
新た 


用 され る 品 鶴 


貨物 線 の 代わ り に , 光 留 に 連絡 する 貨物 別 線 と し て 別途 
日 本 鉄道 建設 公団 に より 施行 中 の 京葉 線 と の 連絡 線 と し 


事 に 着手 する 


て 汐留 大 井 操 間 , 塩浜 ご 鶴見 間 の 建設 


部 で は 地下 鉄 
も 困 散 性 が 多い 
(工事 を 進め る 』 


第 3 次 計画 中 
概 が ある 。 


〔 昭 和 33 年度 官 公 庁 の 事業 概要 ] (その 1 TV 昭和 42 年度 日本 国有 碧 和 工事 の: 概要 


回 


侵 車 場 設備 工事 と し て は , 通 
勤 旅客 の 乗 替 え 駅 の 混雑 級 和 策 
と し て 上 野 , 渋谷 , 目黒 。 新 日 
募 里 , 大 阪 。 湊町 天満, 稚 橋 
駅 な ど を 施行 する 。 編 成長 増大 
工事 と し て は , 東京 地区 で は 山 
手 線 の 10 両 化 を 継続 し て 各駅 
で ポ ホーム 延 伸 工 事 を 施行 し , 大 
阪 地区 で は 環状 線 8 両 化 , 阪和 
線 原 以 南 の 8 両 化 に 著 手 する 
定 で ある 。 

また , 東海 道 本 線 , 総武 本 線 
の 増設 線路 の 始終 点 と な る 東京 
駅 で は , 現状 の 地平 ホー ム 面 で 


は 拡張 の 余地 が な い の で , 地下 
線路 と し て 延び て くる 両 線 を 刀 


計 役 吉 人 判 
16 間 
3 衝 | " 


トーー * | 
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の 内 側 の 大 地下 駅 で 握手 させ る 
計画 が 立て られ 。 今年 度 か ら 著 
手 す る 。 

以上 の 線路 増設 編成 長 増 大 
に 伴う 車両 の 増 備 に 対応 し た 電 
車 基地 と し て は , わが 国 最初 の 
試み の 立体 化 電 車 区 で ある 大 崎 
電車 区 が 42 年 4 月 に 130 両 留 
冒 を 開始 する の を は じ め と し て 
豊田 電車 区 小山 電車 区 , 綱 
干 電車 区 を 継続 し て 施行 する ほ 
か , 東北 本 線 の 新 基地 と し て 東 
大 定 車 両 基地 , 東 汐 道 本 線 , 総 
武 本 線 の 線 増 に 対応 し て , それ 
ぞ れ の 新 基地 に 著 手 する 予定 で 


ある 。 
以上 の 通勤 輸送 対策 工事 は 
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現状 の 混雑 を 解消 する 最少 の 投 
次 で あり 。 決し て 将来 の 余裕 を 
も っ た 計画 で は な い 。 と れ を 完全 に 解消 する た め に は > 
ひと り 国 鉄 の 力 の み で は 不可 能 で , 将来 と も 続く と 子 起 
され る 都市 へ の 人 口 集中 の 社会 現象 に か ん が み , 国 の 出 
交 な どの 総合 施策 が 期待 きれ る < 


3. 幹 線 輸 送 


前 洲 の よう に 過 容 ダイ ヤ を 解消 し , 主要 埋 線 の 輸送 
を 抜本 的 た 増強 する た め に 。 補 線 化工 事 を 中 心 と し て 進 
め , これ に 並行 し て ター ミナ ル 改 良 や 車両 基地 の 増強 
新設 工事 を 鋭意 進め て いる 。 複線 化工 事 は 輸送 需要 に 対 
し た ネッ ク と な る 区 間 か ら 着 工 す る 方 針 で 進め られ て ゆい 
る が 、 現在 全線 簡 線 化 を めざし て 全面 着工 し て いる 線 
区 は 東北 本 線 。 上 越 線 , 中 央 本 線 (甲府 まで ), 北陸 本 
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線 , 席 児 鳥 本線 (旗本 まで ) で ある 。 

昭和 4 年 度 ま で の 複線 化工 事 の 進 朱 は , 40 年 度 の 完 
成 氏 間 と 合わ せ 約 600 km に 及び , 累計 複線 区 間 3.800 
km で 。 複線 化 率 は 全線 20.800 km に 対し 18 あ と な っ 
た 。 昭和 42 年 度 は 前 年 度 か ら の 継続 工事 に 重点 を し 
ぼり 施行 する が , 今年 度 に は 上越 線 全 線 複線 化 , 東北 本 
線 東京 ご 盛岡 間 の 複線 化 が 完成 する 予定 で ある 。 各線 区 
別 の 工事 の 内 容 は 以下 の よ お り で ある 。 

て 1) 北海 道 地 区 

画 館 本 線 は 森長 万 部 間 , 秒 川 加川 間 を 維 続 し て 旭 
行 する 。 森長 万 部 間 で は 洛 部 ご 野田 生 問 ほか 区 間 
江川 ご 加川 問 で は 新 神 居 ト ン ネ ル (4540 m) を 宮 お 納 内 
ー 伊 軸 間 ほ か を 雑 続 施行 する 。 こ の 2 区 間 は 中 間 に 宝 
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本 線 , 千歳 線 を は さ み , 本 州 対 道央 ・ 道 北 地区 の メイ ン 
バイ プ と し て の 役割 を も つ 線 区 で ある 。 

室蘭 本 線 は , 単線 区 間 と し て 残っ て いる 長万部 本 輪 
西 間 , 三川 ご 志 文 間 ほ あい 路 区 間 か ら 着工 し て 施行 中 で 
ある 。 42 年 許 に は 長万部 一 本 輪 西 間 の うち 小 幌 一 礼文 
間 (6.1 km) が 完成 する 予定 で ある 。 

千歳 線 は , 苗穂 一 沼 の 端 間 の うち すでに 北 広島 千歳 
聞 は 完成 し て お り 、432 年 度 は 千 城 一 美々 間 。 その 他 区 
間 の 用 地 , 主体 工事 を 施行 する 。 

信 車 場 設備 の 改良 工事 の うち お も な も の は , 現在 進め 
られ て いる 小 椅 一 旭川 間 の 電化 工事 に 対応 し た 車両 基地 
と し て 札幌 車両 基地 (配置 380 両 ), 道 南 地区 の 基地 と 
し て 函 姜 両 基 地 , 最近 和 要 の 増加 し つつ ある 札幌 周辺 
の 貨物 輸送 基地 の 整備 (白石 地区 ) な ど を 施工 する 。 

(S) 東北 ・ 常 般 

東北 本 線 740 km の 揮 線 化工 事 は , 第 3 次 計画 の 前 半 
(43 年 度 ) ま で に 電化 工事 と 合わ せ 完 成す べく 工事 中 で あ 
度 ま で に は 訪 間 まで の 全 区 間 が 完成 し 盛岡 
[済み で ある 。 42 年 度 中 
に 完成 を 予定 され る 区 間 は 、 郡 山 ご 日 和田 間 (0.9 km), 
瀬上 伊達 間 (3.1 km), 伊 造 一 系 折 間 (4.1 km), 桑折 
ー 雇 田 間 (3.8 km), 東 自 右 一 北 自 川 前 (4.3 km)、 船岡 
て 根 木 間 (4.8 km) (以上 で 盛岡 まで 金 通 ), 消 沢 ー 湾 民 
間 (4.3km), 岩手 川口 一 浴 宮内 間 (5.1km), 沙 見 一 小島 


間 (5.8km), 北 高岩 て 尻 内 間 (3.8 km), 浅 四 
(5.2 km)(41 年 7 月 に 地すべり し , 不通 と な っ た 
が ,8 月 末 , 別 線 に 切 自 え , 完了 し た 。) で , 計 53.3km 
に 及ぶ 。 
常 装 線 は 現在 電化 工事 を 施行 中 で , 42 年 度 中 に 人 

化 を 完成 し , 輸送 力 の 増強 、 近 代 化 を は か る か 
線 増 工事 は 平 か ら 四 ッ 倉 まで 複線 区 間 を 征 長 する 
あり , 485 年 度 に 完成 する 。 

場 設備 改良 と し て は , 自動 化 ヤ ー ド と し 
* る 郡山 操車 場 で は 自動 化 ヤ ー ド の 実用 化 の 
生 テ スト を 施行 中 で あり (43 年 度 自 動 化 ヤー ド と し て 
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完成 予定 )。 これが 成功 の あか つき に は , 将来 の 操車 場 
新設 , 改良 計画 の 指針 と な る も の で ある 。 ま た , 東北 本 
線 の 株 増 ・ 電 化工 事 に 刻 て 青森 車両 基地 。 貨物 駅 整 
備 , 東北 線 の 増強 に マッ チ し た 青 寄 駅 構内 の 沖 備 も 施行 
きれ る 。 東北 , 常磐 線 の 増発 対策 と し て 仙台 駅 (42 年 
ホー ム 増 設 完成 予定 ) も 継続 施行 きれ る 。 

羽越 本 線 は , 奥羽 本 線 秋田 一 青森 間 と と も に 北日本 裏 
終 人 線 と し て 将来 の 輸送 の 伸び が 予想 され る の で , 輸送 
の ネッ ク と な っ て いる 区 間 か ら 複 線 化工 事 に 着手 し て い 
る 。342 年 度 は 前 年 度 に 続き 昧 ヶ 開 小 岩川 間 ほ か 数 区 
問 を 継続 施行 する が , 年 度 中 に 加治 < 金 塚 間 (5.0 km)。 
村上 間島 間 (7.1 km), 三瀬 一 羽前 水沢 間 (8.1 km 残 
部 分 ), 道 川下 浜 間 (6.6 km) を 完成 する 予定 で あ 
る 。 

奥羽 本 線 は 第 3 次 計画 に 着手 し て か ら 複 線 化工 事 に 着 
手 し た 線 区 で , あい 路 の 福島 米沢 間 の こう 配線 区 , 赤 
湯 ー 中 川間 、 急 こう 配線 区 で 老朽 トン ネル を 持つ 及 位 ー 
院内 間 , さら に 理 縦 人 線 と し て ネッ ク の 数 区 間 は すでに 
工事 中 で , 4 年 度 も 継続 し て 施行 され る 。 こ の うち , 鹿 
閥 森 后 間 6⑥.7 km). 弘前 誰 生 子 間 (2.7 km) は 今 
年 度 中 に 完成 し , 複線 と し て 効果 を 発揮 する 予定 で あ 

停車 場 設備 で は , 前 年 度 に 続き 秋田 操 , 秋田 、 山 形 車 
両 基地 六 施 行 され る > 

(4) 上 越 ・ 中 央 ・ 信 越 

上 越 線 は , 昭和 36 年 か ら 複線 化工 事 に 着手 以来 , 最 
大 の 難関 で ある 新 清水 トン ネル (13,490 m) を 含め 鋭意 
工事 を 進め て きた が , 清水 トン ネル も 41 年 8 月 に 導 寺 
を 貫通 し , 現在 軌道 工事 を 進め て お り , 今年 10 月 に は 
これ を 含む 新湯 栓 曽 一 土 樽 半 (17.4 km) ほか 6 区 間 が 
完成 し , 全線 複線 開通 と な る 。 こ れ で 上 越 の 観光 客 , 斉 
縦 質 線 へ の 連絡 線 と し て の 増発 計画 に 対応 で きる 。 

信越 本 線 は , 現在 高崎 一 信濃 追分 間 を 全面 着工 し , す 
に 横川 ご 軽井沢 間 の アプ ト 式 を 解 清 し て いる ほか , 信 
濃 追 分 一 邊 の 井 間 は ネッ ク の 3 区 間 を 着工 し , 裏 日 本 の 
直江 津 一 机 崎 一 宮内 間 も 輸 送 上 の あい 路 の 数 区 間 を 着工 
し て お り , 42 年 度 は これ ら を 維 続 施行 する 。 これ ら の う 
ち , 4 年 度 は 北 高崎 一 群馬 入 幡 間 (4.0 km), 群馬 入 帳 
ー 安 中 間 (4.2 km), 軽井沢 ご 中 軽 非 沢 間 (4.0 km), 
島 青 海川 間 (3.2 km), 長島 西塚 山間 3.2km) が 
完成 の 予定 で ある 。 

この 線 区 の 停車 場 設備 で は , 長野 地区 の 貨物 駅 整備 。 
車両 基地 増強 , 新潟 地区 の 貨物 駅 整備 、 操 車場 改 良 。 車 
両 基地 増強 (42 年 550 両 設備 完成 ), 長岡 駅 の 整備 な ど 
が 施行 され る 。 

中 央 東 線 は , 41 年 秋 に 従 子 ト ン ネ ル を 完成 し 特急 
あず さき 号 を ダイ ヤ に 組入れ る こと が で きた が , 他 の 区 間 
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も 甲府 まで は すでに 全面 着工 し , 43 年 の ダイ ヤ 改 正 に 
予定 され る 増発 な すべ く 鋭意 工 事 中 で ある 。42 
年 度 に は 。 山梨 市 一 別 田 間 (2.8km) が 
ある 。 甲 府 塩 尻 間 は 順次 あい 路 区 間 か ら 著 華 し て いる 
が 、43 年 度 は 青柳 一 茅野 間 (3.1 km 残部 分 ) を 完成 す 
る ほか , 甲府 一 研 崎 間 を 継続 施工 する < 

中 央 西 線 は 名 古屋 中 津川 間 が 電化 工事 と あわ 世 複 
株 化工 事 を 全面 施行 中 で , 43 年 度 は 美乃 坂本 恵那 間 
(3.1 km) を 完成 する 。 中 津川 ご 塩尻 間 は , 害 地区 の 
十 三 三 留 野間 を 含み 数 区 間 を 継続 し て 施行 する 。 
き 甲 府 電 昼 線 (42 年 
: 要 な 神領 車両 基地 の 増 


10 月 完成 予定 ), 中 宇川 電 1 
強 な ど を 施行 する 。 
(5) 北 際 


診 山 まで の 複線 化 が 完成 し 窒 山 
症 江 津 間 は 預 城 ト レン ネル (11.355 m) の ほか 長大 
トン ネル を 含み 全面 工事 中 で ある 。 この うち , 4 年 
中 に 滞 川 ご 東 清川 間 (3.4 km), 人 折 間 (5.2km)、 
泊 一 引 中 宮崎 間 (4.7 km), 越 中 宮 崎 一 市 振 間 (4.8k m) 
を 完成 する 予定 で ある = 

修 事 場 設備 で は 北陸 本 株 の 輸送 力 増 強 と し て 南 福 電 。 
東金 沢 , 寺井 駅 の 閉 発 線 待避 線 新 訂 の 工事 を 施行 し 
42 年 10 月 に 使用 開始 を する 。 
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(6 ) 東海 道 ・ 山 陽 

東 線 は 新幹線 の 開通 に より 当面 の 行 請 ま り を 
打開 し 得 た が , 東海 道 本 線 , 武豊 線 の 共用 区 間 で あり ・ 
中 京 地区 の 輸送 上 の ネッ ク で ある 大 府 一 名 古屋 間 の 4 線 
化工 事 伊東 線 , 東海 道 線 の 共用 区 間 で ある 熱海 来 宮 
間 4 線 化工 事 を 前 年 度 に 続き 施行 する 。 

山陽 本 線 は , 輸送 乏 要 の 増大 に 伴い その 輸送 力も 近い 
将来 行 語 ま る こと が 予想 きれ る 。 こ の 抜本 的 な 対策 と し 
て , 東海 道 新 幹線 に 接続 し て 山陽 新幹線 を 建設 する こと 
が 計画 され た 。 特 に 大 阪 一 岡山 間 は 列車 回 数 が 多く 早急 
に 解決 する 必要 が ある の で , 第 3 次 計画 に より 施行 する 
計画 が 立て られ , 昭和 40 年 9 月 に 運輸 大 臣 の 工事 認可 
を 得 た 。 そ の 後 。 路 線 な どの 具体 的 な 工事 計画 調査 を 進 
め , 昭和 41 年 度 に 六甲 トピ ネル ( 約 16 km) ほか 長 


大 トン ネル の 一 部 か ら 工 事 に 着手 し た 。 山陽 新幹線 は ト 
シネ ル 延 長 が 全線 の 34 宅 に あたり , この 工期 が 全線 の 
工程 を 左右 する の で 。 こ れ を 重点 に 順次 着手 し て 行く 子 
定 で ある 。 

山陽 現在 線 の ネッ ク の 一 つ で ある 宇部 一 厚 狭間 線 化 
工事 は , 41 年 度 に 続き 用 地 , 路 角 工 事 を 施行 され る 。 

停車 場 設備 の お も な も の は 大井 操 , 塩浜 操 , 吹田 操 
静岡 貨物 駅 (4 年 度 完成 予定 ), 汐留 貨物 設備 (42 年 完 
成 予定 ), 熱海 駅 ホー ム 。 名 古屋 駅 , 梅田 貨物 駅 , 倉 駅 
な ど を 継続 施行 し 、 新た に 岡山 貨物 駅 鳥飼 貨物 駅 、 広 
鳥 駅 着 発 線 な ど に 着手 する 予定 で ある 。 

東海 道 新 峯 線 は 開業 以来 輸送 第 要 の 路 進 着 し く 増 玩 を 
重ね て いる が , 東京 駅 の 着 発 線 1 線 も 41 年 度 未 に 完成 
し , 現在 , 今後 の 増 欧 に 対応 し た 車両 基地 を 三島 , 大 孤 
な ど で 施 行 中 で ある s 


鹿児島 本 線 は , 旅 本 ま で が 全面 複線 化工 事 を 施行 中 
で , 熊 本 以 南 は あい 路 区 間 か ら 複 線 工事 に 着手 し て いる 。 
42 年 度 は 南 荒 必 一 長州 4.6 km) ほか 4 区 間 , 計 31.8 
km が 完成 する 予定 で , 放 本 まで に は 残り 3 区間 の み と 
な る 。 熊 本 以 貞 で 施行 され る 区 間 は , 川尻 八代 間 (4 
年 度 字 土 ご 松橋 間 (4.8 km) 完成 予定 ), 湯 / 敵 一 津 奈 杯 
間 , 木場 茶屋 一 沖 木 野間 東 市 来 ~ 遍 児島 間 で ある 。 線 
増 以外 の 輸送 力 増強 策 と し て 津奈木 ー 水 修 間 信号 場 , 熊 
本 客 留 線 , 鹿児島 車両 基地 な ど を 施行 する < 

日 豊 本 線 は 行橋 に 大 分 まで ( 立 右 亀 
川間 を 除き ) の 複線 電化 工事 を 進め で いる 。 43 年 度 に は 
新 田原 往 城間 3.7 km), 祭 城 椎 田 間 (3.0 km), 槍 
田 一豊 前 松江 間 (4.9 km), 仏 崎 西 大 分 間 (3.8 km) を 
完成 する 予定 で ある 。 大 分 以 南 の 増強 対策 と し て は , 日 
桁 一 津 信 見聞 信 号 場 。 幸 崎 外 待避 線 を 施行 し 謗 央 電化 
に よる 増発 計画 に 対応 させ る 。 

長 集 本 線 は , 鳥栖 佐賀 問 , 久保 田 肥 前 山 日 間 , 諫 
早 一 長崎 間 は 別 線 に よる 浦上 建設 線 ( 宮 久 津 一 浦上 ) を 
は さむ お 両端 区 間 を 複線 化す る 計画 で , 前 年 度 に 続き 施行 
する 。 

CB ) その 他 線 区 

紀勢 本 線 は 自 浜 海 南 間 を 複線 化す る 計画 で ある が + 
49 年 度 に 開業 予定 の 話 滋 一 藤 並 間 3.4km) ほか 3 区 間 
を 加え , 紀伊 由良 まで の 宰 線 化 が 完成 し た こと と な る 。 
これ より 以 南 は 稲 原 一 和佐 , 岩代 一 切 目 間 ほ か の ネッ ク 
区 間 を 継続 し て 施行 する 。 そ の 他 で は 山陰 本 線 綾部 一 往 
知 山間 , 米子 一 出 肢 市 間 。 予讃 本 線 高 松 ご 多度津 間 ( 害 
西 鬼 無 問 42 年 完成 予定 ), 伯 備 線 , 仙石 糧 両毛 線 
な ど を 前 年 度 約 続 し て 施行 する 。 

C9) その 他 

以上 の 線 区 別 の 投資 計画 の ほか に , 共通 し で 各地 区 の 
作物 答 送 近代 化 策 に 従い 。 コ ン テ ナ 輸送 革 地 増強 , 成長 
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章 抹 物資 を 対象 と し た 物資 別 輸送 基地 , 貨物 の 速達 化 を 
は か る た め の 地 域 問 急行 列車 対応 工事 な ど が 施行 され 
ちろ 。 また 。 線路 増設 計画 に よら な い 輸 送 力 増強 と し て 。 


信号 場 。 行 違い 設備 待避 線 、 有効 長 延伸 な どの 工事 も 
施行 され 。 各 地区 の 都市 計画 と 関連 し て , 駅 本 屋 , 駅 前 
広場 な どの 改築 , 整備 も 施行 され る 。 


V. 昭和 42 年 度 日 本 道路 公団 の 事業 概要 


1- は じ め に 


昭和 31 年 に 創立 され た 日 本 道路 公団 は , 去る 4 月 16 
目 で 11 周年 を 迎え 。 す で に 第 1 年 目 に 入っ て いる が , 
現在 の 事業 量 は 次 の よう で ある 。 

1) 営業 中 の 道路 

高速 道路: 名神 高速 道路 189.8km 

総 事業 費 1.145 億 円 

一 般 有 料 道 路 : 60 路線 598.9km 総 事業 費 947 億 円 

フェ リー ポー ト : 3 個所 総 事業 費 10 億 円 

自動車 駐 事 場 : 5 個所 総 事業 旨 34 億 円 

(2) 工事 中 の 道路 

高 連 道路 : 

東名 高 速 道路 345.3km 総 事業 爆 8,455 億 円 
表 -1 Ca) 喚 和 42 年 度 日 本 道路 公団 巴 算 一 覧 天 


_ (収入 の 部 ) ( 位 : 千 円) 
有志 棚 | 42 年 子 入 客 隆生 比 (%) 

入 | 22.836.000| 34404.000| 106.8 

入 | 77062.000| 08B40.000| 96.8 

神 | 7.088.000| 6.600.00| 935 

中 凌 導 0 g0000 ー 

一 上 有 半 道路 料金 取 入 | 15.191000 17,005.000| 111.9 
駐 事 則 使 用 埋 阪 入 419.000 | 396.00| 959 
付 靖 事 業 収入 157,000 150.000 95.5 
業 季 雑 収入 13.000 13.00 | 100 
生 寿 了 務 収入 sl6,000 618,000| 19.8 
政 奉 由 資 金 15.400.000 17.400,000 113.0 
首 時 人 が | 二 0909| 197700000| 1597 
球 投 全 琴 本 入 | zo の 0 ー 

(33.255,000) 

せき 上 自生 | 癌 統 | 15700| 27 
人 指 欠 収入 496.000 | 597.000| 196.9 
表 え | 308.876.00 | is2.8 
前 皇 華 を ら 半 回 金 | 6ule00| 16600| 27 
間 。 得 : 提 粒 Di 主 CA いい 交 じん) 


( 往 ) 「 前 年 巴 和 」 桶 D2 披 春 き 電 数 宇 ご 当初 了 邊 額 。 上 段 ) 
番 ま は 変更 後 の 予 算 聞 そ も る 。 


* 日 湯 公 団 條 画 調査 部 長 


中 央 高速 道路 92.7km 総 事 業 費 820 億 円 
新規 高速 道路 1.010km ヶ 3.640 億 円 

一 般 有 料 道路 : 17 路線 282km 
総 事業 費 1。250 億 円 


2. 昭和 42 年 度 予算 の 概況 


昭和 42 年 度 の 予算 は 表 一 1 の と お り で , は じ め で 
53.000 億 円 の 大 台 に 遅し た わけ で ある が , 全 立 第 1 年 目 
で ある 31 年 度 の 予算 が わずか 86 億 円 あま り で あっ た こ 
と を 思え ば , これ に 比べ て 実に 23 倍 の 大 き さ に な っ て 
いる 。 

42 年 度 予算 は 一 般 会 計 で 4 兆 9.509 億 円 (前 年 度 当 
初 比 14.8 多 増 ), 財政 投 融資 計画 で 3 兆 3,884 億 円 (前 
年度 当初 比 17.8 密 増 ) と いう 規模 で , 目下 国会 で 礁 譜 
四 で ある が , この 財政 規模 の 中 で 日 本 道路 公団 の 占め る 
予算 は 表 一 1 の 中 に ある よう に 前 年 度 当 初 比 で 27.9 
の 増 に な っ て いる 。 道路 整 備 が 国 の 最 重点 事業 に な っ て 
いる こと を 示す も の と いえ よう 。 


3. 東名 高速 道路 の 建設 


東京 小牧 間 345.8 km を 結ぶ 東名 高速 道路 は , 総 事 
業 提 3,425 億 円 で 東京 一 厚 林間 6 車線 , 厚木 小牧 間 
4 車線 で 計画 され , 昭和 37 年 に 着工 し て 今日 まで 順調 
に 建設 を 進め て いる 。42 年 3 月 末 現 在 の 全体 支出 額 が 
1.596 億 円 で , 全体 の 5.6 空 に 逢 し た 。 

他 線 完成 の 目途 は 43 年 度 示 で ある が , その うち 最も 
交通 量 が 多い と 予想 され る 東京 原木 間 35.5 km 国道 
の 混雑 が 激しい 吉原 一 表 岡 間 41.7 km お よび 岡 茶 一 小 
層間 54.5km, 計 181.7 km を 43 年 度 当初 に 完成 させ 
る よう に 鋭意 工事 の 進捗 を は か る 予定 で ある 。 

48 年 度 の 建設 費 は 926 億 円 で , 用地 の 取得 に っ つい て 
は 神奈 川 県 と 静岡 県 の 県 境 に 近い 部 分 を 除け ば ほとん ど 
取得 済み で あり 。 残 る これ ら の 区 間 に つ いて も 近く 買 
収 で きる 見 込み で ,42 年 3 月 来 現在 の 用 地 の 進捗 率 
80.1 宅 で ある =。 
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表 一 1 Cb) 昭和 8 年 度 日 本 道路 公団 予算 一 覧 表 (支出 の 侯 ) (中 位 : 千 円 
2 日 。 | 所 店 | 42 和子 邊 絡 | 講和 CO | 苦 目 | 年 申 | 42 年 識 額 | 計 前 生 比 %) 
> | 
導 。 大 G22.69.000)| 000.00 | ls | 斬 寿 由 om,000| sz4000| ss 
20 還 名 高 連 着 中 000 20.00| 39.2 
を いい 四則 硬 電 道 用 18.000 mW0| sss 
.000 
EE 町 規 高 問 道 族 辻 敵 | 95.00 机 
困 規 病 連 消 閣 9.000.000 | 10.000.00| 11t 一 邊 有料 逝 申 喘 績 | 100| 4 
- 科 月 質 生 | 8 設 納 | 9400.00| 1005 半 業 剛 杜 牙 に 
(RE 
上 | 和 映 | 20000| 10L5 Am s こ 
暫 規 弦 症 | 0000 52.8 本 老 凍 軸 
開 駐 乗務 音 600.00| 1200 人 計 十 
プ っ ーー エー ュー ミサ ーー テー 本 夫人 臣 
槍 折 改 食間 4000| 5 ーー 一 ーー 
| 一 般 管 理由 
生地 央 謝 720.000 122.9 | 人 件 横 よ 流 定 福利 
状 生 。 所 
一 再 用 料 手許 | ri86.00| 10L4 | っ 
た すす 174r,000| ia | 業 再 針 支 肝 H 
着 連 道 放 480.000 16L8 予備 覧 
一 四 寿 梓 通 褒 「 120.00| Ho | 
駐車 場 管理 相 220.000 101.7 一 ーーー ーー 
付設 人 | 99| ) 昌和 度 へ の 持 直 金 。 ! 区 
党 ま 王 . 肖 | ? 赤 用 析 計 209.045.000 | 127.9 


また 改良 工事 に つい て は 。 主要 工事 の ほとん ど が 発注 
攻 み で あり , 残る 区 間 に つ いて も 上 述 の と お り 近く 用 地 
を 取得 次 第 工事 の 発注 を 急ぐ こと と し て いる 。 舗装 工事 
に つい て で は, 前途 第 1 次 供用 区 間 131.7 km 分 に つい て 
本 年 4 月 1 日 , 6 舗装 工事 事務 所 を 設置 する と と も に 工 
事 の 発注 を 終わ っ た 。 そ の 和 概算 工事 費 は 130 億 円 で ある 
が , 約 1 年 間 で 舗 疲 を 完了 し な けれ ば な ら な いわ け で あ 
り , そ の 間 の 所 要 の アス ファ ルト 混合 物 は 160 万 【 に 及 
び , 名 神 高速 道路 の 場合 に は 3 年 間 に 90 万 1+ の アメ フ 
ェ ル ト 混 合 物 を 舗 設 し た こと と 比べ て , その 規模 の 大 き 
いこ と を 知る こと が で きよ う 。 


4. 中 央 高速 道路 の 建設 


東京 一定 士 吉田 間 92.7 km を 結ぶ 中 央 高速 道路 は 総 
事業 費 820 位 円 で , 全線 4 車線 (八王子 以 机 は と りあ を 
2 車線 の 段階 施工 ) と し て 計画 され , 昭和 37 年 に 著 
エレ し 。 今日 まで 極め て 順調 に 建設 を 進め て いる 。 45 年 
3 月末 現 在 の 全体 の 進捗 率 は 約 60 少 で , これ を 区 間 別 
に みる と 調 大 一 八王子 間 が 83 密 , 八王子 以西 が 54 清 で 
ある 。 

全線 完成 の 目途 は 43 年 度 末 で ある が , その うち 調布 
ー 八 王子 問 18.8 km を 本 年 12 月 下旬 に 完成 し て 供用 開 
始 す る 予定 で ある 。 ま また 東京 起点 で ある 高井 戸 と 調布 の 
に つい て は 外部 柚 状 道路 計画 な ど と の 関連 で , な お 調 
整 を 要する 問題 が あり , 現 段 階 ざ で は, この 区 間 の 完成 は 
多少 遅れ る 見 込み で ある 。 

42 年 度 の 建設 費 は 187 億 円 で 用地 の 取得 に つい て 
は 調布 以 東 を 除け ぼ ほ と ん ど 取 得 済み で あり 三 診 以 東 


に つい て は 現在 用 地 の 立入 測 最 , 関連 公共 事業 と の 調整 
な た ど を 行なっ て お り , 本 年 度 内 に 用 地 取得 を 完了 する こ 
と が で きよ う 。 ま た 改良 工事 に つい て は , 調布 以西 は す 
て 発注 を 終わ っ て お り , 舗装 工事 に つい て も 前 述 の 第 
1 次 供用 区 間 の 分 に つい て は すでに 発注 済み で あり ,・ 八 
王子 以西 に つい て 本 年 度 中 に 発注 を 行なう 予定 で ある > 


5. 新規 高速 道路 の 建設 


東北 道 。 中 央 道 ( 定 吉 田 一 小牧 )。 北陸 道 , 中 国道 
お よび 九州 道 の 5 縦 條 自動 車道 に つい て , 昭和 40 年 10 
月 基本 計画 の 決定 され た 区 間 (すなわち 調査 区 間 ) 1.54n 
km お よび その うち 1 年 7 月 25 日 整 備 計 画 が 決定 きれ 。 
同日 付 で 日 本 道路 公団 が 施工 命令 を 受け た 区 間 (て す な わ 
ち 建 設 区 間 ) 1.010 km は 図 一 1 お よび 表 一 2 の と お ! 
で ある 。 
公団 で は 施工 命令 に 基づい て 表 一 3 の よう に 昨年 10 
月 31 日 付 で 従来 の 支社 建設 局 の ほか に 新た に 仙台 お 
よび 金沢 の 2 建設 所 を 新設 し 。 ま た 16 工事 事務 所 を 設 
置 し て 建設 体制 を 加え , 用 地 買収 の 準備 を 着 々 と 進め て 
更 一 2 新規 高 束 道 中 の 調査 並び に 入 設 区 間 
下面 区 伸 | 各 代 画定 区 
区 間 ( 設 区 前) 


着 族 名 トー 邊 者 ーー 
本 環 還 基本 環 7 
YUU Em 泊 層 一人 | SU 約 1.957 
中 東上 動車 道 | 甲 府 - 小 乏 甲 座 ー 小 牧 的 1.298 
北陸 月 動 東 首 2 山寺 中 | 150 和 598 
和 吹 3 史 印 - 攻 人 | 199 交 13 
相生 週 時 - 夫 | 時 
志和 日 動 洋 月 ま | 10 約 569 
詩 | | is 1.00W 5.ewo 
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き て いる 。 す な わ ち 。 この 事業 を 迅速 か 円滑 に 進め る 
た め に 関係 地方 公共 団体 に 用 地 取 得 事務 を 委託 し て その 
協力 を 求め る と と も に, 内 部 機構 の 拡充 強化 を は か っ て 
いる 。 

お 年度 の 建設 頃 は 180 億 円 (前 年 度 か ら の 繰越 額 80 
億 円 を 含む ) で 、 主 と し て 用 地 取得 に あたる が , 42 年 3 
月 来 現在 の 用 地 関 係 の 進捗 素 お よび 42 年 度 の 進 拓 見 込 
みみ は 表 一 4 の よう で あり , 本 年 度 末 ま で に 20 久 程度 の 
用 地 を 取得 する 予定 で ある 。 

本 年 度 の 建設 工事 と し て は 第 1 に 中 央 道 の 那 トン ネ 
ル 工 事 を 挙げ な けれ ば な ら た な い 。 貞 邪 トレ ネル は 長野 
岐阜 両 県 培 に ある 恵 革 山 (木曽 山系 ) を 横断 する 建 長 
8.450m の トン ネル で 、32 車 線 構造 (換気 ダッ ト 付 ) の 概 
算 建 設 加 は 約 125 億 円 で ある 。 42 年 度 か ら 約 6 年間 の 工 
期 で 着工 する 予定 で ある が , 本 トン ネル に 平行 し て 地質 
調 論 用 導 塊 を すでに 本 年 3 月 か ら 着工 し て いる 。 建 長 か 
らち みれ ば 仏 伊 国境 に ある モン プラ ント シネ ル (11.600m) 
に 次 ぐ 世 界 第 2 位 の 長 さ の 道路 トン ネル と な り , 設計 
施工 の あら ゆる 面 か ら 新 技術 の 開発 導入 を 必要 と する の 
で , 今後 いろ いろ の 問題 を 提供 する こと で あろ う 。 

建設 工事 の 第 2 は 大 阪 府 下 で 45 年 に 開催 され る 万 国 
朝 牙 会 賠 連 工事 で ある 。 す な わ ち , 中 国道 の 吹田 一 池田 
間 が 万 博 会 場内 を 手 断 する の で , 会 場 へ の 連絡 道路 の 役 
を な し , また これ が 大阪 府 の 施行 する 中 央 環状 線 と 併行 
する の で , 今後 この 区 間 の 設計 , 施工 に 関し て いろ いろ 
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表 一 3 新規 高速 道 路 1.010km 区 間 現 地 雪 剛 組織 表 


才 時 | 和 上 各 | か 間 | 所 時 | 鉛 当 区 | 表 
高 通 道 路 | 仙 台 | 他 吾 市 宮 拓 県 本 | 5 
内 丁 | 宿 生 宮島 衣 補 鳥 県 再 | 10 
1 1 5 1 
放 を 本吉 折 | 都市 | 原木 県 内 | nu5 
MM に 当 H「「1 陣 きり 
人 剛 利和 Hmgi 由梨 県 内 | 50 
1 半 導 ] 誕 寺 半 内 仮 田 馬 田 市 挟 軒 旧 内 | 15 
名 大 | 沿 上 | 欠 市 | 則 還 , 克 名 内 | 55 
| 
所 山 六 中 市 知司 旧 向 | 0 
人 
哲二 | 庫 市 補間 県 内 | 9 
| 
中 較 首 大 取 守 | IL eo 
! 剛 1 IEEE る 凍 衣 削 帝 
| 省 | 承 遇 市 科 県 内 mo 
WW 誠 | F 了 下 賠 市 | ロ 県 | 0 
| 拓 周 才 作 | ス Kf | 押 。 條 内 5. 
4 棚 本 | 列 相 市 本 本 県 内 | 35 
# | | 1mo 


槍 討 を 要する 間 題 が 起 る こと と 思わ れる 。 

瑞 に 新規 高速 道路 の 調査 に つい て で ある が , 42 年 席 の 
調査 引 8.95 億 円 を も っ て , 施工 便 令 区間 1.010 km の 
間 の 調 並 を 続行 する と と も に , 前 述 5 縦 質 自 動車 道 ( 総 
延長 約 95.300 km) の 残余 の 区 間 お よび その 他 成 田 国際 
空港 導 な どの 緊急 に 整備 を 更 す る 幹線 自動 事 道 に っ つい て 
も 調査 を 進め る こと と な ろう 。 


ーー 一 思 


図 一 日 本 当 路 公団 施 工 道 路 区 間 


[W 和 42 年 度 官 公 庁 の 事業 概要 ] 〈 そ の 1 ) V・ 昭和 2 年 度 日 本 半 路 公団 の 事業 李 相 
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表 一 4 新規 高 加 道路 用 地 開 係 進捗 状況 介 位 km 
還 証 王 王 車 す で 信 て 記 3 昌 | 着 全 下 音 
| | 年 度 | 時 | 年度 | 町 | 年利] 計 年 | 42 ff 民 | 電 部 度 |42 年 度 | 計 
(G | 0D | 4 所 8 | CD | 9 | (8 (82%%) | (4 屯 )| 488) | (SO | (6 名 (83%) | (69%) 
1mo 694 4 | su| 9 | dm 50 59 | 63| 692 
() 1 半 線 人 表 Ed 計画 た 府 絢 と 地元 ご 区 赤き es 
We 賠 上 で 計画 され な 席 給 を 現地 に 玉 し 測量 の た 必要 と する 必 牙 中 w 20m と これ コ ニニ ま 
9 科 い 「 元 と り 衝 が 華 て り ち 立 人 [。 導 許 ど 人 和 に 本 
1 寺 在 所 才 面 有 を ー 折 ご と に 前 全 る こよ 報 で い 打 多 に 示 
5 道夫 計 設 計 性 順に 必要 た 通 放 お 造 な た の 設計 行 な さ ニー 
は いずれ も 緊急 に 整備 を 必要 と する も の で あり , ま た 42 
6. 一 般 有 料 道路 の 建設 拓 


現在 工事 中 の 道路 は 表 一 5 の よう に 17 路線 , また 建 
設 省 に 対し て 事業 許 林 申請 中 で , 近く 着工 で きる と 思わ 
れる も の が 表 一 6 の 2 路線 , 昭和 42 年 度 に 新規 着工 予 
定 の も の が 表 一 7 の 8 路線 で ある 。 

42 年 度 で 継続 し て 建設 する 上 述 17 路線 の 道路 の 中 に 
は , 昨年 7 月 1 日 施 行 され た 国土 開発 幹線 自動 車道 建設 
法 に 基づく 7,600 km の 幹線 自動 車道 の 一 部 と し て 路線 
指定 され る と 思わ れる も の が , 大 阪 天理 道路 を は じ め ゅ 数 
本 ある ほか 。 高速 自動 車 国道 と 同 程度 の 構造 規格 の 道路 
も 小田 原 厚木 道路 を は じ め 数 本 が 含ま れ て いて , これ ら 


表 一 5 工事 中 の 一 役 有料 道路 一 覧 表 


年 度 で 工事 の 最 成 期 を 迎え る も の が 多い の で 。 4 年 度 当 
初 予算 額 (新規 着工 分 を 含め て ) 193 億 円 に 対し て 42 年 
度 は 355.6 億 円 (新規 着工 分 を 含め て ) を 要求 し た の で 
ある が , 結果 と し て は 42 年 度 建設 細 は ほぼ 前 年 同額 
194 億 円 に と ど ま っ た 。 し た が っ て 。 継 統 分 の 道路 に つ 
いて は 全体 と し て 当初 予定 し た 完成 時 期 を 遅 ら き ざる を 
伺 な く な る が , 限ら れ た 予算 を 効率 的 に 配分 し て 4 年 
府 お よび 43 年 度 に 竣工 する 予定 の 道路 の 建設 を 重点 的 
推進 する こと と な ろう 。 

42 年 度 に 竣工 する 予定 の 道路 は 長崎 ボイパ ス (43 年 
10 月 太 工 予定 ) お よび 尾道 大 橋 (43 年 1 月 尋 工 予定 ) 
の 3 本 で ある が 。 中 で も 尾道 大 橋 
は 本 格 的 な 「 縦 天 衝 」 と し て 日 本 


ーー テー FE | る で 初め て の も の で ある の で , 完成 
上田 押 放 店 国 還 大 本 市 | 悦 |( 加 | nm00 98.81 457 の 距 に は いろ いろ 話題 に な る こと 
WW 導 店 3M) 陳 iri | ja4 000 4h61 8 と 思わ れる 。 
Cr) 症 に HH 較 | 5) 250| 39125 467 43 年 度 に 竣工 予定 の 主要 道路 
| 菩 RKEHT | | 95m ui ag と じ て は 田原 斉 林道 区 (8 
| | =10 月 ご 
人 人 の まい | 65| 900) 46.1 | 58 年 10 月 ご ろ 色 工 定 ), 京 代 道 中 
真 剛 導 褒 (2 期 ) | 神奈川 県 湯河 原 果 ] 6.5 800| 41. 紀 1 18 (3 其 ) (48 征 穫 下 予定!, 横 
師 則 小 作 折 用 | 小町 一 手 賠 親 2 70| ?50| .1 | 0 新 道 8 期 (43 年 大 エ 予定 ) 
まま すす 1 当 に hFPNT 4 sl sn00| 91 | 005 真鶴 道路 2 捧 ) (43 年 秋 鞭 工務 
EE ます すす tool 1 72| maol mi) ss 東海 大 橋 (⑬ 
定 ) および 大 阪 天理 道路 (43 年 秋 
単利 大 肝 和 人 半 1 ss 10 40) 198 
8 Ce | | 、 三 | 域 エ 予定 ) で ある 。 
還 名 孤 道 遍 | 礎 名 打 委 山 市 | mW 暫 0| 下 0 5 叶 1 0 表 7 の 2 年度 新 規 着 工 路 線 
大 工夫 殖 半 席 | 天理 市 - 倫 原 市 女人 40| 951| 98 の 中 で 注目 すべ きも の は 第 2 関門 
屋 折 大 村 | 尾 導 市 っ 広重 県 前 還 町 き 7.5 40.3.1 」 460 道路 で ある 。 現 在 建設 省 で 調査 中 
還 2 イ バ ョ | 5 1 200| dh771 OH4 で , 4 車線 また は 6 車線 の つり 括 
愉 義生 道 族 大 川内 町 三公 還 10 5.5 1100| 42.3.16 | 0 を 建設 する 計画 で ある が , 6 月 1 
mM 誠 | 四 50| 8.1| 274 日 か ら 公 団 で 引継 いで 調査 を 続行 
忌 誠 パイ バス | 藤崎 県 多久 見 本 一 藤 直 市 11 7.2 2.400 | 39.9.1 70.0 し , 本 年 度 中 人 に 有料 道路 と し て 著 
笠 17 路 規 | 155.000 | | エ す る 予定 で ある 。 つ り 桶 の 橋 長 
表 一 6 近く 着工 予定 の 路線 計 1.068 m で , その う も 中 央 径 開 
ta 1 に 」 gr 間 8 コ K 712 ! 
mr 
四半 | 紅 史 材 町 | 次 atm = 5 半 3 | 旨 0 て RE 本 で ー 
* え よう > 
ao | sg | so 
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表 一 7 一 般 有 料 道 路 新規 弟 工 予定 一 覧 表 


7. お わり に 
軸 防 | | 
二 る 3 月 22 日 に 新 道 味 備 5 py 1 
ヵ年 計画 が 前 議 了解 され た が , 総 素 2 礁 本 吾 道 中 ー 北 堪 央 五色 沼 17.300 5.5 1.380. 
ョ 賠 県 南 伊豆 町 子安 
閣 6 光 6.000 人 円 で その うち 用 。 12200| sl5 | 1900.000 
料 人 事業 は 1 光 8.000 億 円 な (1 dw | 二話 | 7200 
っ て いる 。 こ れ が 道路 関係 3 公団 必 奈 交 中 (2 短調 川 お より 中 導 90 電 詩 | 5.300.00 
に 分 けら れる が 。 い ずれ 近く 日 本 神 加 半生 (| 18 | smo 
道路 公団 分 の 事業 内 容 が 決定 され 雨水 遂 橋 | 中 。 550 7.5 | 1550.000 
こと と 
き 語 の で お が まぁ 湖 戸 大 必 | 市 ア ー 市 和 oo 
いずれ に し て も 7,600 km に 及 人 に 
電 関 門間 門司 区 高 T (3 本 i44 | 55K4 15.500.00 


去 線 自動 車道 路 綱 を 骨格 と し た 
近代 的 な 道路 網 体系 を , 今後 お よー 革 ト らい 
そ 20 年 間 に 確立 する こと を 目標 

に し た 長期 構想 が 現行 5 カ年 計画 改訂 の 背景 に た っ て で \・ て, 資金 の 効率 的 な 運用 と 事業 の 合理 的 な 遂行 を 期す ペ 
る の で ある か ら 。 高速 道路 建設 の 時 代 に 対処 する た め き で ある と 思わ れる 。 関係 答 方 面 の 暖か い ご 理解 と 一 層 
た 一段と 創意 つと め , 新 技術 へ の 研 鎌 に 努力 し の ご 支援 , ご 協力 を お 願い いた し た い 。 


39.210.000 


填 中 御 見 猿 申 し 上 げ ま す 


社団 法人 日 本 建設 機械 化 協 会 
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近ごろ は . SF 小説 が な か な か 読ま れ て いる よう で あ 
る 。SF 小説 こそ 本 来 の 小説 で も わる, と 説く 評 徐 家 さ きえ 
ある ぐら い だ か ら , これ か ら も いろ ん な 科学 的 底 想 を テ 
ー マ と し た SF 小説 が 生ま れ て で くる に 相違 ある まい 。 私 
も 商売 柄 頭 が 痛く な る よう な こと が 多く , 突然 夜中 に あ 
れこ れ 考 え あ ぐん で 眠り に つけ ぬ 時 に は , こう し た SF 
的 想 を 務 め ぐら せ て 睡眠 の 代用 に する こと が ある 。 元 
来 が 理科 出身 で , 一 応 は 技術 家 を も っ て 任じ て いる が , 
も は や むず か し い 理論 は お ろか , 常識 的 な 科学 的 理解 さ 
えも お ぼ ぽ つ か な い 始 末 で , 夜 中 の 科学 的 想 と いう の も 
小学 生 の それ と 大 差 な い 誠に 他愛 な い 空 想 で ある こと を 
お 断り し て 置か ね ば な る まい 。 

テア イン シュ タイ シン の 相対 性 理論 が 発表 され て 50 年 ぐ 
らい に な る で あろ うぅ 。 今 ご ろ の 大 学 の 物理 専門 の 学生 に 
人 は, た いて いこ れ が 理解 で きる の で は な いか と 思う が 
私 に と っ て は 85 年 前 の 高等 学校 の 物理 で 教わっ た 帆 り 
な い 知 識 で あれ これ 考え る の で ある か ら 、 せいぜい 特殊 
相対 性 理 諭 の 一 施 が お ぼろ げに わか る 得度 で ある 。 し か 
し 通俗 的 な 科学 解説 書 を 読 な の は た い へ ん 灯 き で ある 。 
正しい 基礎 的 理解 が な い だ け に 。 か えっ て 無 資 任 な 理想 
が で き て , 楽し いか ら か も 知れ な い 。 

さて , 理論 的 に は 解決 で き て いる の で ある が , 光速 度 
より 早い 速度 は な ぜ 考 えら れ な いも の か 。 絶対 雰 度 より 
低い 温度 は 分 子 の 運動 速度 が 都 に な る か ら な い の だ と い 
うだ け で は 。 私 華 の 空 起 家 を 満足 させ て くれ な い 。 光吉 
度 に 近い 高速 度 で 地球 を 脱出 し て 再び 帰っ て くれ ば 。 今 
浦和 貧 の よう に 地球 上 で は 何 倍 か の 時 間 が 経過 し て で いて, 
タイ ム マ シン も どき の 未来 が のぞけ る と いう 5 理論 は 。 宇 
宙 の 謎 が 底 知れ な いこ と を 考え させ 。 戦 保 に 似 た 感激 を 
覚え る 。 

宇宙 空間 の 曲 9 と は な ん で ある の か ? 宇宙 の 始ま り 
は 何時 で , どう いう 状態 で も あっ た の か ? 宇宙 に は いわ 
ゆる 三次 元 的 な 限界 は な く , 常に 非常 な 速度 で 拡がり つ 
つ あ る と も いわ れる 。:zys の 三 軸 で 表現 され る 三次 元 世 
界 と は 所 訟 われ われ 人 間 の 見 開 し 得る 狭い 範囲 で の 世 
界 で あり 、 宇宙 の 始ま り と 終わ り を 議論 する こと 自身 が 
ナン モン ス と も ゃ 考え られ る 。 琴 元 世界 (平面 の み の 人 世 

* 日 本 国土 開発 (株) 福居 本 箇 会 理 
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界 ) の 人 々 に と っ て 三次 元 世界 の 人 を が 万 能 の 神 の よう 
に 想像 され る と ころ か ら , 四 決 元 世界 を 空間 的 に 想像 
し , 現代 人 の で き な い 神業 を そこ に 住む 人 々 に 行なわ せ 
て , われ われ を 楽し ませ で くれ る SF 小説 は 数 多い が ・ 
は た し て その よう な 四 決 元 世 界 が ある も の か ? SF 小 
説 家 が 画 く よう な 四 次 元 世界 が 実在 する な ら , お も し ろ 
いと も 奇妙 と も な ん と や 楽し いこ と で ある が ……e 

xys の 三次 元 の 次 に 【 時 間 を 加え て 四 次 元 と する 考え 
な ら , われ われ に も 理解 で きそう で ある 。 

時 間 と は な ん で ある か ? 変化 の 割合 か ? 状態 変化 
の 北周 的 連 度 と 解す べき か ? 全 宇 宙 を 通し て 一 様 に 恒 
常 的 に 経過 し て ゆく 次 元 で ある の か ? 全 宇 宙 が 変化 の 
な い 。 いわ ゆる 静止 (絶対 的 に ) 状態 に な れ ば (これ が 
宇 南 の 終わ りか も 知れ な い が )。 時 間 そ の も の の 計り よ 
う が な いし , 事実 上 , 時 間 は な いこ と と な る 。 も ちろ ん 
原子 素 粒 子 の 作 止 を も 含め て の : 

と も あれ , 時 間 t の み が 全 宇宙 に 恒常 的 で ある と は 者 
えら れ な い 。 時 間 と は も っ と も っ と 奇妙 で 良 深い も の で 
は な か ろう か 。 

こう し た 開 想 は , 人 間 を し て 未来 へ も 過去 に や 自由 に 
移動 可能 な いわ ゆる タイ ム マ シン な る 機械 を 考案 させ る 
SF 作家 の 共 無 類 な 活躍 を 展開 させ て いる の で ある 。 テ デ 
レビ で も タイ ム ト ン ネル な る 珍 機構 を 案 出し て , 現代 人 
を し て 過去 の 世界 に 飛び 込ま せ , 未来 を 知る て その 時 点 
で ) 万 能 神 の 活躍 を させ , われ われ を 楽し ませ て くれ て 
いる 。 し か し 時 間 と いう 概念 が zys と 異な り , 状態 の 
変化 を 計る 尺度 と いう 観念 か ら 考 える な ら ば , か か る 未 
来 に 行っ た り , 過 震 に 帰っ て 再び 現代 に 戻り 得る と いう 
こと は 絶対 不可 能 の よう に 思え る 。 時 間 t は ww と は 
典 質 の 次 元 と 考え る べき で ある 。 

時 間 帯 (時 間 の 次 元 を こう いう ふう に 表現 する 人 も あ 
る ) は ベル ト ュ コンベヤ みた いな も の で , 一 つの 時 間 和 帯 
(現代 人 が 生活 し で いる ) か ら 別 の 時 間 帯 に な ん ら か の 
方 法 で 乗り 移る こと が で き , その 時 間 帯 に 滞在 する 限り 
矛盾 は 起 ら な い , と も っ と も らし く SF 作家 は 説明 し て 
いる が , 残念 な が ら こ れ は 単なる 空 起 で あり 。 い くら 宇 
宙 が 奇 迷 で , 想像 に 絶する 未知 の 世界 で も る と いえ 。 時 
間 の 自由 制御 ば か り 9 は ちょ っ と 考え 苑 い 。 こ の ー ん が な 
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まじ っ か 物理 学 を か とじ っ て いる ば か り に 砂 な と ころ に 理 
論 が と び 出 し て 、 自 由 低 起 を 妨げ る の か も 知れ な い 。 
近ごろ の 新聞 で 読ん だ の で ある が , 決 の ノー ベル 党 合 
補 と いわ れる 京 大 の 湯川 論文 に よる と , 素 粒子 は 点 で な 
く , 拡がり を 持つ ( ? ) と か で , これ は 玩 展 する と アイ 
ンー ジェ タ イー の 相対 性 理論 の 重要 な 部 分 を 否定 する か も 
知れ な いと の こと 。 一 知 半 解 な 新聞 記者 の 書い た 記事 を 
素人 の 私 が ウロ 覚え に 書い て いる の で ある か ら , 真 倫 の 
ほど ゃ 何 も あ っ た も の で は な い が 。 ア イン シュ タイ ン の 
相対 性 理論 を 否定 する 云々 が この 空想 家 を 刺激 し , 思わ 
ず 類 を ほこ ろば せる の で ある 。 ともあれ, 素 粒 子 の 世界 
に は 金 宇宙 を 相手 に する ぐら い の 興 味 と 不可 解 さ が ある 
らし い 。 突飛 な SF 作家 は この 地球 を も 巨大 な 物質 の 一 
素 粒 子 に 例え た こと が ある が , これ は あま り に も 小説 的 
空想 に は し り 過 ぎる と 思う 。 素 粒子 問 の 空間 は わが 太陽 
系 の 避 量 問 空間 に も 比 す べく , ある い は それ 以上 の 空 を 
英 さ た る 空間 が (も ちろ ん 相対 的 に ) 想定 で きる の で あ 
る か ら , 宇宙 の 謎 が 案外 この 極微 の 世界 に お いて 解明 さ 
れる か も 知れ な い 。 
物質 と は 何ぞ や ? 物質 を 最小 まで 分 け て 行け ば 究極 
に は 何 に な る の か ? か か る 問題 は 古く アリ スト チレ ネ 
の 背 か ら 幾 多 の 科学 者 析 学 者 に よっ て 護 論 され て きた 
と ころ で ある が , 最近 の 理 炒 子 物理 学界 に お いて は 。 次 
第 に その 核心 に 迫り つつ ある よう に 思え , われ われ S ド 
前 空想 家 を 大 い に 准 ば し て いる の で ある 。 物 質 の 根元 は 
エネ ルギー で ある と は アイ ン シ ュ タイ ン の 説い た と 
で あり , 物質 イコ ー ル エネ ルギー と いう 理論 は , すでに 
原子 力 と 成っ て 実用 化 さ れ , これ を 疑う 人 は いな い 。 エ 
ネル ギー と 物質 は 同一 で ある と いう 説明 に も , また 素 炒 
子 間 に 作 用 する 力 の 解放 が 原子 力 で ある と 証明 され て も 
素 柱 子 その や の の 内 容 が わか っ た よう な わか ら か な V 状 態 
で は , な ん と も われ われ 空想 家 に は 理解 の 仕 議 が な い 。 
素 粒 子 を 扱っ た SF 小説 も か な り 多い が , 目 に 見 える 
定 宙 の 天体 と 作っ て 不可 視 の 極微 世界 だ け に , この 種 の 
小説 は どう ゃ 醒 彩 を 欠い て いる よう で ある 。 不 確 定性 原 
理 と か , 多元 的 時 間 と か , ある い 人 は 朝永 博士 の パリ こみ 
理 諭 と か (これ も 別に 手元 に 資料 を 持っ て 書い て いる の 
で な く , 誠に 不 座 民 き わ ま る 一 知 半 解 的 寝言 で ある が , 
来 睡眠 剤 と し て の 空想 で ある か ら 間 違い は 詠 と され た 
Y), これ すべ て 素 炒 子 物理 の 所 産 で ある が , どう も ね わ 
れ わ れ SF 空想 家 に と っ て 目 に 見 え ぬ 理 輸 は , いく ら 宇 
寅 解 明 の 根元 で ある と は いえ ぇ , 想像 する も の が な で て 理 
表 だ け 先 行 する の は 苦手 で ある 。 や は り 光 子 ロ ケッ ト で 
貸 河 系 宇宙 を 光速 度 で 飛び 回 り , 今 浦島 を 体験 する 方 が 
箱 眠 剤 と し て は 効き 目 が 早い よう で ある 。 

空 飛 円 艇 が 話題 に の ぼる よう に な っ て , も うぅ 大 分 た 
ち 。 近ごろ で は ほ ,. あま り 一 般 の 興味 を 誘わ な いよ う で あ 
る = これ を 研究 する 世界 的 な 会 が あり 日 本 で も 有名 人 


が 大 分 関係 し て いる そう で ある 。 他 の 天体 , 興 らく 太陽 
系 以外 の 河 宇宙 に 属す る 天体 か ら の お 客 さん と 思わ れ 
る が , 文字 どおり 確認 され て いな い の で , な ん と や 申し 
よう が な い が 。 地球 人 に よる 太陽 系 惑星 問 飛行 が すでに 
現実 の 問題 と た を っ て いる の で ある か ら 。 恐らく 本 当 の 話 
か も 知れ な い 。S 作家 の 小説 も ニラ し た 銀河 宇宙 間 の 
飛行 を 扱っ た も の が 一 番 多 いよ う で ある 。 し か し 私 に と 
っ て , こう し た 閥 想 は 実現 性 が 多く , 現実 に 近い だ け に 
あま り 興 味 を 引か な い の で ある 。 アン ドロ メダ 大 星 和 
(銀河 系 宇宙 か ら 一 番 和 違い) か ら 飛 来 し 円盤 と も な れ 
ば , われ われ 人 類 の 想像 を 絶する 何 物 か が あり そう で 
感激 も 覚え る の で ある が ……。 

アン ドロ メダ 大 星雲 , 銀河 宇宙 か ら 一 転 し て 素 粒 子 の 
世界 まで 。 時 間 、 空間 を 論じ て 空想 し て 来 た の で , 今度 
は 趣き を 変え て 現実 も 現実 , 生ま 生ま し い 人 間 の 問題 に 
と りか か っ て 見 よう 。「 人 間 , この わか ら な いも の 」 と 
いう よう な 哲学 者 の 書物 が あっ た よう に 思う が , 一 番 わ 
か ら な い の 人 は 案外 人 間 か も 知れ な い 。 宇 宙 空 間 か ら 歪 昌 
し た 四 次 元 を 議論 し , 内 粒子 論 ま で 発展 し , 人 間 は あく 
こと な く 理 論 を 発展 させ 。 事 集 に これ の 証明 を 求め 。 決 
第 に 人 間 自 身 の 観念 を 上 揚 し 来 て いる の で ある が , これ 
は つま る と ころ 人 間 自 身 の 頭脳 の 所 産 で ある 。 案 外 ひ と 
り よ が り の 人 間 の 遊び か も 知れ な い 
原子 力 が 発見 きれ, 月 ロケ ッ ト が 計算 どおり 飛ぶ と こ 
ろ を 見 れ ば 。 狭い 編 囲 (大 宇宙 に 比べ で ) で は 人 間 の 思 
惑 どおり か も 知れ な い 。 カ ント の 認識 諭 を 原語 で 読む 調 
校 時 代 の 秀才 に あこ が れ て , せめ て 周波 文庫 で で も と 思 
> て, 訳 も わか ら ず これ を 読ん だ こと が ある が 。 わ れ わ 
れ 人 間 の 哲学 の 基礎 は 。 認識 に 始ま り 認識 に 終わ る と 考 
えら れる 。 人間 の 想像 する 宇宙 は あく まで 人 間 の 考え で 
あり , 宇宙 な ん て も の は 全然 別 の も の か や 知れ ぬ 。 全 宇 
街 に 比べ あま り に も 極微 の 存在 で ある 地球 上 に あっ て 
その また 極微 の 生物 で ある 人 間 の 導 え る こと は , いわ ゆ 
る " 葉 の ズ キ か ら 天 旧 く " の 類 で は ある まい か 。 

高遠 な 数 学 的 方 法 と 電波 望遠 鐘 , 大 規模 な サイ クロ ト 
ン な ど を 利用 し て の 人 間 の 所 産 に けち を つけ る つも り は 
な い が , 人 間 の 考え だ し た 認識 は あく まで 人 間 の 認識 で 
し か な く , 宇宙 の 確固 不動 の 方 則 と 称す る こと は 不 須 の 
よう に 考え られ て も 仕方 が な い 。 古 代 の 宗教 家 , 哲学 者 
の 到達 し た 現世 末 来 に 対す る 考え 方 , 認識 は , 観測 , 実 
験 を 省略 し た 人 間 固 有 の 透 徹し た 直観 理性 の 所 産 だ け に 
案外 人 間 に 受 け 入れ や すい 核心 を つい た 理 届か も 知れ な 
い 。 時 間 が わか り 。 を 知る 動物 は 人 間 だ け で ある と い 
3。 人 間 以 外 の 動物 。 生物 に は 高遠 な 折 学 も 宇宙 論 も 死 
後 の 世界 も 末 来 も 過去 も すべ て 無 意 味 で ある 。 人間 だ け 
に 意味 の ある 宇 笛 観 。 人間 だ け に 考え られ る 哲学 と いう 
も の は , な ん と な く 人 間 の 築い た 空中 棋 開 の よう な 気 が 
し て な ら な VW。 いや に 話 が 滅入っ て し まい 虚無 的 思想 
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諾 陥り そう だ か ら , SF 空想 家 に 似つか わし く 話 を 現実 
に 戻 そう s 

紀 に 直交 術 を 信じ , テレ バシ ー な る 片仮名 文字 で これ 
を 理論 づけ よう と する 人 は 案外 多い らし い 。 こ れ は 死後 
の 世界 を な ん ら か の 具 集 を も っ て 期待 し よう と する 出 か 
な 人 間 の た わ む せれ で あろ ちら か 。 地獄 手 楽 の 教 に 随 喜 の 肖 
を 流し た 善男 凌 女 の 類 と 考え て よい の か 。 と も あれ , 生 
物 で ある 人 間 が その 生命 の 終わ る こと を 肘 れ お の の く は 
当然 で あり , 己 が 死 の 時 間 的 予測 が で きる だ け に , その 
苦し みよ り 天 れ ん と し て , いろ ん な こと を 天 え 出し て 安 
心 立命 を 願う の も 当然 で も る が , は た し て 人 間 に 死 後 の 
世界 が ある の か 。 生命 の 根源 と 生命 の 実体 の わか ら め 現 
代 に お いて , 生命 の 滅亡 後 の こ と は も ちろ ん 分 ら ぬ に き 
まっ て いる 。 さす が の SF 作家 も この 種 の 底 想 は 苦手 ら 
し く . こ うし た テー マ を 取扱 っ た 小説 は 第 少な た く ,。 せい 
攻 い 冷凍 人 間 を 何 寺 年 か 後に 生き か を えら せ て 。 未来 を 見 
聞き せ て いる ぐら い が お ち で ある 。 

数 々 の 宇宙 観 を 生み 出し た 人 間 の 頭脳 も 生命 あっ て の 
こと なら, 生命 こそ 一 番 究 明 さ れ な けれ ば な ら な い 間 題 
で は な か ろう か 。 人 間 の 生命 も 敷 の 生命 も , 生命 に 変 
わり な い 。 人 間 だ け 後 生 を 順 い , 由 に 後世 を 希望 させ た 
い の は 片手 落ち と いう も の の , 後生 の ある の は 人 間 の み 
と は いく ら 閥 想 家 で も 受け 取れ ぬ 話 。 所 診 人 間 の 自己 保 
存 的 利己 主義 で あろ り 。 

科学 的 死生 観 を 説い た 偉い 物理 学者 の 著書 を 読ん で み 
た が , つま る と ころ , 人 間 も 生 物 で ある 以上 , 自然 より 
生ま れ , 自然 に か える の が 当然 で も り , そう 考え る こと 
に よっ て 素 簿 子 の 集まり で ある 生物 人 間 の 人 究極 的 認識 が 
著 実 する の だ と わか っ た よう な わか ら ぬ よう な 結論 で あ 
た と 記憶 し て いる 。 

きわ れ , 己 の 生命 の 限り ある を 承知 し て いる 人 間 は 案 
外 厄 介 な も の で ある 。 麗 ら く 未 来 氷 克 人 間 は 死 の 恐怖 か 
ら 巡 れ る こと は ある まい 。 地 久 極 楽 を 素直 に 信ずる 凌 男 
何 女 の み が , 意外 に も 一 番 安心 立 人 の 境地 に いる の か も 
知れ な い 。S F 空想 家 ら し か ら ぬ 抹 香 く きい 話 に な っ で 
し まっ た よう で ある 。 田 樹 の 未 寺 の 坊さん な らい ざ 知 ら 
了 ず , 土 本 技術 者 の 未 府 を けが し て いる 者 に と っ て , こう 
< た 議論 は いた だ け な い > 


最後 に 土木 馬 ら し い 空 想 を 一 つ 。 月 ロケ ッ ト が 何 度 も 
飛び , いよ いよ 本 番 の 人 間 を 乗せ て の 本 格 的 宇宙 旅行 も 
間近 か と いう の に , 己 の 住ん で いる 地球 内 都 に 人 間 ど も 
は どこ まで 到着 し た で あろ うか 。 資料 が な い の で あて ギ 
っ ぽう だ が , 人 間 が 実際 に 入っ て いけ る 立 は , せい ぜ 
い 1.000m 前 後 と いう の が 最良 で は な い だ ろ うか 。 ポ 
ー リ ング 用 の 立 纏 なら , 4.000-5.000m ぐら い は ある 
か も 知れ な い が ……。 い ずれ に し て も , 地球 の 表面 の 其 
皮 に 到着 し た に 過ぎ な いと 思わ れる 。 

な に し ろ 地 球 の 半径 は 6.000 km も ある の で , これ で 
は 地球 内 部 を 探っ た な ど お 義 理 に いえ た も の で は な い 。 
も っ と も 人 間 衛 星 船 の 回 る 恒 円 長径 が せい ぜ い 800 km 
か 1.000 km で ある か ら , 地球 の 外部 か ら 見 れ ば 宇宙 
飛行 どこ ろか 地球 の 表皮 に くっ つい て , は っ て いる よう 
な も の で ある 。 と も か く , 地球 内 部 に 降り て 行く 技術 は 
われ われ の 技術 で ある 。 一 つ で か い 奴 を や っ て みた いも 
の で ある 。 少 な くも 100km ぐら い の 立 撤 を 掴 る ざら い 
で な いと , 地球 内 部 の 玄関 に 達し た と は いえ な W。 

これ は や る 気 に な っ て 金 を か けれ ば , 案外 簡単 で あろ 
うぅ 。 特 来 の 都会 は 皆 地 下 都 市 に 残れ る と SF 作家 は 予言 

し て いる の だ か ら , これ ぐら い の こ と は 今 か ら や っ て お 
か ね ば な ら ぬ よう に 思う 。 で きれ ば 地球 を プチ 抜く 立 塊 
を 掘っ て , 一 方 か ら 物 を 落し , は た し て 振子 運動 する か 
どう か (地球 を 中 心 と する ) た めし て みる の も お も し ろ 
いで は な いか 。 

人 間 術 星 船 で 思い 出し た が 。 無重力 と 無重力 状態 を 混 
同 し て 考え , 衛星 船 の 中 は 宇宙 だ か ら 無 重力 な の だ と 思 
っ て いる 人 が 案外 多い の に は 落 か され る 。 文科 系 の 人 や 
女子 は と も か く と し て , レッ キ と し た 物理 学 を 学ん だ こ 
と の ある 人 に も , こう し た 嘆かわしい 人 が いる の は 残念 
で ある 。 も っ と も , こう いう 人 が 多い か ら こ そ SF 作家 
も 楽 な の で , か く 申 才 私 自身 も や や 安心 し て こう し た 駅 
文 を 綴る 表 気 が ある と いう も の ……s 

宇宙 か ら 説 き お こし 。 抹 香 英 い お 説 青 も 済ん だ し , 終 
わり に チョ ッ ピ リ 填 木屋 ちら し いこ と も 書 いた の で 偽 S 
空想 家 の 駄文 も 終わ り に な っ た よう だ 。 そ ろ そ ろ 有 眠 
剤 と し て の 効き 目 も 現われ て 来 た よ うだ か ら ……e 
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蛇 野 消 ボ 建 護 (株 ) 土木 計 画 部 
長 垢 靖 沙 旭 設 (株 ) 機械 部 
村内 再 松 建設 (株 ) 技術 研究 部 
拓 原 (株 ) 性 中 工 勤 店 技術 部 
廊 井 三信 建設 工業 (株) 開発 研究 部 
松尾 圭 ニ 鶴 石 勅 工 業 (株 ) 
( 和 員 会 側 ) 
加藤 三重 次 専務 理事 

建設 省 大 臣 官 亡 尋 設 機械 課長 
失 質 建設 省 大 臣 家 房 和 設 機械 課 
齋 長 二郎 (株 ) 大 本 組 技術 研究 所 
( 語 会 ) 例 丹 腐 ま 内 求 国 圭 開 修 (株 ) 研究 部 
( 韓 W) 内 田 貫一 (株 ) 小松 製作 所 第 一 和 機 技術 部 


(伊丹 ) 現場 打ち 地下 連続 感 工法 、 こ の 工法 自体 は 現在 
で も , 都市 士 本 関連 と 申し ます か , いろ いろ の 所 に 活発 
に 使わ れ て お り ま すし , 今後 も 相当 この 使用 の 範囲 は 各 
所 に ある の で は な いか と 思わ れ ま す 。 現在 各社 各 様 の 方 
法 を と っ て お る こと は 聞い て お り ます が , これ か ら の 改 
良 ある い は 準 歩も あり まし ょ うし , 個々 の 工法 の 細か い 
上 京 , いろ いろ な 特徴 で も る と か 、 訪 工 機械 と か いう 県 に 
つい て は , 当 協 会 と し て も いま まで まとめ た こと が あり 
ませ ん し , また 個々 に 取り 上 げ て まとめ て いく に は 数 が 
多 過ぎ る の で , 一 括 ア ン ケー ト 方 式 に よっ て 概要 を お 出 
し 順 っ て , それ を 同時 に ご 紹介 し よう と いう 試み で す 。 

ご 提 山 いた だ きま し た の は 人 金 部 で 13 社 で 。 き ょ う は 各 
社 ご 担当 の 方 々 に ご 出席 いた だ いて ご 説明 を うか が い , 

また ご 質問 を 出し て いた だ いて 補足 し て いた だ きた いと 
思 y ま す 。 ( 注 。 こ の 記事 は 本 号 33 一 57 頁 の アン ケー 
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ト 資 料 お よび グラ ビ ヤ を 参照 順 いま すう 


(佐藤 ) 一 日 本 国土 開 秦 一 
大 日 径 プレ オー ル 工 法 。 これ は 志 天 掴 り に 使っ た - 
オー プン コラ ム と いう 名 前 を つけ て お り ま す 。 

私 ども 昭和 35 年 で すか , 初め て アー ス ド リ ル 工 法 の 、 
わが 国 の は し り と し て カル ウェ ルド 工 沙 を 導入 し まし 
た 。 そ の と き に あちら の エン ジニ ア か ら , 現場 打ち の く 
い を 連続 し て 打 設 する と いろ いろ な 用 途 が ある と ゆい う 折 
導 を 受け て いま し た が , 今回 の 工法 の 特徴 は , 谷山 で 吉 
天 掴 ゆり を する か わり に この 工法 を 開発 し た の で す 。 

大 体 的 に 言い ます と , 秋田 県 の 花岡 堆 山 で , 地下 数 士 
m か ら 深 いと ころ に まとまっ て 鋼 の 基 体 が ある 。 そ れ を 
掴 り 出す の に , 斜 塊 を お ろ せ ば 中 途 半 端 な 深 さ で 8 
中 天 押 り を する に は . ま わり の 地域 に じゃ ま も の が 多 
近く に ダム も ある と いう こと で 悩ん で 8 り ま し た 
ろ , この オー プン ュ コラム 工 法 を 提唱 し て 成功 し まし た 。 

穴 を 掴 っ て くい を 作る 方 法 は , ベ ノ ト な り , リポ パー ネ 
な り , また 回 転 式 の パケ ッ ト と , いろいろ な 方 法 が ある 
わけ で す が , ここ に は カル ウェ ルド に よる 施工 例 を 示し 
て あり ます 。 地 下 避 の 材料 と し て は 鉄 舌 コン タリ ー ト , 
さい の 深き は 15 一 20m,。 それ を 50m の 大 き な 直 径 の 
円 形 ウ ォ ー ル 状 に 掘削 し , 水中 トレ ミー の 方 式 で 完成 
し , きら に イン ナー リン グ を 作り な が ら 。 外 か ら の 土 圧 
を 防い で 内 部 の 土砂 を 全部 掴 る あ 。 そ し て 現在 , 下 の ほ う 
の 鉱 体 を 採 所 し つつ あり ます 。 土 質 は シラ ス が 多く 、 そ 
の ほか 粘土 砂 れ き , 小さ な 玉 有 が 出 て いま す 。 

( 尾 ) 予定 の 深 さ まで 掴 っ て 鉄筋 を 入れ , コン タリ ー 
ト を 詰め て 接触 させ , まわ り を 仕上 げ て いっ て その 中 の 
土砂 を 揚げ て で いく ん で すか 。 

(佐藤 ) 一 応 , 岩 般 まで 穴 を 掘り 。 くい の 壁 を 作る 。 さ 
ら に その 下 を 掴 り 進 みな が ら , リン グ ゲ 状 の ウォ ー ル を 逆 
巻き し て 下ろ し て いっ て , も う 大 丈夫 だ と いう 堅い 層 ま 
で は それ で 押え て あり ます 。 

( 橋 内 ) 資料 の 「 形 式 お よび 構造 」 の と ころ に . 2.30m 
の ハッ チ を し て ある よう で す が , これ は 何 か コ ー ビ ピング 
みた いな も の を する の で すか 。 

(佐藤 ) そう で す 。 そ れ か ら 下 の ほう の ハッ チン ゲ し た 
と ころ も , ちょ っ と 大 き な も の で す 。 


{ 護 計 会 】 現場 打ち 池下 務 続 区 工 法 : 


( 橋 内 ) コー ピング が 大 きい 感じ し が する が ……s 
(佐原 ) これ は , すぐ 近く に ダム が ある た め に 露天 掘り 
な い 。 士 圧 の か か り 方 を 想定 し , 偏 告 重 を どの く 
と る か と いう こと が 設計 上 一 番 問題 だ っ た わけ で 
も し ダム な ど に 影響 が あっ て は 困り ます の で 。 余裕 を 見 
た 設計 で す 。 


罰 


て 載 沢 ) 一 熊谷 組 一 

エル ゼ 工 法 , この 移動 マス ト は 固定 マス ト に 沿っ て ス 
ライ ド し て 地面 の 中 を 掘削 し ます 。 そ の 先 に パケ ッ ト が 
つい て お り , その パケ ッ ト が こう いう ぐあい に 掘削 する 
お わけ で す 。 抑 削 方 法 は , 地下 壁 に 平行 に 掴 削 する 方 法 と 
壁 に 直角 に 機械 を 置い て 横 に 掘削 する 方 法 と , 二 通 りあ 
り ます < 

固定 マス ト が あり , 可動 マス ト を 持っ た まま 90 回転 
で きま す 。 横 掘削 する と き は , スタ ビラ イザ の 1 本 を は 
子 し て 概 に 向け , 所 削 方 法 は イコ ス 工 法 な ど と 同じ よう 
に ガイ ドウ ォ ー ル の 上 を 掘削 する わけ で す 。 最近 改良 し 
で , 障 の 建物 か ら 55cm まで 接近 し て 掴 明 で きる より 
に な り ま し た 。 

押 削 深 さ は 可動 マス ト の 長き に よっ て 決ま り , 固定 マ 
ュ ト が 大 体 6m の 長 さ が あ り , 可動 マス ト か ら 6m 引 
た 深き まで 掘削 可能 で す 。 現在 一 番 使っ て いる の は 本 
動 マ ネト 20m の も の で , 所 削 深 さ は 14m。 これ は 可 
動 マ メト を 改良 する こと に よっ て 25m まで 所 削 可能 で 
十 。 大型 の G 型 に な る と きら に 深く まで 掴 削 可能 で す 。 

押 削 方 法 は , 固定 マス ト に つい て いる 移動 マス ト が ペ 
テッ ト と 一 緒 に 入っ て いっ て ・ 円 弧状 に 掘削 し な が ら 1 
ニュ ニッ ト 8m の 長き さまで, 幅 45 cm-1 m, 一 番 よ く 用 
必 ち れ で いる の は 50cm 近辺 で す が , これ で 支柱 連続 
壁 を 作っ て , 場合 に よっ て は 単体 ご と , 場合 に よっ では 
2 ュ ユニット, 8 ユニ ッ ト ま と めで コン クリ ー ト を 打ち ま 
本 。 コ ンタ リー ト を 打つ 方 法 は , 地 角 安 定 剤 (ペン トナ 
イト 、CMC な ど ) を 入れ て 掘削 し , 鉄筋 の ケー ジ を 人 人 
れれ て トレ ミー 管 に よっ て や る 。 そ うし て 連 統 地 下 壁 を 施 
工 し ます 。 

( 橋 内 ) 「 横 訪 を 連結 させ る こと が 可能 」 と いう の は 
どう や っ て や る の で すか 。 

て 増沢) これ は 中 に か いも の を し て お いて 鉄筋 を 溶接 す 
る と か , お そら く こ れ は 大 成 さ ん が 特許 を 出さ れ て お る 
と 思い ます けれ ども , 鉄筋 の ケー ジ の 横 に 鉄板 で 囲ま れ 
ドッ クス 状 の も の を 入れ て お いて , それ を あと で 1 
ト ご と に 鉄板 の ボッ クス を は ず し て 横筋 を つなぐ 。 
と いう よう な 方 法 で す 。 


( 掘 井 ) 一 亡 島 建設 一 
KCC 工 水 と いう の は 。 提携 会 社 の イタ リア の CCF 
社 に 鹿島 の で, KCCF で は 長 過ぎ る の で ……。 30 年 


の 夏 に 相手 方 と の 契約 が で き 、 機械 を 1 台 購 入 し た の で 
が, 機械 1 台 で いち いろ 試験 的 に 使っ た り し て いる う 
ち に , 何と か 国産 機 を 造 う うと いう こと に な っ た 。 日 本 
の 施工 条件 は 外国 と 違う し , そう ゆう 点 を 加味 し で , 昨 
年 夏 に 1 台 国 産 機 を 造り まし た 。 そ の 後 増強 し て , 現在 
フル に 動い て いま す 。 現在 あら ゆる 場所 で これ を 一 応 
ほか の 工法 と の 比較 の 上 で 検討 する と いう よう な 衣 勢 で 
や っ て お り ます 。 こ れ は , 原則 的 に は リバース サー キュ 
レー ショ ンド リル 。 逆 循環 工法 の 泥水 掴 前 で す 。 大 き な 
特徴 は 。 40 cm か ら 2m まで いけ る と いう こと 。 丸い 穴 
ゃ 連続 本 も 両方 や っ て や ちろ うと いう こと で す 。 

それ か ら も う 一 つ は , ビッ ト を いろ いろ 使い 分 ける こ 
と に よっ て , 軟 か い 地 盤 で も 堅い 地盤 で も 何で も 来い と 
いう こと を ね ら っ て いる わけ で す 。 わ れ わ れ は この 機械 
1 吾 だ け で や っ で や ろう と いう こと に 特徴 を 持た し て い 
る わけ で す 。 し た が っ て , ロー タリ 掘削 と パー カッ ショ 
ン 掴 削 を ピッ ト を 交換 し て や る こと に し て いま す 。 
後 は 変わ りあ り ま せん で , 鉄筋 コン クリ ー ト を 使う 
ペン トナ イト を 入れ る , ロッ キン グ パ イプ を 使う ……s 
(松尾 ) 「KCC ドリ ル 掴 削 原理 説明 図 」 の ロー タリ 舞 
削 方 式 , これ は どこ に 特徴 が ある の で すか 。 

(堀井 ) この 機械 の 特徴 は ペー カッ ショ ン や 使え る と い 
う こと で す 。 普通 は 回 転 掴 削 が ほとん ど な ん で す が 。 ポ ボ 
ー リ ング 掴 晶 の よう な , ああ いう ピッ ト を 使っ て 吸 上 げ 
を や る と いう こと で す 。 そ モ れ で は 貴 を する の に , パイプ 
を 非常 に よく 拘束 し て いる 。 ぶら 下げ て いる 状態 で は な 
く , ある 1 線上 に 必ず お り る より に スラ イド させ て いく 
リー ダ が し っ か り し で いる わけ で す 。 し た が っ て , 前 単 
な ロー ラリ ー ル と いう よう な も の で な く , 相当 複雑 な エ 
テア ガイ ド 方 式 を と っ で いる わけ で す 

(松尾 ) 柄 ば いし て , ある 程度 の 長 さ が で きる 。 鉄筋 を 
入れ る 。 そ うす る と , 今度 は 横ばい し た の と 棋 ば いし た 
の と の 間 は どう いう ふう に し て つなが る の で すか 

て 掘 井 ) イン ター ロッ キン グ パ イプ を 入れ て, コン クリ 
ー ト を 打っ で か ら 引 抜く と いう や り 方 で す 。 特 に 私 ども 
の 経験 の 中 で 非常 に 有望 だ と 思わ れ ま す の は , 立 撤 の 坦 
合 に 非常 に あり が た い 。 と 申し ます の は , 工期 が 早く 其 
む , 周辺 の 地 艇 を 荒 ら き ない , 特に 深い 場合 に は 絶対 的 
な も の だ と いう 感じ が か し て いる わけ で す 。 


< 小川 ) 一 間 組 一 

ィ ュ ス 工 法 は 結局 。 泥水 を 使っ て 地下 の 所 削 堅 面 を も 
た せる 。 掴 っ た 典 面 きえ も て ば , 一 番 能 率 の 高い 機械 を 
持っ て いっ て 掴 る あこ と が で きる し , 泥水 で 堅 が も て ば 
妃 い 断面 で ほな く て , いろ いろ な 断面 の 穴 も 掴 る こと が 
で きる 。 任意 の 断面 を 掘れ た ら , つない で いっ て ー つ の 
胡 を 作る 。 こ れ が イコ スエ 法 の 根本 に な っ て いる 。 使う 
機械 は , 一 番目 的 と し て は 汎用 機 を 使う こと が 主体 に な 
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っ て お り ます 。 た だ 問題 は , 普通 の 掘削 バケ ッ ト で す と 
地層 に よっ て は 畠 れ た く な り ま す の で , その 場合 に 削 孔 
機 を 使っ て それ を 補助 し て や る 。 削 孔 機 で 補助 し て も 搬 
れ な り 場 合 に は , 衝撃 式 の 削 孔 機 を 使い ます と , 円 形 ば 
か り で な く , いろ いろ な か っ こう の 療 の 断面 が と れ ま 
す 。 そ うし て それ を つない で いき ます 。 

衝撃 式 削 孔 機 は 、 一 般 に ロー タリ 式 に 押さ れ て ほとん 
ど 手 に 入り ませ ん の で ,。 オー ダー メイ ド し て 自分 で 保有 
し て お きま す 。 そ の ほか の も の は , 専門 の メー カ さ ん が 
いい も の を 造っ て お られ ます の で 、 専門 の 方 に お 願い す 
る よう に し て いま す 。 こ の 工法 で す と , むし ろ そ こ に 適 
し た 機械 を 使う と いう こと に な る も の で すか ら , どの よ 
うな 地質 で も , どの よう な 断面 で も 。 自由 に や っ て いけ 
る と いう の が 特徴 で す 。 

パケット で 掴 る 方 法 で 一 番 の 要点 は , 垂直 精度 を 高め 
る た め に , た だ 上 下 運 動 だ け で 掴 っ て いく 。 つ か み 上 げ 
て 横 へ 捨て る よう に する と , 能 素 は いい けれ ども 狂い が 
起き る も の で すか ら , た い へ ん 不便 で すけ れ ど も , 直接 
上 下 式 の 機械 を 使っ で や る 。 工 法 そ の 他 に つい て は ほ と 
ん ど 変 わり あり ませ ん 。 


( 津 室 ) 一 大 本 組 一 

O.W.S. 工法 と いっ て お り ま し た の は 。 大 林 ウ ェ ッ ト 
・ ス プリ ング ダ ・ メ ソ ッ ド と いう 名 前 を つけ まし て , クラ 
ムジ シェ ル バ ケ ッ ト に よっ て 搬 削 を し て いる うち に , や は 
り 硬質 層 に つい て は , ある 線 で 限度 が ある 。 そ こ で 独自 
に パー カッ ショ ン 押 明 に ね らい を つけ た わけ で す 。 イ ュ 
ス さ ん の バー カッ ショ ン 搬 削 方 式 は 泥水 を 使っ て の オ 
ー バ ー フ ロー させ る 。 そ の 場合 に , 都会 地 で は 少し 使い 
に くい ファ クタ ク が 入っ て きま す の で , リバ パー ス サ ー キ ュ 
レー ショ ン 方 式 で や っ て いた わけ で す 。 

と ころ が 数 年 前 か ら ソ ル タ ン シ と 技術 提携 の 話 を 始め 
まし て , 1 月 に 1 号機 が 入り まし た 。 腰 約 の 内 容 に は 
多 占 実施 権 と 国内 に お ける 機械 の 製造 権 も 含ま れ て いま 
す 。 実際 や っ て で み ま す と , 非常 に 硬質 地盤 に 対し て 能率 
が 低下 する の で , すぐ に 国産 機 を 造っ て お り ま す 。 ク ラ 
ムジ シェ ル バ ケ ッ ト の 所 削 に よる 泥水 工法 。 それ か ら ソ ツル 
タン ジ の パー カッ ショ ン ビ ッ ト の 撮 削 に よる リバース サ 
ー キ ュ レ ーション 方 式 と ほとん ど 似 た よう な 仮設 で いけ 
る と いう こと で , 大 林 ウ ェ ッ ト ・ ス プリ ング が 今度 は 大 
林 ウ ェ ッ ト ・ ツ ソル タン シ 。O.W.S. は その まま で , リバ 
ー ス サー キュ レー ジョ ン 方 式 を や り ま す と , 粘土 の よう 
な 砕き に くい も の を ビッ ト で 在 い て 容積 を 大 きく し て 運 
び 出 す の は 好ま し く な いと いう 孝 え 方 で , 商 弱 層 の 下 に 
年 質 層 が 相当 ある と いう 場合 に は , タク ラム シェ ル メ ツ ッ 
ド で や っ て か ら パ ペー カッシ ョ ン 方 式 を 使う 。 その た め に 
仮設 が 二 重 に な る と いう こと も な いよ う で す 。 

機械 は みぞ を また いで ゃ 平行 し て も 動け る 。 まず 舞 


ろう と する 両端 に 立 折 を お ろ し て 機械 が その 位置 に 行 
き , その 間 を ある スト ロー ク で パー カッ ショ ン 作 用 を す 
る と 同時 に 横 へ 動い て いく 。 そ れ で 連続 壁 を 作る 。 そ し 
て ピッ ト の 形 な ん か は , ソル タン シ が いま まで 相当 実績 
を 持っ て いま すか ら , ノー ハウ を 提 代 し て くれ まし た , 

その ほか の 特徴 と し て は , サー キュ レー ショ ンカ 式 の 
全 , この 機械 に は 「 土 砂 選別 機 」 を も っ て お 0 ます 。 
れき と 砂 と 細 侯 を 一 挙 に 分 ける こと が で き 。 排 二 
シュ ー ト か ら は 掘り 出し た いも の だ けが 出 て き て , ベン 
トナ イト 泥水 の ほう は トレ ンチ に 選 元 され る 。 非常 に 簡 
単 な 機 械 で , 一 式 そ ちっ て お り ま す 

(藤井 ) 選別 の 最小 径 は どの くら いま で で すか 。 

( 津 室 ) 一 応 段 に な っ て お り ま し て , 振動 が 起こ る ん 
で す 。 そ れ で れき と 砂 を 出す 。 そ れ か ら あ と , 東京 れき 
履 の 場合 に よく 締まっ た 砂 が ある わけ で す が , そう いう 
も の は サイ クロ ン を 使っ て や っ て お り ま す 。 

( 竹 内 ) 鉄筋 の ジョ イン ト は どう な っ て いる の で すか 。 
( 津 室 ) それ は つない で お り ま せん 。 

(松尾 ) 棋 へ 移動 し て いく の は どう いう ぐあい に し て 動 
くん で すか 。 機 械 は 自分 の 力 で 進み な が ら や る ん で すか 。 
( 津 密 ) 車輪 に モー タ が 直結 し て お り ます 。 


(田中 ( 寺 )) 一 藤田 組 一 

アー スウ ォ ー ル 工法 , この 工法 は 昭和 37 年 当初 か ら 
始め た の で す 。 こ の 方 式 は , 地下 壁 を 作る 場合 に まず 忠 
の 垂直 精度 を 出 そ う と いう こと と , 所 削 能率 を あげ よう 
と いう こと だ っ た わけ で す 。 

まず , アー ス ド リ ル に よっ て 。 いま は オー ガ も 使っ で 
お り ま す が , 立 を 掴 り ま し て , その 間 の 土砂 を クラ ム 
シェ ル バ パケ ッ ト で つか み 切 る よう な か っ こう で 掴 削 し よ 
うと いう こと で 始め た わけ で す 。 眉 の 垂直 度 を 保つ た め 
に , 特に 横 方 向 の 届 を つか み 切 る よう な 力 を 強く し た 特 
丈 な か っ こう を し た クラ ムシ ェ ル バケ ッ ト を 考案 し た わ 
け で す 。 こ れ で 現在 16 現場 ほど 実績 が あり ます が , 相 
当 堅 い 層 で も 掘削 可能 で ある と いう 実績 が 出 て お り ま 
す 。 ア ー ス ドリ ル ま た は アー スウ ォ ー ル で 先 に 穴 を 先行 
し て や り ます の で 。 それ が クラ ムシ ェ ル で 掴 削 する ガイ 
ド に な っ て お り , 垂直 精度 も か な り 出 て いる よう で す 
この 掴 削 は , 普通 の ペン トナ イト 泥水 工法 。 皆 さま 方 が 
普通 や っ て お られ る 方 法 と 同じ で す 。 コ ンタ リー ト の 打 
設 は . イン ター ロッ キン グ パ イプ を 入れ て 鉄筋 せん を 北 
と し 込み , 水中 コン タリ ー ト 方 式 で 打つ と いう よう な 廊 
法 を と っ て お り ま す . 

現在 持っ て お り ま す パ ケッ ト は 。 大 体 幅 600mm さら 
いま で の も の で す が , 1m くら いま で の も の を 考え て お 
り ま す 。 壁 の 1 エレ メン ト は 大 体 3.5m くら いで や っ て 
お り ま す 。 特 に 地盤 が よけれ ば 2 エレメント, 3 エレ ェ 
ント 同時 に 施工 し て いる 例 も あり ます - 


【 座 謎 会 〕 現場 打ち 地下 連続 壁 工法 に つい て 39 


その ほか , アー スウ ォ ー ル の 特徴 と し て , 連続 の 支 欄 
壁 を 作り , 下 の 地 盤 の 支持 力 が 足り な か っ た 場合 に は 
先 に を ん 孔 二 る 穴 を 支持 地盤 まで 入れ , これ を くい と 
し , その 上 に の せる 工法 を と っ た 例 も あり ます = 


( 藤 本 ) 一 利根 ボー リン グー 

機械 の 構造 は ビッ ト そ の も の の 上 に 取付 けた 2 個 の 電 
動機 に よっ て せん 北 機 が 穴 の 中 に も ぐっ て いく 構造 に な 
っ て お り ま す 。 軸 の 本 数 が 7 本 あり まし て , 下向き の 矢 
有色 を し て ある の が ボー リン グ 用 で , ボーリング ボン プ に 
よっ て 水 を 送る わけ で , 上 向き に 2 個 両側 に つい て お り 
ます が , エア リフ ト に よる リバ ー ス を 行か い 、 送水 と 羽 
上 げ の 両方 の 融 制 選 流 方 式 を 採用 し て お り ま す < 科 は , 

地上 セッ ト と し て は 格 に ウィ ンチ が つい て いま す 。 

掴 削 は , 純然 た る つり 掴 り で , 長 軸 の リフ ト が それ ぞ 
れ 相反 する 方 向 に 回 わり ます 関係 上 , トル タク は ポン プ と 
相殺 され ます 。 つ り 掘り で すか ら ,。 ロ ー プ が 地上 に 2 本 
絶え ず 出 し て で あり, それ に 目 訂 を つけ て お く こ と に よっ 
て , 穴 曲がり が 発生 する よう な 懸念 が ある 場合 は , ここ 
に サ 法 革 が あら われ て まい り ます 。 

ビ ピット の 回 彼 数 は 各 山 と も 同じ 50 回 転 させ て あり ま 
= 現在 ピット は 大 小 の 2 種類 あり まし て 押 削 帆 , 馬 
の 厚 さ は 小さ い ほ う が 40-50cm の 懲 囲 。 大 きい ほう 
が 50-70 cm の 範囲 で す 。 ピ ビット の 1 回 に 掴 れる 長手 方 
向 の 幅 は , 小さ い 方 で 2.8>2.4m,。 犬 きい 方 で 2.5 一 
3.83m ぐら い の 範 陣 で す 。 

次 に 泥水 特 環 経路 は , 排出 きれ た 泥 土 が マッ ドス クリ 
ー ン を 通過 し て 混 水 槽 に 入り ます 。 ス クリ ー ン へ 吸 上 げ 
られ た も の は スラ イム タン クタ に 戻り , 排 土 し ます 。 さ ら 
に 第 1 段 の 泥水 西 に 入っ た 泥水 は , 砂 が 相当 混じっ て い 
る か ら , サイ タロ ン に か け て 暴 秒 分 散 を し た 上 , サン ド 
ポン プ に より 孔 日 の 泥水 タン ク に 発送 し 、 そ れ が 坦 流 さ 
れ て 穴 の 中 に 戻る よう か 方 法 を 採用 し て お り ま す 。 

次 に 堅 の ジョ イン ト 方 法 で す が , いま 3 種類 の 方 法 を 
と っ て お り ま す 。 1 スパ ン の 掴 削 が 終わ り ま し た ら 。 地 
上 に お いて 布 の 袋 , 防水 塗料 を 塗布 し た も の で す が , こ 
れ に 掲 水管 を 工 込 ん で お きま す 。 揚 水管 に は あら か じ め 
エア リフ ト 用 の ホー ス が つけ て で あり ます 。 開 袋 で すか 
ら , 水 で つ ぽ まり ます 。 こ の 中 に 清水 また は 泥水 を そう 
入 し ます 。 こ ちら 側 の 泥水 と こち ら 側 の 泥水 の 比重 差 に 
よっ て 多少 つ ぽ まり ます が , ふく ら み が で きま す 。 こ の 
ぶ ふくらみ の 中 に 砂 ま た は 4ー7mm ぐら い の 砂 利 を 日 元 
まで そう 入 し ます 。 そ れ で 従来 の 方 法 と 同様 に 鉄筋 を 人 
れ , ドレ ミー 管 に より 生コン を 打 設 し ます 。 私 ども の 機 
械 は , 穴 か ら 構 造物 まで の 寸法 が 200 mm あれ ば 十分 所 
れる 。 と ころ が イン ター ロッ ク バ イプ を 引抜 こう と し ま 
す と , ガイ ドウ ォ ー ル に 何 十 + と いう 力 を か け て し まう 
関係 上 , 容 を こわ し て し まう お それ が あり ます 。 


それ か ら イ ンタ ー ロ ッ ク ホ ー ル 式 で すす が, 地質 に よっ 
て 人 逢い ます が , 1 エレ メン トド 4ー8m で 壁 体 を 打 設 し ま 
す 。 打 設 し た と ころ へ BH 孔 で 穴 を あけ ます 。 こ れ に 押 
込み 式 自転 ロー ラ を 仕込 み ま し た ビッ ト に よっ て 。 小型 
の 油圧 シリ ンダ で , 押し た り 抜い た り し な が ら , 送水 し 
な が ら 掴 る 方 法 で す 。 

(藤井 ) サイ クロ ン の 分 級 限度 は どの く らい で すか 。 
(熊本 ) 場所 に よっ て で いろ いら ろ 条 件 が 佑 っ て まい り ま す 
が , 一 般 に 20404 ぐら いま で 分 簿 で きま す 。 

(伊丹 ) 岩 の 堅 い 方 で す と , 大 体 どの 辺 ま で ……。 
(熊本 ) BH で は 粘 板 岩 程度 の も の まで 掘っ た 経験 が あ 
り ま す 。 人 能率 は 落ち ます が , N 値 100 以下 の も の で あれ 
ば 掘れ る と 考え で お り ます 


(加藤 ( 誠 )) 一 大 成 建 設 一 

T.A.W. 工法 は , 独自 に 開発 を し 3 年 半 ぐ らい 基礎 
実験 を や り ま し た 結果 , 昨年 の 秋 ご ろか ら 本 格 的 に PR 
を 始め た と ころ な ん で す 。 

これ は パイ プロ オー が ガ 機 と いう 特殊 所 前 機 の 開発 に よ 
っ て 可能 に な っ た 工法 で す 。 こ の パイ ブロ オー ガ 機 に よ 
っ て くい を 打っ て , くい の 之 続 し た も の を 作る こと に よ 
っ て 豆 を 作る も の で す 。 掴 前 し て いく 際 , ケー シン グ の 」 
中 に そう 入 さ れ た オー ガ を 地 中 に 介入 きせ て いき ます 。 
ケー シン グ に その 際 振 動 を 与え な が ら , オー ガ の 先端 の 
カッ ク に よっ て 土砂 を カッ ティ ング し な が ら ,。 ケー シン 
グ と オー が を 同時 に 介入 させ て いく 。 外 入 が 終わ り ま し 
た ら , オー ガ だ け を 引抜 いて 鉄筋 を 入れ 通常 の 水中 コ 
ンク リー ト の よう な 場所 打ち ぐい , ある い は オー ガ の 先 
端 か ら モ ル タ ル を 注入 し な が ら 無 筋 モレ タル ぐい を 出 
し , あと 鉄筋 を 入れ る 。 

この T.A.W 工法 は , 他 の 工法 と 違い 。 ベントナイト 
を 全く 使い ませ ん 。 そ し て オー ルケ ー シ ン ダグ 工法 で 掘削 
し ます の で 非常 に 情 度 が 高く 、 同時 に 相当 な 舞 削 力 を 持 
ち , か つ 掘 前 スピ ー ド が 早い と いう こと で , 壁 以 外 に も 
普通 の アー ス ド リ ル の よう な 場所 打ち ぐい に ぉ 使え , 非 
常に 用 途 が 広い と いう こと も 特徴 で す 。 

現在 の と ころ , この パイ プロ オー ガ 機 の 機種 は 4 種類 
で , それ ぞ れ の 工事 規模 に 応じ て 採用 し て お り ま す 。 
NVO-50 と いう の は 50 倍 。75 と いう の は 75 借 .100-0 
と いう の は , 高き 制限 な ど が あり ます た め に 、 非 常に コ 
ン バ パク ト に する た め オ イル モー タ を 採用 し て 掴 削 で きる 
よう に し た 機械 で す 。 

て 田中 ( 昌 )) 前 に 大 林 さ ん , 間 さ ん の 言わ れ ま し た の と 
大 体 同じ 工法 で す 。 タ ラム シェ ル で 掘っ て , トレ ミ 
よっ ュ て ュ ン タリー ト を 打つ 。 た だ 特徴 と し て , わが 社 の 
も の は 完全 に 構造 忠 と し て 使え る 。 と いう の は , 横 の ジ 

イン ト の 特許 を 持っ て お り ま す 。 壁 厚 は 一 応 300mm。 
450 mm, 600 mm で す 。 
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( 橋 内 ) ジェ イン ト が 特徴 だ と いう の だ が 。 ジョイ ント 
の と ころ に バイブ を 入れ る ん で し ょ うな 。 そ の パイ プ に 
鉄筋 が 入っ て ます ね 。 

(田中 ( 昌 )) イン ター ロッ キン グ バ イブ の 中 に は 入り ま 
すね 。 た だ 鉄筋 体 に 鉄板 また は スチ ー ル フォ ー ム を 取付 
け て , あと で そこ を か いて 澄 接し, コンクリート を 打ち 
ます 。 

( 橋 内 ) この パイ プ と 壁 の 鉄筋 は どう いう ふう に ジョ イ 
ント し ます か 。 

(加藤 ) バイ プ は イン ター ロッ キン グ バ パイプ で すか ら 。 
施工 が 終わ り ま し た ら 引 抜く わけ で す 。 

( 載 沢 ) 連続 本 を 打ち まし て , 鉄筋 の ケー ジ を 落と し 込 
み ま す 。 そ の と き に 両側 に 実際 は ビル ドア テッ プ す る の 
で すけ れ ど も , こう いう 形 の も の を 何ら か の 方 法 で 取付 
け て お きま し て , これ を ワン ・ ユ ニッ ト で お ろ し ます 。 
それ で これ ヘコ ンク リー ト を 打ち ます 。 こ れ は 両側 が バ 
ラン スネ し ます か ら 曲 が ら な いわ け で す 。 

(内 田 ) ケー シン グ の 振動 は 上 下 に 振動 する ん で すか 。 
(加藤 ) 通常 の パイ ブロ で , 上 下 振動 の み で す 。 

て 内田) ドラ イ で も ウェ ッ ト で も いい わけ で すか 。 
(加藤 ) オー ルケ ー シ ン グ 工 法 で すか ら , 掘削 し て し ま 
いま す と , 地盤 は 水 , 砂 , その 他 何 で も 一 応 …… 
(内 田 ) 振動 数 は どの くら い ……| ロ 
( 加 攻 ) 大 体 1 分 間 に 1.000 か ら 2.500 ぐら いま で で 
す 。 


( 由 野 ) 一 清水 建設 一 

PIP くい 工法 。 これ の 提携 会 社 は 西松 建設 さん な ん で 
す 。 TPIP 工法 と いう の は 賠 称 で , 正式 名 で は パタ クト ・ イ 
ン と ・ パ イル 工法 と いい ます 。 

これ は アメ リカ の フィ ル バ ッ ク 社 か ら 29 年 に 当社 が 
プレ パク ト の 技術 を 導入 いた し まし て , わが 国 の 立地 条 
件 に 非常 に マッ チレ し て いる と いう こと か ら , わが 国 に お 
いて 発 培 し て きた と いっ て 過言 で は な い の で す が , 現在 
私 の 会 社 に お いて , べ 長 に し て 約 80 万 mm ざら い に な 
っ て お り ま す = 中 空 に な っ て いる オー バー シャ フト の 上 
に 減速 機 を 格 で つる し て , それ を 大 工 さ ん が きり で 土地 
の 中 へ 切り 込む よう に 回 わし な が ら 入れ , その 後 , これ 
を 引抜 いて 中 の 土 を 回 わし な が ら 中 空 の シャ フト か ら プ 
レ パ タ クト モルタル を 注入 し , あと か ら 鉄 筋 と か テイ ビー 
ム だ と か を 中 へ そう 入 し て , 一 つの くい を 作る わけ な ん 
で す が , 現在 非常 に 使わ れ て いる の は , それ を 一 応 型 わ 
く 代 わり に し て 側壁 を 作っ た り , ある い は それ を 一 部 連 
続 壁 と し て の 側壁 の 計算 の 中 に 入れ た り , そう し で 一 つ 
の 連続 配 を 作っ て いる の で す 。 

径 と し て は 30cm か ら 60cm まで 一 応 作っ て お り ま 
了 す 。 掘削 可能 な 最大 深 さき は 。 一応 国内 実績 と し て 当社 が 
や っ た の で は 現在 37m が 一 番 最 大 で あり , それ で 愉 値 


は 大 体 80 ぐら い の 土 丹 に 1.50m ぐら い を 使う 実例 が 
当社 に お いて は 最高 で す 。 

高架 橘 の 下 と か 屋内 な ど で 長 いく い を 施工 する 場合 は 
この オー バー シャ フト が 2m な いし 3m ぐら いた 切れ 
る よう に な っ て お り ま す 。 障 害 物 の ある 場合 は 普通 不可 
能 で ある が , 実際 の 例 を 見 ます と 40cm ざら い の 玉 右 

も 出 た 例 が あり ます か ら 一 擬 に は 言え を な いで す が , 一 応 
20cm か ら 15cm 以 内 ざら い の と ころ だ っ た ら 絶 対 だ い * 
じ ょ り ぶ だ と 言え る と 思い ます 。 

て 加藤 ) モル タル の 中 に は イン トリ ゲー ド そ の 他 を 入れ 
て 施工 時 間 を 遅らせ る わけ で すね 。 

( 由 野 ) そう な ん で す 。 ち ょ うど イシ トリ ゲー ド と いう 
の は 保水 性 が ある も の で すか ら , 当初 私 の 方 も 鉄筋 が 和信 
ら な か っ た り い ろ い ろ し た の で す が , 現在 で は 入ら な い 
こと は あり ませ ん 。 

この PIP くい で 一 番 な むずかしい 点 は , オー ガ で 舞っ 
て いき まし て , これ を あげ て モル タル を 注入 する に つい 
て , モル タル が 十分 に 注入 し な い に か か わら ず オ ー が を 
あげ る と , そこ に いさ さか 真空 が で き て , 付近 の 土砂 を 
くず す よ う で す 。 要 する に PIP の 一 番 む ず か し いと ころ 
は , モル タル の 注入 連 度 と 上 げ る 連 度 が マッ チ し な けれ 
ば いか ぬ , ここ に 大 き な み そ が ある の で す 。 

(松尾 ) 垂直 度 の 問題 で す が , ど の くら い の 垂 直 度 で …。 
( 幡 野 ) この 間 も 国 鉄 さん に 帽 まれ て , 室町 で 29m の 
実 肉 を し た の で す が , これ は 垂直 に 打 と うと 思え ば 幾ら 
で も 打てる ん で す よ 。 た だ , くい 打ち や ぐら と か , その 
種類 に よっ て また 違っ て くる わけ な ん で す 。18m で , 見 
た と ころ は ほとん ど 垂 直 で す が 、 は か っ て みる と , 2 cm 
か 3cm と いう と ころ で す 。 


( 橋 内 ) 一 西松 建設 一 

MIP (Mixed In Place)。 これ は PIP と 同様 な 工法 
で す が , 単に モル タル を 注入 する か わり に , 掴 り な が ら 
その 下 の 砂 と モル タル を まぜ て ツイ ル ・ コ ンク リー ト 
と いう も の を 作り 上 げ る と いう 5 も の です 。 だ か ら 全く 
PIP の モル タル の か わり に ソイ ル 。 こ れ は 砂 質 で あれ ば 
非常 に いじ いく い が で きる わけ で す が , 砂 と モル タル を 練 
り 合 わせ で て ツイル ・ コ ンク リー ト を 作る 。 こ れ は 非常 に 
安く あがり ます 。 

(伊丹 ) 大 体 モ オー ト 量 は どの ぐら い 必 要 で すか 。 

( 橋 内 ) 1m' あたり 180kg ぐら いで し ょ うか 。 くい の 
スト レン グ ス に よっ て 180 と か 165 と か 、210 くら い 
まで ……o 

(松尾) これ は 掘り 始め る と きか ら も 5 セメント を 入れ 
る わけ で すね 。 

( 橘 内 ) 底 の 方 か ら で す 。 

(松尾 ) 先端 か ら 注入 し な が ら , 下 へ 掴 っ て いる と きも 
セメント を 入れ て いる ん じゃ な いで すか 。 
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( 橋 内 ) 引抜 き な が ら で す 。 

(松尾 ) この 先端 か ら 注入 し な が ら と いう の は 何 を 注 
入 す る ん で すか 。 

( 橋 内 ) いま の セメント ミル ク で す s 

(松尾 ) これ は どの くら い の 時 間 で で きま すか , モメ ン 
ト が 固まり か ける まで …… e 

( 橋 内 ) それ は 長き に よっ て 人 違 いま すけ れ ど も , 大 体 
20m ぐら い だ と 15 分 や らい で や っ ちゃ う 。 モッ チ ィ 
ング が 45 分 な ん て と て も か か り ま せん ね 。 


( 橋 内 ) ええ , 実際 は 下 か ら 引 上 げ て ミッ クス し た 方 が 
成績 が よろ し いよ う で す 。 両 方 で きま す 。 

(松尾 ) 上 か ら の と き は 泥水 か 何 か 注入 し な が ら ……s 
( 杜 内 ) ベン トナ イト を 使う こと も あり ます 。 

(伊丹 ) この くい は 止 水 ぐい と し て 使わ れる 場合 が 多い 
ん で すか 。 

( 肉 野 ) これ は 連続 し て ラッ プ し て 打てる も の で すか ら 
完全 な 止 水 関係 で す 。 こ れ は 完全 に 止 水 で きま す s 


(長塚 ) 一 消 水 建設 一 

プレ ポー ル 工 法 が 本 式 な ん で す が , ここ で は プレ ポア 
リン ダグ 工法 と いう 名 前 に し て お きま す < 

この 工法 は , 元 来 , 東京 と か 大 阪 の 沖積 地帯 に 建物 を 
建て ます と き の , 地下 階 工法 の 一 手 と し て の 山 屋 工法 と 
し て 考え られ で きた も の で あり , いま まで の 実施 で は , 
大 体 に お いて 深き 約 20m 得度 の 陵 に 対し て 行なっ た も 
の 、 す な わ ち シー トバ パイル に 代わ る も の で す 。 

PIP と 用 途 が よく 似 て いて 考え 方 と し まし て PIP 
の ほう は プレ バク ト と 技術 撮 的 し て 伸び て きた 。 こち ら 
は それ と は 別に , 建築 方 面 の 地下 宣 の 工法 と し て 考え た 
も の で す 。 た だ ブレ ポア リン グ を 使う 場合 は 深き が 非 
常に 深く て 。、 シ ー ト バイ ル が 届か な い , ある い は 届い て 
も 非常 に 困難 で ある と いう 場合 に 使っ て お り ま す 。 

この 機械 を の も の は ロー タリ ボー リ ング と 原理 は 大 体 
同じ で す 。 現在 プレ ボア リン ダ に 使っ て お り ます 機械 
は , いわ ゆる テス ト に 使い ます ロー タリ ボー リン グ の よ 
うに 。 シ ャ フト の 内 側 か ら 水 を お ちろ し て , シャ フト の 外 
側 か ら 泥水 を あげ る 正 流 方 式 を 主 と し て 使い , 東京 れき 
層 の よう な 砂利 と か , 正 流 方 式 で は な か な か あがら な く 
な っ た 場合 に は , 右 の 逆流 , いわ ゆる リバー ス サ ー キ ュ 
レー ショ ン を 使う よう に 考え て ね おり ます 。 正 流 を 使う た 
め に , この ポーリング 機械 は 非常 に た 大 い シ ャ フト を 使っ 
て お り , 現在 使っ て お り ま す の は 33cm で すか 。 その 
中 が 二 重 管 に な っ て お り , 一 番 内 側 に 150 mm の パイ プ 
が 入っ て お り ます 。330 mm と 150mm の 菅 の ペイ プ 
も . エア を 送っ た り ジ ェ ッ ト を 送っ た りす る こと が で き 
る よう に 二 重 管 を 軸 に し て いま す 。 そ うい う ロ ー タ リポ 
ー リ ング 方 式 で す s 


(佐藤 ) 逆流 と 正 流 と どちら が 多い ん で すか 。 

(長塚 ) な る べく 初め は 正 流 で や っ て 。 あと や む を 得 な 
いと き 遂 流 を 使い ます 。 

(松尾 ) 一 重 管 は 逆流 の と きだ け で すか 。 正 流 の と き で 
も 二 重 管 を 使う ん で すか 。 

(長塚 ) 同じ 機械 で も っ て 正 流 。 逆流 を する わけ で す 。 
大 体 は 初め に 正 流 で 掴 り , 深 土 届 を ぶち 抜い て れき 層 に 
入っ た と き に , で きれ ば れき 層 を 一 回 通り 越し て か ら 
流 に 取替え る わけ で す 。 そ れ か ら 6 実際 の 工事 に は , 障害 
物 な り 、 い ろ い ちな も の が 出 ま す の で , スク リュ ー オ ー 
ガ が も 使う し , パー カッ ショ ン や 使い ます 。 い ろ い ろ な も 
の を 使っ て や ら な いと , 実際 に 障害 物 搬 去 が で き な V 現 
実 の 問題 が 起 っ て きま す s 


(塚原 ) 一 竹中 工務 店 一 

性 中 式 深 確 工法 と いい まし で て 。 こ れ は オー ガ で す 。 オ 
ー ガ に ケー シン グ を つけ て 。 ケー シン グ の 回 岐 と オー が 
の スク リュ ー の 回 転 に よっ て 所 削 を や る わけ で す 。 

これ は 地下 構造 の 一 郡 と し て , 連続 上 可 と いう と ちょ っ 
と お か し いよ うな 気 も し ます けれ ども 。 掘削 を 始め て オ 
ー ガ の スク リュ ー を 抜き 。 鋼管 の まま 残す 場合 と , 魚 演 
の 中 へ 鉄筋 コン タリ ー ト を 入れ る 場合 と 、 そ れ か ら 銅 管 
の 中 に 豆 砂利 を 入れ る 場合 と 三 つ ある わけ で す 。 深き 約 
40m ぐら いま で 行き ます 。 コ ンク リー ト 打 設 法 は , 一 
応 ト レミ ー を 使う と か , 水 が な いり 場合 に は , コン タリ ー 
ト を その まま 流し 込む 方 法 を と っ て お り ま す 。 

工法 の 特徴 と し て は , 上 水 効 果 が 非常 に ある こと と , 
土 圧 効果 , 支持 力 と も に いい こと で す 。 わ りあ い に 材 料 
は 均一 で すか ら 精 度 が 非常 に いい と いう こと と , た て 込 
み が 500 分 の 1 ぐら い の 割 合 で いっ て お り ま す 。 ほ か に 
玉 石 と か 大 き な 石 が ある 場合 に は 掴 れ ま せん 。 ま た その 
土質 に より スク リュ ー の 刃 の ビッ チ な ど を 変え な けれ ば 
な り ま せん 。 

目的 は , まず 非常 に 区 音 を 防ぐ , 振動 を 防ぐ と いう 意 
味 で 開発 し た も の で , この 機械 は も うず っ と 前 , 昭 和 
30 年 どろ か ら 使わ れ て お り , 相当 実績 も あり ます 。 た 
だ 止 水 を 考慮 し た 場合 の ダ プ ブル パイ ル の 場合 は 最近 で 
ご ざい ます 。 ダ ブル バイ ル マ シ ン の あれ も 出 て お り ま す 。 

(松尾 ) これ は 初め に 鉄管 を 打 込 ん で 、 そ の 中 を 掘る ん 
で す が 。 

(塚原 ) これ は 同時 に 掘る あん で す 。 テ ケー シン グ を 左 回 り 
に し , スク リュ ー を 右 回 り に し て 回 岐 し て いく の で スク 
リュ ー の 先端 が パイ ル よ り 先 に 出 て お り ま す 。 

(松屋 ) 下 を すか し て 外側 を 打 込 ん そい く と いう こと で 
すね 。 ス クリ ュー は アー ス オ ー ガ と 同じ で すね 。 

(塚原 ) は い 。 

(松尾 ) これ は あと か ら 鉄 示 は 抜か な いん で すか 。 

(塚原 ) 抜く 場合 も あり ます 。 抜い て コン クリ ー ト を 打 
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込ん を で いく 。 抜く 場 合 , 中 に 石 を 入れ て 抜い て や る 場合 
も あり ます 。 いろいろ 経済 性 を 考え て 。 パ イプ を その ま 
ま 軒 いて お く 方 が 安い と いう こと も あり ます 。 


(藤井 ) 一 三信 建設 工業 一 

大 体 の 構造 は , ツル タン シ ま た は 鹿島 さん の KCC の 
ご く 小 規模 な も の と 考え て いた だ け ば いい と 思い ます 。 
お も に ビッ ト は ご く 単 純 な た パー カッ ショ ン ビ ピッ ト , 重 さ 
は 大 体 1t か ら 1.5t ぐ らい で す 。 リ バー ス サ ー キ ュ レ 
ーション の メイ ン ポ ンプ は , 現在 は 日 軸 ワ ー マ ン と いう 
誤 石 を と る ポン プ を 使っ て いま す が ,。 それで サクション 
いた し ます 。 も ちろ ん ベン トナ イト 泥水 と トリ プル と 一 
迷 に サク ショ ン し て , ガ イム オ スプ リン また は サイ クロ 
ン を 投入 し て も と に 違 流し て や る , そう いう 方 式 で す 
それ か ら も う 一 つ は 同時 に , 在 来 か ら 特許 工 潜 と し 
で ビニ ー ル シー ト を 伸ばす し ゃ 水 環 工 法 と いう の を ジョ 
ッ キ ング マシ ン で 設置 する と いう 工法 を 持っ て お り ま す 
が , これ は 地盤 に よっ て , 特に 砂 質 の 場合 適応 性 が 少な 
いと いう こと が あり まし た の で , も う 少 し 深度 を 深い と 
ころ まで , また 土質 が 変わ っ て も で きる よう に する と い 
う 意 味 で , 注入 の 改善 」, ボ アホ ー ル バイ ル 柱 列 工法 の 改 
療 , それ か らし ゃ 水 端 工法 の 改善 , こう いう 三 つの 見 地 
か ら 始 め た わけ で す 。 大 業者 の 方 々 と 競合 を 防止 する 意 
味 で , 最近 は 壁 厚 を 狭く 掴 り , し ゃ 水 癌 を 入れ る こと に 
重点 を 置く べき で ある と いう 考え 方 に 変え た て お り ま す 。 
地下 壁 の 材料 は , 鉄筋 コン クリート で や っ た 例 も あり 
ます が , 今後 は な る べく し ゃ 水 剖 工法 の 方 向 に また 逆 戻 
り し て いく 考え 方 で す 。 

特徴 は 掴 削 の 場合 に , 土 圧 。 水圧 と バラ ンス する だ 
け の 泥水 圧 を 与え られ る よう に , ロー コス ト の 加重 物質 
を 加え る よう に 研究 し て , 主として 酸化 せっ けん , も し 
く は ペイ ライ ト を 使用 し 大体 比重 を 1.5 ぐら いま で 安 
定 度 を 損なわ ず に 持っ て いけ る と いう 実験 も や っ て いま 
す 。 な お , 場合 に よっ て は 泥水 の 比重 を 高め る か わり に 
ウェ ルポ イン ト を 簡単 に 設置 し て 周囲 の 地下 水 を 押え る 
こと に より 。 ウェ ル シ ー ト の 展張 は ご く 簡 単 な ド ラム に 
よっ て 下 へ つり 下げ て いく と いう 方 法 で や っ て いま す 。 
それ か ら 。 現在 の サク ショ ン パ イプ は 150 mm な い 
し 160 mm まで あり ます が , 100 mm の 場合 は 大 体 玉 石 
径 50mm ぐら い , それ か ら 150mm の 場合 は 70-80 
mm 程度 が 限度 で す 。 

(松尾 ) 一 番 初め に どう いう も の を 掘る あん で すか 。 細 長 
い 穴 を 掴 られ る ん で すか 。 

(藤井 ) KCC の 様式 と 同じ で , 遂 次 駆動 も し く は 前 進 
きせ な が ら 。 横 方 向 に 横 ず り , も し く は また が っ た 形 で 
の 前 進 工法 で す 。 

(伊丹 ) 全体 の 機械 テニ ニット は 何 い ぐら いで すか 。 
(藤井 ) これ は ご く 小 型 で し て 。 ポ ンプ その 他 一 切 載せ 


た 状態 で 3ー4 t ぐら い だ と 思い ます 。 

( 格 尾 ) ビニ ー ル シー ト は どう や っ て 入れ る ん で すか 。 
(藤井 ) 簡単 な ドラ ム に 巻い て あり 。 これ を 下 へ お ろ し 
て や る わけ で す 。 


\ 松 尾 ) 一 帝 石 英 井 工業 一 

鹿 生 建 設 さ ん が 新 三井 超 高 層 ビ ル を や られ る と き に , 
土留 敬 な ら びに 上 水 誤 を や る の に 何 か 安い 方 法 は な いか 
と いう こと で , それ じゃ こう いう 工法 は いか が か と も っ 
て いっ た の が この ウォ ー ル 工法 な ん で す 。 

穴 を 掴 り , そこ 鉄筋 を 入れ て コン タリ ー ト を 打ち , 
今度 は この 間 を つなぐ わけ で す 。 性 中 さん の は 。 その間 
に し ゃ 水 が 必要 な 場合 に は , 前 後に 2 列 に 間 へ 入れ る 。 
うち の 方 は 建物 の 外壁 の 外側 の 方 に 小さ い 穴 を 掘り , そ 
う し て 横向 き に ジェ ッ ト で 握り ます 。 コ ンク リー ト の 方 
に 向かっ て ジェ ッ ト で ここ ヘコ ンク リー ト 。 な い レ モメ 
ント を 注入 する と いう こと で す 。 

機械 も ご く 小 さい の を 使っ て お り ま す 。 い まこ こ に 書 
いて ある の は 5.8 m の も の で す が 。 も っ と 小さ 機械 
も あり ます 。 非常 に 小回り けが きく と いう や つ で す 。 

( 橋 内 ) いま の ジェ ッ ト で 掘り ます と , この あたり の 十 
は くず れ ま せん か な 。 

(松尾 ) 少し は くず れ ま すね 。 

( 手 内 ) 土砂 が いい と くず れ な い だ ろ うけ れ ど も 泥 な 
た いな や つ だ と , 相 当 く ずれ る ん じゃ な いで し ょ うか 。 

(松尾 ) 鹿 過 さ ん で 実際 に や っ て 1.8 倍 ぐら いで すか - 
な , セメント が よけい 入っ た の が oe 

( 橋 内 ) ジェ ッ ト の 先 の プレ ッ シ ャ は どの くら い ……。 

(松尾 ) いま の と ころ 20kg/cmiee。 

(佐藤 ) や は リジェ ッ ト に 関し て 角度 は デリ ケー ト な も 
の で すか 。 

(松尾 ) これ は 必要 な 方 向 に 角度 を ……。 

( 帳 野 ) モメ ント ミル ク を 注入 する の は 。 ほ か の パイプ 
か 何 か で 注入 する ん で すか 。 

(松尾 ) この 場合 , 穴 を 掴 っ て モメ ント を 入れ る の は 。 
穴 の 径 を , ジェ ッ ト 効 果 を 変え る た め に 。 セ メン ト を 太 
れる と き に は , 下 の ノ ズル を 取 准 えて や り ま す 。 

( 由 野 ) いっ た ん 穴 を 掴 っ て し まっ て , 上 へ 一 回 あがっ 
て し まっ て か ら ……。 そ の 間 人 に こわ れ ま せん か 。 

( 松 尾 ) こわ れ ま せん 。 そ れ は や は り 比 重 で 持た せ て お 
くん で す 。 月 堪 し な いよ うに ・ 

( 由 野 ) リバ ー ス と 同じ よう な ・ 

(松尾 ) 泥水 に は よく 注意 し て で お か ん と いか ぬ で すね 。 


(伊丹 ) 一 応 ご 提 由 いた だ きま し た 工法 に つい て の ご 説 
基 を 終わ り ま し た 。 そ れ じ ゃ お 忙し いと ころ を た い へ ん 
長い 問 ど う も あり が と う ご ざ いま し た 。 

(文責 編集 委員 伊丹 康夫 ) 


思 PIP く い エ 法 


西 和 塞 設 帆 
清水 建設 弥 


1 阪神 高速 遺 路 (神戸 地区 ) 
高架 橋 基 礎 土 留 難 の PTP 
くい 


ーー 
園 鉄 田町 駅 付近 ・ 東 海道 
概 横 断 下水 道 シ ー ル ド 用 
立 玩 二 留 陽 の ETIP く いい 


1 PIP 機 械 全景 


帆 竹中 工務 店 


F 
山 留 と し て の (中 水 を 目的 と し だ) ォ ー 
グイ ル な を な 呈 び に ダブ プル バイ ル 人 施工 を 
終了 し 根 切 訪 付近 まで 所 削 し た 状 胡 


ょ ネー ケン シェ で 燥 前 が 二子 し な た 汰 到 | 
| 


軸 MIP く いい 工法 
清水 時 設 帳 ・ 西 松 建 設 約 


MTP 要 や ぐら 
1 MTP く い 基 呆 (て 下 葉 ・ 丘 音 の 護 殿 に) 


シー ト モッ ティ ング 中 の トレ シナ チ 穴 
(f 葉 ・ 小 堪 川 モ テル 河口 測 目 砂 実 験 工事 ) 


SBHUT マ シン (バー タッシ ョ ン 式 ) 
( 圭 葉 ・ 小 慎 川 モデ ル 河 日 潮 中 林 実 験 工事 ) 


同 ジェット ウォ ー ル 工法 商 石 軸 井 工業 中 


“| 


1 霞ヶ関 超 高層 新 三井 ビル 茶 礎 工事 の 
ジェ ッ ト ウ ォ ー ル 工法 に よる 土留 陵 
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現場 打ち 地下 連続 忌 工 法 調査 表 に つい て 


1. まえがき 


あと に 続く 調査 表 は , 下記 要領 の アン ケー ト 用 紙 で 提 
出 を 受け た も の で ある 。 紙面 の 都合 上 , 簡略 に 示し て あ 
る の で , 内 容 の 説明 が 不 十分 の 京 が ある が , アン ケー ト 
用 和 記 載 項 目 を ご 参照 下さ い 。 な お 編集 の 都合 上 , 省略 
記 電 し た も の も ある の で , ご 了承 願い た Vs 

調査 に つい て の ご 質問 が あれ ば 各社 の 担当 者 の 方 に お 
顔 い いた し ます 。 


TI 調査 表記 載 要 領 


回 答 用 和紙 は 必ず 当 協 会 より 送付 し た も の (32 様 2 枚 ) 
を 使用 し て 下さ い 。 

1. 地下 壁 の 形式 お よび 構造 

1 聖 の 形式 は 次 の 要領 で 丸 と 線 で ボ さ れ た い 。 


m OOOOO mdOOOG ee oro 
ag) GOOXX0O eo で OO ゆり イイ 
(0 キ の 他 


② 寸法 は , くい 径 また は 戦 厚 を cm で 書い て 下さ 
ws 

③ 際 に 付帯 し た 構造 物 を 必要 と する 場合 は , それに 
つい て の 構造 と 寸法 を 記入 し て 下さ い 。 

④① その 他 、 特 に 説明 を 要する こと が あれ ば 記入 し て 
下 き Ws 

2. 地下 壁 の 材料 

半 材 と し て コン クリート, 鉄筋 コン タリ ー ト 。 モ 
ル タ ル 。 ソ イル モル タル な どの うち か ら 下 ん で 記入 
し て 下さ ゆい 。 

紀 下水 剤 , 防 水 剤 を 使用 する も の は , その 名 称 を 記 
入 し て 下 き い 。 

(その他, 特に 説明 を 要する こと が あれ ば 記入 し て 
下 き Ws 

3. 掘削 方 式 

① 掘削 要領 と し て は 下記 に 示す も の の 単独 方 式 が 組 
合せ 方 式 か に よっ て 適宜 一 方式 以上 を 選定 し て 書い 


て 下 き ゆ 。 
ta) 人 カ 《b) スク リュ ー オ ー ガ 式 
Cc) 回 転 パ ケッ ト 式 (d) ペー カッ ショ ン 式 
(e) クラ ムシ ェ ル 式 (f) ジェ ッ ト 式 
て g) リバ ー ス サー キュ レー ショ ン 式 
Ch ) エア アッ プリ フト 式 。 (ji) その 他 

⑧ 掴 掴 可 能 な 最大 深 さ て た だ し 土質 が の 〇 〇 の と き 
と と 記入 され た ゆり) 

⑬ 押 削 機械 の 配置 お よび 主要 機械 の 仕様 の 概要 は 活 
付図 に 記入 し て 下さ きい 。 

④⑭ 押 削 理 叙 に つい て 特に 説明 を 要する こと が あれ ば 
記入 し て 下さ きい 。 

⑧ 掴 削 し た 後に 避 体 に 必要 と する 処置 に つい て 記入 
し て 下さ ゆい 。 

4. 壁 の 打 設 方 式 

① 下記 人 に 示す も の の うち か ら 談 当 の も の を 選ん で 記 
入 し て 下さ い 。 
(Ca) ドラ イ ・ ュ ユン クリート 
(b) 水中 コン タリ ー ト (トレ ミー また は 〇 〇 } 
Cc) プレ パク ト (モル タル 注入 
(d) その 他 

<⑧ その 他 , 特に 説明 を 要する こと が あれ ば 記入 し て 
下 き Ws 

5. 工法 の 特徴 と 適応 性 

壮 と し て 下記 事項 に つい て 記入 し て 下さ い 。 

上 上 涼 効 果 , 土 圧 効果 , 支持 力 効 果 

⑧ 施工 の 均一 性 (材料 の 質 , 仕上 り 寸 法 ) 

⑧⑬ 壁 また は 柱 構 造 と し て の 実用 的 最大 高き (深き) 

③ 施工 場所 の 制限 に 関し て どう か 。 

⑮ 地下 水位 に つい て 施工 が どう か 。 

土質 に つい て 本 工法 が どう か 。 

⑦④ 概 路 の 施工 能 束 

本 工法 と 他 の 類似 工法 と 比較 し て の 優劣 

6. 代表 的 な 実施 例 

示さ れ て いる わく の 中 に 記入 で きる 程度 に 代表 的 な 工 

事 の 実施 例 に つい て 概要 を 記入 し て 下さ きい 。 


撮 削 方 式 と 振 削 機械 の 説明 要領 図 
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オー プン コラ ム エ 法 - 


特許 ・ 合 録 番 号 : 出 記 中 , 関連 実益 76208, 788175, 24936 


1. 地下 壁 の 形式 お よび 構造 


2300 さゆ 径 : 
COOO 一 胃 80-150cm 
腹 起 し の 位置 , 形 
状 は 土質 壁 体 の 形 
状 に より 異な る 。 
2. 地下 壁 の 材料 
凌 務 コン クリ ー ト 
3. 掘削 方 式 


① 回 転 式 , リー パー ス 。 ペ ノ ト , パー カッ ショ ン の 
いずれ か , また は 組合 せ で 行なう 。 

3 深度 は それ ぞ れ 29 m, 100 m, 60m 

$ 付図 参照 

で くい は 1 本 間隔 に 施工 し , 中 くい を 施工 する 場 
合 , くい が 互い に 接する よう に 施工 する 。 壁 体 の ト 
部 お よび 中 段 に 必要 な 個所 の 腹 起 し を 施工 する 。 

4. 歴 の 打 設 方 式 


Q 回 WOr ホ 須 
⑨ <9- し -2y カ 式 
⑧ パリ トカ 


で = = 


回 転 ボ ケッ ト 坊 式 


ト 。 
~ サ リー ブル 


提携 会 福 名 : な し 
昌 本 国土 明 発 株 式 会 社 一 - 


水中 コン クリ ー ト (トレ ミー) 

5. 工法 の 特徴 と 適応 性 

⑤ 土 圧 効果 が あり , 止 水 ・ 支 持 力 効 果 は 設計 施工 
に よる 。 

@ 材料 は ほぼ 均一 仕上 り 寸 法 :+100 こ 50mm 

⑧ 実用 最大 深度 , 現在 の 実績 深度 : 10 m 

⑬ 作業 場 は 200mi 以上 

⑮ 地下 水 が 高い 場合 は 泥水 使用 

⑱ 岩 を 掘る こと は 不可 能 

@ 作業 能力 : 30m 台 * 昌 

⑮ 施工 速度 が 速く コス ト が 安い 。 

B. 代表 的 な 実施 例 


ペ / ト 放 式 


工事 条 | 旨 所 ko ほら | 陣 尋 天 供 衝 
ピラ ォ ュ 3.0m 門 待 53.4m 
委 床 了 田 ・ 花 剛 納 6.6m | 1tm | 168m | 円 
(回 岐 ペ テ 
者 が 5.0m ト 方 式 ) 
池 二 作 市 


ー 所 用 妥 人 説明 還 


りー サー え =iーya マ 才 式 


団 


ー テ め の W2* 


カッ テッ タダ ェ エッ ジ 1 
2 


ェ か 
ロー タリ テー ブル |- 
ドリ ル ロッ ドー 
ュ ユンボ 形 Ey ト 


サク タッ ポッ プ 


付 還 1 畑 削 和枝 械 概要 図 


現場 打ち 地下 連続 壁 工法 調査 考 に つい て ER 


ーー エル ゼ 工 法 
特 評 ・ 登 録 番 号 : 申請 中 


1. 地下 歴 の 形式 お よび 構造 


だし 失 般 る 運 結 さ や る で と は 可能 ) 


厚 : 45100 cm 

腹 起 し の 位置 。 形状 
法 は 土質 , 根 切り 深 さ な 
ど 個 々 の 現象 条件 に よっ 
て 異な る 。 


2. 地下 壁 の 材料 

鉄筋 コン クタ リート また は コン タリ ー ト で あり , 上 水 剤 , 
防水 剤 は 必要 と し な い 。 直 水上 と し て 使用 する 場合 は 現 
地 材 ( 砂 な ど ) と 薬液 と の 混合 材 を 充て ん する 。 

3. 撮 削 方 式 


③ ショ ベル 式 

⑧ 下 型 所 削 機 : 20m, G 型 :30m (土質 無 剛 係 ) 

⑧ 付図 参照 

④ 掴 削 , 巻上げ , 排 土 は すべ て 1 本 の ワイ ヤ で 行 な 
う 2s 


⑤ 壁 上 部 の コン クリ ー ト は 泥水 の た め 器 度 が 低下 す 
る の で 削り と る 。 必 要 に 応じ て 妥 起 し を 施工 する 。 

4. 歴 の 打 設 方 式 

水中 コン クリ ー ト (トレ ミー) 

5. 工法 の 特徴 と 適応 性 

③ 止 水 , 土庄 支持 力 効 果 あり 

⑳ 均一 に 打 設 仕上 り 寸法 : 和 粘土 質 =10mm 


付図 1 掴 前 要 嶺 説明 図 


提携 会社 名: ELSE 社 


- 株 式 会 社 態 谷 組 


実用 最大 深度 下 型 19m.G 型 29m 


@@ 


⑤ 地下 水 に 無関係 に 施工 可能 
鞭 弱 シル ト か られ き 届 まで , すべ て の 地盤 で 施工 
可能 
②⑰ 握 削 速度 
(45ー6em) 
皿 円 押 江 
ト 委 坦 必 生生 た 生 ks 
電 と 人 ま の 65 < 
9 * な 5 ・ 


ある 。 


6. 代表 的 な 実施 例 

市 roWo 隔 り 訂 W 央 人 
7 本間 1 5m| 98m 介 厚 50cm 
の 人 KOJEE 
トー 14.3m| 19m | 。 55em 
衣 No 質 
0 I 生 代え 時 導い nsm | ・ socm 


は ビル FM 13.5ml mm | ッ 50cm 


物 動 用 パプ 


欄 則 9 ツテ 0 


脂 表 軸 員 (mm) | 450-1.000 | 500-1.00 
可 秀 マヌ メド 長  (m) 2 | E 
掴 前 長 (mu 1t 2 30 
生生 (けい 25 (⑩ 5 
押 有 用 (KW) | 190 
帯 重用 (kW』 | 0 
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ーKCC 工 活 …ーーーーーー 
特許 登録 番号 : 40 年 7 月 技術 栓 人 独占 実施 権 所 有 


1- 地下 壁 の 形式 お よび 構造 
幅 ・ く い 径 : 40-200 cm, な お 設 


ーー iM で 暴 な フント の 水平 

[計算 で る 。 エレメント の 水平 

長 は 自由 に 加 涼 で きる 。 ま た 提 削 に 

東路 。 ガ イド ウォ ー ル を 
要 す 。 

2. 地下 往 の 材料 


鉄筋 コン タク タリー ト で , ペン トナ イト 泥水 を 使用 する 。 
他 に コン タリ ー ト , ペン トナ イト , セメント コン クリ ー 
ト , モル タル な ど を 目的 に より 用 いる 。 


3. 掘削 方 式 

の ロー タリ ピッ ト ま た は ロー トバ パーカ ッ シ ョ ン ピ ビッ 
ト を 用 い , リ パ ー ス サー キュ レー ション 方 式 に よ 
る 。 場 合 に よっ て クラ ムシ ェ ル 方 式 を 併用 する 。 

る 深度 理論 念 100m, 実 績 値 70m 

3 付図 参照 

③④ 止 水性 を 要する と き は , イン ター ロッ キン ダバ イ 


プ で ジョ イン ト す る 。 
@ 通常 体 上 部 に ツナ ギ ば り (RC) を 施工 する 。 
4. 歴 の 打 設 方 式 
水中 コン タリ ー ト (トレ ミー) で あり モル タル 柱 の 坦 
全 は モル タル ボン プ を 使用 する 。 
5 工法 の 特徴 と 適応 性 


4e) ロ -3 り 志 漠 方 式 


(b) ロー ト パー カッ ショ y 縄 式 


提携 会 社名 : CCCF 社 (イタ リア ・ ミ ラノ ) 
ー 鹿 鳥 建設 株 式 会 社 - 一 一 


⑤ 止 水 , 土 圧 , 支持 力 効 果 が ある 。 

⑳ 材料 は 均一 で あり 。 仕上 り 誤差 は 土砂 の と き , 浴 
さき に 対す る 余 掘 り 寸 法 が 1/150 以下 

⑧ 特に 制限 な い (深い ほど 有利 で ある )。 

④ 施工 場所 200m* 以上 。 施工 量 と し て は 連続 避 本 
積 300ml 以上 

⑧⑤ 地下 水位 は 地表 より 1.5m 以上 深い こと 

⑮ 硬軟 に か か わら ず 施 工 可能 ( 款 岩 , き 裂 岩 程 度 ま 
で ) 

⑰ 普通 土砂 の 場合 の 施工 速度 15>40 m*/ 吾 ・ 日 

⑧ 径 , 幅 の 大 きい ほど 有利 で , 杉 か に ほとん どの 地 
質 に 対し くい , 壁 いずれ も 施工 可能 で ある 。 

6. 代表 的 な 実施 例 


エ 名 | 介 所 |gg ら 大 ) 隊 ら 麻 き 職 の 雄大 | 前 。 


落 質 ルト 5m 1 
名 訓 屋 | 砂 , 砂 れき 12m| 21m 軸 が を 本 
間 水 語 ど ー ル ド | | AN 
12 ACN-90) les | 7mlUPeman 
m| 0.8m) が 
地下 水 GL-2m 
安 山 震 三 よ 2 12m 
彰 本 駅 張 工 政 田 創 れき ルー が ュ pw 
陸 EiE 時 1 mn 細 ーー 
@ lo】 人 ⑳ 


7f デ 


@ ⑱ 


te Mi 


コ !P0-【 有 設 イッ ター ロッ キッ ク 
yz9-t イプ 中 板 き 


RCC ドリ ル 億 要 。 
革 日 MA 陣 | 国 座 機 | 村 目 | 和久 了 | 還 
全長 (mmi| 7。550 OOC7.00|F ネイ ン 500mm lOmm 


全 負 (mm 2.850 BL0002.490)| 科 * 還 本 | Bml 

計 896 000G390]。 3 

者 ME od oo 滞 欠 由 

pg ラメ ) 【 っ 0 穫 
mm 45 1 50 す 旨 7 | 7 

ま ロ 衝 (mm)| 200| zo WWmgcrllz | jms 


( 注 ) 還 放 機 ほ ブ ー ム 息 国 可能 
( ) 内 寸 庄 ド トレー ラサ ん え 削 時 寸法 を 示す 。 
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イコ ス ・ ク ラム シエル エ 法 (ICOS 工法 ) 


特許 ・ 合 録 番 号 : 昭 36-8231 : イタ リア 31700/58.418/60 (大 成 建設 別 放 申 請 中 ) 提携 会 社 : 日 本 イコ ス (株 ) 
ーー ツーーー……mm ーーー 株 式 会 社 間 組 ・ 大 成 建設 株 式 会 社 - 一 -- 
1. 地下 壁 の 形式 お よび 構造 ⑱ 構造 体 と し て 使え る 。 非常 に 正確 で , 構造 体 と の 
ビー ビニ ーーー 三 厚 : 8060cm 結合 が 容易 で ある 。 ま た あら ゆる 条件 の も と で 施工 
7 腹 起 し の 位置 形状 は 可能 で ある 。 
人体 構 信 , 地 艇 状況 6. 代表 的 な 実施 例 
に ーーー ーー に に 避 体 材料 で 異な る 。 (1) 間 組 
2. 地下 壁 の 材料 王室 当 に 放り 和 葉 . 較 コ 
導 衣 コ ンク リー ト で ある 。 こ の ほか に モル タル コン 全便 l EFDEE 
タリ ー ト , 砂利 砂 , 末 別 土 . アスファルト を 使う 場合 人 EE 旧作 旨 作 間 | 7 | 則 よ < 
が ある 。 江 縮 剤 を 泥水 に 混和 し て 固 結 き せ て 了 体 と する 角 結 eg 有り 人 
ご 湊 Je 5 |189 | 則 上 ・ 
3 舞 削 方 式 HP AME 
① タラ ムシ ェ ル 方 式 (ほか に 回 転 式 さて く 所 機 。 条 灯 科 人 加 人 | 90 |10 | "mmm ・ 
式 さく 孔 機 を 単独 また は 組合 せ て 使用 ) 半 
@ 深度 に は 側 限 が な い 。 2 
⑱ 付図 照 の 礎 | 陣 の 條 冊 値 。 
④ 先行 ポー リン グ な ど を 行なう (非常 に 硬い 地盤)。 骨 よ 3ml 耳 記 800m 
貰っ な ぎ を 生 な 2。 Lyricsi7rieriu 昌和 電 
4. 歴 の 打 設 方 式 | 必 4 ト 6 本 に td 
トレ ミー 方 式 (材料 に 応じ て 施工 ) | 
5. 工法 の 特徴 と 適応 性 eg 
① 上 水 , 上 圧 , 支持 効果 が ある 。 の 和 須 の (と 
@⑳ 均一 尋 エ , 仕上 り 隊 面 : =100mm 出 けけ TNWHTY 
精度 は 深度 の 17100 6 Wi さぁ 
の 中 間 パ イプ 
⑬ 実用 上 制限 な し , 国内 実績 50m. 外地 100m め ⑳ デリ ペリ ホー ネ 
④ 施工 場所 30m' 以 上 ( 長 5mx 帆 5mx 高 7ml か MM 
⑮ 地下 水位 は 高く で や 支障 な い 。 ) @ プ ブレー ティ ンダ ザ モータ 
⑯ 土質 に 制限 は 受け な い 。 り の 
②⑰ N 値 =30 以下 壁面 積 0.5m'hr 8 全 テントサイト 補助 タ シタ 


イト ミキサ 
ベン トチ イト 湯 合 ポン プ 


N 値 30 以上 0.05-0.25 myhr 
提 還 面 図 付図 -2 ピッ ト 式 機械 総 負 立 凶 


(0) 月 人 間 随 12MG 間 いと (3) 削 売 了 い / 委 に 馬 委 96 コ ンク 

本 MIF. 部 分 は 特 析 y リー ト き 充 そん オム 
yk で フアン 

撮 取 


@ す -@ す $ いこっ 誠二 


g 4 | 
付図 1 タラ ムジ シェル 式 工法 人 MS ピット 式 放 た は その 他 と クラ スシ テル 式 佐 用 図 
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PE O.W.S. 一 SOLETANCHE 工法 
特許 ・ 登 録 番号 申請 中 (独占 実 和 欄 製造) 


1. 地下 壁 の 形式 お よび 構造 


明 厚 : 40120cm で 、1 パ ネル 

の 長 さ は 1.5 一 10 m まで 任意 の 長 さ が で きる 。 

2. 地下 壁 の 材料 
鉄筋 コン タリ ー ト で , 上 下水 剤 , 防水 剤 は な い が , ペン 
トナ イト 泥 液 を 掘削 孔 内 に 満た し , 嘩 面 を 安定 させ る 。 
3. 掘 削 方 式 
① クラ ムシ ェ ル 式 と パー カッ ショ ン 搬 削 リ パース サ 
ー キ ュ レ ーション ッ 式 
③② 土質 の 硬軟 に か か わら ず 80m まで 押 削 可能 
⑧ 付図 参照 
⑬⑭ クラ ムシ ェ ル の 場合 は 約 1.5m ご と に 大 口径 先 
行 ボ ポー リン グ ゲ を 行なう が ,。 リ バー ス の 場合 は 先行 ボ 
ー リ ング を 行なう 必要 が な い 
⑧ 
4. 壁 の 打 設 方 式 
水中 コン クリ ー ト (トレ ミー) 
5. 工法 の 特徴 と 適応 性 
止 水 , 土 圧 , 支持 力 効果 が ある 。 
材料 均一 仕上り 均 一 仕上り: 
実用 的 最大 深き 12m 
施工 場所 200 m* 以上 
地下 水位 に は 左右 され な い 
N 値 0 こ 50 (クラ ムシ ェ ル 方 式 ) 

硬質 層 は パー カッ ショ ン 掘 削 リ パー ス 方 式 

⑦ N 値 50 内 外 で は 30m?/ 台 ・ 日 (8 時 間 ) 

@) 一 度 に 長い 幅 の 聖体 が 施工 で き ,、 いか な る 硬質 地 
盤 で も 掴 削 で きる 。 泥水 処理 が 機械 的 に な され る の 
で , 現場 は 整然 と し て いる 。 

6. 代表 的 な 実施 例 

施工 実績 約 73.000m* (41 年 9 月 現在 ) 


@@@@ ら @ 


に 】 


よ Ez3 

HE 

土 (ロー ム ) 3.0ml | クラ ムシ テム と 
放電 下 | | み 品 シル | 8, PS 
し に P 衝 人 39 リバ ー ス ナー 

間 質 枯 よ 20m| | | 放 5m 
を 東洋 = 
2 | 3650 ml 入 タネ シモ ルカ 
新 半 下 | 


に: SOLETANCHE 
* 株 式 会 社 大 林 組 - 


(@) ク ラム シェ ル 


① 先 行 ポ リッ ゲ (@* フ ラム ⑳ 伯 衣 か で キュ 


の ④ コ ツン 2 リー- ト 本 * @ 再 の 2 ラム yl/ の か 梅 角 


い b) 0- カ oysy 電 削り た ス サ ー 和 ルー ョ ッ 二 式 


人 


付図 -1 掴 削 要領 説明 図 


⑳ 落 押 別 機 
/ 
准 a- ト 


い 一 8000 


や ぐら 
ペッ トナ イト 流入 菩 %。- ト 


し ー 7600 ーー 


2 に か Pay チ ゼル 


付図 -3 掘削 機械 尼 要 同 


現場 打ち 地下 連続 聖 工 法 調査 表 に 


1 
葛 


アー スウ ォ ー ル (E W) 工法 
特許 ・ 合 録 番号 : 関連 特許 788094 ほか 申請 中 8 件 


1. 地下 壁 の 形式 お よび 構造 


くい 径 : 40<100 cm, くい 間隔 : 1.5-3 m, 璧 厚 : 0.8 
ー1Lm。 ガ イド ウォ ー ル , イン ター ロッ キン グ バ イプ を 
も うけ る 。 

2. 地下 壁 の 材料 

次 筋 コ ンク リート 

3. 撮 削 方 式 

① スク リュ ー オ ー が , 回 転 ズ ベケット, また は リバ ー 

ス サ ー キ ュ レ ーション , エア アッ プリ フト , クラ ム 
シェ ル 方 式 の 組合 せ 。 た だ し リバース, エア アップ 
は 深度 20 m 以上 の 場合 

⑧ 最大 深度 50m た だ し 沖積 層 、 中 間 悦 に 多少 の 十 

丹 層 が あっ て も 差し つか えな い 。 

4. 壁 の 打 設 方 式 

水中 コン クリ ー ト (トレ ミー) 

5. 工法 の 特徴 と 適応 性 

① 上 水 , 土 圧 , 支持 力 効果 が ある 。 

⑧ 材料 均一 , 平均 傾 邊 0.8 銀 以下 
⑬ 実用 深度 0-30m 
@ 


提携 会 社名 : な し 


株 式 会 社 藤 田 組 - 


⑮ 地下 水 位 に 関係 な し 

⑯⑮ 粘性 土砂 質 土 , 秒 れ き CN 値 =50) いずれ も 遍 
工 実績 が ある 。 落 岩 。 土 丹 層 厚 1ー2m 掘削 可能 

⑦ 舞 削 速度 20<30min/m (GL-15 m) 

30 こ 40 min/m (GL-30 m) 

⑬ 既設 コン クリ ー ト と の 接続 に は 当社 考案 の 「 ビ ピッ 
ト ア ー ス ウォ ー ル 工法 」 が 採用 で きる 。 地 耐力 不足 
の 場合 は くい の み を さら に 掴 削 し 。 支持 層 に 達し き 
せる こと が で きる 。 

6. 代表 的 な 実施 例 


Wa |9m| darkpg 


間 架 ローム 5.5m Nー17 


陸 二 25mN=15 隊 旧 40cm 
詩 由 7 兵 
As 82mNe50 | 18 本 凍 度 


は 月 18mNe50 
Im 作 GL2.2m 


テー スウ ォ ー ル 施工 順 庁 
付図 -2 掘削 胡 領 説明 図 (3 


7 リー ョ ヨーク 


ye 


ドウ - ル 


| Me 


付 較 -1 本 削 要領 説明 較 ) 


に か た っ 
付 國 -3 笑 削 誠 想 擬 要 図 
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BW エ 法 一 ーーーーー 
特許 ・ 合 録 番号 : 428564, 用品 中 の る の 2 件 


1. 地下 歴 の 形式 お よび 構造 
壁 厚 : 40-70cm 


リー ニー テーー ボー 
イン テロ ッ ク リ イル 式 (人 式 ) 深き 1.5mx 厚 さ 1015 


『 ニコ エー つて ーー イド ウォ ー ル を 設置 才 
イン ター ロッ ク ホ ー ル 式 る 。 工 事 目的 。 作業 遼 
に より 形式 を 選定 し , い か な る 条件 下 で も 工事 が 遂行 可 
能 で ある 。 
2. 地下 壁 の 材料 
鉄筋 コン タリ ー ト 
3. 掘削 方 式 
⑧ 強制 還流 式 で ,5 山 か ら 送 水 , 2 軸 か ら 硫 上 げ る 。 
骸 上 げ は エア アッ プリ フト また は ポリ ュー ト ボ ンプ 
に よる 。 
(⑧ 砂 れ れき 土 凡 , 砂 。 シ ルト, 粘土 層 
RN 値 100 以下 、 れき 125 mm 以下 で 座 度 0m 
4. 壁 の 打 設 方 式 
水中 コン タリ ー ト (トレ ミー) 
5. 工法 の 特徴 と 適応 性 
記 赴 水 , 土 圧 , 支持 力 効 果 が ある = 
@ 材料 均一 
仕上 り 寸 法 : 据 削 形状 寸法 に 対し +1ー2cm 
実用 最大 深度 いずれ も 25m 
施工 場所 200m* 以上 
泥水 利用 の た め 地 下水 位 に 関係 な く 施 工 可 能 
TN 値 100 以 下 で , れき 125mrn 以内 の 地層 所 削 可 能 
⑦ 掴 削 速度 7ー13m"hr 
⑧ 池 工 速度 が 早く , コス ト が 安い 。 
6. 代表 的 な 実施 例 


| Wo | 衣 衣 |W キ 


部 錦 シ ルト 6m 
用 砂 8m 
砂 れ き 2m 


@@@@ 


きま 8 NM の 
人 区 ・ 李 男 JP 


* が 人 和久 は ピット 生 
っ 交 / 代 13457 よ り 半 K 2 
\ 作ら 基 上 びる 蛍光 
『 を 久 用 し て ある 。 
ア 
貞 由 還 9 水中 モー タ 
2 1 PH ポ ディ 
還 a Ei ガイ ド 
1234567 ビッ ト 


付図 -1 掘削 要 額 説明 図 


提携 会 社名 : な し 


ー 株 式 会 社 利 要 ボ ー リ ンダ ーーー- 


と 
W NN ! 上 
2 pn 四 

イル 揚 
ァ プ ーー 


も 形式 の 舞 削 要領 
[ + 2 ぁ 回 


誌 号 ゃ 3 入 


生コン れ 鼓 


BH 了 L  BW 抑 BH 擬 W 攻 8BH 所 


BH 九 1.2.8 つ 灯 光進 し #、BW 基 を 4.5 の 大 に 揚 用 。 
BW ピット の 机 介 に ガイ ド w H 現 を が イザ た し で BW 仙 
と 年 を う s 


g 肛 式 の 所 削 大 領 
rfOcm 
の 8 


8 
ーー に と 
の 6 5 と 同様 に 拉 削 、 た だ し ①⑤ 関 に = 9+10em の 間 げ ま を 
も け て 初 衣 行 5 
も の 生 コ ジ 打 設 要 傾 
生コン 林 設 7 サン ドル バイ ル 
ンク フグ 9 
G ル 引 シ ー ト 製 代 
fa の 生コン 打 設 要領 
イン ター ロ yWY プ 


契 図っ よ り に ゴス 引 ジ ー ト 代 ょ 
サン シド ペイル を そ $ 入 し て お 
生コン れ 設 後に ゴム 引 シ ー ト 旗 を 引 
拓 ぃ 失 続 用 空 孔 を 設け て 加 接 基 を 
掴 肖 し, 通 続 恒 と る 


在 図 の ェ う に イン ター ロッ ク バ イ 
ププ と そ $ 入 し て なき , 生コン 打 設 後 
イン ター ロッ ク バ イプ を 引 拓 いて 麻 
接 を 押出 し 連続 虐 た 十 き 。 


g の 生コン 打 設 要領 
寺 図 の よう に Q⑪② に 生コン = 打 南 


B 時 抽 へ エイ ンタ ー ロ 92 ボル ー」 た 季 に BH 礼 を 先進 し て さら 
に ロー ラビ ピット で イン ター ロッ クボ 
ルレ 記 ー ル を 指 肖 後生 コン を 設 し < 軍 


屋 聖 と する 。 


付図 -2 舞 削 模 層 の 仕様 と 概要 | 
BWM ビ 。 ト 人 | NAS-850 避 知 水 ポ ンー 
者 前 天 @ 制 4<8.3mlE 皿 昌 。 8507mm 
内 訓 0.4-0.7m 還 20kgem 
> 測 550m 属 。 動 。 村 4Pu7kW 
< ォ ゼ 一 付 CI3m/f*ーーー ーーーーー ペ ーー デーーーー 
!) 
ドド (ん ル 回 軽視 0mml ーー 
リル 衣笠 動 11kWx2 | ロ 逢 。 50mm 
F り を ロー 帳 125mmk5mlE 中 食 3.0mymin 
国 。 転 。 弟 250rpm 
シン を 音 カ 且 生 。 全 emukw 
時 半生 (シン ケル ) oil Ta 
ロー プ ズ ピーF( + | 10mjminl 
計時 Pl75kWl 


現場 打ち 地下 連 縛 工法 調査 表 に つい て 品 


AMW ょ 下 法 emem 
析 計 ・ 登 録 番号 特許 申請 中 


1 地下 各 の 形式 お よび 構造 
COCO LETFp * 


吊 川 


% い 径 : 刀 型 30ー100 cm 
角 型 40cm 
2. 地下 壁 の 材料 
鉄筋 コン タリ ー ト , 鉄 入 モ ルク タル で あり , 上 上 水 剤 , 防 
水 剤 は 使用 し な い 。 

9. 掘削 方 式 

① スク リュ ー オ ー ガ が お よび 振動 の 組合 せ 方 式 

⑧ 最大 深度 N 値 100 に で 30m ぐら い 

⑬ 特種 バイ プロ オー が 機 に より 掘削 する 

OM 

@ 

4. 歴 の 打 設 方 式 

水中 コン クリ ー ト (トレ ミー また は オー ガ 先 端 か ら 注 

入 す る ) 

5. 工法 の 特徴 と 適応 性 

① 止 水 , 土 圧 , 支持 力 効果 と も に 非常 に 大 きい 。 

⑧ 材料 均一 , 仕上 り 精 度 1100 以上 

実用 最大 深度 30m 

④ タロ ー ラ クレ ー ン , また は 鉄 抽 くい 打 や ぐら が 人 建 
て られ る 広 さ を 必要 と する 。 

⑮⑤ 地下 水 , 伏流 水 は オ ー ル ケー シン グ 工 法 で 行 な 
シレ 

玉石 以外 な ら 間 題 な く , 状況 に よっ て は 次 筋 コン 
クリ ー ト も 可 で ある 。 

⑰ 施工 速度 は 現場 条件 に より 一 定 で な い 。 

⑱ 場所 打ち ざい と し て も 使え , 応用 範囲 が 広い s 

B. 代表 的 な 実施 例 


ーー 大 成 役人 式 会 社 -……ー 


打込み 中 」 打込み 終了 後に オー ガ を 可 抜 く 。 
打 込 ん で ある ケー の 中 に そ も 9 入 する 
ング と オー ガ を 引 


で ま %e 
っ た ら 次 筋 を も 9 入 し 。 引 抜か 
れ だ ケー シン ダグ: て 打 込 む s 
以上 の 連続 作業 に より モル タル の 連 統 壁 か が で まる 。 
付図 -1 所 削 要 欠 説明 図 


本 本 | 秀 カ 
NVD-50 光 に 鋭 人 mm 

ィ ー 400 用 x8Om 

ーー 500@-1.000%30m 

- 000 4009-800ex80m 


の 語ら 虹 前 者 


二 届 ビッ 新吉 | 大 匠 | x+ かき | 0m| 9m 
人 az | mc 
暫 商 ど カー ド 下 | 大 区 | と を )」t き | 17<| 1007 


付図 -2 押 機 尻 の 仕 欄 と 概要 図 
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ーー プレ ポア リン グ エ 法 一 
人 和合 


1. 地下 壁 の 形式 お よび 構造 
くい 律 : 45m60cm 


d 
OOOOOOO そう 入 鉄筋 区 と か 型鋼 な ど 
eO_ 〇 〇 で) により. 要求 され る 横 押 拓 
を 自由 に 保 た せる 。 
2. 地下 壁 の 材料 
モル タル (鉄筋 , 鉄骨) 
3. 掘 削 方 式 


⑥⑪ ジェ ッ ト , リバ ー ス サー キュ レー ショ ン , エア テア 
ッ プ リフ ト 方 式 時 に は スク リュ ー オ ー ガ が , 回 転 メ ケ 
ッ ト , パー カッ ショ ン , クラ ムシ ェ ル 方 式 を 併用 才 
る 。 
⑤ 所 削 可能 最大 深度 40m 
4 歴 の 打 設 方 式 
モル タル 注入 
5. 工法 の 特徴 と 適応 性 
此 水 , 土 圧 , 支持 力 効果 が ある 。 
材料 ほぼ 均一 仕上 り 語法 +50mm0 
付図 参 央 
施工 場所 300ml 以上 
地下 水位 は 特に 関係 な い 。 
科 径 の 大 き な れ き 層 を 押 る 時 は 困難 で あり , その 
と き は パー カッ ショ ンク ラム シャ ル を 併用 する 。 
⑦⑰ 施工 速度 約 40myH・ 台 
騒音 , 振動 が な く , 施工 速度 が 早く , 垂直 性 が よ 
い 。 
6. 代表 的 な 実施 例 
る 半 叫 kp 地 jp 図 
細 15ml 
砂 質 シ ルト 3.0< 


馬 困 ビル | 氷 ど ルト 質 玉 。 40e 


@@@@@6@ 


本 人 長 | 備 等 


22m | 140m ICHa ま パテ 


牧 
勤 質 着 主 
岬 計 
秒 質 千 十 
[2 


是 割 陣 列 レル ト 攻 本 Sm | 110m He ター 
敢 を きま 
L2 


ほ 。 胡 


7463。787499.787500,798158。820087 


提携 会 社名 : な し 


清水 建設 株 式 会 社 
所 削 目 庁 
フル チュー 。 拍 有 用 忠誠 モル gy 林 * 物 チ ュー ブ % ぇ うた 
間 込 み も ぅ 入 プル チュ ー プ | 振 ま 
完成 
- 民 - Tr 


OOOOIGIO'OO' の 
PFTRTPORR 生 


の カッ タイ 功 側 を 


付図 -1 祖 削 要 銀 説 明 図 


政 式 65-2 基 使用 で 5 ディー キル 
し 間 OOmm ば 
最大 舞 刑 湊 き 40m AI 
平均 前 1mmin | 多用 ウイ ンチ |40kW 神 
家財 紋 | 0>20rpm | 作用 ポン プ U9EW iDmm 
弁 動 形式 | 所 削 電 頂 施 商 圧式 | 19kW_ mm 
Pa AT 

4mWvayy2 

DETT も 3 
1A) 正 齋 の 栓 合 


少 、X ャ セッ テ 
1 


(BN 洛 の 放 
【 お 利 層 の 江 ( 全 用 


軌間 ルッ - 


あッ ドップ 


付図 -2 換 削 肛 概 の 仕 増 と 概要 礎 
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ーMIP くい エ 法 
特許 登録 番号 : 207868 


1 地下 の 形式 お よび 模造 
くい 径 3060cm 
(OOOOOOOOOOO そう 秩 有 弄 な ど 
に より , 要求 され る 横 抵 
抗 を 自由 に 保 た せ 得る 。 腹 起 し の 位置 は 土質 壁 体形 
状 に よる 。 
2. 地下 壁 の 材料 
ッ ツイ ルコ ンク リー ト 
止 林 剤 , 防水 剤 な し 
必要 に 応じ , 鉄筋, 型鋼 を そう 入 する 。 
撮 削 方 式 
中 空 回 転 軸 先 端 に 取付 けた 特殊 混合 さく 孔 ヘ ッ ド 
シル ト ・ 細 砂 20m, 中 砂 ・ 小 砂利 混 り 20m,。 N 
値 =50, 砂 れ き に 2.0m そう 入 , 大 砂利 混じり は 
不可 
⑧ 付図 参照 
⑧ くい 長 7m で らい まで は くい は 連続 に 施工 する 
が , それ 以上 は 1 本 間隔 に 施工 する 。 
⑧ 陵 体 上 部 お よび 中 段 に 腹 起 し を 施工 する 。 
4. 歴 の 打 設 方 式 
プレ パク トペ ー ス ト 注 入 方 式 で , モメ ント グラ ウド を 
射出 し て 原 地 解 土砂 と 混合 する 。 
5. 工法 の 特徴 と 適応 性 
G① 上 水土 圧 , 支持 力 効 果 あ る 。 
②③ 均一 性 は 原 地 艇 地質 に よっ て 異な る < 
⑬ 実用 最大 深き : 壁 8m, く ゆい 20m 
④ 施工 場所 深き 10m ぐら いま で 320mi 以上 , 10> 
20m は 50mr' 以上 
地下 水位 に は 関係 な く や れる 。 
玉石 な どの ある 場合 は 不可 能 で ある 。 
⑦ 導 工 連 度 30m' 台 ・ 有 
⑧ 施工 速度 が 速く , 無 振動 , 無 騒音 で コス ト が 安い 
が , 土質 に よっ て 強度 的 差異 が ある 。 


人 〇 の ぐ @@6@ 


@@ 


MIP 機 


好 タ ツケ 


提 失 会 社 本 松 建設 ( 称 ) 清水 書 設 (株 ) 
ー 清 水 建設 株 式 会 社 ・ 丁 松 建設 株 式 会 社 - 


6. 代表 的 な 実施 例 

(1 ) 清水 建設 

ES き 
作 全 人 因 誠 シル kk ゅ | 5 WWF ホ GL1 有 
吉行 林 新湯 | 砂 8 | 0 | ・ erLla0 和 有 
内 朱 川 仙 WW 必 | 75 50 | ・ GL 
井 訂 岸 季 天 | 。 ・ so so | 。 ero 
本 導 天 wt 本 | 5 |5o | < GL 

(3) 西松 建設 

王 東名 | 所 | gkofaM) 際 の 確 誠人 才 
人) | | | ed5om 
導 弁 放し の | 3| 18 | e30cm 
き 半 用 細 邊 紗 ( 有 ) | 98 | 300 | 990em 
自 痢 鼻 基 MNW| el WW | 4 |520 計時 衣 
店 億 地 | 商 どん ト Cf) 6<12 | 500 | 


MIP< ぃ 施工 革 


加 

か に 
" 3 
』 半 か 才 
3 うま 
ら 合 計 】 


付図 -1 撮 削 要領 説明 図 


MIp 損 仕 的 
四 転 ラム 。 11KW 注 丘 式 
見 縦 5KW 注 圧 切 


ENE や | 


ィ ッ トル 2 ッ ト プ ライ アッ ツェ 
2 ラウ トミ キサ 0.25mW X 2 本 
プラ ント キップ 


が 4 は た リル 


付図 2 掴 削 機械 の 仕様 と 概要 回 
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特許 ・ 登 録 番号 : 467325: 清水 建設 で 17982 (公告 済み ) 


1. 地下 壁 の 形式 お よび 構造 


くい 筐 530-60cm 

GOGO6GO 和音 還 党 そう 太 鉄 人 型 綱 な ど 
CES8558 指 造 物 負 避 に より 要求 され る 横 抵 抗 
を 自由 に 保 た せる 。 腹 直 


! ば 水野 。 し の 位 革 形 人 は 土質 , 殿 
半 虹 た 体 の 形 汰 に まる 。 
2 地下 胡 の 材料 


① プレ パク トモ ル タ ル 
⑧ セメント , また は ケミ カル ゲラ ウド を 注入 する こ 
と が ある 。 必 要 に 応じ て 次 筋 , 型 再 を そう 入 す る 。 
3. 掘削 方 式 
① スク リュ ー オ ー ガ カ 式 
@ 掘削 可能 最大 深度 40m, N 舘 =100 
⑬ 付図 参照 
め くい は 1 本 間隔 に 施工 し , 中 くい を 施工 する 。 く 
い 間 に 注入 が 必要 な と き は , 注入 バイ プ を 所 要 深 き 
まで 下げ て 下方 か ら 注 入 する 。 
⑮ 必要 な 腹 起 し を 施工 する 。 
4. 忌 の 打 設 方 式 
プレ バク トモ ルク タル を オー ガ が を 抜 上 げ つ っ 注入 する 。 
ケー シン グ , ペン トナ イト は 普通 使用 し な い 。 打 計 順 庁 
は 次 の と お り で ある 。 


FTP て い 打 設 順 訂 


OO の OO の OO の の の OO の ひ OG@) 


5. 工法 の 特徴 と 適応 性 

G 止 水 , 土 圧 , 支持 力 効 果 が ある 。 

⑨ 材料 ほぼ 均一 仕上 り 十 法 : 地質 に より 異な る 。 

⑧ 実用 最大 深度 20m 

施工 場所 は 10m ぐら いま で 20m*。10-18mi50 
mi 18m 以上 100mi 


PIP くい 施工 順 礎 


内 前 


握 削 要領 説明 蔽 


合 1 


提携 全社: 清水寺 設 (株 )・ 西 栓 建設 (株 ) 
ー 西松 建 株 式 会 社 ・ 清 水 建 設 株 式 会 社 ーー 


⑮ 地下 水位 に は 関係 な た い 。 

@ 玉 生 (10cm 以上 ) の も の が 多い と 不可 

人 ⑰ 施工 速度 30mW 有 ・ 昌 

⑧ 無 振動, 無 騒音 で , 施工 連 度 が 連 く , コス ト が 安 
い 。 低 いや ぐら で オー ガ を つぎ た し て 施工 で きる 。 
中 間 の 硬質 地盤 で 既成 ぐい の 打込み 困難 な 所 で も 施 
工 可能 で ある 。 族 結 収縮 が 少な く , 圧力 注入 で ある 
の で 浸透 が 大 きく 完全 に 孔 台 に 密閉 する 。 


6. 代表 的 な 実 衝 例 
て 1) 西松 建設 
EE 正 El 間 Pe 間 LF 幅 記 庫 E: 


<0  c トー 
DHIS 
MM 
しゃ 求 義 


本. 放 1 
凡 落 5.90 

要 褒 し ゃ 水 馬 川間 よ 折 了 LO0( 大 )| 8 

内 5 | ぁ | 

時 放 区 シル ト 質 砂 結 9.70| 5。 | po 際 押 削 


の 作 症 ト 骨 硬 六 Lo 0 
人 林 ポップ 其 二 8wt 0 
洗 砂 油 芳和 工 半 人 Ne19ci00) 14 | 40 | 

(2) 清水 建設 

エキ る | MoskpWiol 要 | 要 | W ォ 
東京 | ml 
は 0 を hs、 昌 0 FxGLaD 
舞 内 ビル 名 吉屋 中 部 , 中 重 16 | 200 地下 GL-3.50 邊 
犬 還 次 ビ ル | 名 大 必中 砂 。 中 胡 19 | 160 時 下 水 GL-3.80 友 


夫 各 Ke 鹿 gー2K 半 jm 


ウッ に まき | 包 


150 地下水 上 7.00 友 


160 昌 環 CrL-3.00 有 


TPIPM 林 機 


利和 仙 %(: 誠 居 
ETSgESri 


ET と 


付図 -2 舞 削 機械 の 仕様 と 概要 図 


現場 打ち 地下 連 統 了 工 法 調査 表 に つい て s5 


- 竹中 式 深 礎 工 法 一 
特許 ・ 登 録 番 号 : 2579 れ 1 


ー 株 式 会 社 八 中 工務 店 - 


1T. 地下 壁 の 形式 お よび 構造 ⑦ 施工 速度 : くい 長 35m と し て 2 本 / 到 ・ 昌 
の im ⑯ 匠 音 , 振動 が な い 。 ま た 精度 が 高く , 安全 作業 で 
- や で @@@ ら きら 経済 的 で ある 。 
6. 代表 的 な 実施 例 


[COEH は こき 9 


コ を | | ogmofp | 庁 | 机 | 
が la 
くい 径 : 8570 cm, 出入 架構 は 土質 に より 尋 な る が 拉 本寺 一 6 4 有 | 笠 | 20| 
通常 は 地下 構造 体 を 利用 する 。 か 国名 Fa 隊 誠 js gz6 有 | 多 9 75 30 
2 地下 菱 の 材料 援 押 介 硬 過半 。 設 | 』 ーー 65 有 | 10| 50 
鋼管 鉄筋 コピ クリート (状況 に より 無 筋 コ ンク リー な WE お | 全員 6 
ト ま た は 下 砂 利 )」 鉄 矯 コ ンタ リー ト また は 上 を 才 旧 生還 2 
し た 場合 は 。 要 列 間 は ダブ ル バ イル (ツイ ル モ ル ダル) 六 介 謀 佑  o 15 
を 施工 する 。 新屋 衝 ど ん 放言 17 7 645 有 | 多 25| 600 
1 3. 掘削 方 式 和義 ビ を > 呈 15 7 105 一 育 人 0 00 | 
⑪ スク リュ ー オ ー が 式 で 、 土質 に より パー カッ ショ 日 唱 間 和枝 因 rs 05 一 有 | 9 0| 6 
ン を 利用 する 350650 
⑧ 砂 質 , 和 土 質 と も 深度 40m 
③ 付図 照 
④ 掘削 時 , 土質 に より 泥水 を 使用 する 。 
⑯ 本 体 上 部 お よび 中 段 に 山 留 架構 (地下 村 造 物 を 含 
め た ) を 行なう 。 
4. 長 の 打 設 方 式 
トレ ミー に よる コン クリ ー ト (場合 に よ っ て は 水中 ユ 
ンタ ク リート) 
5. 工法 の 特徴 と 適応 性 
① 止 水 , 土 圧 , 支持 力 効果 が ある 。 
⑧ 材料 均一 精度 :1/500 以 上 
⑧ 実用 最大 深度 は 構造 形式 に よる 。 
| コ ④ 敷 地形 状 に よる が , 作業 場 は 約 400m' で ある > 
⑮ 地下 洲 位 は 支障 な い 。 
⑯ 玉石 (転石), 岩 を 掘る の は 困 多 で ある > 付図 1 掘削 要領 説明 較 
オォ オーガ パ イル マシ ン 仕 様 ダブ プル バイ ル マ シ ン 仕 位 
カ (kW)| | 5 0 際 カ (kW 37 
に 2 ケレ ー シ レキ ー タ | タク レーシ モー タ 折衝 類 ギャ ー ド モータ 
内 580720 580720 動 | 回 引数 (⑯060<)(rpm) | 90 828 
20080 2000180 歳 | 十 格 電 小 ( < )(A) 1603 
多 1.150 1J50 し 症 語 3 (kg) 
410-650 410-650 信 | ネ クリ ュー 符 。 (mm)| 250=320 
内 450-700 450-700 ガ | を ん 北 能 力 (m)| 55 以上 
y スク リ ェ ー 電 数 (お ) 
5 1.69 17 本 | 回収 数 5060<)Crpm) | 2740 82 
問 オイ ルポ シ プ 式 | オイ ルポ ンプ 式 仁和 ホー ズ 香 (mm) 笛 
ン 衝 "10 に 全 店 (mm) 1.500 
借 ] 電 (mai | 1450 140 is 人 1.675 
ご | 外 穫 守 広 | 典 行 (mm 1.380 1.50 1.680 4.240 
高 = (mm) | 400 4000 4900 0.4 
屋 秋生 (kg) 6.500 9.100 9.500 7.000 
使用 で で て ミ | pa オー 専用 や で ら | オー ガ 専 用 や で = 本 げき ま 間 人 
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特許 ・ 登 録 番号 : 268836 提携 全社 名 : な し 


1. 地下 壁 の 形式 お よび 構造 


ーー ニー 


また は に 宮 
イン ター ロッ ケリ イプ 


避 厚 : 20-60cm 
腹 起 し の 位置 は 土 圧計 算 に よる 。 
2. 地下 壁 の 材料 
鉄筋 コン クタ リート で , 単なる 下水 壁 の 場合 は コン タリ 
ー ド また は ビニ ー ル シー ト を そう 入 す る 。 ビ ニー ル シ ー 
ト (し ゃ 水 環 ) は クラ レ ・ タ ー ポ リン シー ト >2mm 
電 ) で ある 。 
3. 掘削 方 式 
① リバ パー ス サ ー キ ュ レ ーション お よび バー カッ ショ 
ン ビ ピッ ト の 俳 用 
⑱⑲ 深度 20m 以上 (実績 は 15m まで で ある が 。 理 
論 的 に は 深く な る ほど 有利 ) 
ベン トナ イト (加重 物質 併用 で , 比重 =1.5 まで 
可能 で ある ) 
4. 礎 の 打 設 方 式 
水中 コン タリ ー ト (トレ ミー) で ,。 ビ ニー ル シ ー ト の 
場合 は ドラ ム で つり 下げ る 。 ジ ョ イン ト は 注入 に よる 。 
5. 工法 の 特徴 と 適応 性 
① 止 水土 圧 効果 が ある 。 た だ し ビニ ー ル シー ト の 
場合 は 止 水 の み で ある 。 
@ 均一 な 施工 で ある 。 土質 に より 異な る が =50mm 
以内 で ある 。 
⑧ 実績 深 府 15m 
④ 市 街 地 で は 泥水 の 処理 に 問題 が あり ,. サイ クロ ン 
を 考 虎 し て いる 。 
⑱ 砂 質 で 地下 水位 が 高い と き は , 泥水 比重 を 高め る 
か , また は ウェ ルポ イン ト を 併用 する 。 粘 質 の 場合 
は ペン トナ イト を 使用 し な く と も よい こと が ある 。 


-SHUT (三信 式 重 液 ト レン チ ) 工法 一 - 


三信 建設 工業 株 式 会 社 -- 

⑯ サク ショ ン バ イ プ 100 mm で あれ ば 王 石 径 5 mm 
ぐら いま で は 可能 で ある 。 

② 犯 工 速 鹿 は 1520 m ツ 台 ・ 昌 

⑧ 

5. 代表 的 な 実施 例 

エリ を iko | 醒 | 衣 | W ぁ 


r T り 
大 話 と ん ト CKtgzm) 10 | CB - 


千葉 モデ ル ん ゆる し 砂 
ロ 着陸 AOm| 2 12 間 の 
上 | 前 衝 9150) | 4 | 10 間 2229ー ト ) 
CRAY 
Muiw ア 
レタ Ja2 リ ー ン 
Ra 


ドッ プ :( 日 ワ ー マ ッ ) 30P 


付図 -1 掘削 機械 の 仕様 と 概要 図 


要 


現場 打ち 地下 連 綻 壁 工 注 調査 天 に つい て 


門 


ー ジ ェ ッ トウ ォ ー ル エ 法 
特許 ・ 登 録 番号 : 出題 中 提携 会 社 : 席 島 建 設 (株 ) 
ーー ザー ーーー 宙 石井 業 株式 会 


1. 地下 壁 の 形式 お よび 構造 

し ゃ 水 壁 お よび 土留 避 

2. 地下 壁 の 材料 

ュ コンクリート ぐい, モル タル 

3. 掘削 方 式 

付図 一 1 の よう に , 既 打 設 地下 コン クリ ー ト 桂 の の 中 
間 建 設 予 定 構築 物 の 外側 に ロー タリ 式 所 削 機 で 小径 の 所 
④ を 耶 定 深度 まで 掘削 し , 付図 一 2 に 示す ジェ ッ テ ィ ン 


グ 装 置 を 降下 し , 1 中 の ⑧ の 部 分 の 土砂 を , 泥水 
の 噴射 力 に より 水平 に ジェ ッ ト 掴 り し た 後 , 内 を 十分 
道 搬 する 。 

4. 歴 の 打 設 方 式 


孔 @ に セメント 注入 パイ プ を そう 入 し , パイ プ に より 
付図 一 1 の ④ お よび の 部 分 に 孔 底 か ら セ メン トミ ルク 
を 注入 し , 孔 内 の 泥水 を セメント ミル ク に 叙 堆 えて 既 打 
設 地下 コン タリ ー ト を 連結 し 擁 己 を 作る 。 

5. 工法 の 特徴 と 適応 性 

既設 の 基礎 くい 間 に 小 径 孔 を 垂直 に 掴 削 し , ジェ ッ テ 
ィング 装置 を 使用 し て 小 孔径 と 両側 地下 コン クリ ー ト 柱 
と の 間 の 土砂 を 泥水 の 強烈 な 噴 軸 圧力 に より ジェ ッ ト 揚 
り し , 防 内 を 清 し た の ち 。 セ メン トミ ルク の 注入 を 行 
な っ て 皮 打 設 の 地下 コン タリ ー ト 柱 を 相互 に 連結 し , し 2 RT 上 
ゃ 水 お よび 土田 壁 を 迅速 か つ 経済 的 に 築 道 する こと を 特 2 プ ェ ョ テ ォ ン グ 了 基 
徴 と する 。 

6. 代表 的 な 実施 例 


エ 束 名 | 介 所 っ | 屋 ら | の 備考 
三 和 必 ビル | 午 ヶ 前 | 間 ピー ム | 9m| 0m 


コン クリ ー ト くい 


TS-100 型 護 機 


鹿 柄 傘 100m 
滞 120-350 mm 
ち 帝 き 5.5m 
リィ シン オイ ル バ ス 式 
上 げ ド ラム 9178mm 1500 kg 
ッ ド ポン プ 600, 540, 435 min 
ステ っ 3.5m 


付図 3 掘削 機械 概要 図 
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ラジ オデ アイソトープ (RI) 法 に よる 


土 の 審 度 お よび 含水 量 測定 の 現状 


1. は し が き 


速 中 性 子 の 減速 を 利用 し て 土 の 信 水量 を 測定 する 考え 
は , Gardner、Kirkham, Belcher*0 ら に よっ て 1949 
年 に 提案 され , それ 以後 , 測定 器 の 開発 お よび 応用 に 閲 
する 研究 が 各国 で 活発 に 進め られ た 。 わ 門 国 で 中 性 子 水 
分 計 の 開発 お よび 応用 研究 が 始め られ た の は 1957 年 か 
ら で あ り % ゆ 97 ゆ 。 現在 で は 。 水分 計 は 土 の 含水 量 測定 ば 
か り で な く , 鉄板 の 厚 さ 測定 , ガラ ス 中 の 研 素 の 分 析 。 
重油 の 発熱 測 定 , 石油 鉱業 に お ける 検 層 , 投 鉄 原料 の 
含水 人 測定 な ど , 極 交 て 広い 分 野 に 利用 され , 利用 技術 
の 著しい 発展 が み ら れ る 。 

これ まで 物質 の 含水 基 測 定 に は 。 物 質 を 一 定 温度 で 加 
蒸す る こと に よっ て 付着 水 を 追 出す 加熱 浅 量 法 が 主 と し 
て 使わ れ , 特殊 な 場合 に は , 導電 率 ま た は 静 電 容 量 を 測 
定 す る 電気 的 な 方 法 が 用 いら れ て きた 。 こ れ ら の 方 法 に 
比べ て 中 性 子 に よる 方 法 は , 

Q 測定 が 非 破 壊 で あり , し た が っ て 経時 的 変化 も 測 
定 で きる 。 
測定 に 要する 時 間 が 短い 。 

被 測定 物 の 組成 の 影響 が 少な い 。 
測定 が 簡単 で ある 。 
な どの 利点 を も っ て いる 。 

いう まで も な く , 中 性 子 水分 計 の 出力 は 単位 体積 中 に 
含ま れる 水 の 質量 に 対応 する も の で あり , し た が っ て 。 
物質 中 に 含ま れる 水 の 最 を 重量 上 比 し し て 求め る た め に は 

LEEEI 


@@@ 


mee 
宅 在 玉 下 ! 


図 -1 中 性 子 水 分 詩 


= (時) 電力 中 央 研究 所 


大 野 居 教 * 


物質 の みか け 赦 度 (bulk density) を 知る 必要 が ある 。 
この た め , た いて い の 場合 , 水分 計 は 外観 上 これ と 同じ ヒ 
よう な 構造 を 持っ た 散乱 型 ガ ンマ 線 密度 計 と 併用 され る 
の が 普通 で ある 。 ま た 最近 で は , 土 の 表 面 近く の 伺 度 測 
定 に は 散乱 型 よ り も 精 鹿 の よい 透 通 型 密度 計 が し ば し ば 
使わ れる よう に な っ て きた 。 

中 性 子 水分 計 お よび ガン シィ 線 密 度 計 の 原理 に つい て は 
参考 文献 *0 て を あげ る に と ど め , 以下 に RI 法 に よる 
土 の 宙 度 お よび 含水 量 測 定 の 現状 お よび 問題 点 を 述べ る 
こと と する 。 


2. 測定 器 お よび 測定 方 法 


中 性 子 水分 計 を ブロ ー プ の 形状 か ら 分 類 る と , 表面 
型 , そう 入 型 お よび 透過 型 の 3 種類 に 分 けら れる 。 区 
1 を 見 て わか る よう に , そう 入 型 プ ロー プ を 用 いる 時 は 
被 測定 物 の 中 に 導管 を あら か じ め 打 設 す る こと が 必要 と 
な る 。 表面 型 お よび そう 入 型 の 両者 と も , 検出 器 は 披 測 
定 物 中 で 滅 速 の 結果 , 作り 出さ れ た 低速 中 性 子 を 検出 す 
る 。 一 方 , 図 一 2 に 示す 透過 型 で は , 検出 部 と 別に 設け 
た 潤 速 材 の 中 に 高速 中 性 子 源 を 入れ , 取り 出さ れ た 低速 
中 性 子 が 被 測定 物 を 透過 する 最 を 測定 する 。 衝 過 型 は あ 
まり 一 般 的 で は な い が 。 水分 計 の 一 種 の 変形 で あり 特 
長 的 な 利用 法 で ある 。 中 性 子 源 に は , 初期 の ころ は 主 と 
し て Ra-Be が 使わ も れ て いた が , これ は か な り 高 エネ ル 
ギー の ガン マ 線 放出 を 伴う 。 最近 で は , ガン マ 線 放出 の 
点 で 安全 性 の 高い Am-Be が 容易 に 入手 で きる よう に な 


プリ テッ プ 


還 一 2 遠 過 型 中 性 子 二 伴 計 
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(』) 婦 面 吸 ロープ 


人 0) そう 3 入江 イー テ 
図 一 3 散乱 型 ガ ンマ 埋 密度 計 


り , も っ ぱら 中 性 子 源 と し て 使わ れ て いる 。 検出 器 は 主 
と し て BF。 管 で あり , 時 に は シン チレ ーション タク リス 
タル が 使わ れる 。 

ガン マ 線 密 話 計 も , 水分 計 と 同じ よう に 検出 器 の 形状 
か ら 分 類する と, 表面 型 , そう 入 型 お よび 透過 型 の 三 つ 
に 分 けら れる 。 前 二 者 は まとめ て 散乱 型 密度 詩 と も 呼ば 
れる ( 図 一 3 参照 )。 透過 型 ( 図 一 参照 ) は 散乱 型 に 比 
べ て 包 度 測定 の 精度 お よび 分 解 能 が よく , また 必要 と す 
る 線 源 強度 も 少な た く て すむ の で , 土 の 表 面 近く に お ける 
窒 度 測定 に 次 第 に 活用 きれ でき て いる 。 ガ ンマ 線 訴 に は 
miCs また は "Co が 使わ れ , 検出 器 に は 主として G-M 
管 が 。 また 時 に より シン チレ ーション カウ ンク が 用 いら 
れ て いる 。 

水分 計 お よび 密度 計 の いずれ に お いて も , 検出 器 に よ 
っ て 検出 され た 放出 線 は 電気 的 パル ス の 形 と な っ て 計数 
回 路 に 送ら れる 。 計 数 方 式 と し て パル ス を 一 つ ー つ 数 え 
る スケ ー ラ を 使う と き は , パル ス を 一 定時 間 計数 させ た 
後 , 単位 時 間 当 り の 計数 値 , すなわち 計数 率 を 求め る 。 

一 方 , レー トメ ー タ で は 検出 中 か ら の パル ス を 平 清 回 
路 を 通し て 電流 に 変換 し , 計数 率 を 直接 指示 させ る 。 士 
工事 の 現場 測定 に お いて は 普通 前 音 の 方 式 が 使わ れる 
が , 最近 で は レー トメ ー タ も し ば し ば 使わ れる よう に な 
っ て きた 。 合 水 量 た は 密度 は 図 一 5。 また は 図 一 6 に 


図 一 4 衝 過 型 ガ ンマ 康 密 度 計 
示す よう な 較正 曲線 か ら 求め られ る 。 た だ し 和 計数 値 と し 
て は 直接 に 求め られ る 計数 串 よ り も , むし ろ 基 準 物 質 の 
計数 率 に 対す る 計数 率 比 が 通常 使わ も れる 。 こ れ は 明度 
湿度 、 そ の 他 の 原因 に よる 測定 器 の 出力 変動 の 影響 を 除 
く た め で ある 。 


3. RI 法 利用 の 現状 


そう 入 型 計器 と 表面 型 計器 と で は 利用 の 仕方 特徴 的 
な 差 が 認め られ る 。 すなわち 。 前 者 に あっ て は 測定 方 法 
が 非 硬 的 で ある 点 が 活用 され , 土 の 中 に 導管 を 設置 す 
る こと に より , 特に 土 中 の 含水 基 ま た は 窒 度 の 経時 的 変 
化 の 測定 に 使わ れる こと が 多い 。 こ の よう な 例 と し て は 
地盤 , 岩盤 の 調査 , 地盤 改 良 工事 の 効果 の 判定 な ど へ の 
利用 が あげ られ る 。 こ れ ら の 範囲 に 入る も の と し て は 。 
地盤 中 の 間 げ き 率 測定 , ダム の た い 砂 圧密 の 調査, 埋立 
て 地盤 の 調査 , 護 替 付 近 の 地 角 調 栓 WO 河床 洗 
掘 の 調査 , 海底 変動 の 測定 9'C9。 地層 の 産 水 束 の 決定 
中 、 地 般 改 良 工 事 の 効果 の 判定 CD ま た は 予測 , プ 
ラク チャ リン グ に お ける き 和 位 馬 確 認 り な ど が ある 。 

一 方 , 表面 型 計器 で は , 在 来 の 方 法 に 比べ て 測定 を 志 
速 に 行なえ る 点 が 着目 され , 主として 路 床 , 路 艇 。 飛行 
場 旭 設 な ど に お ける 土 の 締 固め の 測定 な ど 。 施工 管理 用 
計 回 と し て の 使用 が 目立つ WW。 この 場合 , 転 圧 機 な 


9 20 


eg 
t5| 


どの 建設 機械 を フル に 
活用 する た め 。 施 工 結 
果 の 管理 を 迅速 に 行 な 


(Q) え 3 入 ( 衣 記 ) 弄 
杜 洲 376。 1080 
OF も 


縛 源 * WC 
貸 : Cu fa | ふ こ と を 最大 の 重 上 京 と 


考え , し た が っ て , 測 
定 精度 は 在 来 の 方 法 と 


同等 で も れ ば よい とみ 
な し て いる = 


1 


4 os om 0 4 
人 き 水 旦 (9/cm*) 
図 一 5 店 仁子 分 計 寺 正 曲 旨 


な お これ 以外 に も 
そう 入 型 に お ける と 同 
じ よ うに , 土 の 表 面 た 


図 6 ガン ー 線 密度 計 六 正 曲線 
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お ける 密度 お よび 合 洒 
量 の 調査 に も 使わ れ て 
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いる こと は いう まで も な い 。 た と えば 路 般 の 凍土 と 合 水 
量 と の 関係 の は 提 。 か ん が いね お よび 排水 に 関連 し た 地表 
か ら の 水 の 散 量 の 測定 な ど が あげ られ る 。 


4. RI 法 の 活用 へ の 努力 


土 の 密 鹿 お よび 含水 量 測 定 へ の RT 法 の 利用 は 最近 で 
は か な り 常 識 化 され て お り 。 建 設 業者 な ど に よる 利用 の 
実例 お よび 利用 の 効果 に つい て は , か な らし ゃ 公表 さ 
れ な いも の が 多い 。 こ れ ら の 利用 を 与え る も の と し て , 
各種 研究 機関 , 学 陣 会 お よび 個々 の 研究 者 に よる RI 法 
の 活用 へ の 努力 を 無視 する こと は で き な い 。 こ れ ら の 努 
力 を 大 別 する と , 測定 器 お よび 測定 方 法 の 改善 を 目指 す 
も の と , 測定 方 法 の 統一 お よび 規格 化 を 目的 と する も の 
と に 分 けち れる 。 前 者 に つい て の 最近 の 成果 を 列挙 する 
と 決 の と お り で ある 。 

(1 ) が ガンマ線 度 計 の 応 谷 特 性 

そう 入 型 密度 計 に お いて 導管 の 周囲 に 空 げ き が 生じ や 
すく , この た め 測 定 値 が 過少 評価 と な りや すい 。 ま た 士 
の 密度 が 不 均一 分 布 を な し て いる 場合 , 特に 層状 分 布 を 
な し て いる と き 測 定 値 は 測定 範囲 中 の 士 の 平均 懲 度 と 必 
ず し ゃ 一 致し な い 。 こ れ ら の 形 響 に つい て の 実験 的 な 研 
完 結果 が 撮 出 され た *O9.G9。 

(2) 透過 型 ガン マ 線 密度 計 の 利用 

散乱 を 利用 し た 表面 型 密度 計 に お いて , 土 の 表 面 が 平 
壮 で な い 場 合 に は 訓 差 が 生じ し や すく , また 土 の 組 成 の 影 
暫 を 受け や すい 。 透過 型 密度 計 は この よう な 欠点 を 除き 
きら に 感度 も よく 、 ま た 測定 範囲 中 の 宙 度 の 不 均一 分 布 
の 内 響 が 少な い *" り 。 と の よう な 利点 に 着用 し て , 透過 
型 ガン マ 線 刻 度 計 を 表面 (散乱 ) 弄 容 度 計 の 標準 器 と し 
て 現場 に お いて 使用 する 攻 え が 提案 きれ て いる *。 

(3) 表面 (散乱 ) 型 密度 計 に お ける 

土 の 組成 の 影響 の 除去 

ブロー プ と 上 上 と の 間 の 距離 を 適当 に あけ る と 計数 中 が 
最大 と な る 。 こ の と き の 計数 率 と 。 プ ロー ブ を 士 に 密着 
きせ た と き の 計 数 率 と の 比 は , 土 の 組 成 の 明 響 を ほとん 
ど 受 け な い こと を 利用 する 測定 方 法 が 提案 され た *⑨⑳。 

(4) そう 入 型 デ ョ ー ブ 径 の 縮小 

痢 計 お よび 水分 計 と も そう 入 型 プ ブロー プ ブ の 直径 は 普 
通 40mm 前 後 で ある が , 径 を 小さ くす る こと に よっ て 
導管 の 径 も 小さ く な る た め 設 置 が 容易 に な り , また 土 の 
乱れ が 少な た く な る こと を ね ら っ て 外 径 16mm の 包 度 計 
お よび 水分 計 グ ロー プ が 試作 され た *G ぐ Or 。 

(5) モメ ント 生成 物 の 含水 量 測定 

モル タル 。 コ ンク リー ト な ど セ メン ト 生 成 物 の 表面 含 
水量 の 中 性 子 水分 計 に よる 測定 が 検討 され % 中 。 また 測 
定 器 の 改良 が 行なわ れ た “De 

6) そう 入 型 水分 計 に よる 

土 の 表 面 近く の 含水 量 測 定 


そう 入 型 水分 計 で は 普通 土 の 表 面 か ら 約 80cm ま 
で の 表層 の 含水 草 測定 は 不可 能 で ある が , 土 の 表 面 に ポ 
リエ チレ ン シ ー ト を 重ね た 反射 体 を 飛 く こと に より , 表 
面 か ら 15cm の 深き で 十分 測定 が 行 な を る こと が 示 き 
れ た *eW 。 

(7) 2 本 の 歓 出 器 を 使う 水分 計 

山上 で 線 源 と 横 出 器 の 間 の 距離 を 2 種類 と っ た と き , 
熱中 性 子 東 比 は エピ サー マル 中 性 子 東 比 見 か け 上 一 
する の で , 前 者 か ら 物質 の 減速 距離 を 求め る こと が で き , 
し た が っ て , 間 げ き 率 を 知る こと が で きる 。 こ れ ら を 理 
諭 的 な ら びに 実験 的 に 確か め た 上 で 測定 器 が 試作 され 
た 。 こ の よう か 油 定 方 式 は 主として 検 悦 に 役 立つ *%!。 

測定 方 法 の 統一 お よび 規格 化 , あ る い は これ ら の 准 代 
段階 と し て の 各種 比較 試験 に 関す る これ まで の 成果 を 機 
関 別に 示す と 次 の と お 3 り で ある 。 

ra) 国際 原子 機関 1.A.E.A う 

1965 年 10 月 に ボー ラン ド の クラ カラ 市 で 行なわ れ た 
「 天 維 資 源 開 発 に お ける アイ ソト ー プ 利用 に 関す る パネ 
ル 討 論 会 」( わ が 国 か ら 人 は 東大 生産 技術 研究 所 の 加藤 教 
授 が 移 加 ) の 勧告 の 結果 , 中 性 子 水分 計 に 関す る 会 合 が 
1966 年 3 月 に ウィ ー ン で 開か れ , 討論 の 要約 WOO お よび 
用 語 の 定義 が 発表 きれ た YU。 特 に 前 者 に お いて は , よ 
り 軽く , より 安い 測定 器 の 開発 と 広範囲 の 宙 度 お よび 
含水 基 に わた る 寺 正 曲線 の 簡便 な 作り 方 が 今後 の 課題 と 
し て 指摘 され た 。 ま た 用 語 の 定 護 は , わが 国 で 測定 法 を 
規格 化す る 上 に 重要 な 資料 と な る と 考え られ る 。 

Cb) ASTN 

米国 原子 力 委員 会 の 要請 に よっ て , 中 性 子 減速 に よる 
土 の 含 水草 測定 潜 お よび ガン マ 線 の 後方 散乱 に よる 土 の 
箱 度 測定 法 の 案 が シカ ゴ 大 学 で 作ら れ ,1962 年 に ASTM 
の E-10 委員 会 に 提出 きれ た *C.G9。 

Cc) 日 本 建設 機械 化 協会 

昭和 36 年 に 同 協会 関西 支部 技 術 部 会 に 土 の 容 度 と 含 
水量 急速 測定 法 分 科 会 を 設け で RI 法 の 検討 を 進め 39 
年 4 月 お よび 10 月 に 表面 弄 中 性 子 水分 計 な ら び に ガン 
マ 線 包 度 計 と 在 来 の 方 法 と の 比較 試験 を 行なっ た 。 こ れ 
ら の 試験 の 結果 , RI 測定 器 は 取扱 法 が 適切 で あれ ば 砂 
置換 法 と 同等 か 。 それ 以 上 の 精度 の 測定 が 可能 で ある こ 
と が 明らか と な り , また 今後 測定 法 マ ニュ アル の 作成, 
測定 規準 の 確立 の 必要 性 が 指摘 きれ た *%0。 一 方, RI 法 
に よる 測定 方 法 の 案 が 作成 きれ た パ ⑲。 

(d) 日 本 放射 性 同位 元素 協会 

昭和 40 年 に 同 協会 理工 学部 会 に 中 性 子 水分 計 お よび 
ガン マ 線 密度 計 専 門 委 員 会 が 設 必 さ れ , 測定 方 法 の マニ 
ミア ル を 作成 する こと を 目標 と し て 活動 が 開始 きれ た 。 
まず 初め に 着手 され た 水分 計 お よび 密度 計 の 安定 性 に 関 
する 共同 実験 の 結果 , 全体 と し て は 予想 以上 に 突 定 性 が 
よい こと が 見 出さ れ た *W%。 前 述 の 建設 機械 化 協会 に よ 
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る 比較 試験 結果 を 参考 と し て , さら に 明確 な 結論 を 導く 
た めこ れ と 同種 の 比較 試験 が 企画 され , 4 年 9 月 に 実 
施さ れ た 。 結果 は 近く 取り まとめ の うえ , 公表 され る 
定 で ある 。 


5、 今後 の 問題 点 


土 の 密 度 お よび 含水 量 が 非 破壊 的 に , か つ 数 分 以内 で 
迅速 に 測れ る と いう こと は 土木 界 に と っ て 革命 的 と き 
えい える こと で あり , RI 法 の 利用 は 土木 時 に お いて 飛 
虫 的 に 発展 する と 当初 関係 者 間 に お いて 考え られ て いた 
が , 実際 に は 必ず し も そう で は な い 。 そ の 大 と し て は 
RI 使用 の 決 的 規制 。 測定 器 の 価格 現場 計器 と し て の 
臣 邊 性 な ど に 関し て いろ いろ の 理由 が あげ られ る が , 実 
用 計器 と し て 解決 すべ き 問題 は 、 やはり 何 を お いて も ま 
子 測定 方 法 の マニ ュ ア ル を 作っ て 利用 の 便 を は か る こと 
が 第 一 と 考え られ る 。 こ の た め に は RI 法 の 特性 を 一 層 
明らか に する こと 、 典 正 曲線 の 作り 方 に つい て 実用 の 範 
囲 で で きる だ け 簡 便 な 方 法 を 見 出し , か つ 作り 方 の 統一 
を は か る こと 。 在 来 法 と 比較 し て それ ぞ れ の 特徴 お よび 
欠点 を 明らか に する こと が 必要 で あろ う 。 特 に そう 入 弄 
計器 に つい て の 在 来 法 と の 比較 は 今後 に 残さ れ た 問題 で 
あり , また これ に 関連 し て 導 財 の 寸 誌 な ら びに 材質 お よ 
び 設 財 方 法 の 検討 が 残さ まれ て いる = 


6. む お す び 


現在 の と ころ , RI 法 の 利点 は 必ず し ゃ 十分 活用 し つ 
くさ れ て いる と は いい が た い 。 今後 さら に RI 法 を 実際 
に 役立た せる た め に は , 前 述 の よう に マニ ュ ア ル の 作成 
を 週 め る こと は も ちら ん , 最終 的 に は JIS の 形 で 測定 方 
法 の 規格 化 を は か る こと が 重要 で あろ う 。 こ の た め に は 
国内 関係 者 と の 協力 ば か り で な く 。 的 な 資料 お よび 
意見 交換 の 必要 性 は ます ます 高まっ て ゆく も の と 考え ら 
れる s 
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東京 国際 見 本 市 見 開 記 


国際 見 本 市 は 。 4 月 18H 環 
か ら 5 月 7 日 まで の 20 日 間 , 東京 都 中 央 区 の 
靖 海 全 場 で 開催 され た 。 こ の 見 本 市 は 昭和 30 年 
(1955 年 ) か ら 1 年 お き に 開催 され で 
の で ある が , 欧州 の 古い 歴史 を 持つ 有名 な 見 本 
市 , た と えば 東ドイツ の ライ プチ ヒ , 西ドイツ 
の フラ ンク フル ト , フラ ンス の パリ , イタリア 
の ミラ ノ な どの 見 本 市 と 比べ る と , 歴史 は 浅い 
けれ ども , 規模 や 内 容 , 入場 者 致 , 取 引き 高 な 
ど で は , 国際 見 本 市 遼 盟 加入 の 見 本 市 の うち で 
も 上 位 に ラン ク さ れる も の に 成長 し て き て いる 
と いわ れ て いる 。 前 回 の 第 6 回 見 本 市 で は 入場 
音 散 260 万 人 , 成約 額 230 億 円 で , そ の うち 輸出 29 久 , 
夫 入 11 少 , 国内 6O 少 と いう こと で 成果 が 大 い に あ が 

5 た と 評 さ れ て いる 。 

き て 今回 の 東京 国際 見 本 市 の 規模 を 見 て みる と , 会 場 
面積 は 188.500 m。 展示 面積 は 91.900m* に 憶 し て い 
る 。 展 示 館 は 恒 入 展示 館 。 新設 展示 館 , 特設 館 な ど を 合 
め て 17, その ほか に 約 15600m* の 屋外 展示 場 が あ 
る 。 出品 者 数 は 約 2,300 社 , 小間 で いっ て 約 4,500, 
約 10 万 種 の 品物 が 展示 され て いる と いう 。 参 加 国 は , 
日 本 の ほか アル ゼン チン , オー スト ラリ ア , オー スト リ 


て いる 


ア , ベル ギー,。 ブル ガリ アプ, ビル マ , 中 華 キュ ー 
バ , チェ コス ロバ キア , デン マー ク , 東ドイツ , エル サ 
ル バ パドル, フランス, インドネシア, イスラエル , イタ 


リア , 大 韓 民 国 , マ レー シア , メ キシ コ , モ ロッ コ , オラ 
ンダ , ナイ ジェ リア , フィ リピ ン , ポー ラン ド , ルー マ 
ニア , 南ア フリ カ 共 和 国 , スー ダン , スエ ー デ ン , ノー 


用 用 川 川 川間 
| 山 中 中 中 


HL 


写真 2 1 号館 内 部 
* 建設 省 剛 東 地方 旭 設 局 概 械 課 


人徳 


田 


写真 一 ! 正門 入口 の 風景 


ルウ ェ , スイ ス , タイ , イ ギリ ス , アメ リカ , ツ 連 , 西 ド 
イツ の 合計 36 カ国 で , イン ド ネ シア , 韓国 , マレ ー シ 
ア , ナイ ジェ リア , フィ リピ ン , ノー ルウ ェ の 6 カ国 が 


初 参加 , 前 回 の 30 カ 国 と 比べ て 6 カ国 の 増加 で あっ た 。 
会 期 も 終 い 一 日 , 東京 駅 か ら 晴海 へ 向かう 。 数 
斉 屋 橋 に 出 て 左折 し た の だ が , 銀座 か ら 会 場 へ の 道 は 三 
原 橋 を 過ぎ る あたり か ら 混 み は じ め , 一 寸 刻み の 運転 で 
隣り を 走る 鈴なり の パス か ら ゃ も 会場 の 混雑 の ひど さ が 予 
起 さ れる 。 駐 車場 で どう や ら ス ペー ス を 見 つけ て 会 場 入 
日 に た どり つい た 時 に は , 30 分 以上 も ふか か っ て いた 。 
会 場 入口 に は , 参加 し て いる 36 カ国 の 国旗 が た か だ 
か と 掲揚 され て いて 壮観 で ある 。 入 口 を 入っ て すぐ 左手 
に は , ドー ム 形 の 1 号館 か ら 2 3 号館 と 続き , その 
先 に 屋外 展示 場 が あっ て , トラ ッ ク ク レー ン の 高い ブー 
ム が そびえ 立っ て いる の が 劉 ま れる 。 左手 は 9 号館 か ら 
は し まっ て 6 号館 まで 建ち 並び , 屋外 展示 場 横 の 広場 に 
は 型 火 公 と プラ スチ ッ ク 製 の スキ ー ゲ レン デ が 作ら れ 
て いた 。 礼 幌 オリ ン ピ ッ ク を 控え 。 オリ ン ピ ッ ク の イ 
を ダブ ら せ て スキ ー 用 具 を 売り こも うぅ 


が アリ アリ と うか が われ た 。 
色 あ ざ や か な ち き れ ん ば か り に か 
グル ー プ や , 目的 の も の 

E 早 下 に 歩く 


若い サラ リー 
まだ 基 


で 豆 ん で 8 
る し い 動き の 中 に も 色 ど り が 
・ 何 か 華やか で , な ご や か な 感じ が 強い 。 


な いる コ 


よう だ , 
いう こと や 大阪 を 合 め る と 14 回 も 
に な たり, 主催 者 や 出品 者 側 で 会 場 構 成 や レイ アウ ト 
に 十分 な 配慮 が 行き と どく よ うに な っ た こと , また 国際 
見 本 市 その も の が 商取引 の 場 と いう より むし ろ 商 品 や 企 
業 の イメ ー ジ を 植え つけ る た め の PR の 場 と し て 考え ら 
ルー た > て きた こと な ど が その 原因 な の で あろ 

。 各社 と も 明る い 色 を 使っ て , その 企業 と 商品 
時 を を 売り 込ん で v う で ある 。 と こと と に 三 
住友 三井 , 松下 , 川崎 , 神鋼 , 古河 な ど , 日 本 
の 人 衣 的 な 企業 集団 が ね お の お の 斉 下 の 企 業 を 人 し て 展 


示し て お り , “世界 に 伸び る "日 本 の 企業 の 姿 を 示し て 
いた 。 
今度 の 見 本 市 で は , 出品 者 の 力 の お き 方 が カラ ー テ チレ 


ビ や ステ レオ な どの いわ ゆる 高級 な 耐久 消費 財 に 大 きく 
な っ て いる よう に 見 受け られ た 。 派手 な 飾り 付け と , 人 
気 歌手 や 落語 家 な ど を 運 れ だ し て の アト ラク ショ ン で 人 
を ひき つけ , カラ ー テ レビ で それ を 写し て みせ て いる 。 
バカ バカ し い ほ ど は な ば な し V 実 演 合 戦 で あっ た が , と 
に か く 人 気 の ま と と な っ て いた . 

外国 か ら の 出品 も 少し 向き が 変わ っ て き て いる よう で 
ある 。 完全 な 自由 化 の 予想 され る こと , 日 本 の 国民 所 得 
も 伸び , 生活 水準 も も が っ て き て いる こと な どか ら , 大 
衆 消 細 市 場 を ね ら え と いう の で あろ う が , た と えば は 西 ド 
イツ で は , 前 回 まで 機械 類 が 多かっ た の と 対照 的 に , 今 
回 は 消費 財 が 多く な っ て お り , 吾 所 用 品 , ガラ ス 如 具 
カー ペッ ト , テ レビ な どの 電気 製品 や 時 計 な ど を 適当 な 
了 明 の も と で 落ち 着い た 雰囲気 で 展示 し て いる し , スイ 
ス も , 特設 館 を 設け て 売り も の の 精 鶴 機械 の ほか , カメ 
ラ , ス ポー ツジ 用品 , 香料 , 宝石 な どの 高級 品 を 展示 し て 


華中 と な っ て し まう 。 見 て い る 人 も , 入口 に 近い 展示 館 


の 展示 物 は 割合 ゆっ くり と 時 間 を か け て 見 て いる よう だ 


写真 5 プレ ハブ 住宅 の 展示 


が , 終わ り と な る と , 疲れ の た めで あろ う , よほど 興味 
を ひく も の で な いと 立ち 止ま ら な いよ う で あっ た 。 
最初 の 展示 館 で も あり , 一 般 受 け す る と いう こと も あ 
っ て , 一 番 人 気 の あ っ た の は 1 号館 で あっ た 。 話題 の 集 
積 回 路 1C や , それ を 使っ た テレ ビ , ラジ オ な どの ほか 
クー ラ , カラ ー テ レビ , 台所 セッ ト , 電子 レン ジ , テー 
プレ コー ダ な ど , " 夢 " に みち みち た 商品 が 所 せま いま 
で に 並べ られ て いる 。 こ こ は 三 菱 , 住友 , 日 立 , 三井 
松下 な ど が グル ー プ で 企業 を 売り 込ん で いる 所 で , それ 
だ け に 他 に 負け じ と 腕 を 奮っ た 装い で , 天井 まで も 達 す 
る よう な 鉄 パ イプ の モニ ュ メ ント や 0 
示 小 間 が 所 せま し と 建ち 並び , 特 ! 
に は , わざ わざ 舞台 を 作っ て 歌手 な どの 実 濱 を や ら せ 
それ を 受像 し て 色 の 美しき を PR し て いる 。 

その 隣 で は 給水 か ら 脱 水 ま で 一 済ま せる 洗濯 機 の 
模型 も , 典 さ ん らし い 人 た ちの 注目 を 集め て いた 。 また 
“あな た の 秘書 "と いう 看板 を 下げ た 電子 計算 機 が 観覧 


者 の 質問 を テキ バキ と 片付け て みせ て , 着い 人 た ちの 人 
気 を 集め て v 超大 型 タ ンカ ー や 発電 用 原子 炉 の 模型 
も , 話題 の も の だ け に 多く の 人 の 足 を 引き と め て い . 


カメ ラ や 時 計 は 日 本 の お 得意 の も の で ある 。 カ メラ は 硫 
新鋭 機 が 展示 され で いて , 思わ ず た め 息 の で る ほど の も 
の で あっ た 。 " 手 を 触れ な いで "と いう 展示 品 の 多い な 
か で , 天井 か ら カ メラ を つる し て 自由 に カメ ラ の 感触 を 
楽し ませ て いた の は , 品物 の PR 法 と し て は ちょ っ と イ 


1 電設 の 機械 化 (第 209 生 ) 


カ す も の で あっ た 。 時 計 も , 外国 品 と 小間 を 並べ て 性 能 
を 錠 っ て いた 。 人 外国 品 は ダイ ヤ モ ン ド や エメ ラル ド な ど 
の 宝石 を ちり ば め た 100 万 円 も する よう な 高級 な 装飾 的 
な も の を 並べ て いた の に 対し , 日 本 の も の は 実用 品 本 位 

! 示 で , その 京 対照 的 で あっ た 。 時 計 と いえ ば スイ ス 
の も の は 「 や は りさ す が に 」 と 思わ せる も の で 。 
す の 婦 人 用 時 計 , 厚 さ 1.12mm の 時 計 世界 一 小 
計 , も っ と ゃ 複雑 な 時 計 等 々 , その 時 計 工 業 の 称 
を 集め た も の で , た だ た だ 感嘆 する の み で あっ た 。 
外国 政府 商社 の 出品 は , 大 体 3 号館 に まとめ られ て い 
る 。 そ れ ぞ れ お 国 柄 を よく だ し た 展示 で , 商売 を し な が 
ら そ の 国 を 理解 させ る と いう 風 で あっ た 。 オ ー ス トラ リ 
こ 大 き な 展 示 面 積 を と っ て 意欲 的 な と ころ を み 
た 。 食 品類 か ら 工 具 , 食品 加工 機 な ど バ ラ エ ティ 
に 富ん で いた が , と り わ け そ の ワイ ンコ ー ナ ー は 80 竹 
あま り の 赤 , 至 , こはく 色 な どの ワイ ン を な ら べ 。 試飲 
コー ナー も 設け て オー スト ラリ ア の 味 も た っ ぷり と 味 わ 
わせ る 趣向 で あっ た 。 ま た 皮 製 品 も 多く , 病人 の 床ずれ 
を 防ぐ た め の 羊 皮 の クッ ショ ン , マッ ト な ど は 長く 病床 
に ある 人 に は 非常 に 便利 な も の で あろ う 。 ス キー の 本 場 
オー スト リア の スキ ー 用 具 も 見 事 で あっ た 。 ケ スレ ー 
クナイ スル な ど , わが 国 で も よく 知ら れ 
た 逸品 に スキ ー 狂 らし い 人 た ち が お ら が っ て いた 。 ペ ベル 
ギー の 出品 し て いた 銃 も 注目 を 集め て いた も の の 一 つ で 
ある 。 冷 い 感 じ の 銃身 に 魅せ られ た よう に 淫 視 し て いた 
人 が あっ た が , きっ と マニ ア な の で あろ う 。 イ タリ ア の 
カメ オ や オラ ンダ の ダイ ヤ , スー ダン の 綿 箇 品 , エル サ 
ル バ パドル や メキ シコ な どの ユー ヒ , ブル ガリ ア の 果実 な 
ど , 楽し く 見 られ た 。 初 参加 の マレ ー シ ア や ナイ ジェ リ 
ア な ど は , お 国 自慢 の パイ ナッ プル 白 や 織物 , 木 膨 り な 
どの 民芸 品 を 多く 出品 し て , お 国柄 を PR し て いた 。 
専門 の 見 本 市 が 開か れる た めで あろ う が , 工作 機械 
自動 車 , 油圧 機器 な どの 展示 は 割合 に 少な いよ う で あっ 
た 。 し か し , 出品 され た も の に は 、 的 に 新しい 分 野 
に 取組 むと いう 感じ の も の が 多い よう に 思え た 。 


き v 


フィ ッ シ ャ ー, 


写 邊 一 7 話題 を よん だ 大 型 ショ ャ ベル 
わが 国 の 企業 が 力 を 注い で いた の は , 前 に ふれ た 高級 
厨 色 消費 財 の ほか , 大 型 の 建設 ・ 茶 役 運搬 機械 で あっ た 。 
建設 機械 な どの 展示 場 は 会 場 の 南 門 正面 に あたり , 東京 
湾 か ら の さわ や か な 王 月 の 風 が 屋内 展示 場 の 人 ご み の 中 
か ら 開 放さ れ た 観客 の 類 を 気持 ちよ く な で て くれ る 。 ク 
レー ンジ ブー ム や アー ス ド リ ル の 高い や ぐら が 大 空 に そそ 
り 立 ち , 思い 思い に 展示 され た 建設 機械 は , 屋内 展示 場 
の けん 騒 と 興奮 の 中 か ら 出 て きた 観客 に 重 建設 機械 の も 
つ 落 ち つ き と 力 強 さ を 強く うっ た えた よう で ある 。 
わが 国 の 建設 機械 の 主 ガ る 建設 機械 展示 
会 を 見 た こと の ある 者 に と っ て は , 量 的 に いさ さか 物 た 
じ が し な いで も な い が , 質 的 に は な か な か すぐ 
れ た 見 ご た え の あ る も の が 出品 され て お り , 建設 機械 メ 
が 感 ぜ られ る も の で あっ た 。 二 , 三 目新し い 
機械 で 目 に つい た も の を 紹介 し て みよ う 。 
まず 圧巻 は , 何と いっ て も 神戸 製鋼 の P 避 耳 1600E 
大 型 パ ワー シ ョ ベル で あろ う 。 デ ィ ッ パ 容 量 4.6 mi 全 
装備 重量 225t の 巨体 は 。 わが国 建 設 機械 業界 の 実力 を 
府 示 する に 十分 で あり , また 4.6m' ディ ッ パ で バ ヤ リ 
ー ス オレ ンジ の 次 缶 何 個 を すく うこ と が で きる か と の ク 
イズ も あっ て , 応募 用 紙 を も っ た 観客 が な せら が り , ショ 
ー と し て の 演出 も な か な か の も の が あ 
きら に ショ ベル 系 掴 削 機 に , わが 国 で は 全く 新しい タ 
イプ の ハイ ドラ クス カベ ペー タ ( 住 友 ・ リ ンク ベル ト HC 
-2000) が 目 に つい た 。 トラ ッ ク マ ウン ト 式 で 最高 時 
速 80 km/hr の 機動 性 を も ゃ ち , 360" 全 旋回 全 油 圧 駆動 


ー8 屋外 展示 場 
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写真 一 9 セグ メン ト を 利用 し た 装飾 
の 作業 装置 は , 従来 の 油圧 式 パ リー ショ ベル , バッ ク ホ 
ウ の 動作 に 加え て パケ ッ ト が ブー ム 中 心 線 に 対 し 左右 
80* の 回 転 が で きる と いう 特徴 を も っ て いる 。 正確 で 敏 
速 な みぞ 握り と 側 堅 の 整形 が 容易 に で きる と 思わ れ , 今 
後 の 活躍 が 期待 る 機種 で あろ う 。 

トラ クタ 系 機械 で は 日 ご ら か ら な じみ の 深い 各社 自慢 
の 多く の 機種 の 展示 が 見 られ た が , 特に 東洋 運搬 機 製 の 
トラ クタ ドー ザ 180 TU の 偉 容 が 目 な つい た 。 こ れ は 自 
重 18t, 140PS の エン ジン を 装備 し た いわ ゆる タイ ヤ 
ドー ザ で ある 。 タ イヤ ドー ザ の 和 機 動 性 の よい こと は いま 
さら 説明 する 必要 も な い が , 土質 の よい アメ リカ で 盛ん 
に 用 いら れ て いる 。 この 機種 も , か っ て わが 国 の 土質 と 
高い 自然 合 水 比 の 前 に あえ な く 退 いた こと が あっ 
か し わが 国 の 作業 条件 を 満足 する 新しい 形 の タイ ヤ が 作 
れ な いも の か と 思う と き , あら た め て 製作 に 着手 し た 勇 
気 と 意欲 を た た えた い 。 
ュー を 履い た 日 特 の 湿地 用 ブル ドー ザ に 並ん 
で , 住友 ・ ハ ノ マ ー グ の 次 が 見 られ た 。 わ が 国 で は 従来 
か ら 履 帯 式 の トラ クタ の 起動 輪軸 は 回 転 し な いと いう 常 
藤 (? ) が あっ た が , 車体 と フレ ー ム を 別に 備え た シャ 
フト で 連結 する こと に より 新しい 形 の 伝導 機構 が も ち 込 
まれ た わけ で ある 。 

最近 の 基礎 工事 用 機械 の 発達 を 目のあたり に 見 せる も 
の と し て , 457 斜 打ち 可能 の パイ ルド ライ バ (H 川 島 コ 
ー リ ング ), 2me を 押 前 する アー ス ド リ ル (加藤 製作 
所 ), リ パ ー ス サー ョ * ーション ドリ ル (6001,500 
RC5 型 ) が あり , さら に 7 速 の カッ クタ を 備え て 一 度 に 
ウォ ー ル の 現場 打ち を 可能 に し よう と いう 利根 ポー リン 
ダ の ロン グ ウ ォ ー ル ドリ ル に 有 目 を ひか れ た 。 

僕 山 機 械 と し て 作ら れ て いる 三井 三池 の ロッ クロ ー ダ 
が , 他 の 土工 機械 と 並ん で 服 れ て いる の も , さす が 
国際 見 本 市 を 思わ せる 。 最近 の 道路 工事 な ど で は , 震 を 


写真 一 10 


南 本 か ら 帰 っ て 来 た 雪 上 車 


as 


1 屋外 展示 場 (ロン ダグ ウォール ドリ ル ) 


処理 する こと が し ば し ば 問題 に な っ て いる 折 , 見 る 人 に 
非常 な 参考 に な っ た の で は な か ろう か 。 

特殊 車両 で は , 小型 な が ら 強 力 な ウィ ンチ と 簡単 な 土 
工 板 を 装備 し , 車体 前 後部 を 1 本 の セン タビ ン で 連結 し 
て 森林 地帯 で の 機動 性 を 大 きく し た 林内 作業 車 (三菱 F 
T 2 形 ), 南 極 観測 隊 と 行動 を と も に し , 労苦 の 跡 も 生々 
し ゅ 小松 の 雪上 車 な ど , 観客 の 注目 を あび て いた よう で 
ある 。 そ の 他 油 圧 に よる 二 連 ピス トン を 用 いた トム モン 
コンクリート ポン プ 車 ( 軸 紅 飯田 ) も 新しい 機構 の コン 
クリ ー ト ポン プ と し て 興味 を 覚え た 。 

* 円 * 

今回 の 見 本 市 で は , 入場 者 数 281 万 人 , 成約 額 (見込 
額 ) は 266 億 5,000 万 円 で , 輸出 は 全体 の 27.7 史 , 輪 
入 は 9.3 錠 , 国内 63 久 と 発表 され て いる 。 そ の うち で 
建設 ・ 茶 役 機械 で は 約 63 億 円 の 成約 見 通し で ある と の 
こと で ある 。 

天気 に めぐ まれ た こと や , 景気 の 波 が 上 向い て いる こ 
と な ども あっ て 。 前 回 より も よい 成果 を 挙げ 得 た と 関係 
者 は み で いる よう で ある 。 
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遠く 南米 の 地 " リ り リマ" より 


隊 イン ディ オ の 目 ざ め る と き は いつ か 

ベル ー は , ラテ ン ア メリ カ 諸 国 の 中 で も 特に 「 イ ン デ 
ィ オ 」 の 多い 国 で , 全 人 口 1200 万 人 の 40 祖 は イン デ 
ィ オ と いわ れ て いる 。 残 り は 白人 18 久 , メ ステ ィ ツ ( 混 
血 ) 30 少 その ほか 各 外 国人 な ど で あ る 。 混血 は 単に 人 
数 が 多い だ け で な く , スペ イン 人 , イ タリ ア 人 , ド イツ 
人 , イン ディ オ の 血 が 衣 代 に わた り 混 合 さ れ て お り , 種 
々 雑多 で ある 。 自 人 の 多く は リマ お よび 海岸 地帯 の 都市 
に 住み , 上 流 階級 の 大 多数 を 占め て いる 。 

ペル ー は , スペ イン 植民 地 時 代 の 南米 統治 の 中 心 で あ 
り , また 最後 の 牙城 で あっ た 。 少数 の 太 園 令 詩 的 な 大 地 
詩 に よる 土地 所 有 が 古く か ら 確 立 し , 彼ら の 子 陸 で ある 
30 家族 に よっ て 国 が 支配 され て いる と いわ れる ほど で 
ある 。 こ の よう な 歴史 的 社会 的 な 理由 か ら , 他国 で は 
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原色 の 衣装 や 奇 坂 な お 面 を つけ て 村々 を ね り 歩 き , 


ご も き し い ょ ん いき が 妃 り あがる 
・ 三間 物産 (株 ) リマ 時 在 員 
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見 られ ぬ 社 会 的 構造 で 少数 の 自 人 上 流 階 級 と 大 多数 の 
イン ディ オ か ら な る 最 下級 居 の 間 に は , 大 き な 名 賞 の 基 
が み ら れ る 。 

人 口 の 大 多数 を 占め る イン ディ オ は 予 沢山 で , 屋根 も 
ある か な し か の 相 末 な 土 上 の 家 に 住み ,。 あま り 風 呂 に も 
入ら な い 普 な が ら の 生活 を し て いる が , 自分 た ちの み じ 
め さ に は それ ほど 気がつい て いな いよ う で ある 。 こ の 無 
気力 な イン ディ オ た ち が , あの すばらし い 文 明 を 誇っ た 
イン カ 帝 国 の 子 珠 と は 想像 る で き な い 。 彼ら の 栄光 の 細 
は , 1532 た っ た 180 名 の 兵士 と 27 頭 の 己 を ひ 
きい た フラ ン シ ス コ ・ ピ サロ に イン カ 帝 国 が 滅ぼさ れ た 
と きか ら 消え 去っ て し まっ た の で あろ うか 。 

ペル ー に は 中 産 階級 が ほとん ど 存 在 し た いと いわ れ て 
いる 。 こ れ は ベル ー の 工業 化 , 近代 化 を 進め る に あたっ 
で 大きな 障 害 と な っ て いる 。 本当 の ペル ー の 近代 化 は , 
大 多数 の 無 気 カ イン ディ オ が 長い 冬眠 か ら 目 を さま 
し , 自己 に 目 ざ め た と き で あろ う 。 そ れ は キュ ー パ の よ 
うな 革命 の 形 で あら われ る か も し れ な いし , 工業 化 と と 
も に 進む 歩幅 の 狭い 社会 改革 の 形 で 行なわ れる か も し れ 
な い が , いずれ に せよ 。 ま だ まだ 長い 道のり の よう な 気 
が する 。 


較 いつ で も 合 服 で 間に合う 気候 


ペルー の 海岸 地帯 は 不思議 に 雨 が 降ら な い 。 海 状 地 帯 
に ある 首都 リマ を 中 心 と し た 南北 2.000 km の 地域 は 


。 】 
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まっ た く 草 木 も 生え ぬ 土 河 で , リマ ッ ク 
河 の か ん が い に 依 存 し て きた リマ は , 土 
下地 帯 に で きた オア シス の 街 と いっ た 感 
し で ある 。 リ マ は 世界 地図 で みる と 南 科 
約 12 度 に あり , 熱帯 に 属し て いる が , 
ペル ー 沿 岸 を 流れ る フン ボル ト 寒 流 の 影 
質 で , 気温 は 必ず し も 高く は な い 。 日 本 
の よ うに 四季 は な く , 夏期 2 月 5 
月 ) と 冬期 C6 月 一 11 月 ) に 分 か れる 
が , 夏期 に ゃ 最高 気温 は 摂氏 30 度 を 越 
える こと は 少な く , 入 期 の 最低 気温 は 
12 度 程度 で , 年 間 平均 は 22 度 前 後 で あ 
る 。 

リマ の 夏 は 美しく 長く 続く 。 リ マ の 空 
を お お う 低 く た れこ め た 裳 や 痛 の よう な 
ぬか 雨 も 11 月 中 旬 か ら 姿 を 消し , 青空 は 
月 に し みい る ば か り で ある 。 木 々 は 青々 と 輝き , ブー ゲ 
ン ビ リヤ , ゼラ ニウム, パラ や , その ほか 南国 の 花 が 住 
宅 街 や 並木 道 , 町 に 散在 する 小 公園 に 咲き 誇る 。 日 中 の 
日 ざし は い が , 海 か ら の 風 は 冷た く , 木藤 に 入る と ひ 
ん や りす る ぐら いで ある 。 夜 も 日 本 の 夏 と 違っ て 区 く て 
寝 られ ぬ と いう こと は な い 

し か し , リマ も 6 月 ご どろ に な る と だ ん だ ん と ゆう うつ 
な 冬 に 入る 。 気温 も 次 第 に 肌寒く , 灰色 の 等 が 次 を お ろ 
し , 填 爾 で 髪の毛 が 白く 光る 日 も ある 。 そ れ な の に 車 を 
小 ー 時 間 か か っ て アン デス の 山 に 向かう と , 道中 は 夏 の 
よう に 気温 も 高く , 青空 も 見 え , 頂上 まで 行け ば 雪 の 山 
肌 が 青い 空 に その 輪郭 を 清々 し く 浮 ば せ て いる 。 冬 と い 
っ て も スト ー プ の お 世話 に も な ら ず , 結局 り リマ は 夏 も 冬 
も 合 服 で な ん と か 間に合う の は あり が た いこ と で ある 。 


固 独特 の 風味 “アン ティ クー チョ 
リマ や その 他 の 沿 状 都 市 の 勤労 者 は 労働 沙 の お か げ 
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全 人 口 の 70 多 が 地方 で 農 牧 に 従事 し て いる 。 
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近代 的 な アパ ー ト が 多い 。 
で 午前 と 午後 の 労働 時 間 の 間 に 3 時 間 の 休憩 を と る こと 
が で きる 。12 時 に な る と , 家 に 帰っ て 家族 と ゆっ くり 
食事 を し た り , 慎 寝 と を し た りす る 。 こ この 人 た ち は 非 常 
に 時 間 を か け て で た くさ ん 食べ る よう で ある 。 

ペル ー 料 理 の 特色 は ,「 ア ヒ 」( と お が らし ) を 使っ た 
E リ ヒ リ す る も の が 多い こと で ある 。 米 も よく 食べ る 
が , ニン ニク を つぶ し た も の に , 塩 , 油 を 加え て 硬め に 
炊く た め , ボロ ボロ する うえ に ニン ニク の 匂い が する の 
で , 慣れ る まで は ちょ っ と 食べ られ な い 。 

ペル ー の 代表 的 な 料理 に 「 ア ン テ ィ ク ー チ ョ 」 が ある 。 
アン ティ ター チョ は 牛 の 心臓 を 酢 と ア ヒ を 小さ くき ざん 
だ 「 タ レ 」 に つけ , 中 に さ し , 褒 火 で 焼い た も の で , 日 
本 の 「 も つ 焼 き 」 と いっ た と ころ で ある 。 ア シン ティク ー 
チョ は どこ の レス トラ ン で も 食べ られ る が 。 夕 方, 街角 
で イン ディ オ の お ば さん の 焼く 1 本 1 ソール 20 セン タ 
ボ ( 約 16 円 ) の が 一 番 お いし いよ う で ある 。 こ れ に バ 
スタ ン テ (た くさ ん ) アモ を つけ て ト オ モ ロコ シ , ジャ 
ガイ モ と いっ し ょ に 食べ る 。 ペ ルー は ジャ ガイ 
モ の 原産 地 で , その 品種 も 多種 多様 ,240 種 以 
上 や も 種類 が あり , その 味 は 世界 一 で ある 。 

リマ に は 約 4 万 人 の 日 系 人 が いる の で , と う 
エ , みそ 。 し ょ う 油 , か ま ぼ こ , そば , うど 
ん , も ち 菓 子 な ど , ペルー 産 の 日 本 食品 も 手 に 
入る 。 現在 , ベル ー は 日 本 を ぬい て 世界 一 の 漁 
獲 量 を 誇り , 近海 で は , まぐ ろ , ボニー ト (か 
つね お ), ひら め , た い , た こ , いか , うに , あ 
わび が 閥 れる か ら , 刺身 、 酢 の 物 も 食べ られ 。 
日 本 人 に は 住み よい 所 と いえ よう 。 


較 楽天 的 な ペル ー 人 の 生活 ぶり 


リマ に 来 た 旅 行者 が まず 驚く こと は , 粗末 な 
屋根 の 土 難 の 家 と , 街 を 走る 古い 自動 車 で あろ 
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当地 に は 車検 な ど な い か ら , テレ ビ の 「 テ アン 
タッ チャ ブル 」 で エリ オッ ト ・ ネ ス 愛 用 の , 後 
部 の 座席 が 向かい 合っ た 1930 年 代 の 箱 型 邊 動 
車 が 堂々 と 走っ で いる 。 タ クシ ー に は メー タク が 
な いか ら , 旅行 者 と みれ ば 平気 で 2, 3 倍 の 料 
金 を か ふっ か ける 。 古い お ん ぼろ タク シー も ゃ 新車 
同様 , ある い は それ 以上 の 料金 を 請求 する 。 あ 
る 駐在 員 氏 が , あま り 高 い の で 運 ち ゃ ん に 文句 
を いっ た と ころ , 「 修 理 に 金 が か か る の で ね え 
3 」 と の ご 挨拶 に は マイ ッ タ 由 。 

この 国 の 人 た ち は ,「 ベ ルー は 豊か な 国 だ 」 
と 言う 。 し た が っ て の ん びり し て お り , 心配 ご 
と が あっ て も , 困る 隙間 まで は 取り 越し 苦労 は 
絶対 し な い 。 人 生 を 購 い 苦し い 面 か ら 見 ず , 明る く 楽 し 
い 面 か ら だ け 見 て いる よう で ある 。 ゆ うう つ な サ ラリ ー 
マン は 見 あたら な いし , 何より も 自己 の 生活 を 楽し み , 
大 切 に する 。 

こう 言う と 楽し いこ と ば か り の よう で ある が , 土着 の 
人 々 の 自己 の 生活 に 非常 に 比重 を お いた 環境 の 中 で , 私 
た ち は 仕 事 第 一 主義 を モッ トー に 時 間 を か ぎら れ た 大 事 
な 仕事 を 進め ね ば な ら ぬ わけ で ある か ら , この へ ん に 私 
た ちの 仕事 上 の 悩み や 苦し み が ひ っ きり な し に 湧い て く 
る 。 そ し て この よう な 悩み や 苦し み が な く な る と , いわ 
ゆる 「 南 米 ボ ケ 」 と いう 次 第 で ある 。 


陣 ペルー の 建設 事情 


資金 か 技術, 機械 まで 一 切 を 日 本 か ら 提 供し 三井 
手 で 建設 中 だ っ た ペル ー・ タ ク ナ の 電源 開発 , か 
- 事 は , 去る 1 月 27 日 に 行なわ れ た 第 一 発電 所 
商工 式 を も っ て , その 第 一 期 計 画 を 無事 完了 し た 。 

疲 工 式 に は , ペル ー 国 首相 以下 関係 開 僚 , 各界 名 土 
が 多数 出席 し , 研 大 に 行なわ れ た 。 こ の 工事 完成 で , 約 
35.000 kW の 発電 が 可能 と な り , 下流 地域 の かんがい 
に や 多大 の 買 献 を する こと と な っ た 。 

タク ナ 総 合 開発 計画 は , 昭和 34 年 12 月 , 電源 開発 
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が み の っ て , 美しい 花 が 見 られ る 。 


(株 ) が ペル ー 政 府 の 要請 に より , 同国 の 電源 開発 基礎 
調査 の た め 日 本 政府 の 援助 を うけ , 技術 者 を 現地 に 派遣 
し た こと に さか の ぼる 。 そ の 時 以来 日 本 ・ ペ ルー 両 政 
府 開 の 交渉 。 調査 団 の 再 派遣 . ペ ルー 側 の 法 的 措置 な ど 、 
多く の 予備 段階 を 経て , 37 年 4 月 物産 。 電源 開 
発 , タ ク ナ 公団 の 三 者 間 で タク ナ 計 画 に 関す る 基本 約 
が 結ば れ た 。 これ に より 日 本 側 は , 12 年 間 の 工期 を も 
っ て 電源 開発 の コン サル タン ト 業 務 を 含め , 総額 4,000 
ドル を 融資 し , 発送 電 。 か ん が い , 道路 な どの 工事 を 
行なう こと と な っ た 。 

ペルー は, 広大 な 土地 と 鉄 , 銅 な どの 地下 資源 に 恵 ま 
れ な が ら , 水 と 電力 の 不足 か ら 産 業 の 発達 が 遅れ て お 
り , この 開発 は 同国 の 発展 に 大 き な 意義 を も っ て いる 。 

着工 後 , ペル ー に 起き た 政変 や 現場 の 思わ ぬ 湧 水 な ど 
の た め , 当初 の 予定 より も や や 遅れ は し た が , 弟 一 期 計 
画 は 成功 神 に 完成 で きた 。 

開発 計画 は 山 ほ ど あ る が , 後進 国 。 特 に 南米 一 般 の 常 
と し て , これ を 実行 し , 完成 に まで 消 ぎ つけ る の は 極め 
て まれ で ある 。 こ の 中 に あっ て , さま ざま な 悪 条件 と 閲 
いな が ら 予 定 ど お り に 工事 を 完成 させ た 努力 は ペル ー だ 
け で は な く , 中 南米 各国 で 高く 評価 され て いる 。 
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[ 新 機種 紹介 ] 


住友 <: ハ ノ マ ー グ 
K7B ト ラク タ シ ョ ベル お よび ブル ドー ザ 


1. ま え が き ぎ 

本 機種 は , 住友 機械 工業 (株 ) が 欧州 の 代表 的 トラ ク 
タメ ー カ で ある 西ドイツ ・R・ ハ ノ マ ー グ 福 と 技術 提携 
し て 国産 し (日 特 金属 工業 (株) で 製造 ), 本 年 8 月 に 著 
売 を 開始 し た も の で ある 。 

以下 , その 構造 , 性 能 の 概要 を 紹介 する 。 


2. 概 要 


本 機種 は 耐久 性 と 能率 を 主眼 に 設計 され て いる 。 す な 
お わ ち 。 車両 の 基幹 と な る メイ ン フ レー ム , トラ ッ ク フ レ 
ー ム , 作業 装置 の 基 と な る サド ルフ レー ム ,。 リフ ト 了 ア 
ーー ム な ど に 思い きっ た 購 性 を 持た せ , 消耗 作品 に は 十分 
に 熱処理 を 施し た 特殊 僚 を 使用 し , 油 眉 回 路 に は 特異 な 
油圧 緩和 装置 を 設け て 異常 た 衝 笛 か 車体 各部 を 保護 す 
る た など , 耐久 性 に は 周到 な 配慮 を 払う と と も に , エン 
ン 特 性 , 油圧 特性, 車両 の 安定 性 , 運転 席 の 居住 性 な ど 
に も 優れ た 作業 能率 を 発 押す る よう 配慮 し て ある 


3. 構造 お よび 特長 

(1) エン ジン 

エン ジン は 特に 建設 機械 用 に 設計 され た 4 サイ クル 水 
浴 デ ィ ー ゼ ル エ ンジ ン で 。 車体 重量 に 対す る 出力 が 大 き 
く , トル クラ イズ および 弾性 累 が 大 きい の で ね ば り 強 
く , あら ゆる 作業 に 対 し 余裕 の ある 力 を 発揮 する 。 さ ら 
に 45* の 傾斜 運転 も 可能 で ある 。 

エン ジン は 防 振 ゴ ム を 介し て メイ ン フ レー ム に 取付 け 
て あり , エン ジン の 振動 が 車体 各部 に 悪影響 を 及ぼ すこ 
と を 防い で いる 。 な おおお, ラジ エータ は 加 圧 式 で ある 。 

(2) メイ ンク ラッ チ 

束 制 油 清 用 ポン プ を 備え た 慢 式 複 板式 で , ライ ニン グ 
は 耐久 性 の ある 焼 結合 金 を 使用 し て いる 。 き ら に 長期 間 
調整 の 必要 の な い 特性 を 持っ た を プレ ッ シ ャ ブレ ー ト を 使 
用 し て いる ぁ 。 

(3) トラ ンス ミッ ショ ンジ 

選択 摘 動 式 で あり メイ ンタ テッ チ に 連動 の イン ター 
日 特 作 工業 (株 ) 技術 開発 課 
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ョ ッ ク 装 置 が 取付 け て ある の で , メイ ンク ラッ チ が 切れ 
て いる と きだ け 変 速 を 可能 に し , 運転 中 , 歯 事 が 抜け る 
の を 防止 し て いる 。 さ ら に 二 重 か み 込 み 防 止 装置 も 取付 
け て あり , 安全 性 に 周到 な 配慮 を 施し て いる 。 ま た 前 後 
進 用 レバ パー が ある の で , 運転 操作 が 簡単 で 作業 能 還 が よ 
Ws 

(4) ステ アリ ング ゲ ク ラッチ 

並 式 多 板 ス プリ ング 圧 閉 式 で ,。 ラ イニ ング は 焼 結合 金 
を 使用 し , 耐久 性 の 向上 を は か っ て いる 。 ス プリ ング の 
座 に は 新 熱 板 を 使用 し , 替 の 影響 を し ゃ 断 し て いる 。 

(5) 走行 装置 

トラ クタ ショ ベル , ブル ドー ザ の 車体 支持 は ピボット 
シャ フト 構造 を 採用 し , 足 回 9 や 作 業 装置 か ら の 荷重 が 
起動 輪軸 に か か ら ず 減速 機構 に 無理 を か け な い 。 起 
動輪 が トラ クタ シュ ベル で は 前 旋 に 。 プ ルド ー ザ で は 後 
方 に ずら せ て 取付 けら れ て いる の で , 理想 的 な 重心 位置 
が 得 ら れ 。 安定 し た 作業 , 走行 が 可能 で ある 。 

トラ クタ ショ ベル の 諸 架 方 式 は 。 硬式 で 車体 と 走行 部 
と は ビ ピ ポ ッ ト ジ ャ フト と リジッド フレ ー ふ で 連結 され , 
プル ドー ザ の 場合 は 半 硬 式 板 ば ぱ ね 式 で , ピボット シャ ブフ 
ト と 照 果 ば ね で 連結 され で いる 。 

トラ ッ タ フレ ー ム は 下 処 な 中 空 引抜 形 鋼 を 使用 し 。 ダ 
イヤ ゴナ ルプ レー ス が な いた 最低 地上 高 は 実質 上 高い 
こと に な り , 角 底 型 の 滑ら か な アン ダー カバ ー は 不 整 地 
で の 走行 を 容易 に し て いる 。 

ファ イナ ルド ライ ブ . アイ ドラ , ロー ラ に は 特殊 な シ 
ー ル が 組込ま れ も , オー バ ホ ー ル まで の 長期 間 給 油 調整 
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の 必要 が な く , 保守 が 著しく 蘭 単 で も る 。 ま た , スプ ロ 
ケッ ト は トラ ッ ク フ レー ム を は ず す こと な く 人 簡単 に 交換 
で きる 。 

(6) 油圧 装置 

オイ ル タ ン ク は , コン トロ ー ル バル プ (分 割 型 ) を 内 
蘭 し て いる の で , 能 括 に よる 油 中 系 入 の 損傷 の 心配 は 全 
く な い 。 フ ィ ル タ は フル ブフ ョ ー 式 を 採用 し て いる 。 

ポン プ は , フレ キシ プル カッ プリ ング を 介し て 駆動 さき 
れる 歯車 式 で ある 。 エ ンジ ン 出 力 に 対し 油圧 出力 を 大 き 
く と り , チッ プ バ ッ ク に よる 掴 削 力 , バ ケット 上 昇 時 間 
な ど が 極め て 優れ て お り , 作業 能 車 が よい 。 

ショ ベル の リフ トシ リン ダ の リフ ト 回 路 に は 特殊 な 油 
圧 緩 衛 装置 が 組込ま も れ て お り , パケ ッ ト を ダン プ し た と 
き の 衝 撃 や , 荷 を 積ん で 走行 し た 時 , 下降 急 停止 し た 時 
ある い は 掴 削 時 の 衝撃 を 吸収 させ て 、 油 圧 系 統 お よび 車 
体 の 保護 を は か っ て いる 。 

(7) 作業 装 思 

サド ルフ レーム は リジッド フレ ー ム と ビ 
ト を 介し て 直接 トラ ッ ク フ レー ム に 取付 けら れ て お り , 
強力 な 掴 削 力 を 玉 揮 する こと が で きる 。 

また , リフ ト ア ー ム , チル トリ ンク な ど は 高 張力 銀 板 
の 一 枚 板 を 使用 し , 溶接 構造 に 見 られ る よう な 欠陥 を 生 
ずる 悪 れ は な い 。 
ッ ト は 高 張力 銅板, ツー ス , カッ ティ ング エッ 
ジ , エン ド ビ ピッ ト は 特殊 銅製 で 耐 摩耗 性 の 向上 を は か っ 
て いる 。 特 に エン ド ビ ピッ ト は 特殊 形状 に な っ て お り , 所 
削 を 容易 な らし め る よう 配慮 し て ある 。 

プル ドー ザ の 排 土 板 は , 掘削 角 を 土壌 の 性 質 や 作業 の 
種類 に 応じ て 45*ー65* の 幼 囲 に 自由 に 調節 で き , 胡 率 
よく 作業 が で きる 。C フ レー ム の 支点 と 足 回 り の 畠 動 中 


トシ ャ フ 
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表 一 ! K7B トラ クタ ショ ベル お よび テン グル ドー ザ 仕 様 


。 | 名 策 |^ ッ マー タケ DAI デュー ギル 機 
合間 | 生業 遇 最大 出力 |75PS1700rpm 
知 動 方 式 | 二 和 式 (4V) 
全 動 義和 | 
|] よ 剖 ロー ラ | 全 L 無 和 式 
EE 
1 近 2 地 3 箇 4 聞 5 連 6 吉 
達生 授 度 | 果 遂 (kmh| 283.0 89 50 6584 
後半 (kmho| 8.3435 
トラ クタ ビュ ョ ペル | アン ダル ドー ザ 
全 装備 陳 時 | 100Okg 8sl0ke 
金 長 4.850 mm 4.050mm 
主要 す 法 | 全 食 | 2.080mm | 8.060mm 
由 音 | 2.060mm | 080mm 
層 奪 中古 最 散 | 1.500mm | 1.500mm 
接 地 3 3.015mm 2.015 mm 
人 志 
パ バケット 購 量 1.1m 
ダン ピッ グ ククリ アラ 2.430 mm 
シス 
エラ クック | タン ビ ピッ グリ ー チ 20mm 
ジョ ベル | ヒン ツウ ピン 耐 き 3.270mm 
半角 ( 最 放 人 軒 ) 0 
後 価 角 ( 衝 お) PO 
兵 き 0" 人 人) 240mm 
| よ 。 エ 概 ) 3060mmx758mm 
アン アル ト 
| 手 。 朋 。 肌 5 
アシ クル 重 | 25 


心 と が 一 致し て いる た め , トラ ッ ク フ レー ム や C フ レー 
ム に 無理 な が か か ら な い 。 ま た カッ ティ ング エッ ジィ 
エン ド ビ ピッ ト は 特殊 鋼 製 で 。 耐久 性 に 富ん で いる 。 

(8) 操 継 性 

各種 操作 レバ ー の 操作 力 ほ 小 さく , レバ ー の 則 受 部 に 
は 含 油 渦 受 を 使用 し レ , オー バ ホ ボー ル ま で 無給 油 で ある 。 
座席 は 体格 に 合わ せ て 位置 の 調節 が で き , さら に 車体 の 
振動 を 運転 者 に 伝え な いよ う 綴 衝 装 置 を 設け て あり , 
労 が 少な い 。 ま た 運転 席 は 広く ゆっ た り と し て 乗降 が 容 
易 で , 視界 が よく , 運転 が 容易 で ある 。 

(9) 特別 装備 品 

テン ダル プ ブレード, スト レー トブ レー ド , サイ ド ダ ン 
デバ ケッ ト , リヤ リッ パ な どの 装着 が 可能 で ある 。 

4- あ と が き 

以上 の よう に , K7B トラ クタ ショ ベ ペル, ブルドーザ 
は 従来 見 られ な い 数 を の 特長 を 備え て お り , 日 本 の 土 


木 建 設 業 界 に 大 い に 貢 献 す る も の と 期待 し て いる が , ユ 
ー ザ 各位 の 走 悦 の な い ご 意見 を 賜 わ れ ば 幸 基 で ある 。 


[建設 業 の モー タブ ー ル めぐ り ] (その 12) XX T. 北海 簡 械 開発 の モー タ プール れ 


( そ の 12) 


XX II. 北海 道 機械 開発 の モー タプ ー ル 


1 に : 東 ) 電 。 が が 人 き 

モー タブ ー ル の 任務 は 建設 機械 の 遊休 時 に お ける 機 
械 の 保管 , 乏 理 で ある が , モー タプ ー ル の 施設 の いか ん 
で , 単に 保管 に 止ま る 所 と , 機械 の 遊休 時 に 十分 な 整備 
を 施し て 完 4 な 状態 に し て お くべ き 修 理 施設 を 具備 し て 
いる 所 と に 区 別 で きる が , 後者 の 場合 は 修理 に 要する 各 
種 の 機械 の 設備 を 要する が , 建設 機械 の 稼働 最 成 凌 に も 
修理 機械 の 遊休 時 の 適当 な 利用 を 考慮 し な いと 。 単に 修 
理 施設 の な だ な 投資 に 終わ る こと と な る 。 

当社 は この 二 者 の 中 間 に 届 す る も の で , ある 租 度 の 修 
理 は 当社 で 行ない 冬 次 の 運転 員 の 遊休 時 を 利用 し , これ 
を 修理 工 の 代 務 と し て 整備 修理 を 担当 させ て いる 。 し た 
が っ て , 旋 艇 作業 , エン ザン テス ト 。 その 他 大 修理 作業 
は 全部 社外 の 専門 式場 に 委託 し , 小 修理 お よび 孝 品 の 取 
甘え , また は 簡易 溶接 作業 な ど を 実施 し この 巡 囲 で 目 
まる 程度 の 修理 は 冬期 に 行ない , 夏期 の 機械 の 稼 往 最 太 
期 に は モー タブー ル に 在庫 させ な \ 方 針 を と っ て いる 。 
これ は 北海 道 の よ うに 冬期 の 各 建 設 工 事 の 施工 不可 能 地 
城 に お ける 特典 性 と も いえ る 。 


2. 冬期 に お ける 積 寺 時 の 機械 の 保管 


北海 道 の よ うに , 冬 期 降 貫 と と も に 守 気 酷 し い 個所 で 
は , 大 体 12 月 末 か ら 来 春 3 月 中 旬 ま で は 建設 工事 は ほ 
と ん ど 不 可能 で , 各 機 械 は モー タプ ー ル に 集中 保管 の 必 


静 一 1 保有 概 械 
本 要 名 | 形式 | 生 族 | 覆 村 名 | 形式 | 
デ ァ ドー 絢 D50 | 18 h ラ クタ シュ マル | 6mi 3 
NTke | 8 に ヵ タ ムロ ー ラ |8-10t | 0 
ED 1 1 タイ キョー 9ー15t 0 
DB8O 6 |< タレ ー パ |0.6mi 1 
BF 8 | レビ ンプ レッ タタ 90-70 忠 | 15 
BD 17 5 | ディ ー ゼ ル メ イル | 13 型 1 
RTrks 和 ll il"' 弄 1 
D5OP | 13 | アン プ ト ラ ッ ク | 8t 3 
NTK 5Sl 3 に ! 個 8 
p 1 
万 能 己 弄 村 0.6m 28 計 188 台 
1.2 mi 2 
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要 に 人 ら れる 。 し か し この 捧 間 に 次 の 稼働 に 備え る 修理 
を 実施 する 機会 に も 意 ま れる わけ で ある が , モー タプ ー 
ル 構 内 の 積雪 の 排除 保有 機械 の 一 時 に 多数 の 収容 屋 
外 修理 作業 不可 能 な どの 不便 を 克服 する 必要 が ある 。 写 
真一 1 は 夏期 に お ける 当社 の モー タプ ー ル , また 写真 一 
2. 写真 一 3 は 冬 培 機械 遊休 時 に お ける 集中 保管 の 全 特 
で ある 。 


3. 建設 機械 の 保有 誤 


当社 に お ける 建設 機械 の 保有 数 は 表 一 1 に ボ す と お り 
で ある 。 


4. モー タブ ー ル の 組織 お よび 施設 


1) 組 総 
訂 
すす | 
基き ー 役 術 由 
- 比 欄 取 還 
監修 弥 仙 胡 |- 理 相 員 配 
| 中 
- 修 理工 
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ォ ー =| 0t 


. 12. 硬 度 | 1 
、 二 慎 納 圧 プ と >|85t | 1 NM9. 計 洋 玉 1 式 


介 紗 洲 投 細 22k| 1 4 スチーム 


(2) 建物 , 敷地 ( 図 一 1, 写真 一 4 参照 ) 
(3) 設備 機械 工具 ( 表 一 2 参照 ) 

(4) 厚 生 施設 

独身 寮 収 容 人 員 は 次 の と お り で ある 。 


ベッド 9 室 x4 人 =96 人 
6 時 室 X2 人 =48 人 
8 骨 。 2 室 x4 人 =8 人 
35 大 。 1 室 x1 人 = ニュ 1 人 
計 36 室 96 人 


5. 機械 稼働 時 期 と 修理 時 期 と の 関係 


北海 道 の よ うに , 割合 に 交通 機関 に 恵まれ な い 山 間 俳 
に お いて , 稼働 し て いる 機械 の 故障 の 場合 に , 補給 部 
品 の 現場 送 層 に は 日 時 を 要する の みな ら ず , これ が 修理 
も また 日 時 を 要 し , 工事 作業 に そ ご を 来たす の で , つと 
め て これ を 遊 ける 方 策 を 講ず べき で ある 。 の みな ら ず | 
稼働 最 成 期 の 5 月 か ら 12 月 まで の 間 に 加 修 を 避け る よ 
うに , 機械 各部 の 状態 を 保証 し 得る よう に 鐘 揃 間 中 に 十 
分 な 修理 を 施し て お く 必要 が ある 。 

これ は 北海 道 の み な ら ず , いずれ の 地域 で も 必要 で は 
ある が , 特に 年 間 最 記 稼動 時 間 が 夏期 に 限定 され る 地 城 
に お ける 最も 関心 を 深め る 事項 で ある 。 試 み に 最 近 3 カ 
年 間 の 機械 移 働 状況 を 図示 すれ ば , 図 一 2 に 示す と お り 
で ある 。 


写真 一 3 冬期 の 機械 遊休 時 


図 -1 加 備 工場 敷地 図 


6. 建設 機械 運転 要員 の 技能 訓練 


最近 の 建設 機械 の 生産 台 敷 は 年 々 著しい 増加 で ある 
が , これ を 操 綻 する 運転 要員 の 義成 に は 各所 と も 菩 労 し 
て いる 。 特 に 最近 の よう に 人 員 不 足 の 時 期 に お いて は , 
単に 運転 要員 の み で な い が , 特に 建設 機械 の よう に 機械 
その も の の 性 能 が 年 々 よく な りつ つ あ り , その 企 能 を 十 
分 発揮 させ る に は , これ を 適切 に 操 綻 する こと に ある こ 
と は も ちろ ん で ある 。 
当社 と し て も 年 々 運転 員 
を 新規 採用 に よっ て 補充 は 
し て いる が 。 技能 の 優秀 性 
を 要望 する 運転 員 の 半 成 訓 
練 に は 特に 苦労 し て いる 。 
幸い に 全 期 の 機械 稼働 の 閑 
散 期 を 利用 し て , 苫小牧 出 
張 所 に 派遣 し , 当社 の 寮 に 
収容 し て 班 別に 指導 者 を 付 
け , パワ ーシュ ョ ベル 班 、 プ 
ルド ー ザ 班 に 区 別して 一 定 
期間 操 綻 と 学科 その 他 の 訓 
練 を 実施 し , 繁忙 義 ま で に 
一 応 の 実技 を 備え る よう に 
吉 育 を 実施 し て い 


る 。 
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XXIII. 中 山 組 の モー タプ ー ル 


1. ま え が ぎ き 


当社 は 北海 道 の 中 央 部 に 位置 する 地方 の 小 都市 に あ 
り 。 北海 道 一 円 で 各種 の 工事 を 受注 し て ほ はい る も の の 。 
経営 規模 も 小さ く , 特に 北海 道 と し て の 特 交 事 情 に 支配 
され る わけ で , この よう な 前 提 条 件 の も と に 工事 内 容 
工事 規模 に 適合 し た 機種 の 選定 は も ちち ん , モー タブー 
ル の 運営 , 形態 きえ も 決定 され て いる 。 当 社 は この よう 
施工 範囲 が 北海 道内 に 限定 され て いる た め , 建設 機械 
の 管理 は 本 社 機 両 折 で 集中 管理 し て お り , し た が っ て 。 
モー タプ ー ル も 機 両 課 に 所 属し て いる の で , モー タプ ブー 
ル を 中 心 と し て 機 両 課 を 紹介 する 


2. 工作 所 の 規模 お よび 設備 
工場 の 配置 と 設備 は 図 一 1 が 示す と お り で ある 。 
3. 工場 細 成 と 人 員 配 置 


敷 地 図 一 1 の 工場 3.800 mi 
ほか に 機械 層 場 3 個所 21,500m* 
建 坪 (延べ ) 850 mi 
所 在 地 北海 道 沙 川 市 明神 町 332 番地 
工場 編成 と 配置 人 員 は 表 一 1 の と お り で あり , この 編 
成 で 保有 機械 の 全部 を 整備 し て いる 。 な お 写真 一 1 に 工 
場 の 一 部 を 示す 。 


生生 
押 柄 329.07mP 


藤 


写真 1 


F エ 長 - 
析 本 上 一 
齋 
当 長 清 條 
休 長 
者 .】 
4. 機械 の 整備 状況 


中 赤 


整備 工場 の 一 部 
表 一 1 工場 編成 お よび 人 員 構 成 


衝動 検 柄 人 地 胡 MTF10 名 
ブルドーザ 休 長 以下 10 名 
| ロー 2 人 WE 民 MT10 名 
- 枯 装 機 松 保 大 5 名 
つ折 株 T 5 吉 
ー 目 動作 中 長 愉 FB 各 
- エ 有休 放 以 T 39 名 
6 名 


機械 整備 の お も な 内 容 は 次 の と お り で ある 。 
① 定期 整備 : お も に 人 冬期 間 に 行なう も の 


ト 四 ae 


図 一 1 工場 の 配置 と 設 筑 


* (株 ) 中 山 組 重 展 部 


証 山 相場 


⑫ 応急 整備 : 作業 現場 に お 
ける 応急 修理 
⑧ 出入 機械 の 点検 : 大 時 
④ 現場 配 慎 機械 の 点検 : 簡 
時 
⑤ 外注 修理 の 立 合 : 簡 時 
整備 に つい て は 部 分 的 に 外注 
する こと も 多い 。 ま た 機械 の 改 
造 , 改善 に つい て は 和 常に 積極 的 
で , 現場 作業 の 経験 を 十分 いか 
し た 工法 特許 出願 中 の も の も あ 
る 。 
また , オペ レー タ の 中 に は 3 
激 , 3 災 加 備 土 が 数 多く , この 
た め 稼 働 其 の 応急 修理 も 比較 的 
順 に 行なわ れ て いる 。 
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な お 外注 に よる 部 分 
修理 お よび オペ レー タ 
の 中 に 整備 十 2 あん こ 
と に つ ( 


の 特 
を 参照 され 
写真 一 2 は ] 上 場内 の 


一 部 写真 一 3 は 千 半 
機械 の 整備 中 の 一 朗 で 
ある 。 

5. 業 務 概要 

当社 機 両 課 の 目的 と 


と ころ は , 合理 写真 2 ショ ベル の 分 解 組立 


(整備 工場 内 ) 
な う に つき る の で ある が , その 内 容 を 要約 する 
と , 保守 整備 ,⑧ 効 果 的 な 稼働 ,⑧ 事 故 防止 。③ 刀 回 
点検 。⑤ 改 良 , 改造 , ⑥ 格 納 な ど で あ る が 、 上 記 の 目的 


速度 の 迅速 化 と 施 『 の 向上 を 通じ て の 工事 
原価 の 低減 , 言い 款 えれ ば , 工事 へ の 貢献 度 を いか に 高 
* う こと に つき る も の と 考え で て おり, この た め 


実施 し て いる 。 ま た オペ レー する 安全 
事 履 防止 に つい て は , 現場 環境 に 即応 で きる 基礎 


主として の 教育 を 行ない , 会 社 全体 と し て の 事故 


防止 を 推進 し て いる 。 
6 福利 厚生 


うい て は , 明日 の 活動 旋 
密 、 食堂 な ど 


と も 
> 弄 寒 , 防火 構造 の も ゃ の に 導 次 切 
状 え つつ ある 。 

な お 写真 一 4 に 独身 寮 の 一 部 を 示す 。 

7. 北 海道 と し て の 特殊 性 


北海 道 に お いて は , 特別 な 冬期 施工 を 除き 11 月 末 か 
ら 4 月 中 旬 ま で は 降雪 , 寒 座 の た め に 現場 作業 は 不可 能 


写真 一 舗装 機械 の 整備 


写真 一 独身 穴 

で , この よう な 経済 性 を 含め で の ハン ディ を 克服 する た 
は , 作業 可能 な 時 捧 に いか に 有効 に 駆使 する か に 腐 
心 せ ね ば な ら な い 。 こ の た め , オペ レー タ の 整備 技術 の 

上 を 絶対 的 な 要件 と し て 取上げ て いる 次 第 で , 当社 に 
お いて は 人 冬期 間 の 毎週 土曜 日 を 特訓 日 と し て , 各 建 設 機 
械 の 取扱 い に つ いて の 学習 を 積極 的 に 押し 進め る と と も 
に , 平常 日 に お いて も , 整備 技術 習得 を 目途 と し た オペ 
レー タ に よる 症 備 を 実施 し て お り , 単なる オペ レー タ で 
は な く , 整備 士 に よる 運転 を 前 場 と し た モー タプ ー ル の 
運営 を 行なっ て いる 。 し た が ・ 業務 の 概要 
協力 工場 へ の 外注 が 多い と いう の は , 溶接 , 仕上 げ な ど 
の 技術 より も , より 整備 士 と し て の 技術 を 重点 と し て い 


る た めで , 完 極 する と ころ , 衝 働 可能 な 時 期 で の 高 能 率 
を 建前 と し て いる た めで あ 


以上 の こと は 北海 道 の 特殊 性 に 対応 し た 当社 の 措置 で 
ある が 、 他社 に お いて も , その 対策 は 大 同 小 異 の も の と 
思わ れる (写真 一 5 参照 )。 


写真 一 5 冬期 降雪 時 の 工事 施工 


8. む す び 

当社 の モー タプ ブー ル の 季 要 は 前 述 の と お り で ある が 。 
建設 機械 の 「 影響 の 大 き な 点 に か ん が み , よ 
り 合 理 的 な 運営 と 拡充 の た め に 十分 努力 を 重ね る べき で 
ある と と も に 。 建設 機械 の 乱 工 技術 の 高度 化 に 努力 し た 
い 。 以 上. モー タプ ー ル の 紹介 を 含め て , 当社 の 機 両 課 


し | 
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妥 旬 詳 第 5 中 


現場 フォ アマ ン の た め の 土 木 と 施工 法 
XII. 特殊 掘削 工法 (その )) 
4. 排水 ・ 止 水 法 を 用 いた 据 削 工法 (2) 


4. 重 力 排 水 


(1) 釜 場 揚水 

舞 削 土 綿 が 比較 的 通 水 性 の よい 砂利 , 侯 を 多く 含む 坦 
合 に 適する も っ と も 単純 で 容易 な 方 法 で ある 。 所 削 部 分 
浸 透 し て きた 水 を , 釜 場 と 称す る 手 削 底面 か ら や ぶ 深 
い 集 氷 場 所 へ 自然 流入 で 幕 き , そこ か ら 水 中 ボン プ , ま 
た は ヒュ ー ガ ルポ ンプ な ど で 外 部 に 排水 する 。 

拐 水 に は 作業 に 適し た 各 機 種 の ポン プ (ヒー ニー ガル ポ 
ンプ . 水中 『。 立 型 ボ ンプ ) が 使用 され る 。 

この 排水 工法 は 設備 が 安易 で , 工費 も 低 座 で あり 
操作 も 容易 で ある が , 掘削 地盤 の 土質 が シル ト 質 や 粘 士 
分 の 多い 場合 輝 水 が 困 色 の た め 集 水 効 果 が 低下 し , 地 


デリ パリ ホー ス 外向 に 株 水 


6L 


旧 


2 
地下 水位 
トー デー 
玉 人 ーーー ア 
サク タ ョ ホー ス 
計 | が 3 ば 
上 
る 更 削 け ー 
1 共 戸 
人 ペペ 山 観 和 板 


健 利 
慌 一 5 措 戸 お よび 釜 場 を 利用 する 


建設 工業 (株 ) 開発 研究 部 長 
ロ 技術 部 技術 課長 (技術 士 ) 


藤 井 和 * 佐 野 Y 

下水 の 降下 に 長 時 間 を 要 す 。 ま た 工法 上 , どう し て も 
水 時 に 泥 士 を 吸込 む た め 機械 の 損耗 が 高く 、 搬 削 士 質 に 
より その 使用 は 制約 を 受け る 工法 で ある < 

C2) 井 旧 

井戸 に は 浅井 戸 深 井戸 。 概 井 戸 な ど 種々 の 呼び 名 が 
ある が , われ われ が 排水 工 に 使用 する 井戸 は 浅 井 戸 か 深 
井戸 を 主体 に し た いずれ か で ある 。 ま た これ ら の 井戸 を 
多数 設置 すれ ば , いわ ゆる 税 電 に な り , 後 で 述べ る ウェ 
ルポ イン ト 工 法 な ど は 和 井 の 最も 代表 的 な も る の で ある 。 

深井 戸 と は , 深 さ の 大 きい 井戸 と いう 意味 で は な く 。 
提 井 戸 に 対し て いう も の で ある 。 送 井戸 が 手 押 り の 立 井 
戸 で ある の に 対し , 深井 戸 は 機械 掴 ゆ の 立 井戸 で , 前 
者 , すなわち 滋 井戸 が 自由 水 を 対象 と し て いる の に 対 
し , 後者 は 和 被 圧 水 を 対象 と し て いる 。 俗 に いう 掴 挟 き 井 
戸 が これ で , 地下 水 が 地 上 に 噴出 する も の を 自噴 井 , し 
な いも の を 非 自 噴 井 と いう s 

深井 戸 は 普通 、 多 彼 で ケーシング され 。 掲 水 施 設 と し 
て は ポア ホー ル ボ ンプ が 使用 きれ て いる が , 最近 , 水中 
ポン プ が 利用 され る よう に な っ て きた 。 口 径 は 小さ きく, 
通常 @300mm 以下 で , 浴 き 数 十 m か ら 100-200m 
で ある 。 

で は 深井 戸 , 滋 井 戸 を 央 密 に 分 けず 一応, 深井 
戸 CDeen Well) と し て 取扱 う も の で ある 。 

図 一 16 に 示す よう に 所 定 の 深 さ まで 掴 削 し た 深井 戸 
に スト レー ナ を 有する バイ プ を そう 入 し , この パイプ と 
井戸 貢 の 間 に フ ィ ル タ 材 を 充て ん する 。 こ の フィ ル タ を 
通し て 井戸 内 へ 流入 する 水 を 水中 ボ ポンプ, ヒュ ー ガ ルポ 
ンプ な ど を 用 いて 排水 する 。 

深井 戸 の スト レー ナ 付 パイプ と 井戸 壁 間 に あ ら い 材 料 
で フィ ル タ を 設け る 場合 粒 径 が 適当 で な いと 集 水 効果 
が 悪い \ か り で な く 。 細 砂 た など を 吸 上 げ る こと に な る の 
で , フィ ル タ 材 の 適性 に つい て は 粒度 配合 に つい て 十分 
注意 し な けれ ば な ら な い 。 フィルタ 材 は ウェ ルポ イン ト 
工 の 場合 と 同様 の 考え 方 で よい 。 

フィ ル タ 材 は 浴 井 戸 の 場合 , 井戸 に 近い 部 分 で は あら 
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ウェ ル 所 要 震 


式 プ 


1 
1 
J 


(⑪ 鍋 親 パイ ブ 外 管 * 土 中 
志 朋 キ う 入 , 外 曽 笛 im mm 
外 風 の 長 ふ は 5ー プ ウェ 
ル の 所 生長 さす ぁ 。 


内 彼 反 


り 


(⑫ スト レー サナ fi き 療 抽 月 
飼え 5 入 。 外 和信 > 内 管 の 
間 は フィ ル タ 玩 4 す 
る 。 外 往 を 板取 る 。 

600mm 


旗下 水仙 曲 森 


(⑳ 外 尊 * 板 明り , 内 委 
ポップ を 設置 hi 
完了 ォ ャ 。 


図 16 ディ ー プ ウェ ル 施 工 の 一 例 


い 砂 利 を 用 い , 井戸 か ら 離 れる に 従い 粒 径 の 小さ い 材 料 
を 用 い , 最 外側 で は 自然 土 に 近い よう な 粒 経 の 砂 を 用 い 
る の が 普通 で ある 。 
いま , フィ ル タ 材 料 の 粒 径 を の , 自然 士 の 粒 径 を 
と すれ ば , フィ ル タ 材 は 決 の 式 で 表わさ れる 。 
の その ーー5)d。 
また , スト レー ナ の 綱目 の 大 き さ を の 。 と すれ ば , 
じ ボ だ づ / 月 
また は 


1 
の < きわ 。 


深井 戸 を 計画 する 場合 は , 地 角 衝 水 係数 , 地下 水位 
根 伐 り 深 さ , 土 届 構 成 を 考慮 し て 計画 水位 低下 量 を 定め 。 
井戸 の 配 財 , 本 数 , 必要 掲 水量 な ど を 検討 し て お か な け 
れ ば な ら な い 。 

深井 戸 の 流入 量 お よび 井戸 の 相互 王 渉 に つい て は , 前 
項 の 計算 式 お よび 計画 例 を 参照 され た い 。 

(3) 排水 用 ポン プ の 種類 

重力 排水 工 に 使用 され る ポンプ に は 以下 に 示す 種類 が 
あり , 仕様 の 一 部 を 一 緒 に あげ る 。 

(Ca ) ダイ ヤ フ ラ ム ポ ンプ ( 表 一 6 参照 ) 

表 一 6 ダイ ヤ フ ラ テム ボン プ 仕 欄 胡 


= 性 mm | | m | mw 
長大 掲 水 屋 (mWmin) | 0 ココ 98 
馬 陳 上 は 下す 活 Cmm) 7 102 
琶 高 持 (mD 日 4 』 
ロ 全 (ke) 52 7 6 


付属 品 と し て サク ショ ン ホ ー ス お よび スト レー ナ を 必 


要 と する 。 
(b) ヒュー が ガル ポン プ ( 表 一 7 参照 ) 
家 一 7 ヒュ ガル ボン プ 仕 様 論 


っ H 生 ml0| ||mliolmoliolzw 
= (mWmin)) 0 0.22 0.85 0.55 1.2 40 
数 50S| 1450 1.450 1.450 | 1.450 1 
2 160s| 1.750 1.750 1.750| 1.750 1.750 1 
昌 0*| 6 ド 9 18 
を 呈 160*| | 17| し 4 
モー タ 中 力 50| 0 0 EE 9 
人 18 2 | 56 
生 。 和 隊 110 約 1 的 9 265 和 3 約 50 約 700 


モー タク 直 結 形 と が ガソリン また は ディ ー ゼ ル エ ンジ ン 看 
緒形 と が ある 。 付 属 和 品 と し て は サタ ショ ン ホ ー ス , デリ 
べり リ ホース, ホー スパ ンド ,。 コー トバ パル ブ な ど を 必要 と 
する 。 

(Cc) セル プラ イミ ング ゲ ポンプ ( 表 一 8 参照 ) 

家 一 8 セル プラ イミ ング ポン プ 仕 欄 家 
一 凍 mm | 30 | | 名 EE 

指 水 恒 mWmin) 11| 0. 

画 四 幸 mm) て 


60*> | 1.7500 1.750 1 
cl s| s 
『 
を 人 W 理 oo| als 
50< | 0.4| 0.78 
ー り 
モー タカ 160。 


表 水 
Ti mm) 


50'4.550/4.5604.5804.590/4.5109 
生 癌 ie0 


590 300| so 問 配 


回 転 数 は 上 記 の ほか に 2.600 rpm, 3.500 rpm の も の 
も ある 。 付属 品 は ヒュ ー ガ ルポ ンプ と 同様 で ある = 


音節 械 化 講座 ] 第 52 回 現場 フォア マン の た め の 土 木 と 施工 法 kd 


Cd) サン ド ポ ンプ ( 表 一 9 参照 ) 
表 一 9 サン ド ボ ポジ ピ プ 仕様 胡 


ボン プ に 大 別 さ れる 。 
最近 で は , 前 項 に ある よう に 水中 モー タ ボ ンプ が で き 
た た め , ボア ホー ル ボ ンプ は あま り 使 用 され な く な っ た 


て こ ロ 香 mm) | 5o | 8O | 1m | 190 | 16 
准 水量 (mWmini mi| 0 055 14| 20 が , 水中 モー タ ボ ンプ より 回 四 数 が 少な た いた め 。 多少 
転 吾 (rpmi (60=) 1.750」 1.750 1750 750 1.750 砂 が 混 し る よう な 場合 で も 政 障 が 少 な た い 。 
| 』s7] 
ま を mW 全 | 丘 | 宜 12 日 立 PMU 形 水中 モー タ ボ ンプ 仕様 
モー タ 出 力 (kW) (60<) 3.7 5.5 1 15 一 ] 
ま 。 時 (kg) | 4e0| sO0| 850l 130 ロ 奉 mm) |]m| mlm|iw|iw|im 
本 P 纏 3! | 中 42| # 
汚水 , 泥 土 土砂 を 含む 液体 の 搬送 に 使用 する 。 旨 水量 (mymin) | 0.5| 05| 08| 08 16) 16 
ドッ に 人 揚 程 (m) sa 55| 0| 5| | 
Ce) 水中 ポン プ (〈 表 一 10, 表 一 11 参照 ) (人 600 | 3.00 | 3.90 | 3.60 | 8.00 
表 一 10 低 揚 程 形 水中 ボン プ 仕様 表 モー タ 出 力 (kW) 75| せ | 電 | 9 史 33 
SW mmy almlmlWlmWlmm 加 功 小 井戸 任 (mm) 200 | 20 200| 200| 250| 550 
拉 水 重 (mWmin) | 4 0.2 0.95 0.55 10 1 28 表 一 13 日 立 PM 形 ボア ホー ル ボ ンプ 仕様 家 
LU まれ 1.450 1,450 1,450 1.450 1.450 < es 
(mmloo、| 1750 L750 1.750 1.750 1.790 1.750 1.790 BE wm | w| | ml 9| 
50*| 8 8 WW 8 1 [ 
人 手 吾 Gm | 役 。 数 P | 名 Bl ?7| 8| 
ご N 了 | ! 周 1 s き 掲 水 量 (m7min)| 05| 0.5| 09| 09| L6| 16 
モー タ 出 カ (KW) 1 こ eo 隊 半 か 吉 全 提 程 (m) 5| | | 0| | ⑩ 
信 s 15 2.2 37 5.5 7.5 11.0 。 回 転 数 Cpm) |1750|1750」1750」1.76011750」 1.250 
号 。 時 GoD | 9 16 120 195 155 180 。 ェ ー タ 明 カ (kW sl 1| | 5| 馬 | 2 
3 電 上 部 高 き (mm) | 995| 995|1.30|1.990|1u40| 1.450 
表 一 11 高揚 程 形 水 中 ボン プ 仕 欄 表 非 戸谷 (mme) | 150| 200| 200| 20| 250 
Nd We 回 本 ) 3 。 S 
伸和 Cm | OM 0209 055 9 (2 シン キシ グ ポ ンプ て 表 一 4 孝昌) 
面 村 Gepm) すき 間 誠 2.900 3.900 2 500 この ポン プ は ヒュ ー ガ ルポ ンプ また は ター ビン ポンプ 
8 ETC 思い he を 立 形 モ ー タ と 直結 し て つり 下げ 形 に し た も の で ある 。 
を Wa) 避 本 導 ( 
Ra の 9 の 表 14 シン キン グ ボ ポッ ンプ 仕 欄 表 
ー タ 山 力 (kW) 0 1.8 2.2 37 5 7.5 11 15 
0e| 2 3| 55 28 1 19 2 ーー ei: 層 ュー ガル | ー ビ ン | ター ビン 
放 区 (kg 9 109 15 140 170 50 90 243 Ez2.1EH43 
コ ロ 筐 mm) 100 8 E 100 
種類 , 構造 な ど 多種 多 様 で も ある の で , 一 般 的 な も の を 破 数 ー 2 3 ? 
表 10, 表 一 11 と し て 記載 し た 。 電動 内 誠 形 の 水中 入 胡 GmU S 店 3 
運転 で も る か ら , サク ショ ン ホ ー ス , フー トバ ルプ , 呼 に 民 < 8 42 54 
必要 と 2N た め 。 深 井戸 0 | 1u0 | 140 | 1.40 | 1490 
水 操作 な ど を 必要 と し な ゆい 。 至 基 の た め 深井 戸 回 四 数 pm) な a、| ie0 | 0 | tm0 | uo 
狭い 場所 な ど で 。 比較 的 高揚 提 水 に 適する 。 ya | | 3a| nm] 
"W 性 | gs 1 15 


Cf ) 深井 戸 ポン プ ( 表 一 12, 表 一 13 参照 ) 
機構 上 モー タ 内蔵 形 の 水中 モー タ ボ ンプ と ポア ホー ル 


語 


CE 


リ チ ャ ー ジ 計 画図 ( 往 ・ こ の 弘 は 本 誌 6 月 号 (第 2 号 ) 65 貢 、「(b) Recharge 工 ら 計画 の 追補 図 そ も る か 
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建 論 化 研究 所 抄 幸 


試験 研 究 報 告 (No.29) 


建設 機械 化 研究 所 


建設 機械 化 研究 所 に お お いて , 昭和 42 年 2 月 一 3 月 に 日 特 金属 工業 (株 ) 製 NTK-6 WHA 型 プ ルド ー ザ に つい て 
考 能 試験 を 行なっ た の で , 試験 結果 の 概要 を 報告 する 。 


84. 日 特 NTK-6 WHA 型 ブ ルド ー ザ 性 能 試験 


同上 時 接地 圧 : 0.61 kg/cm 
プレ ー ド 幅 x 高 : 3780 mm 940 mm 
プレ ー ド 最大 上 昇 量 : 約 960 mm 
全長 X 全 幅 ※ 全 高 (輸送 時 ) : 

5.506 mm x8.780 mmx2,700mm (2.900 mm) 
チル ト 量 : 300mm 
機関 形式 名 称 : いす ゞ DH 100 PE 

4 サイ クル 水冷 直列 

連続 定格 出力 : 110PS/1,600 rpm 
作業 時 最大 田 力 : 120 PS 


ま 和 交 (mhr) | 3.6 | 
登坂 能力 : 約 30 護 


| ] ] 

届 用 馬 
] 

昌 8 3 

けん 前 力 は 

引出 力 曲 閑 図 


図 一 1 要 関 性能 曲線 図 図 一 84.2 


村 設 障 械 化 研究 所 抄 報 〕 試験 研究 報告 て No. 29) 罰 


(3) 試験 結果 業 試験 の 各 項 目 に つい て 行なっ た 。 
験 は 機関, 定置 , 運転 操作 。 走行 ,。 け ん 引 お よび 作 表 一 84.1 表 一 84.5 お よび 図 一 84.1- 図 一 84.3 に 試 


奏 一 84.1 走行 抵抗 試 験 記録 表 験 結果 を 示す 
加 本 形 式 名 称 : NTK-6 WHA プル ドー デ 


試験 期日: 思 特 年 3 月 27 日 多 80 ] 

吾 西 絶 軍 芋 :13.310kg ( 末 員 1 名 合わ ) nM 

問 面 の 状 沈 土手 ( 良 凶 き 

生ん 利恵 両 :D 50 ブル ドー ザ 較 
| し と 引 半 良 yz 内 で 1 
生生 msec | kamhr | (kg) 
1 | E-W | 0.55 1.99 825 | ミッ ショ ン ギ ヤ 中 立 吸 | 
2 | w-E | nm | 202 | 8 ・ 5 
ョ al g-W | og | 3 850 * に 二 
す W-E 0.85 3.08 B25 ャ と 
5 | E-W | 127 456 950 ・ 二 | 
elw_-E | ig | 455 | 0 こ る る 9 ニテ = 

表 -42 参 折 試験 成 績 家 生 | | 

整 両 形 式 名 称 :NTK-6 WHA プル ドー ザ 1 we ば 

試 屋 期 日 : 昭 和 42 年 2 月 6 日 9 コ 

下山 重量 (W) 13.255 kg ト 細 * 

店 面 り 状況 : 土 道 は 

記 ?9 ト ー ー 
紀信 放 間 | 所 委 時 間 | 平 合志 出力 

CX DB 屋 光 3 "お 
sa | 2 | js | 5 | 6 | 2 相 58.6 け 4 引 力 (4 
| 伸介 2 田 84.3 けん 引出 内 成 図 


人) 語 困 が YY や 記 4。 用 析 の 二 べり が あっ な ぁ 表 一 84.3 最大 けん 引力 試験 和 録 表 
形式 名 称 : NTK-6 WHA プ ブルドーザ 
肖 計 詩人 状 大 日: 昭和 年 8 月 8 日 
い 事 両 絶 重 量 『13.250kg 
生 面 9 拓 記 5 寺 首 


器 、 | 革 4 引 カ (Mey [meMMT で 9 は 
変 痕 障 剛 條 の 有 有 | 岳 夫 
| | 8 人 暮 徹 大 値 | (rpm) 間 | 
1 
elee 1 | 1 | 10.900 | 11.000 | 1420 | メリ ッ テ 
DL 所 2 | F-2 | 7.00 | BOO | エンスト | テシス ト 
表 一 84.4 掘 天 運 搬 作 業 成績 表 (20m) 

形式 名 称 : NTK-6 WHA プル ドー ザ 謀 重 基 日 : 思 和 42 才 2 月 20H ご 2 月 2 日 大 避 : 果 
認 | 変 授 彼 回 円 円 平均 サイ クル タイ ム (WecD L 症 本 下記 . 表 
1 

下 和 | 総 時 間 | 埋 画 サイ ク 押 前 二胡 財 徐 骨 EE 

き | r | s 居 財 前 進 後 送 | 計 トーーーーー ーー 
す (m) | mee) | ⑦ | ( 思 | CmD チュ ン | テッ ン | Gb | mW | m 固 | mr 
sz | ms| 5 | | smo| mn | 半 4| mm|27| 13| 1|sg| Riad0| 32 | 92 
2 テ ャ 405.8 | 2.410 10 82.8 16 28.1 1.2 9.6 40.5 1.38| 13.6 3.8 291 
3 中 |) | 1 | 部 |m| io | ge| 19| 4| 1 | 95| 36| 引 @|140 | 82 | 8900 
中 』 15g|/ | 中 gl io 12| 67| 09| 87| | 5 147 | 7 | 2 
天 esal tu| salwmlmtwlwtl at| 

表 84.5 掴 削 運搬 作業 成 閣 表 (40m) 

軸 形式 名 称 : NTK-6 WHA プッ ドー ザ 名 枯 日: 正和 人 年 2 月 2 日 

中 | 多 導 大 中 四 四 平均 サイ タル タイ ス (Ge ・ 重定 。 放 

3 

陸地 間 | 軽 沿 | 玉 オタ 押入 前 半 本 巴 四 四 | 作 挟 

き | s | s 四半 攻 前 首 まり 還 . 利 IM ご 

号 Cm7 | see) | (⑦⑰ | ( 思 | CmO チュン テレ ェ ン ジ | (7hr) | mW | 可 同 | mW 
1 3ー2 4ー5 50 794.7 | 4.892 5 48.2 1.5 35.8 1.3 14.4 53.0 22.16 3.2 218 
2 ー2 4ー5 50 767.2 | 4.660 層 41.0 17 33.8 1.3 14.4 51.2 21.86 27 192 
3 ヨー4 4ー5 50 71.5 | 4704 15 逢 7 1.6 3.1 1.8 14.5 51.4 g1.94 8.0 213 
』 12-3-4| 4ー5 50 793.8 | 4.670 15 49.5 1.8 35.8 1.3 14.5 52.9 1.17 3.8 224 
s| se4| 4s| sm | ge| | js | gl| rm| sm| at1| 8|5228| 01107 | 88 2 
平 移 | 1.5 84.9 1.2 14.5 玉 1 21.89 | 10.0 3.1 317 
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〔 文 献 調 査 〕 


道路 と 飛行 場 の 
破損 し た コン クリ ー ト 結 装 版 の 破壊 


コン クリ ー ト 舗装 版 の 補修 が 現在 の 舗装 版 の 上 に 新 
し い 版 を 打 設 する だ け の も の で ある と き は , 前 も っ て そ 
の 高 さ を 調整 する こと が 問題 と た る 。 し か し な が ら , こ 
の 古い 版 を 破壊 し , 新しい も の を 打 設 する こと が 将来 の 
た め に 有効 で も る よう に 思わ れる 。 そ の た めい ろ い ろ な 
方 法 が 考え られ た 。 

最初 は 圧 擦 塗 気 ハ ンマ に より 破砕 する こと が 研究 され 
た 。 こ れ は 困難 な 時 間 と 経費 の 必要 な 冒険 的 な 仕事 で あ 
り , 特に メッ シュ の 入っ た コン クリ ー ト の 場合 の 抵抗 は 
予想 以上 で ある 。 

その 後 。 舗装 版 を ひっ か け て まき 上 げ る 方 法 と か , 大 
き な ラ ンマ で 打ち くだ く 方 法 が 考え られ た 。 し か し この 
方 法 も 時 間 と 経費 が か か り , 道路 利用 者 は その ゆっ くり 
し た 仕事 に が まん で き な い も の で あっ た 。 し た が っ て , 
犬 き な 仕 事 を 短期 間 で 仕上 げ な けれ ば な ら な いと き に , 
も っ と ゃ 有効 な 方 法 を 求め ,。 いろ いろ な 試み が 行なわ れ 
た 。 原 理 は すべ て 重たい も の の 自由 落下 の エネ ルギー を 
利用 する も の で あり , も っ と ゃ 手近 か な 方 法 は 、 ショ ベ 
ル を 使っ て 重 鍵 を も ち 上 げ , 落下 させ る 方 法 で ある 。 

これ は 満足 すべ き 結 果 を 与え , 今日 で も いろ いろ 変わ 


写真 1 コンタ リー ト 版 を 破砕 す 
る た め の 1.1t の 重 幼 を つけ た 
ショ ベル 


写真 一 2 重 銀 と 打撃 力 の ダン ビ 
ング の た め に トラ ッ ク タ イヤ を 
つけ た 名 量 の クレ ー ン 


調査 部 会 


文献 調査 委員 会 


写真 一 3 
デル マッ グ の ラン 
マ SZ 500 
タイ ヤ を つけ た 
着 行 装置 の 上 に 組 
立て られ , ト ラグ 
タ に けん 引き され 


る 。 


っ た 形 で 使わ も れ て いる 。 シ ョ ベル は キャ タビ ピラ の も の や 
タイ ヤ の も の が 同じ よう に 使わ も れ て いる が , タイ ヤ の も 
の は 可動 性 が よい と いう 利点 を も っ て いる 。 現場 か ら 現 
場 へ と 移動 する に は クレ ー ン 車 の 場合 が 一 番 よい 。 

この よう な 方 式 の も の で は , その 運転 に 高度 の 技術 と 
経験 が 要求 され る 。 ワ イヤ の プレ ー キ 
を 早く か け す ぎる と 。 衝撃 は 機械 に 吸 
収 され , 機械 装置 を 破壊 し , ショ ベル 
自体 転倒 する こと も まれ で は な い 。 ワ 
イヤ に プレ ー キ を か ける こと が お そ す 
ぎる と , ロー ラ か ら は ずれ た り ,。 ドラ 
ム に 巻き も どす と き , 順 訂 よく 巻 付か 
ず , 重 鍵 の コン トロ ー ル が で き な く な 
る 。 こ れ ら は 重 鍵 に も う 1 本 の ワイ ヤ 
を 結び ご 付け る こと に よっ て 処理 で き 
る 。 

反 次 この 方 法 は 改良 され , 確実 性 が 
増し て は きた が 高度 の 運転 技術 が 要求 
され , オペ レー タ は , 運転 中 , 少な か 
ら ず 衝撃 に よる 肉体 的 な 負担 に 耐え ね 
ば な ら な い 。 1 日 の 仕事 量 は , 条件 の 
より 場 合 で 1.000 m* ぐら い に な る 。 

下 高 さ は 普通 考え られ て いる ほど 


て で] 


〔 文 骸 調 査 ] 道路 と 飛行 場 の 破損 し た ュ ン 


クリ ー ト 縛 装 版 の 破壊 81 


決定 的 な も の で は な い 。 重 の 重 
合 に は 1m の 落下 高 が あれ ば メッ シェ の 大 
。 重 鍵 の 下 の と が っ た も 

こわ れ た 舗装 且 の 面 に 
工事 用 の 自動 車 が 適 れ な く な る よう な 思 吊 が で き て は な 
に 9), 次 の こと が 。 普通 の 現場 に 見 られ 
重 災 を 取付 けた も の は , 小さ いか , 中 ぐら 
タリ ー ト 舗装 了 の 破壊 の 標準 装置 と な る 。 

オペ レー タ の 人 能力 に 無 開 係 な ゃ の を 作る 努力 の 結果 
ディ ー ゼ ル ラ ンマ が 作ら # デル マッ ク の ラッ ンマ SZ 
500 は 特殊 な 架台 の 上 に 組立 て られ , トラ クタ に より け 
ん 引 さ れる 。 この 機械 の 性 能 は 大 体 1.000<1,200 mW 日 
に な る 。 

最近 , 新しい コン タリ ー ト 破砕 機 が 作ら れ , 性 能 を よ 
くす る た め の 改 良 が 行なわ れ た 。 それ は KGW コン 
リー ト 破 偉 機 と 呼ば れ , ドイ ツ の 道路 と 飛行 場 の 工事 の 
70 少 で これ を 使っ て いる 。 打撃 数 , 区 E 


の 


は 有効 に 働く 々 。 し 


い の コ ッ 


ヶ 


ダグ の ラン マ に より 破 隊 され た 
ンタ リー ト 版 の 表面 


生 真 一 5 
KGW コン ク 
ー ト 版 馬 大 機 


リ 


贅 下 エネ ルギー は 随意 1 
能 は コン 


まえ られ る 。KGW の 機械 の 性 
タリー ト の 性 質 と 厚 a, メッ シェ ュ の 有無 に よっ 
h。 3.000<4.000 my 月 で あり , い まま で の 機械 
で き な い も の で ある 。 
ンタ リー ト の 破壊 の 経 近 は 次 第 に 彼 少 し て きた 。10 
年 前 は 当時 の 出版 物 *0! に よる と 約 8DM/m' と な っ て 
いる 。1960 年 ご る は 1.000.80 DM/m* に な り 。, 今日 
で は 0.55=0.40DMm' に な 


て いる 。 
(委員 : 沢田 健吉 ) 
Georg Schmitt “Zertttmmern abgangiger Beton 
fahrbahnen auf SuraBen und Flugplatzen" 
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参 者 文献 


ay 量 、Schnecke : Deckenerneuerung der 


EF. Wall 
Autobahnen、Veruwche zu neuartigen、 wirtschaft- 
licheren Bauweisen in Rheinland-Pfals. 


STRASSE und AUTOBAHN Heft 371957 


エー 一 図書 案内 


B5 判 170 頁 天 価 


建設 機械 の 現状 


(昭和 40 年度 版 ) 


400 円 送料 100 円 


画 申 込 先 画 社 | 


団 法人 日 本 建設 機械 化 協会 


82 糧 設 の 概 械 化 ( 弟 2@ 


〔 支 部 便り 〕 
1. 建設 機械 施工 技士 技術 検定 講習 会 開催 


北 海道 支 者 


昭和 42 年 度 に 建設 省 が 実施 する 建設 機械 施工 技 十 技 
北海 道 支部 で は 受検 希望 者 の た め , こ 
3 月 27 日 か ら 4 月 1 日 まで の 6 日 間 , 
建設 会 前 

受講 者 は 申込 み 103 名 で あっ た が , 
の は 99 名 で , 27 日 午前 9 時 か ら 開 講 式 を 
いて 講義 に 入っ た 。 

講師 は 北海 道 開 発 局 を は じ め 会 員 会 社 , その 他 関 係 会 
社 の 技術 者 に 委嘱 し , 原動機 。 プル ドー ザ の 取扱 い 法 。 
グレ ー ダ の 取扱 い 流 ,。 パワ ー シ ョ ペル の 取扱 い 法 。 ロ 
ラ の 取扱 い 法 。 土木 ・ 気 象 。 ワ イヤ ロー プ , タイ ヤ , 燃 
料 油脂 な どの 各 科 目 に つい て 講義 の ほか , 今年 は ブ 
ルド ー ザ の 取扱 い ,。 ダレ ー ダ の 取扱 い 。 パ ワー ショ ベル s また 最終 日 の 1 に は 横 所 テ スィ ト を 実 
の 取扱 い 。 タ イヤ の 取扱 い に つ いて は 本 部 , 会 員 会 儲 か 施す る な ど 者 の 実力 向上 に つと 受講 者 は い 3 
ら 16 ミリ 映画 を 借り て 上 映し , 目 か ら の 部 育 に 力 を 入れ も 真 刻 に 受 放 し て いた 。 


術 検定 に 備え 


s 風 上 


1 級 松 定 に 含 格 し た 人 々 
問題 の 央 向 。 構え な ど を 講 
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2. 優良 運転 員 ・ 整 備 員 を 表彰 


北 海道 支 部 


北海 道 支 部 の 昭和 48 年 優良 運転 員 ・ 整 備 員 表彰 式 は 今年 は 運転 員 15 名 , 整備 員 9 名 合計 24 名 推 六 き れ 
4 月 26 日 。 支部 第 15 回 定時 総会 に 引 続 いて 札幌 市 日 て きた の を 選考 委員 考 の 縛 果 , 近 転 員 10 名 、 整 室 
な われ , 後 良 運 転 員 10 名 備 員 8 名 を 被 表 彰 者 と 決定 し た 。 
表彰 式 は 新谷 選考 委員 長 か ら 選 考 経 過 を 報告 し た 後 , 
し , 建設 横道 支部 長 は 被 表 癌 者 に 対し 表 状 に 記念 品 を 添え て 表 
彰 し た 。 被 表彰 者 は 次 の と お り で ある 。 
運転 貞 O 
ュー( 秋 津 道路 (株 )). E 
『 (日 本 道路 (株 ) 北海 意 支 店 ), 谷 守 (橋本 建設 工業 
(株 )), 野老 意 (大 成 建設 (株 ) 札 幌 支店 ), 中 川 清 春 ( 休 
業 ( 株 ) 和 幌 支店 )。 妃 山 茂 ( 款 原 建設 工業 (株 ))、 三 浦 滞 
(株 ) 北 : 


彰 は 却 加入 会 員 会 社 に 5 年 以 
機械 の 運転 な 
術 と も に 舌 


(大 
), 則 療 美 ( 例 座 組 土建 (株 ))。 渡部 條 
幌 支店 ) 


『 (石川 島 コ ー リ ング (株 ) 札幌 。 
( 過 田 建設 (株 )), 児 委 博 牙 (北海 道 建設 6 
木 幸雄 入っ 建 (株 )), 杉田 只 7 が (義人 )。 
建設 (株 ) 札幌 支店 ) 築地 彰 平 ( 新 晶 本 土木 
(株 ) 札 幌 支店 )。 増 測 只 (道路 工業 (株 )) 


所 )。 小 ロ 控 二 


[支部 便り ] 建設 機 施 工 技士 技術 検定 講習 会 了 催 8 


UI 呈 e 和 吊 吊 記 UMUUUU II 川 


1. 小松 ・ ハ フ JH65C 型 べ イロ ー タ 


(株 ) 小松 製作 所 で は , 小松 ・ ハ フ JHG5C 型 ペイ 
ョ ー ダ を 7 月 か ら 発 売 開始 する 。 

本 機 は , 小松 イン ター ナシ ョ ナル 製造 (株 ) で 製造 き 
れ , すでに 市 販 され で いる JH 30 B 型 , JH60 型 の 
イロ ー ダ に 次 いで 技術 提携 に よる 三 番目 の 機種 で ある 。 

その お も な 特長 は 次 の と お り で ある 。 

人 D アー キュ レー ティ ドラ フ レ ー ム 方 式 の 機構 を 採用 し 
て お り 、 リ ジッ ト フ レー ム 方 式 の ロー ダ に 比べ 旋回 
半径 が 小さ く , また 旋回 の 際 , 前 後 輪 が 左右 と も 同 
ー 軌 跡 を 通り , タイ ヤ の ころ が り 抵 抗 も 少な たく, け 


ん 引力 が 強大 で ある 。 
⑧ 変 連 機 は 全 段 パリ ワー シフ ト で , 変速 操作 が 容易 で 
ある 。 


⑧ 油圧 回 路 は 加 圧 宙 閉 式 で あり , じん あい , 温 気 の 
混入 が な く , 油圧 系 統 の 部 品 の 寿命 が 長 い 。 ま た 各 
ピボット 部 は 完全 シー ル し て あり , 雨水 , ほこ りな 
どの 混入 を 防止 し て いる s 

⑭④ クラ ッ チ を 切っ た まま , また 入れ た ま ま 作 業 に 合 
わせ て 緩急 自在 の 制動 が 行なえ る 独特 の 2 ペタ ル 式 
大 型 油圧 プレ ー キ を 装備 し て いる 。 

な お , 本 機 を 写真 一 1 に , お も な 仕様 を 表 一 1 に 示す 。 


写真 一 | 小松 ・ ハ フ JH 65 で 型 ペ イロ ー ダ 


表 一 1 JH 65C 型 ベ イロ ー ダ 仕様 表 


バケ アッ ト 次 恒 て 禁 褒 ) 1.9m 

艇 圭三 病 3.400kg 

人 藤 (パケ ァ ト 地上 ) 6.390mm 

を 者 (パテ ッ ト 人 除く 7 5.430mm 

全 半 備 重 恒 10.900 kg 

最小 回 財 竹 (パケ ォ ト 外側 6.210mm 

通 度 族 数 (前 険 壮 と ) 8 破 

最大 達 度 31 kmhr 

に 形式 いす "DA 640-IT ディ ー ゼ ル 機 関 
(作業 時 最大 出力) 125PS 


2. タイ ヤ 式 トラ クタ ショ ベル "125 IT" 
東洋 運搬 機 (株 ) で は ,」 タ ラー ク ・ イ クイ ッ プ メン ト 


社 と の 技術 提携 に より , "180 上 "タイ ヤ 式 トラ クタ ド 
ー ザ と 並ん で “125 四 "タイ ヤ 式 トラ クタ ジョ ベル を 開 
発し た 。 
その 特徴 は 次 の と お り で ある 。 
1) パワ ー シ フ ト の 採用 に より , 変 連 操 作 が 容易 で あ 
り , 前 後 左 有 の 見 通し も よく , 作業 が 安全 で 確実 で 
ある 。 
⑧ 圧縮 空気 式 プ レー キ の 採用 に より , 安全 で , 確実 
な 作業 が で きる 。 
⑱ ダン ピン ダク リア ラン ス が 大 きく , 大 型 ト ラッ ク 
へ の 積込み が 容易 で ある 。 
な お , 本 機 を 写真 一 2 に , お も な 仕様 を 表 一 2 に 示 
す 。 


写 貞 一 2 


タイ ヤ 式 トラ クタ ショ ベル "125 相 " 


"125 皿 " 仕様 表 


ミ 


も: まま 


2.8mi 
6.000 kg 
6.740mm 
790mm 
18.300 kg 
( 章 後進 ょ () WE】 
35kmhr 
日 邦 UD 494N 
141 PS/2,400rpm 


テキ 
き 


ます コ 
に 3 
疾 潜 


( 珍 式 ) 
(連続 定格 力 ) 


3. トン ネル 掘削 機 の ガイ ド に 
レー ザー 光線 の 利用 


最近 アメ リカ で は 。 硬 岩 損 削 機 で ビー ザー 光線 の ガイ 
ド に より , 直径 6.3m、 長 さ 2.5km の トン ネル を 、 千 
定 の コー ス に 対し , その ぶれ 16 mm 以内 で 掴 前 し た 。 
この 光線 は , 強力 で , 鉛 筆 ざら い の 太 さ の も の で , 普通 
の 光線 の よう に 拡がる こと な く 、 藤 い 距 離 に お いて も ほ 
と ん ど 初 期 の 径 を 保つ こと が で きる 。 

一 般 に 握 削 機 を 用 いて 砂岩 の 掘削 を 行なっ た 場合 , 硬 
い 玉 石 や 不 均 一 な 地層 の た め , カッ タ の 人 輝 げ に より , 約 
1.5 m の 前 進 に 対し 5-8cm の 予定 コー ス に 対し て の 
それ は めずらし く な い 。 し か し レー ザー 光線 を 用 いる こ 
と に より , 常に オペ レー タ は 機械 の 進行 方 向 を 確認 する 
こと が で き , コ ー ス の 修正 を 容易 に 行なう こと が で きる = 

この レー ザー は 舞 削 機 の 後方 の 測 点 に お か れ 、 ト ラン 
シッ ト の 包 遠 負 に 平行 に 取付 けら れ て お り , 光線 は 映像 
密か エレ クト リッ タク タ アイ に あて られ , これ か ら 順 次 オペ 
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な 像 室 (テレ クト リッ ク 
テイ ) 中 央 後部 が オペ レー タ の 標示 板 
レー タ の 眼前 の 標示 板 に 表示 され る よう に な 
この 種 の 光線 の 利用 は 特に 新しい こと で は な く , 従来 
か ら 和 電気 光線 の 利用 な ど が あっ た レー ザー 方 式 と し 
て は 粗末 で あっ た 。 し か レ し レーザー光線 は 60m の 遠方 
も 1? 以上 拡がる こと な く 目 的 物 を 野 射 する こと が で き , 
光線 の 中 心 は 非 く , ピン の 先ほど の 光 で 感光 板 
に 表 わ れ る 。 し た が っ て 、 数 分 の 1/ の 偏差 で も 容易 に 発 
見 で きる 。 ま た レー ザー 光線 は , ほ こり な どの 中 を 通し て 
も ほとん ど そ の 精度 を 落す こと な く 貫 く こ と が で きる 。 
な お , この 装置 に は ヘリ ウム ネオ ン ガ スレ ー ザ ー が 用 
いら れ た 。 
4. 国際 港 海産 業 展示 会 開催 
第 5 回 国際 港 協 会 総会 が , 昭和 42 年 5 月 8 日 か ら 
13 日 まで の 6 日 間 , リン ス ヨ 
れ , それ の 一 環 行事 と し て , 国際 港 浴 産 業 展 
会 々 場 の 屋内 (第 2 会 場 ), 屋外 (第 1 会場) の 一 部 を 
使用 し て 5 月 8 日 か ら 14 日 まで の 7 日 間 開 催さ れ た 。 
会 は 第 5 回 国際 港湾 協会 総会 組織 委員 会 (委員 


に 


5 て いる 。 


電設 後 械 協賛 出品 原 県 


が に 


写真 5 国際 港 洪 産 業 展示 会 第 1 会 場 全景 


長 は 運輸 大 臣 ) の 指 > 計画 実施 され た も の で あ 
る が , 本 協会 は 一 協 級 団 体 で あっ た が , 組織 委員 会 の 懇 
請 に より , 建設 機械 関係 は 本 了 協 会 の 名 に お いて 協 緒 出品 
ょ いう 形 で 協力 する こと と な り , 団体 会 員 各 位 に その 褒 
否 の 問 合 わせ を 案内 し た 。 

し か る に , 開催 時 期 が 他 の 各種 展示 会 と 重複 し た た め 
に , 当初 の 予想 どおり の 結果 に いた ら ず , 出 員 人 
は わずか 6 社 に 上 

協 政 出品 会 社 な 6 


①) 


竹 は 次 の と お り で 
グ (株) 

トラ ッ ク ク レー ン 
(23) (株 ) 小松 製作 所 


FD 25 ヒン ジ ド ホー タク 付 フォ ー タ リフ ト 

JH 30B ダン ピン グ ダ ホ ボー ク 付 ペイ ロー ダ 
(3 ) 酒井 重工 業 (株 ) 

パリ モー ト ホ イ ー ル トラ クタ 
(4 ) 東洋 運搬 機 (株 ) 

FD 50 フェ ー ク リフ トト ラッ タク 

FG 20 

蓄電 池 式 リー: ヶ NSP 30 
5 ) 日 特 金属 工業 (株 ) 

NTK-6 WHB ェ ー ッ ト ド ー ザ 
(6) 日立 建 機 ( 株 ) 

有 H 立 UH 03 油圧 式 ど ョ ベル 


(編集 部 ) 


{会 員 消 中 85 
本 本 部 中 店 導 支 前 分 … 公 共 業 作 商 - 商 往 
( 仙 5) 関 … 関 本 支 人 電電 力 全 福 サー サー ビス 乗 
- 東 東北 施 中 詞 … 申 国 四 国 支 都 製 … 昌 造 華 その 他 
上 販 - 革 者 ft… 放 部 箇 - 寺 疫 突 


( 和 2 年 5 月 16 日 一 相 和 9 年 6 月 5 日) 


〔 入 会 ] 


( 東 ・ 製 ) 生 原 工業 (株) 取締 役 住 長 栗原 栄之 基 


仙台 市 荒巻 杉 添 4ー+ 仙 痛 (33) 0321 


〔 脱 会 ] 


(中 国 ・ 建 ) 山九 運 東和 機工 (株 ) 
広島 市 東 観 音 町 3ー12 


(中 国 ・ 製 ) 日本 車輌 製造 (株 ) 広島 出張 所 
所 長 岩 算 邦 一 


広島 市 基 町 13ー7 朝日 ピル 広島 (21) 6251 


(中 国 ・ 商 ) 南 量 機 械 販売 (株 ) 広島 営業 所 
広島 市 十 上 市 町 1 一 4 一 1 


[住所 ・ 電 話 番号 変更 ] 


(本 ・ 製 ) (株 ) 金 則 機械 製作 所 
東京 都 中 央 区 麗 丁 坦 35 
(中 ・ 商 ) 間谷 鋼 機 (株 ) 名 古屋 店 
取締 役名 古屋 店 長 岡谷 重 座 
名 后 屋 市 中 村 区 広小路 西 通 2ー30 東海 ビル 
名 古屋 (582) 6211 
(中 ・ 商 ) 中 道 機械 雌 業 (株 ) 名 古屋 支店 
名 古屋 市 中 区 千草 町 4 一 3 花崎 ピル 
名 古屋 (251) 8B91 


1552) 9536 


( 関 ・ 商 ) 日 特 重 車 輌 (株 ) 大 阪 支店 
大 阪 府 高槻 市 辻 子 336 

( 関 ・ サ ) 新 凌 重 機 (株 ) 大 阪 社 
大 阪 市 北 区 梅田 町 6 鳥 当 ビ ル 

) 清水 建設 (株 ) 広島 支店 
広島 市 上 入 丁 堀 8 一 2 


高槻 75) 1133 


[社名 ・ 代 表 者 名 変更 ] 


(本 ・ 商 ) ( 親 ) マイ カイ 質 易 (株) 
(IH) (株 ) マイ カイ 貿易 商会 
東京 都 千 代田 区 移 町 3ー7 
( 東 ・ 建 ) 鹿島 建設 (株 ) 仙台 支 店 
支店 長 震 訪 頁 礁 
仙台 市 花京院 通 56 
( 東 ・ 商 ) 大 倉 商事 て 株 ) 仙人 出張所 
所 長 
仙台 市 東 三 番 68 富士 ピル 
( 東 ・ 商 ) 日 特 重 車輌 (株 ) 仙台 営 業 所 
所 
仙台 市 元 寺 小路 65 一 5 宮城 林産 ピル 
(中 ・ 商 ) ( 新 ) 愛知 日 野 自動 車 (株) 
( 旧 ) 愛知 日 野 デ ィ ー ゼ ル (株 ) 
名 古屋 市 瑞 和 区 熱田 東町 宇 浜 新開 71 一 1 


木村 千 礁 


申 村 文 和 


( 関 ・ 製 ) 泡 事 製 和 (株 大 阪和 所 
取締 役所 長 料 上 時 郊 
大 阪 市 此花 区 屋 町 406 
( 関 ・ 商 ) 日 診 工 機 (株 ) 大 阪 業 所 
所 長 能 沢 豊彦 
大 阪 市 北 区 田 町 8 一 1 全日 ビ ピル 
( 九 ・ 製 ) 行 川島 コー リン グ (株 ) 福岡 営業 所 
所 長 生田 條 痕 
福岡 市 度 辺 通 2ー1 一 82 電気 ば ん 
(・ 商 ) ( 新 》 マイ カ 任 易 (株 ) 補 支店 
(HH) て 株 ) マイ カイ 提 商会 福岡 出 引 所 
福岡 市 上 辻堂 町 26 ナシ ョ ナル ビル 


巡 旭 語 の 機 棋 化 軍 29 の 


| 事 | 一 | 覧 | 


5 月 1 日 根 隊 技術 部 会 (建設 算 用 電装 品 計 帳 研究 委員 会 電 
装 同 分 科 会 ) 
17 自 (HH 版 婦 員 会 一 ペレ ーー デ ド ブック 


『 机 "編集 委員 会 ) 


概 横 技術 部 会 ( 締 装 尼 械 技術 委員 会 ) 
10 日 運営 幹事 会 
5 日 機械 技術 導 会 ( 秋 毒 研 完 大 員 会 ころ が り 帆 受 小 表 員 


18 日 ( 座 加 道路 除 雪 員 会 ) 

19 日 ( 彰 連 道路 除 害 委 員 会 ) ッ タ 技術 員 会 第 5 分 科 

E2| 

婁 用 地 路 建設 昌代 

2 日 ト 委 員 

Eil 

6 月 2 日 る 5 日 広報 部 会 (用 版 表 員 会 - オ ペレ ー タ ハン ド プ ブッ ケ 

8 日 < 前 5 周年 記念 式典 ・ 建 設 機械 展示 計上 作 "グレー ダ ・ 棚 固め 機械 編 !" 編集 委員 会 ) 

5 日 始 工 技 箱 部 会 (高速 道路 除電 委員 会 ) / 。 店 幸 浮 会 (広報 舌 員 会 一 理 設 機 展 示 馬 説 朋 会 ) 
作者 の 関心 を ひい て お り ,。 し か も 工法 的 に も 経済 的 に も 
検討 すべ き 点 の 多い 「 地 下 連 結 了 工 庄 」 について, 特集 
的 記事 を 載せ る こと が で きま し た 
られ る 要 工 事 会 社 と その 技術 者 の 積 属 的 ご 協力 の も と 

編 集 後記 


総 過 挙 の た ゆめ 遅れ で いま し た 昭和 45 年 度 本 予算 も , 
よう や く 国 会 を 通 刀 し , し か も 建設 関係 予算 は ます ます 
訪 充 し て , 全国 各地 に お いて は 光 く 夏 の 太陽 の も と . 建 
設 華 事 は いま や 削 と 思い ます 。 何 年 予算 関係 記事 は 6 
朋 。 7 月 8 月 地 に 分 割 掲載 され て お り ま し た が , 今年 
は 確定 が 遅れ まし た の で 。 7 月 。 8 月 両 編 に まとめ る こ 
と に な り ま し た 。 官庁 ・ 公 団 開 係 予算 決定 直後 の 短 時 日 
の 間 に , ご 多忙 中 の 韻 係 者 を 類 わ し て , 笠 算 係 記事 の 
約 徐 基 を 本 号 に 間に合わ せ で いた だ きま し た こと を ご 紹 
介し て 誠 意 を 表し ます 。 

本 号 は 以上 の まとまっ た 記事 の ほか 最近 特に 工事 聞 


に 。 現状 に け る 総括 的 施工 法 の まとめ と 検討 
し た こと を 深く 感謝 し て おり ます 。 こ れ が 今後 の この 種 
上 事 の 拡大 , 能 訓 , コ スト 曽 の 改善 の 一 助 と も な れ ば 幸 
いと 人 存じ ます 。 

質 易 の 自由 化 問題 は , 咽 和 35 條 ご ろ よ り の 物 の 自由 
化 か ら 始ま り , 昭和 39 年 ご ろか ら 金 の 自由 化 へ と 拡大 
し 寺地 豚 誠 押 須 だ な っ て まい り ま し た 。 
この 機 に ド い 富士 物産 の 机 福 長 
燃 を 打ち 鳴ら すこ と 
仕 , また 意義 の 大 きい こと と 信じ て お り ます 。 

共 わ り に , ご 多用 中 條 重 な 時 間 を さい て 有 有 意義 な 原 
征 を 頂 堪 し まし た 各位 に , 改め て お 礼 申 上 げ ま す と と も 
に , 読者 各 倍 の ご 活用 を いた だ けれ ば 幸い で す 。 

( 傷 丹 ・ 内 田 ) 


| No.209 「 建 設 の 機械 化 」 
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第 13 回 国際 道路 会 議案 内 


第 13 回 国際 道路 会 議 は , 今秋 11 月 5 日 より 東京 に お いて 開催 され る 運び と な り ま し た 。 

国際 道路 会 議 は , 1908 年 第 1 回 会 評 が パリ で 開催 され て 以来 12 回 の 回 を 重ね 会 議 に よる 国際 的 な 
技術 協 力 を 通じ で 世界 の 発展 に 大 き な 足 恥 を 靖 し て 来 た わ け で あり ます が , 今回 の 東京 会 議 は , ア ジア 
極東 地区 に お ける 初 の 国際 道路 会 護 と し で, その 成果 に 大 き な 期 待 が 寄せ られ て お り ます 。 

会 議 開催 の 概要 に つき まし て は , すでに 昨年 道路 関係 各 協 会 の 機関 誌 な ど を 通じ て 広く お 知ら せ し ま 
し た が , 国外 向け 案内 書 と し て は , 昨年 4 月 に Circular No.1 が , 本 年 1 月 に Circular No.2 が す で 
に に 発行 きれ て ね おり, 今回 に れ ら を まとめ て 会 議 開 催 の 詳し い 内 容 を お 知ら せい た し ます 。 

意義 深い 国際 道路 会 議 を 成功 さ 記 る た め に 広く 皆さま の ご 支援 を お 願い 申し 上 げ ま す 。 

な お 国内 参加 者 の た め に 近く 日 本 文 会 議案 内 書 が 上 行 され る 予定 で す 。 


(1 ) 会 議 の 名 称 (4) 会 議 議 是 
和文 名 第 13 回 国際 道路 会 議 第 1 議題 一 役 問題 
仏 交 釧 XMe Congre Mondial de la Route 総 后 報 千 者 : Mr Saccasyn。 ベル ギー 
英文 名 Mth World Road Congress 1-1 稼 装 設計 
1ー2 散 面 の 性 質 
(2 ) 会 議 を 組織 する 国際 学術 団体 1-3 大 水 


1ー4 道路 と 道路 付属 誘 設 の 維持 
第 U 議 題 路線 計画 , 土 エ 
総括 報告 者 : Mr. Thiebault。 フ ラン ス 
2 一 1 路線 軒 画 の た め の 了 予備 調査 
?ー2 路線 計画 の 欠 何 学 的 検討 , 電 吾 計 算 槻 の 利用 
2 一 9 土工 計画 の 物理 的 検討 


名 称 常設 国際 道路 会 議 協 会 

仏 交 名 Associatiom Internationale Permanente des 
Congres de la Route 

甘 六 名 Permanent International Association of 
Road Congresses 


会 長 Mr.A.RUMPLER 2ー4 飾 装 に 接 般 する 土工 の 上 部 部 分 
所 在 地 43, Avenuedu PresidentWilson、 Paris 2-5 土 
C16 eme), France 2-6 特殊 な 場合 
第 TI 議題 近 み 性 舗装 

(3 ) 旦 本 側 の 準備 体制 総括 報告 者 : Mr. Balaguer,。 スペ イン 
名 稚 委 員 7 名 PC 才 
本 組織 委員 会 委員 長 建設 大 臣 6 ま 上 

事務 局長 介 設 省 道路 局長 引 

委 員 シー 一 邊 機械 の 使用 を 考慮 し た 失 み 性 参 装 の 設計 
上 本 実 委員 会 委 貞 長 苑 聞 明 (日 本 閉会 MM ンタ 

会 和 


第 IV 議 題 剛性 舗装 


事務 局長 高野 務 CH 本 交際 会 后 寺 者:Mr. Schneek。 ド イッ 
一 会長 ) 4-1 路 融 
委員 33 名 4ー2 コレ クリ ー ト 講 装 孤 
同 事務 局 事務 局員 68 名 4-8 その 他 
論文 事務 編集 間 67 名 4ー3ー1 = ンク リー ト の 品質 履 良 剤 の 使用 


ワー キン ダグ ゲ ルー プ 59 名 #ー3 一 2 コン クリ ー ト 記 対 する 塩 の 作用 


第 議題 交通 と の 関係 に お ける 道路 の 構造 規格 
総括 報告 者 : 伊吹 山 四郎 。 日 本 
5 一 1 自動 車 と 道路 ら 想 作用 
5 一 2 道路 お よび 高速 道路 の 弟 何 構造 。 その 道路 の 使用 
と 使用 者 の 安全 へ の 影響 
5ー3 道路 の 安全 施設 
5ー4 道路 の 付属 施設 
5 一 5 財 路 と その 近 侯 公害 の 研究 
第 VI 議題 都市 内 道路 綱 
総括 報告 者 : 井上 孝 , 日 本 
6-1 都市 内 道路 の 設計 
52 都市 内 路 工事 の 施工 
6 一 3 都市 高 巡 首 路 , 都市 内 自動 車道 路 の 和書 設 
6 一 】 歩道 と 歩行 者 対策 
6-5 共同 溝 問題 
6-6 公害 と その 防止 
第 VI 議題 経済 問 願 
総括 報告 者 : Mr. Durie、 イギリス 
7ー1 経済 理論 と 道路 事業 の 継 済 械 査 と の 開 連 
7ー? 地域 計画 と 経済 著 展 に 及ぼ す 首 路 綱 の 時 響 
7ー3 道路 綱 計 画 と 投資 計画 
7 一 4 支出 の 評価 


(5 ) 会 議 プ ログ ラム 


会 議事 務 局 を 東京 プリ ンス ホテ ル (東京 都 港 区 芝 公 園 
3 号 地 ) 2 隊 に 義 設 し , 倒 録 受付 , 資料 配布 な ら び に 会 
評 に 関す る イン フォ メー ショ ン を 行ない ます 。 

また , PIARC・ 日 本 組織 委員 会 ・ 目 本 実行 委員 会 の 各 
事務 局 を 東京 プリ ンス ホテ ル 8 階 に 開設 する ほか , 日 本 
交通 公社 (JTB) 事務 所 が 東京 プリ ンス ホテ ル 2 階 に 開 
政 さ れ , 会 識 参加 者 の 日 本 園内 に お ける 宿泊 旅行 な ど 
の 韓 旋 を 行ない ます 。 

会 議 の 部 会 は 東京 プリ ンス ホテ ル の プロ ビデ ンス ホー 
ル (3 階 ) で 開か れ , 道 路 写真 展 が 東京 プリ レス ホテ ル の 
カメ リヤ ルー ム (1 階 ) で 開催 され ます 。 

な お 会 庶 事 務 局 , PTARC・ 日 本 組織 委員 会 ・ 日 本 実行 
員 会 の 各 事 務 局 , JTB 事務 所 ば 11 月 3 日 ( 金 ) より 
月 1 日 ( 土 ) まで の 毎日 9 時 か ら 17 時 まで 開設 さ 
れ て お り ま す 。 


ーー プロ グラ ムー 一 
1 月 3 日 ( 金 ) 
9.00 一 17.00 登録 受付 お よび 資料 配布 
(東京 プリ ンス ホテ ル 2 階 ) 
11 月 4 日 ( 土 ) 
9.00 一 17-00 登録 受付 お よび 意 料 配布 
(東京 プリ ンス ホテ ル 5 階 ) 
9.30 FIARC 実行 委員 会 (サン フラ ワー ホー ル ) 
1.00 FIARC 常設 国際 委員 会 て サン フラ ワー ホー ム ん) 
12.30 日 本 組織 委員 会 お よび 日 本 実行 委員 会 主催 屋 食 会 


[PIARC 常設 国際 下 員 会 秀 員 夫 素 平 服 ] 

14.30 一 17.00 ※ 東 京 観光 

日 月 5 日 (日 ) 

すす 00 一 17-00 登 押 受付 お よび 資 料 配布 を 継続 

(東京 プリ ンス ホテ ル 2 階 ) 

10.30 開会 式 (プロ ビデ ンス ホー ル ) 

14.30 一 17.30 ※ 東 京 の 高速 道路 見 学 

18.30 部 会 議 殿 お よび 書記 , 総括 報告 者 た ちび に 技術 委員 会 
到 員 長 の 連絡 会 議 (サン フラ ワー ホー ん) 

19.00 PIARC 実行 大 員 会 主催 夕 人 会 [総括 補 告 者 技術 天 
肌 会 委員 長 。 日 本 組織 委員 会 表 員 , 日 本 実行 委員 会 代 
表 委 員 夫 実 : 平 服 ] 

1 月 5 日 (月 ) 

9.30 部 会 【 第 議題 お よ び 千 半 恒 和 設 計 技術 秋 員 人 報告 書 
の 検討 ] ( プ ビ ビデ ンス ホー ル ) 

14.30 部 会 [第 W 議 順 ] (プロ ビデ ンス ホー ル ), 部 会 に 引 続 

き 第 本 お よび 第 M 議 大 結 徐 原案 人 成員 会 
(サン フラ ワー ボール お よび 316 号 家 ) 
17.90ー19.90 コミ ュ ニ ケー ショ ン (サン フラ ワー ホー ル ) 

14.3017.30 ※※ レ ディ ー ス ・ プ ログ ラム スー その 1 一 

1 月 7 目 () 2 

9.30 部 会 (第 議題 お よび 材料 試験 技 術 家 員 会報 告 午 の 検 
討 】 (プロ ビデ ンス ホー ル ) 
14.30 部 会 [第 WI 議 斬 ] (プロ ビデ ンス ホー ル )。 部会 に 引 続 
き 第 お よび 第 MI 識 結論 原案 作成 秋 員 会 
(サン フラ ワー ホー ル ) 
19.00 東京 都 知事 宮代 と セ を プション 【 披 招待 者 全員 : 平 用 ] 
11 月 8 日 ( 水 ) 
9.90 部 会 【 第 議題 ] (プロビデンス メス ホール) 

14.30 トン ネル 技術 委員 会 お よび すべ り 技 術 委員 会 和 告 半 の 
憶 対 (プロ ビデ ン スネ ホー ル ) お よび 第 杏 議題 結論 原案 
作成 宏 員 会 (か サン ジフ ラリ ウー ホー ニル) 

14.80 こ 17.30 ※ レ ディ ー ス ・ プ ログ ラム ー そ の 2 一 

1 月 日 (本 ) 

9.30 部 全 第 議題 お よび ュ ン クリ ー ト 錠 義 技術 秋 員 会 報 
告 軒 の 検討 ] (プロ ビデ ンス ホー ル う ) 

12.30 日 本 政府 主 仙 昼 倉 会 [PIARC 常 蔽 国際 委員 会 到 員 夫 
要 , 各国 間 万 代表 夫 天 。 総 補 告 莉央 赤 部 会 議長 
夫妻 , 名 技術 委員 会 委員 長 夫 素平 有 〕 

15.00 ロー ュ ス ト ・ ロ ー ド 技術 員 金 お よび 冬 基 交通 技術 委 
負 会 報告 書 の 検討 (ブロ ビデ ンス ホー ル ) お よび 第 YY 
議題 結論 原案 作成 員 会 (サジ フラ リー ホー ル ) 

11 月 10 日 ( 金 

9.30 部 会 (第 V 議 題 お よび 交通 と 安全 技術 委員 会 報告 書 の 
検討 ] ( プ ほ ビデ ンス ホー ルム) 

14.00 一 18.00 コミ ュ ニ ケー ショ ン と 映画 上 吹 (プロ ビデ ン ネ | 

ボー ル お よび サン フラ ワー ホー ル 6 時 まで )) 

13.30 第 V 議 題 結論 原案 作成 委員 会 (316 号室 ) 

16.30 信 譜 題 結論 原案 取 編 め 委 員 会 て サン フラ ワー ホー ル ) 

19.30 日 本 政府 主 休 レセ プシ ョ ン [ 技 招 待 者 全員 平 服 ] 

14.30-17.30 ※ レ ディ ー ス - プ ログ テム ー そ の 3 一 

1 月 1 日 ( 土 ) 


9.30 最終 結論 の 全休 討議 (ブロ ビデ ンス ホー ル ) 
1.00 閉会 式 (プロ ビデ ンス ホー ル ) 
13.30-18.30 ※ 圭 木 研究 所 ( 守 葉 支所 ) 見 学 


道路 写真 展 (11 月 3 日 ( 金 )-1 月 11 日 ( 土 ) 9.00-17.00) 

各国 に お ける 道中 技術 の 最近 の 成果 を 発表 し 。 情報 を 交換 す 
る 写真 展 が 日 本 紺 剛 委 員 会 主 伴 に より 上 記 期 間 中 東京 プリ ンス 
ホテ ル の カメ リヤ ルー ム で 開催 され ます 。 

[ プ ョ グラ ム の うち ※ 印 は 国外 参加 者 の た め に 礁 備 さ れ た も 
の で す ] 


(6 ) 見 学 旅行 プロ グラ ム 


省略 


(7 ) 会 議 参加 要領 


会 離 参加 者 の 種類 は 決り と お り で す 。 

1. 政府 代表 

2. PIARC 永久 会 員 

3. PIARC 一 時 会 員 

4. 日 本 人 特別 一 時 会 員 

な お 同伴 者 ( 論 お よび 14 歳 以上 の 子供 ) で 会 議 に 参 
加 す る が , 会 議 諸 資料 を 必要 と し な ゆい 場合 は , PIARC 
一 時 同伴 会 員 と し て 登録 いた し ます 。 

1. 政府 代表 ( 省 路 ) 

永久 会 員 (省略) 

3. 一 時 会 員 (省略) 

4. 日 本 人 特別 一 時 会 員 

PIARC の 永久 会 員 ま た は 一 時 会 員 と し て 登録 され な 
い 方 で , 第 13 回 会 議 に 国内 より 参加 を 希望 され る 場合 。 
は 。 申込 春 に 記入 の うえ , 9 月 1 日 まで に 日本 実行 委 
員 会 .( 東 京都 千代 田 区 霞が関 3-3-3 日 本 道路 協会 ) に 
送付 し て 下さ い 。 

な お 会費 は 次 の と ねり に な っ て お り ま す 。 

公共 団体 また は 団体 会 

永久 個人 会 員 … 


一 時 個人 会 員 (資料 配布 あり ) … 

一 時 同伴 会 員 (資料 配布 な し ) … 

月 本 人 特別 一 時 会 員 和 oooerrronerre 

会 議会 員 の 資格 

上 上 記 各 種 会 員 は いずれ も 会 の すべ て の セッ ショ ン に 
軸 席 で き , 会 議 中 の 公式 の 討論 に 参加 で きま す 。s 

一 時 同伴 会 員 球 よび 日 本 人 特別 一 時 会 員 を 除き すべ て 
の 会 員 に は , 会 議 前 に 総括 レポ ボー ト と 技術 委員 会 報告 書 
お よび 会 識 後に 会 謙 報 告 書 が 配布 され ます 。 

政府 代表 , 公共 団体 会 員 お よび 団体 会 員 は , この ほか 
希望 する 国語 の 各国 提 肌 論文 の 配布 を 受け られ ます 。 

日 本 人 特別 一 時 会 員 に は 会 議 前 に 総括 報告 書 ( 邦 ) 
と 技術 委員 会 報告 書 (邦文 ) が 配布 され ます 。 


(8 ) 出席 予定 者 数 


外 園 人 約 600 人 

六 要 参加 予定 国 

オー スト リア , ベル ギー, ブル ガリ ア , チェ コス ロバ 
年 ア ,。 デ ジマ ー ク 甘 フ ィ ン ラ ンド , ララ ンズ ょ ドイツ 
イタ リア , オラ ンダ , ノー ルウ ェ ー, ポー ラン ド , ボル 
ト が カル, ルー マニ ア 。 スペ イン , スウ ェ ー デ ン ,。 ス イ 
ス , イギリス , ツ 連 , アズ メ リカ, メキシコ, アル ゼン チ 
と 訪 プ ラジ ル 証 ベ ペルー, チリ ー, ヴェ ネズ エラ , イン 
ド , フィリ ピン 到 湾 , トル コ 

昌 本 人 生 約 700 人 


(9 ) 申込 み に つ いて 


PIARC 会 員 に 人 録 を 希望 され る 方 , また 日 本 人 特別 
一 時 会 員 の 整 録 を 希望 きれ る 方 は , F 記 多 申 込み 用 紙 を 
ご 請求 の うえ , 9 月 1 日 まで に お 申込 み 下さ い 。 

な お 近く 発行 され る 予定 の 日 本 文 会議 案内 書 に は 日 本 
人 特別 一 時 会 員 の た め の 問 録 用 紙 が 添付 し て あり ます 。 


東京 都 寺 代田 区 霞が関 3-3-3 日 本 道路 協会 
『 第 13 回 国際 道路 会 議 実行 委員 会 事務 局 』 


当 協会 発行 既刊 図書 一 覧 表 


較 し : 名 摘要 名 価 送料 
1964 年 発行 | 会 上 5.500 四 
( 和 支 ) 日 本 壮 設 機械 要 覧 |』。 。 二 MketW ジ Mi 生 250 昌 
(海外 用 ) 日 本 設 機 械 要 覧 | 1963 年 発行 | 合 邊 3.000 四 や っ Ns 
英 ・ 仏 ・ 西 語 版 A 4 判 | 非 会 員 4.000 
会 具 1600 
新建 設 機 械 整備 基準 第 1 分 式 東信 1a0m | F 200 円 
会 90 
新 填 設 機 械 整備 基準 第 2 分 区 ? 1 】 200 由 
オペ レー タ ハ ンド ブック, シリ ー ズ 1 1965 年 発行 会 貞 1.000 円 1 上 200 円 
エン ジン B 5 判 | 非 会 員 1.200 円 り 
オペ レー タ ハ ンド ブ プ ブック, シリ ー ズ 2 1957 年 発行 会 員 600 且 T 欠 200 
ジッタ B 5 判 | 更 会 具 80 
オペ レー タ ハ ンド ブック, シリ ー ズ 3 | 1962 年 発行 | 会 項 1.000 四 の 1 
ショ ベル B 5 判 | 非 合 員 200 打 
中 
1965 年 発行 会 貞 4.000 円 
ダ 全 の に = 事 設 備 B 5 判 非 会 員 5.000 由 っ に 
プ ル ド 一 ザ 用 コ ロ ガ リ 軸 胸 | 。 間 の 尼 人 詳 
昭和 37 準 7 100 肌 1 人 0 月 
お よび オイ ル シ ー ル の 吊 査 報告 | 79 い 
1964 年 発 和 
ブル ドー ザ 用 コロ ガリ 抽 受 の ハメ アイ に 関す る 調査 報告 | 。 夫 300 還 | 1 攻 50 四 
a 1963 年 行 
埋設 機械 用 タイ ヤ の 整備 基準 | 。 。 mm| 本 mm 
1966 年 発行 
建設 揚 械 用 電 凌 品 , 計器 関 係 の 振動 , 騒 音 測定 報告 書 B 人 門 500 四 | 1 本 EUl 
ミル 鞭 会 具 1.000 
道 路 除 細 ハ ン ド プ ーッ ク | A 5 判 24 可 る TS | 180 本 


1959 年 発行 | 会 内 800 相 


時 設 指 械 化 の 10 年 一 発展 と 現況 一 | 。 者 | 衝 二 拓 1.000 ロ | ー 革 200 四 


「 建 設 の 尼 横 化 」 計 


半 設 機 4 の 現 状 | 昭和 37 作 1 月 生 300 四 | 1 100 
ー8 月 号 肖 内 
「 容 設 の 機 枯 化 』 計 
半 設 機 械 の 現 状 (昭和 40 年 ) | 昭和 9 笠 4 月 400 由 | 1 財 100 昌 
0 年 5 月 号 拉 
(A) 仕業 点検 実施 要領 及び 定期 点検 実施 要領 | 
(B ) 志和 ( ロ ー ド ロー ラ タ イヤ ロー ラ )8 ン ME | 7 生計 8 日 | 革 WO 
作 業 日 報 用 紙 My の 由 170 円 | 1 下 80 円 
束 侯 報 千 用 紙 4 150 四 | 1 較 50 円 
情 礎 簿 ロ 100 円 1 寿 25 四 
「 牙 設 の 検 械 化 」 廊 献 抄 録 集 | 1967 年 発行 2.500 四 | 1 肖 16 円 


| 個人 会 
r と 
避 設 の 機 。 拒 化 」 有朋 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


機械 は フレ に 働い て こそ 値打ち の で て くる も の … 


「 機 械 の 稼働 時 間 は 作業 スケ ジュ ー ル や 天候 に 制 
限 さ きれ ます 」 と 同社 の 松田 省 三 様 は 話し は じ め 
られ まし た 。「 し た が っ て 天気 の よい 日 に 機械 


に 休ま れ て は お 手 あ げ その 点 Dpec は 使い た 
いと き に 使え る 理想 的 な 機械 だ と 思い ます 。 だ 
か ら 炊 つぎ に 買い 足し いま で は 7 台 に ふえ ま 
し た 。 同一 機種 ですから 再生 ・ 修 理 の 場合 に 
も 1 号機 だ け に 了 予 備 部 品 を 用 意 す れ ば 2 号機 
以後 は 前 号機 の も の を 修理 し 回 転 し て 使え る と 
いう 有利 な 面 も あり ます 」 


例 連 日 サー ビス メー タ が "12 時間 を 記録 する フル 稼働 
「 重 量 の 点 で は じ め は 不安 で し た が 各種 の 実績 
や デー タ を 検討 し て 購入 に 踏み 切り まし た 」 と ど と 
松田 様 は お つ し ゃ いま す 。 

こう し て 昨年 6 月 に 購入 さき され た 4 人 台 の Dec。 ま 
ず 淡 路 島 の 仮屋 中 学校 の 校 地 造成 工事 に 投入 さき 
れ ま し た 。 

3 人 台 が スク レー べ バ を けん 引 し | 公 が 整地 作業 
に 従事 。 そ の 結果 は 一 一 総 土 量 280.000m を 実働 
102 日 間 で 運 土 ・ 整 地 し まし た 。「 朝 7 時 か ら 夜 
9 時 まで … 廊 字 どおり の フル 稼働 で し た が 予 
想 以上 の 働き ぶり で し た 」 と 松田 様 。 

この 工事 が 完了 し た と き に は 各 機 と も 1,200 時 
間 ( サ ービス メー タ ) を 記録 。 | 日 当り 平均 12 時 
間 稼 働 し た こと に な り ま す 。 


代 秩 働 率 も じつに 9922 を 記録 

その 後 足 回 り の 寿命 を 延長 する た め に 4 人 可 
と も 1,200 一 1,500 時 間 で ビン ・ ブ ッシュ の 反転 を 
行ない まし た 。 履帯 の アッ セン プリ | 式 を 用 意 
し まず | 号機 の 履帯 と 交換 。 ! 号機 か ら 取り 
は ず し た 履帯 の ピン ・ ブ ッシュ を 反転 し て 2 号 
幾 に 取り つけ る … と いう 方 法 を 順次 繰り 返し た 


た め 要 し た 時 間 は 各 4 時 間 で 計 16 時 間 。 ま た 
2 台 の 修理 の た め に 要 し た 休 車 が 各 35 時 間 で 延 
で 70 時 間 か か り ま し た 。 し た が っ て この 4 台 の 
pec の 休 車 時 間 は 総計 86 時 間 。 そ の 間 の 延べ 稼 
働 時 間 は 7.000 時 間 で すか ら 稼働 率 は 平均 9922 

な り ま す 。 この 実績 か ら 塩 屋 土地 (株 ) 様 で は 
「p6ec は 信頼 で きる 理想 的 な 機械 」 と さら に 3 
台 を お 求め に こ な っ た わけ で す 。 


の な ぜ ニ ん な に 稼働 率 が 高い ? 

その 理由 と し て 「 温 式 操 向 クラ ッ チ と プレ ー キ 」 
と 松田 様 は 指摘 きれ ます 。 「 ト ラク タ を スク レ 
ー バ の けん 引 に 使う 場合 問題 に な る の が 操 向 
クラ ッ チ と プレ ー キ で す 。 これ は 意 斜面 を 操 向 
クラ ッ チ と ブレ ー キ を 使い な が ら 降 り る た め … 
その 点 湿 式 な ら 加 熱 を 防ぎ 摩 衝 に も 強い の で 
乾式 に 比べ 寿命 は 倍 以 上 。 ま た 調整 も ほとん ど 
不要 で すか ら 便 利 で す 」 と の こと 。 

この ほか PD6c に は 6.000 時 間 以 上 も オー バ ホ ー ル 
し な いで 使用 で きる バ パワー シフ トト ラン スミ ッ 
ショ ン や 動力 伝達 装置 に か か る 負担 を 減少 する 
2 段 減速 の ファ イナ ルド ライ ブ 足 回 り の 寿命 
を 延ばす 《 シ ー ル ド ト ラ ッ ク 〉 な ど 体 車 を 少 
な くし 稼働 率 を 高め る 配慮 が 払わ れ て いま す 。 


@CAT Dec プ ブル ドー ザ の 主 な 仕様 


@ 玉 度 前 進 3 太 


符 重 幸一 14.100k( ア ング ルド ー ザ ) 14,000( ス トレ ー ト ドー ザ ) 


本 仕様 は 予告 な く 安 東 す る こと が あり ます 


念 採算 向上 の カギ を に ぎる 現場 サー ビス 
機械 を お 持ち の 方 な ら 当然 《 修 理 や 整備 の た め に 
休 車 時 間 が どれ だ け か か る か ?7》 に 関心 を お 持ち 
の は ず で す 。 い か に 作業 能力 が すぐ れ た 機械 で も 
修理 の た め に 休 車 状態 が 長く つづ < く よう で は 探 
算 の 向上 は 望め ませ ん 。 

キャ タビ ラー 三菱 の 支社 お よび 特約 販売 店 で は み 
な さま の 機械 が つね に 最高 の 状態 で 稼働 で きる よ 
う フィ ー ル ドサ ービス 体制 の 拡充 に つと め て い 


ます 。 機動 性 の 高い サー ビス トラ ッ ク も 全国 各地 


に すでに 280 台 以 上 配置 。 緊 急 の 場合 に も た だ 
ち に 出動 し ます 。 

サー ビス を ご 希望 の と どき は も より の キャ タビ ラー 
の 支社 ・ 支 店 また は 特約 販売 店 へ ご 連絡 くだ さい 。 


Caterpillar お よび Cat は ど 


ロロ PILLA 只 


Caterpillar Tractor Co. の 登録 商標 で す 


キャ タビ ラー 三 菱 入 


神奈 川 県 相模 原市 田 名 3700 TEL 相模 原 (0427)52 一 !121 


415 一 340ー29728 PRINTEO IN JAPAN 


ーーー ニニ ーー ニニ テカ 
っ 過 FE 暫 き 必 W 直 ペー ゴゴ ー 


道路 作り に 2 最 庫 の 技術 を 誇る の 


エ Kー80G 型 全 自 動 ア ス フ ア ルト プラ ント 


特 長 

1) 特 ョ ン フ ライ トシ ステム を 控 
用 【 イヤ 

2 ) 焼 量 人 装 置 付 の 癌 性 能 、 特 許 


の 遺骨 操作 が 可能 な 特 親 ギバ 

ト タ イ 溢 飛 

4) 個別 自動 計量 に よる 完 條 な 品質 管 理 可能 を 
ュー タイ ブ 半 自動 制 倒 氏 誕 


5) 特殊 振動 目 づ まり 防 直 型 の 高 能 の 振動 秀 

6 ) 良質 の アス モル 課 全 が 可能 な 特許 四 選 直下 位 
角 付 ミキ サ 

7 ) 合 材 の 品質 瑞 に と 
ん 疲 誕 


を 高 任 雄 集 は 


エ Kー イ 52 ろ 2 型 アス フ ア ル ト 
フイ ニッ シャ 


特 長 
1) 中 員 4.5m 所 舗 凌 可 能 
2) 向 平坦 性 


8 ) 俊秀 な 住 よ り 商 

3 ) 容量 充分 な ボッ パ 

5) 7 是 ト ラッ タク 輸 送 可 能 

6 ) スタ リー ド 自 動 制 人 紅 置 取付 可能 


営業 品目 r し / ロー150T / 是 各 種 )、 


付 巾 3.6、 45、5。0m 3 機種 ) 還 ス タビ ライ ザ 。 スプ レ ヤ , 画 倍 装 要 械 器具 


理 和田 区 内 神田 3 生生 ピ 9 


計 后 0455 (se) 1 


ー 後 付 1 一 


層 示 来 を 肩 導 す る 内 田 の 油圧 税 各 
建設 機械 の 心 臓 
GH 型 ギャ ネ ポ ンプ e 王 E75lg/my ま で 
@ 効率 が よい 90% 以上 (容積 効率 ) 
@ 高速 で 使用 可 3.000r.p 呈 まで 
小型 で 耐久 性 が あり ます 


に ゴ 製 品 
O ギ ャ ポン プ Oo シ リ ン タダ 
O オ イル モー タ OO 各種 バル プ 


O プ ラン ジャ ポン プ 
Oo 各種 ユニ ッ ト 


内 田 油圧 様 器 也 業 杯 式 會 和 
本 社 ・ 工 場 東京 都 板橋 区 富士 見 町 4 番 地 
電話 963 一 3 111 〈 代 ) 


4 


ウチ タダ の 油圧 失 器 


ー 後 付 2 一 


脚光 を あび る 


精機 補 新 欄 


(DD) 本 会 柄本 思 


本 社 東京 都 千 代田 区 内 神田 1 一 15 一 2 (平山 ビル ) 電話 (293)7221- 292)8423 


トラ ッ ク ピ ロ - ラ - 


ンー 


最新 式 多 軸 自 動 ロ ー ラ ー 炊 接 機 及 
び ロ ー ラ ー フ ラン チ 自 動 焼入れ 装置 


を 増設 し 足 畑 部 品 の 一 貫 完 全 再 生 


可能 と な 


1. 値段 は 手 盛り と 同じ 


母 材 の 焼 爺 が な い の で 数 回 
の 再生 可能 


トラ ッ ク リ ンク 自動 燈 接 機 


大 好評 の リン ク 自 ほ に 加え て 0・T・C 二 軸 リ ン 
ク プ レス を 増 き 3 ンク プレ 
シュ の 反転 シュ ー ボ ルト の 脱着 再 使 月 


多額 の 部 品 費 が 節約 で きま す 。 


各社 指定 整備 工場 


マル マ 車 車軸 株式 会 社 


中 東京 工場 東京 
名 古屋 工場 受 知 県 L 7) 3811 


ー 後 付 4 一 


> 内 外車 


京都 港 区 本 新橋 三 丁目 二 番号 


の 
Snap-on 工 具 


プル ドー 
併用 に 依り 、 


ザ 等 建設 機械 に 限ら ず 各 種 附属 唱 の 
多種 多様 の 作業 可能 で す 。 


部 品 株 式 会 信 


文 @D250 一 D20 @BD23 一 日 D2 
D9 一 D4 用 プル ドー ザ 部 品 人 
娘 ミ シ ガ ン @ ル ター ナ @ バ パー バー グ 
リー ン @G.M @ ア イム コ 等 各種 建 
設 機械 部 品 及 特殊 工具 人 
文 米 国 Snap-on Tool 念 O.T.C.Tool 
Co. 製 工具 @ 
ロ ヂ ャ ー ス ハイ ドリ ッ ク Tool 
文 米 国 L& 昌 自動 溶接 機 介 ホ ー バ ー ト 
半自動 及 手動 溶接 機 介 神 鋼 溶 接 棒 人 
文 整 備 用 薬 材 (米国 製 ) 
ネバ ー シ ー ズ (焼付 防止 防 錆 剤 ) 
ロッ クタ イト (特殊 接着 剤 ) 
ー ズ ン ・ オ ー ル (特殊 比 緩 剤 ) 
@ リ キモ リ 
(摩耗 防止 、 焼 付 防 上 下剤 ) 


(A ) ボ ポン 

そう 00P ( (共用 ) 
(B ) シ リン ダ 
MT-100C 押 100'. 引 | 85 リ > 
(C) シ リン ダ 

pFー 押 70'. 引 50'> 
(Dp ) プ 

MT エー ー50c 押 50'。 高 128 耕 
(E) プ 

M エ ー 50CA 押 50'。 高 108 朱 
(AE 

hg90 押 30'。 高 127 耗 


(G) デ 
MTー ーs0cA 押 30'。 高 102 耗 


ー 後 付 5 一 


圧式 パワ ー シ ョ ベ ル 


NIKKO- O&k 


に お また 揚 きい 


要 目 
多義 備 重量 
旋 回 加 鹿 


人 


人 
8,600 kg 定 窟 量 ア キシ ャ ルプ ラン ジャ ー 型 
18.5rpm ・ 3 個 
0 一 2.2kmh ト | MITSUI DEUTZ F3 L812 
430 mm 0.4kg/cm* | 3 気 月 4 サイ クル 直列 (渦流 室 式 ) 
40% (22') 38PS (2.300 rpm ) 
サイ クル タイ ム | 17sec (997 旋 回 アン プ 積 込 ) 至 油 
滑 式 | 和 草 ア キシ ャ ルプ ラン ジャ ー 和 (P.C 前 185g/psh ( 全 負 荷 時 ) 
中軸 圧力 最高 250kg/cm* 2550cc 
ン | 吐出 量 15 き り 最大 73 7 mim : 3 ー 研 冷 
数 基 2 個 90? 


大 孤 本 社 大 阪 市 東 区 了 町 2 丁目 6 4 
K 京 支社 東京 都 千 代田 区 内 府 町 2 -22 飯 野 ビ ル 
製 造 元 


生生 


TEL 203-1351 


TEL 502-1251 
名 古屋 市 中 区 伝 島町 6 一 18 TEL 201-8111 


本 計 東 束 才 千 代 田 区 有楽.2( 昌 比 人 三井 モル ) 電 京 (63)501-6H1( 大 代表 ) 


高 悦 波 枯 動 煽 打 旗 | 


KM2 一 1200 型 (40F) 
KM2 一 2000 型 (50HP) 
KM2 一 2700 型 (75PF) 


KM2 型 の 特色 

1 . 高周波 ・ 高 加速 度 
摩擦 力 は 史 に 激減 

2 . 特殊 耐 須 型 モー ター 
少な い 超 動 電流 . 

。 小型 ・ 


コ 


総 発売 元 


や 東洋 欄 花 株 式 伝 社 


機械 第 三 部 
設計 監理 建設 機械 調査 株 式 会 社 
製作 工場 伊丹 工業 株 式 会 社 


大 阪本 社 大 阪 市 東 区 瓦 町 2 丁目 6 4 TEL 203-1351 
東京 支社 東京 都 千代 田 区 内 吾 町 2-22 飯 野 ビ ル TEL 502-1251 
名 古屋 支社 名 古屋 市 申 区 伝馬 町 6 一 1 8 TEL 201-811 
大 阪 市 福島 区 上 福島 中 2 丁目 3 8 番地 TEL (458)0831-5 


兵庫 県 人 市 南 本 町 8 丁目 28 番 地 TEL 伊 凡 (0727) 72-0201 


ー 後 付 7 一 


世界 的 ハイ レベ ル の 


エリ ヂ フ ァ リ - - 了 - 


本 計 咽 は 、 


直流 小形 モー ター 駆動 の 天 府 葉柄 算 時 間 計 で (用 途 ) 
事 還 の 墓 電池 電源 で 作動 し ます 。 本 器 の 読み は 、 エ ン だ コ 用 
ジン の 作動 積算 時 間宮 示 、 お よび 、 そ の 機械 の 稼働 通 転 NM BE 村 析 用 
時 間 表 示 と し て も 有効 に 利用 で きま す 。 高価 な 機械 を 
購入 する 場合 に は … 廊 荷 役 機 械 用 
1 提 械 の 経済 的 利用 の た め に … 保 守 整 備 の た め に … 文 吉 種 車輌 積載 撲 械 用 


2 製造 販売 会 社 は 、 自 社 製品 の 耐久 力 信用 家 示 の た 


め に 
この エン ジン アワ ー テ メー ター が 最適 と いえ ます 。 
名 式 | AH14 (DP.Gn2VDG24V 3 用 3) 
Fn 回 
| 康 杜 電 兵 | 
| 生 作 電 不 部 | 
動作 追 褒 和 本 
病 度 規 走 電 
】 民 
E V に て 起動 す ゃ ここ 
円 (な 207G 
aw 大 m3 9 4 9 間 
者 2 8 間 時間 の 時 を に 界 
遼 類 人 | 褒 の 発生 な きこ と 
(JIS 16nI 聞 電 会 泊 2 栖 商 用 ) 
7 て 、 上 方 も り 80mm / 史 間 の 水 を ) 9 間 か け 、 
防 水 | 内 部 へ の 決 そ の 他 の 異常 人 ニ と 。 
JIS 0860 台 度 計 責 相 記 通 表 ) 


スイ ス 製 ・ 世 界 最 高級 品 


回 レヒ コー ダー は 、 車 輌 機械 の 運転 作業 時 に 、 作 業 に 起因 し て 発生 する 
振動 を 自動 的 に 記録 紙 に 記録 し て 、 そ の 機械 の … 


1 稼働 時 間 (X) 2 体 止 時 間 (Z) 3 作 内 容 叶 間 


を 区 別して 、 接 測定 機械 の 実 稼働 を Xn る こと が で きま す 。 
部 また は 運動 部 より の 機械 的 連結 は 、 い ら な い ) 


( 鮭 … 名 転 


本 現場 の 王 森 失 械 、 役 杜 械 、 お よび 、 油 圧 機械 等 の 運転 作業 状況 を 手 
に と る よう に 知る こと が で きま す 。 土 木 現場 、 試 験 演習 場 、 工 場 等 に 
ぞい て この レコ ー ダ ー を 利用 すれ ば 、 機 械 の 稼働 効率 が 上 昇 し ます 。 


称 働 率 装 族 再 9 


規 百 通 信 工 業 株 式 会 社 


社 東京 都 中 央 区 人 銀座 西 8 一 8 ( 新 田 ビル ) 
TEL (571)7208・ 7213・0497 - 7050 ( 572) 5301( 代 ) 
犬 阪 市 東 区 安土 果 4 一 5( 東 光 ビ ル )TEL (261)8202 


苦 売 元 


どしどし お 問い 合わ 
せく だ さい 


大 上 営 業 所 


一 贅 付 8 一 


自動 人 仲 式 
ロー ラー 燈 


油圧 操作 方 式 採用 


マス ト 届 折 は 独特 の 方 式 に て 内 蔵 型 と な っ て いま す 
各種 建設 機械 設計 製作 


東京 大 孤 


株 素 偏 往 J 乾 親 代 連 


本 社 工 場 : 東 京都 江戸 川 区 船堀 3]I H15 番 地 15 号 EL.03(680)3141( 代 表 ) 
大 阪 営業 所 : 大 阪 市 福島 区 中 江 町 24 番 地 TEL.06(441)5351 一 5 (448 ) 1988 


カプ トム シ は 、 
つね に 研究 の 
成果 を 取入れ 
て 改良 強化 さ 
れ て いま す 。 


画 通 転 席 を 広く し て 、 オ 
ご レー ター の 症 労 軽減 を 
は か り ま し た 。 

還 パ ケッ ト 容 量 を 0.08m 
か ら 0.135m* に アッ プ し 
まし た 。 

画 策 料 タ ンク 容量 を 45 の 
か ら 802 と 約 2 倍 に アッ 
た 。 

クロ ー ラ を 25mm 
『、 前 後 の 安定 性 
させ まし た 。 
で ル 転 回 角度 が 、 
上 45* 最 上 位置 で 60* と 
大 幅 ア ッ プ し まし た 。 


小型 ブル の パイ オニ ア 早 崎 の カブ トム シシ リー デズ 
引力 - 克 
プル だ ー 


5,000kg パケ ッ ト 標 準 容 


水冷 ディ ネー ゼル パケ ッ ト 幅 


36ps 最大 掘削 半径 


- 飯 錠 / 炎 な 


ー カ フナ ム シ 


. 135m? 最大 掘削 深度 ・ 


STD.580mm 掘削 力 
…4215mm 油圧 ポ 


ツン ・ ボ ンプ 型 |20kg/cmz 


旬 千 元 株 式 会 社 早 崎 鐵 工 所 
PGI 


津 (63)0463 大 代表 
京 (567) 7023 一 5 


ワタ ナベ っ o 


12t-22t 
タイ ヤロー ラー 


圏 WNI10 型 
マカ ダム 
国 WMB10 型 


ーー ロ テ ー ロ 


@ その 他 詳 細 に つい て は 下記 宛 御 過 会 下さ い 。 


esma 東洋 花 株 式 会 社 49-FPーー 人 


機械 第 5 部 @ タ イヤ ロー ラー 人 各種 


@ オ イル モー ター 務 動 
部 3 1 (271) 代表 1261・ 代 表 8671 番 軸 - ペ 
机 橋 3 丁目 1 番地 大 阪 (271) 代 Na マ カ ダ 内 0 ーー 


2 容 0 
2 em 
) 9 な 前 スガ お な ばり 


、 が 先 
ニッ サン タロー ラー 4 
っ 250efwupesc 


ー 供 付 12 


チャ fH コ H-]5JL 


DR 250 型 


PL 


1 


pm 


所 要 60.3 由 
吐出 量 7mmin 


@ 完 全 な 本 体 と 部 品 の 在庫 、 ア フタ ー 
サー ビス の 実施 及び 保証 

@ オ ー バ パー ホール な し で 5.000 時 間 稼 動 

介 用 寿命 が 競合 品 の 3 倍 以 上 

全 代 少な 族 障 と 量 高 の 稼動 


主要 土建 鉱山 機械 


削 涯 機 
ユニ バー サル ・ ロ ー テ ーション ・ ド リル 
(粘土 か ら 硬質 花 賠 迄 削 可 能 。 バ ー レ 花 向 岩 に 対し 44.4 一 63.5 一 101.69%%※61m の 削 孔 ) 
クロ ー ル マス ター(127 一 165"% 史 X76m の ダウ ン ホ ー ル 式 垂直 及び 傾斜 前 包 ) 
ドリ ル マ ス ター((27 一 203 天 183m の ダウ ン ホ ー ル 式 醍 直 及 び 傾 斜 削 乱 ) 
マグ ナム ・ ド リル (38I 一 7629% XX183m の ダウ ン ホ ー ル 式 垂直 削 孔 ) 
琉 内 用 マイ ンマ スタ ー 
(127 一 165% ま XX6Im の ダウ ン ホ ー ル 式 垂直 及び 傾斜 削 孔 ) 
琉 内 用 マグ ナム ・ リ ー マ ー 
(381 一 400% xx6Im の ダウ ン ホ ー ル 式 垂直 及び 傾斜 削 孔 ) 
アル カー ク (パイ ロッ ト ・ プ ブル 式 で 粘土 か ら 圧縮 強度 が 2.000kg/cm* 以 上 の 硬 岩 を ポー リン グ 可 能 ) 
全 断 面 隣 道 掘削 機 (直径 2. 4m 以上 ) 
全 断 面 需 道 掘進 及び 採 炭 機 (直径 2.4m 以 上 ) 
レー ズ ・ ド ライ バー (|.5 一 3m% 152 一 244m の 垂直 及び 傾斜 の 掘 上 り ボ ー リ ング ) 
に に 4 プレ ッ サ ー( 最 高圧 力 8. 800/cm? 、 最 大 馬力 75. 000 の 各種 型式 ) 
の 他 
コン クリ ー ト ・ ガ ン , ジェ ッ ト ・ ク リー ナー, ポー タブ ル ・ ヒ ビー ター 


世界 最大 の コン プレ ッ サ ー- 削 涯 検 線 合 メ ー カ ー 
mmcgemrscl-BEcmmne 

x 、 一 ヽ , 上 株式 
イン ガ ソ ー ル ・ ラ ンド 殺 
本 社 東京 者 港 区 北青山 2 丁目 7 番 28 上 西本 ビル 話 東京 (003) 65718 番 


中 崎 工場 川崎 市 西区 小倉 1 2 2 4 番地 電話 川崎 (52)3044 番 SS 
大阪 支店 大 阪 市 西区 京町 掘 1 丁目 1 56 番 地 中 谷 ビル 電話 大 阪 (43)4750.4795 番 


( 全 製 品 日 本 特許 出願 中 ) 


ー 後 人 8 一 


バイ / レ ー ダ ゲー の 再 門 メー カー./ 


打 込 工事 に な ん で も 打てる / コン クリ ー ト 有 込 工事 に / 


チ ヤ ッ ク ハ ンマ ー  ( 特 符 ) 棒 型 振動 機 (特殊 モー ター フレ キ 式 ) 
( 可 孝 式 拓 動 枕 打 機 ) 


コン クリ ー ト 、 ア ス フ ァ ルト の 破壊 工事 
及び 転 圧 に .Z 


高周波 振動 ブレ ー カ ー  ( 物 放 申請 中 ) 


玉音 種 コ ンク リー トバ イブ レー ター 製造 発 


山田 機 抗 万 業 株 式 便 守 


業 所 東京 都 北 区 稲 付 町 3 丁目 16 番 地 電話 赤羽 (901)0314・8455・7556 
上 場 埼玉 県 戸田 市 大 字 新 細 5138 番 電話 藤 0484 (42) 5059・5060 


ー 後 付 14 一 


ベ ノ ント 工 法 
チュ ー ビ ン グ 用 
(アー ス ド リ ル 用 ) 

ル 工 法 
シン グ 工 
LM 
シン グ 
グ 用 ケ 


を 各種 製 


テー ス ド リ ル , ベ ノ ト , リ 
バー ス , イコ ス 工 法 に 欠 
か せな い の が 員 式 トレ ミ 
ー 管 で す 。 


特長 
. 取 扱 が 簡単 包 速 ー ク イ 
ッ ク ジ ョ イン ト 付 


パッ キン 


a 


- 底 板 。 
不用 の 新型 トレ ミー を 
開発 し まし た 。 御 相談 
下さ きい 。 


ーー 
営業 品目 / 日 立 パ ワー ショ ベル ・ ク レ 米国 イン ター プル ドー ザー 
ペイ ホ ー・ ケ ー シ ン グチ ュー ブ 独 TS M 式 強制 コン クリ ー ト 
ミキ サ 其他 建設 機械 及 


凡 ゆ る 機械 の 動力 源 に 
優れ た 品質 と 完全 な アフ ター サー ビス を 誇る 


エン ジン の 御用 命 は IE 


エン ジン ユ コンサルタント 


の 当社 へ 是非 ん 


三菱 高 連 ア ィ ー ヤ ル 
6 DS10 塔 載 ア ス フ ァ ルト フィ ニッ シャ ー 
三菱 H 形 三菱 KE 形 
三菱 ダイ ヤ 形 三菱 AD 形 其他 取扱 品 
三菱 NE 形 三菱 ME 形 
三 鞭 か つら 形 三菱 メイ キ 形 | 無 段 変速 機 
各種 エン ジン 
三菱 4DQ 形 三菱 6DB 形 各種 産業 機械 
三菱 8BDB 形 三菱 DH 形 エン ジン 部 品 
三菱 DF 形 三菱 DE 形 流体 継手 、 減 速 機 
三菱 6DS 形 


機械 産 業 株 式 会 


町 2 丁目 15 番 地 電話 (432) 4311 番 (代表) 
通り 1 3 の 28 電話 01962 2 2064 番 


1 
SN 


首 球 中 

還 ト ーK ド ー ド ー 

| NOKPE や N コ 
田中 ミ ペ ー ミ ツヤ ポー 
男 盟 ヨ ・ 諾 守 党 ・ 計 謗 を 


@MTR 一 |20 弄 


0 神田 猿楽 町 1 一 7 
) 1411 大 代表 


大 阪 市 西区 


ー 後 付 18 一 


工場 群馬 県 館林 志 
電 0276 (2) 3886 
工場 埼玉 県 春日 部 市 柏 壁 1 210 
MS (52) 3 625 一 6 


三笠 建設 機械 株 式 会 社 
立売 堀 北 通 4 一 70 
電 大 阪 (541) 9631 一 4 


1 万 数 千 台 の 納入 実績 と 

5 10 年 の 経験 生か し て … 

人 1 三笠 の 総力 を 結集 し た 
振動 衝撃 式 岩 圧 機 の 決定 版 ! 


@MTR 一 !60 型 


大 街道 5 


ベス ト セラ ー の トッ プ を 独走 する 肖 
新人 閥 ノノ  // 


@ 強 力 能率 的 な 締 固め 
@ 弄 久 力 は 技 群 で 経済 的 
⑱ モ ー タ ー は 自動 逆転 防 目付 
Pa ⑱ シ ャ フト セッ ト の 着脱 は ワン タッ チ 
久原 動 様 は モー ター・ エン ジン 何れ で も 使え る 


| る 


ロー ララ Eh 


ニー テープ ロー テー 


多年 の 経験 細 還 紳 昌 最新 の 技術 


責任 ある 材 抱 価 mmmm ゅ 最 
低廉 な 価格 価 還 時 豊富 な 


田 製 作品 目 一 ーーーーーーーー ーー 
トラ ッ ク ロ ー ラ ー, キ ャ リヤ ー ロ ー 
ラー, フロ ント アイ ドラ ー, スプ ロ 
ケッ ト , 及び その 関連 部 品 , その 他 
ツー ス , エン ド ビ ピッ ト 等 内 外 各 車種 
を 取り そろ えて お り ま す 。 


罰 各 租 プ ルレ ドー ザー、 シ ョ ベル 、 ア ス フ ァ ル 
ト フ ィ ニ ッ シ ャ ー 等 の ロー ラー 類 及 び ス プロ 
ケッ ト 、 フ ロン ト ア イド ラ ど 足 廻り 部 品 
の 改造 、 設計 、 製 作 の ご 相談 に 応じ ます 。 


品 息 
在 庫 


較 製 作 撲 種 一 
キャ タビ ラー : (キヤ タ ピラー 三菱 ) 
D9,D8,D7.D6.D4 
三菱 重工 : BD23.BD19.BD17.BS13。 
BD7.BD2 
小松 :D250.D120.D80.D60、D50.D30 
日 特 :NTK12A,NTK12B、NTK6.NTK5. 


NTK4 
日 立 :T13.Tog 
ロー ラ 印 下 転 輪 0 上 転 輪 / 製造 元 > 


時 建設 中 駐 曽 品 ロロ 


東京 区 犬 島 5 丁 目 42 番 3 紀 電話 (683)3571( 代 ) 一 4 
(683)1922 


ー 後 付 20 一 


プラ ジ シギ ヂ ャ ー 民 

水中 

コン クリ ー ト 打 設 用 
トレ ミー 管 

画 特 許 759336 


フラ ンチ ヂ 型 トレ ミー 管 


方 骨 青 トレ ミー 管 
標準 仕様 内 径 6 時 8 叶 10 叶 12 時 

トレ ミー 管 中 間 用 1m 

1.5m 


トレ ミー 管 の 穫 組 合せ 並 に ブラン チャ ー の 数 量 は 必要 に 応じ お 決め 願い ます 。 
(カタ ログ 贈呈 ) 


k(433)3621 代表 
孤 (251)8871-3 


株 式 会 社 小松 製作 所 特約 店 
だ 時 9 本 社 東京 拓 新 北 6 丁 目 1 番 ! 
富士 機工 株 式 会 桂 大 阪 営業 所 大 阪 市 区 順 度 4 上 79 番 地 


ー 後 付 21 一 


ZTN トラ ッ ク - リ ンク は 
W ツ トキ ロン へ …… 


湯浅 金物 ( 電 (札幌) 


中 古 自動車 ( 欄 ) (広島 ) 
国際 モー ター ス (株 ) (福岡 ) 


ー 第 422 一 


クロ ー ラ ー 足 廻り 関係 の 設計 製作 
に つい て 御 相談 下さ い 


較 地 区 特約 店 


金 物 株 式 会 社 


札幌 市 北 三 委 西 四 丁 目 (日 本 生命 ビル ) (26) 6271 ( 代 ) 
中 外 機工 株 式 会 社 
仙 台 市 本 材木 町 4 6 (25) 5831 ( 代 ) 
会 
原 安 
名 古屋 市 西区 六 句 町 2 一 10 鴨 飼 ビ ル (571) 2458 ( 代 ) 


川原 産業 株式 会 社 


大 阪 市 温 束 区 幸 町 4 一 1 (561) 0555 ( 代 ) 


中 吉 自 動車 株 式 会 社 


広島 市 西 観音 町 9 一 5 (32) 3325( 代 ) 


国際 モー ター ス 株 式 会 社 


宜 岡 市 白 器 町 7 (65) 8131( 代 ) 


驚異 的 な 性 能 ・ 抜 群 の 耐久 カケ 


拭 在 石 プ ラン ト 
納入 先 (静岡 県 伊豆 六 石 帆 ) 


必ず 訂 アス ファ ルト プラ ント 放 Y 記 コン クリ ー ト プラ ント 
能力 (25 fi) 納入 先 (大 阪 府 績 野間 工務 店 ) 能力 (20mH ) 納入 先 ( 岡 山県 津山 宇部 生コン 絢 ) 
練 合 建設 機械 の トッ プ メ ー カ ー 


テ の へ 且 
代表 取締 役 社長 奥 村 正 美 
本 社 大阪 市 北 区 南 同心 町 1 丁目 31 番 地 TE ヒレ 358 一 3 5 2 1 ( 代 寒 ) 
お 問 合 わ せ は 本 社 営業 推進 部 大 阪 358 一 3521 ( 代 ) 又 は 最寄り の 事務 所 一 
大 阪 支店 電話 大 夏 (358) 3521( 代 ) 大 限 営 業 所 電話 大 阪 (358) 3521( 代 ) 
支店 電話 東 京 (254) 560! 一 5 福岡 営業 所 電話 福 同 (28) 416! 一 4 
電話 広 島 (6I) 5I0l3. 名 古屋 営業 所 電話 名 古屋 (221) 7037 一 8 
益 松 出張 所 電話 高 松 (61) 43923 
鹿島 出張 所 電話 訂 児 島 (2) 3055・I550 


事業 所 


電話 札 蛋 (24) 9594 一 5 
電話 他 台 (25) 4441 一 3 


ー 後 付 2 一 


道路 の 維持 、 補 修 上 の 各種 作業 を 広範 囲 に 能率 化 


訂 ! 11I | 較 是 | 
A - レン / 
各種 アタ ッ チ メン ト が 用 意 さ れ 車 体 へ の 薄 脱 は 極め て 簡単 
前 進 低 1.5 一 8.3 km/h 


後進 低速 1.1km/h 
全 重 量 3,650kg 


束 5.4 一 29.2km/h 
4.0km/h 


本 機 は モー タグ レー タダ の 生産 に 
- ダ を 基幹 に 多く の アタ ッ チ メン 

作業 < 細 囲 に わた た っ て 能率 

超 小 形 で ある た め 狭 い 所 で も 

濾 を は か る こと が で きま す 


昌 還 ーー 
不遇 発条 三井 千晶 開 工場 


東京 都 中 央 区 築地 5 丁目 6 の 4 電話 東京 (548)O371 ( 代 市 場 
地区 営業 所 札 幌 ・ 仙 台 ・ 東 京 ・ 名 古屋 ・ 大 阪 ・ 揚 団 電 話 横 (52 


な 実績 を 有する 弊社 が グ 
て 道路 維持 補修 上 の 各種 

的 に 機械 施 工 で きる よう に 設計 製作 し た も の で す 

作業 が で きる 上 保守 整備 は 極め て 窒 易 で 維持 費 の 低 : 


と どじ て ご 和 れ 


ー 後 付 24 一 


で 能 


ユエ ニッ 時 選 " 


「」 


人 砂 、 砕 石 の 
均等 、 高 速度 撤 布 に 々 


アア リル レト 屯 剤 
ター ル 等 の 常温 混合 に 


中 古 車 な ら 
良い 機械 が 
な ん で も そろ う 
フタ ミ 広 島屋 へ 


中 古 建 設 肪 機械 並 還 車軸 販売 
油谷 重工 株 式 会 社 | 株 式 会 社 小松 製作 所 


パワ ー シ ョ ベ ル ブル ドー ザ 各種 部 分 品 


人 幸 と. 人 広 島屋 


本 往信 市 大 大 昌和 24 な 区 本 3 上 
(992)429 
21 生 


8 番地 
アリ ング 導 大 基 4 181 
部 大 阪 (458) 4031 一 6 


1 の 
リー き 


ー 後 付 26 一 


ll 


自動 排水 装置 付 水中 ポン プ 


小さ く 、 軽 く 、 高 性 能 
便利 で 、 丈 夫 で 、 安 価 


どこ で も と れる 電源 100V(200V) 


用 途 
画 二 木 、 建 染 現 場 の 自動 排 小 
" 等 の 洞 道 ・ 購 和 鞭 の 自 


一 地下 道 、 地 下 室 、 ト ン ネ ル の ビッ 
ト 自 動 排 沙 

罰 浄 化 植 の 自動 排水 

園 あ ら ゆ る 工場 、 建 物 等 で の 湖水 、 
だ た まり 水 の 笑 | 動 排 水 

ー ル ・ エ レベ ー タ ー 

自動 排 沙 


画 代 笠 上 業 で の 自動 放 
田 そ の 他 自 動 排水 の 必要 は 所 
特 徴 
圏 フ ロー トス イッ チ 不 妥 
面 リ レー オイ 妥 

し れい 


較 近 
男優 れ た 人 性 
一流 隊 が な い 


@ こ の 他 に 姉妹 品 と し て 自動 的 
で な い 安 価 な も の か あり ます 


ビ TmM 林 式 会 社 


和 田 市 上 栓 町 1 番地 電話 料 和 田中 塚 司 6861( 代 ) 
京 間 業 所 東京 庶 谷 区 広尾 5 丁目 93 番地 (長谷 部 ビル ) 電 語 東京 (444)0 7 3 1() 
名 古屋 営業 所 名 瑞 邊 区 堀田 通 6 丁 目 5 番地 (渡辺 ビル 内 ) 電話 名 古屋 052(871) 8060 
大 阪 営業 所 大 阪 市 南 区 南 説 屋 町 6 2 番地 電話 大 阪 (211)3349.7813( 代 ) 
舞岡 営業 所 福 岡 市 部 町 1 3 8 番 地 電話 福岡 092(53)7745 


ll 川 


ー 後 付 27 一 


Pn ッ ーー 《 閣 業 機 械 用 ・ 特 車 用 》 


語文 プ タ 時 ~ 后 


名 六 業 撲 械 ・ 特 車 に ディ スク ブレ ー キ を 


より 確実 で 
より 便利 で 
オー バー ホー ル 不 用 の 


ブレ ー キ 


人 @ 特 長 

1. 価格 が 安く 納期 が 早い 

2. ひん ぽん な 使用 に 耐え る 安定 し た 性 能 

3. 使用 中 の 調整 不 朋 補修 は 簡単 

4 ゲ グレー キ カ が f 制動 力 の 範囲 が 広い 
5. 座 需 、 水 ぬれ ! 周囲 温度 に 耐え る 


MK 一 21 般 用 デイ スク プレ ー キ MK 一 51 

MK 一 21H ハン ド プ レーキ MK 一 5 

MK 一 21S 高 頻度 用 プレ ー キ 

MK 一 2 車輌 用 デイ 
@ カ タロ グ 進 呈 MK 一 31 小型 デイ スク プレ ー キ 全 上 附属 品 


イス ク プ レー キ 


車輌 用 デイ スク プレ ー 


特約 販売 店 良 塚 産 業 株 式 会 社 条 人 人 生 0 六 人 の 
a 光 懲 府 佳 去 電 気 工業 株 式 会 社 


ー 後 付 28 一 


標準 弄 
湊 共 パケット 


者 年 クレ 
クラ ッ チ バケ ッ ト 
クラ ムシ ェ ル 型 パ ケッ ト 
各種 専用 バケ ッ ト 


泊 林 荷役 機械 工務 所 


千葉 県 松戸 市 上 本 郷 536 
TET.0473(62)9131 


ー 後 付 29 一 


好評 絶 理 を うけ て いる 
右 掴 み バ ケッ ト 
( 6 枚 訪 クラ ッ チ バケ ッ ト ) 


浦賀 重 和 > 道路 同 装 機械 


に ー ント 


特 長 
証 | | 効率 の よい 骨 材 の 加熱 乾燥 

| 2. 正 確か な ふ る い 分 け と 混合 
| 3. 前 便 ・ 確 実 な 全 自動 計量 ・ 操 作 

4. 強力 な 公害 対策 防塵 ・ 防 音 
5. ホ ッ ト オ イル に よる アス ファ ルト の 
加熱 保温 


形 _ 番 昌 合 能力 ミキ サザ 容量 
UAP20 | 400ke 
UAP30 | | 500we 
UAP 40 600kg 
UAP5O 750ke 
UAP60 


UAF727z ル 上 7 ィ ニ ッ シ ャ 
自動 メ 7! リ ー ビ コ ント ロー ル 


U り AF4OO 仕 様 
舗 凌 巾 2.4 一 4.0m 
舗 壮 厚 さ ー150m 
作業 速度 ー10.4m/min 
ホッ パ 容 量 4 ton 
機 閲 ディ ー ゼ ル 2Z9PS 
特 長 


1 自動 スク リー ドコ ント ロー ル 

2. 電磁 パイ プレ ー タ に よる 締め 固め 
3. 走行 クロ ー ラ の 三 点 落 架 

4. 電磁 ク ラッ チ お よび プレ ー キ の 採用 
5. 合 材 送 り 量 の 自動 制御 


機械 事業 部 代田 区 大 手 町 2 丁 旧 あ 失 新 大 手 町 ピル 電話 東京 (211)1361 
大 阪 営業 所 区 絹 笠 町 50 番 地 p 大 阪 (362) 8255 
名 古屋 営業 所 『 名 古屋 (962) 5545 


東 区 布 池町 32 番 地 
に 町 26 番 地 ナシ ョ ナル ビン 福岡 (43) 2121 ・3344 


賀 町 4 丁目 7 番地 電話 横 舌 名 (41)2111 
と 人 切 8230 番 地 電話 王 島 (2)2111 


九州 営業 所 福岡 市 上 
浦賀 機械 工場 丁 須 賀 市 
玉島 機械 工場 倉敷 市 


ー 第 人 90 一 


し 


最 古 の 歴史 と 斬新 な 技術 
現場 工事 、 生 コン クリ ー ト 製造 
その 他 の あら ゆる コン クリ ー ト 
の 製造 設備 と し て 最も 多く 採用 

され て いま す 。 


= 函 - 
式 会 福 
日 起 建 機 株 式 芸 ネ 
都 千 代田 区 有楽 町 1 - 5 (有楽 町 ビル ) TEL (211) 5891 
阪 市 東 区 高 訪 橋 2 9 野村 ビル ) TEL (231) 149 


ー 後 付 31 一 


MF430 一 22 形 
ドラ ム 容 量 8.39m* 


維持 費 が 安い ・ 高 性 能 を 発揮 ・ 運 転 音 が 静か ・ 操 作 簡 便 容 易 


7 の な トラ ッ ク ミキ サザ 


ー 神戸 工場 神戸 市 東江 区 本 山 町 北 畑 145 電話 神戸 43 一 4131( 大 代 ) 
新 明 和 世 業 柄 式 罰 視 04 
寒川 工場 電話 李 ヶ 崎 75 一 0741( 代 ) 


四 誠人 工場. 康男 町 字 西 5 電話 海田 3 158( 代 ) 
中西 モー ダー サー ヒビ 4 営業 所 札 則 * 仙 。 台 ・ 握 。 岡 


その 他 全国 64 ヵ 所 に サー ビス 工場 が あり ます 。 


ー 後 付 32 一 


入力 で の 小 割 や 

六 険 な 小 発破 の 
時 代 は 過ぎ まし た 
ヨー は 
安全 で 確実 

人 件 費 が 少く な り 
能率 が グン と 向上 し 
正 に 合理 的 で す 


37 
ゴン 0 デイ ゴン 0 デイ ヨー 200 
俸 | 四 衣 対辺 m 加 22 

アイ ヨン ・ ス トロ ング の アイ ヨン の 林 準 拍 、 ア イ アイ ヨン ・ ハ ー フ は 潜 震 


打 配 数 
EE 7 ご FE3 完成 で 国内 岩石 は ほとん ヨン シリ ー ズ の 基軸 を な 石破 砕 や 鋳物 の 湯口 切り 


選 7 ーー テーーー| ど 破 砕 可能 と な り ま し た 。 する の で この 400 を 中 等 々 200kg の 軽量 を 生か 。 
空気 消費 便 m'/min| 7.09.0|4.5-6.5| 2.5ー4.5 
ロス トン 直入 alizs7llt67| 9g 400 の 1.5 一 2 倍 の 力 を 心 に 発展 し て 来 ま し た 。 し て 使用 出来 ます 。 
STD | 出し ます 。 今 一 番 多く 使用 され て い SD-IO クラ ス に 充分 取 
タネ の * 。 mliiezlio の | sg 


ます 。 付 出 来る 。 


1 アイ ヨン ・ プ レー カー は 強力 な 破砕 力 を 持っ て いま す の で 
この 力 を フル ( 揮 さ せる た め 機 動 性 の ある 台車 と の 組合 
写真 は アイ ヨン 専用 台車 。 東京 流 機 製造 の 


空気 に より 駆動 (内 部 で は 油圧 併用 )〉 


写真 は 石 記 石山 の ベン チカ ッ ト に が だ て 大 塊 を 小 割 中 。《 グ ロ 
ー リ ー ホ ー ル に 投入 の た め 


トラ クタ ー シ ョ ー ル (BS) の バケ ッ ト ・ サ イド に 取付 け て 使 
用 中 。 


クロ ー ラ ー ド リル の 強力 化 で 最小 抵抗 線 が 長く な り 小 割 の 
必要 性 は 今後 の 原石 山 の 重 大 事 と な っ て 来 ま し た 。 


カ P 1 
製造 元 剖 日 本 ニュ ー マ チッ クエ 業 株 式 会 社 タロ グ は K A 係 へ お 申し 込み 下さ い 


本 社 大 阪 市 東成 区 大 今時 本 町 5 丁目 8 番地 ( 代 ) 976 一 1151 番 
東京 営業 所 東 上 所 橋 6 丁 目 9 番地 7 号 ] 431 一 33 050 番 
名 古屋 営業 所 名 古屋 市 中 村 区 日 置 通り 2 丁目 11 番 地 TEL ( 代 ) 571 一 8837 番 


* あ z の オカ ダ 相 岩 機 株 式 舎 革 


本 社 大 阪 市 東 区 北新 町 2 の 2 TEL 大 阪 代表 942 局 5591 番 
支 店 岐阜 県 大 二 市 久 瀬川 町 6 の 29 TEL 大 垣 人 6 局 2313・9061 番 


ーーe 品 


8 トン ・ ダ ンプ へ の 積込み も 
ニチ ユ ・ ト ラク ター ショ ベル SDA30C な ら 
らく に 出来 ます 


現場 の 要求 に 応え る 
ニチ ユ ・ ト ラク ター ショ ベル SDA30C の 
3 つの 特色 


高く 持上げ 、 深 く 積 込 む ダン ビン グリ ー チ 
8 トン 積み ダン プ へ の 積込み も 楽に で きる ダン ピン グ ・ ク リア ラ 
ンス 。 舞 削 作業 に は 、 四 内 駆動 型 で すか ら 車 体 の 全 重 量 を 推進 力 に 
利用 で き 、 強 力 な 作業 能力 を 発 押し ます 。 

y 迅 速 な 機動 力 を 誇る 大 型 タイ ヤ 
最高 叶 速 31.6km、 数 ケ所 の 現場 を すばやく 句 っ て 、 数 合 分 の 作業 を 
1 台 で 果 し ま す 。 ぬ か る み ・ 荒 地 で も 大 型 タ イヤ の 成 力 で 機動 力 は 
お と ろ え ませ ん 。 


ぁ 維持 費 は 格安 、 故 障 は 激減 


保安 点検 が 容易 な 機構 で 稼動 率 は 90% 以 上 、 政 障 は 少く 維持 四 は プ 
ル に くら べ て 婦 、 そ の うえ 燃料 四 も 格安 で す 。 


相 日 本 輸送 機 株 式 会 社 


本 社 及 工場 京都 府 選 捉 郡 長岡 町 国鉄 足 駅 前 電話 京都 (075) 西 山 ⑰1171 番 
東京 店 東京 都 港 区 芝 疹 平 困 1 番地 療 村 ビル 四 階 電話 東京 (501) 6306 一 9 稚 
大 阪 支店 大阪 市 西区 土佐 卓 通 り 1 ノ 1 大 同 ピ ル 電話 大阪 418061 一 8063 番 
名 古屋 支店 ・ 札 幌 営業 所 ・ 福 岡 営業 所 


ー 後 付 33 一 


技術 提携 品 


タッ ツー ビ 


スネ ・ ッ ツー ス 
ワー ショベル 用 パケ ッ ト 
@ 排 土 板 用 カッ テイ ング ・ エ ッ ジ 
お よび エン ピット 

@ シャ ンク ・ リ ッ パ ー 

@ スカ リフ ァ イ ヤ ー 用 ポイ ント 
お よび シャ ンク 


その 他 土 木 引 設 機械 部 品 ITSUBISHISEIIKO 


トブ ン イザ 】 


高い 経済 性 の 
ツー ビ ピース ・ シ ツー ス 


* へら な い ポ イン ト 


* 折れ な い ア ダ プ ター 

経済 的 で す 。 ポイ ント が へ ら な い 、 ア ダブ プター 高価 な 機械 を まっ た く 休 ませ る こと が あり ま 
が 折れ な い … き さすが 特殊 鋼 の ベテラン ・ 三 菱 せん 。 世 界 の トッ プ メ ー カ ー・ 米 国 の エス ュ 社 
製 負 の 耐 磨耗 鋼 だ と 好評 で す 。 へ っ て も ポイ の 技術 を 三菱 製鋼 が 生か し た 経済 性 の 高い 
ント だ け 人 簡単 に 交換 する 経済 的 な シス テム 、 木 建設 機械 部 品 で す 。 


ーー 中 am 本 社 事務 所 | 東京 都 江東 区 深川 東 霊 1 一 7 
デー 策 雪 営業 部 | TEL (532) 3111 (大 代表 ) 
ーー ヒ っ 抹 所 / 大 阪 - 名 古屋 広島 人 敷 藤 崎 ・ 八 由 ・ 仙 台 ・ 札 由 


ー 後 付 34 一 


人 工 有 芝 の (⑳MZ) 
パイ オニ ア 
画 科 学 技術 庁 長 家 賞 ・ 特 許 庁 長官 賞 彼 賞 較 


ロン ライ 。ー 


盛土 筋 用 工 に … 


ム と アム 0 


植生 困難 な 山腹 工 や 


総 発売 元 三 引 科 式 会 * 


名 古屋 市 中 村 区 広小路 西 通 り の 14 施工 の スピ ー 

て EL 561 一 2 481 ( 代 窒 ) 一 7 折 

東 放 (27206 9 8 1( 代 表 ) 大 匠 4)9 ち 38 全面 被覆 工 に 

札幌 (22) 9171 

金沢 (62) 6613 高松 (2)8709 

広島 (3)7019 熊本 (64)0539 

松江 (21)7988 < カタ ログ 進呈 > < 全国 に 代理 店 有り > 


落 異 的 耐久 力 / 円 滑 、 確 実 な 作用 / 


当社 は 、 焼 結合 金 訟 控 材 (トヨ カイ ロ ) の トッ プ メ ー 
カー で アメ リカ ン ・ ブ レーキ ・ シ ュー 祉 の 技術 導入 
に より さち に 世界 水準 を いく 製品 と な り ま し た 。 


ー 後 付 5 一 


世界 最高 の 技術 ・ 米 国 ベ ペン デイ ックス 社 と 技術 提 
電気 式 の 最高 導 
自動 車 機 器 。 

フェー/ ヶ が ンプ 


人 動力 源 を エン ジン に よら な い 攻 、 任 意 の 位置 に 装着 で き 


EN 。 保守 、 尽 栓 に 有利 で す 。 


@ エン ジン の 始動 と ポン プ の 始動 が 別 な 為 、 ジン の 始 
了 症 に 燃料 を 供給 で きま す 。 
レバ ー、 カ ム 等 の 摩耗 部 品 が な く ス イッ チ 部 は 不 活性 が 
ス で 包ま れ て お り ま す の で 、 耐久 性 は 抜群 で す 。 
コル ト 800, ミニ キャ ブ 、 
スバ ル 1000、 プ リン スス カイ ライ ン 2000GT 音 車 純正 品 


介 邊 動車 機器 株 式 会 社 
東京 都 渋谷 区 水谷 3 丁目 6 番 7 号 電話 (407) 8291( 代 表 ) 


どこ で も か けつ け ス バ ヤ ク 荷 役 完 了 グ 
琴 某 時 ラ ッッ ププ グレー プク 


レム 北 。 3 Ap 5_ 4 dP 
25t 吊 り か ら 1t 吊 り まで 多種 生産 


クレ ー ン 車 の トッ プ メ ー カ ー 


本 折 東京 ・ 志 の 内 ・ 東 京 ビル TEL(212) 代 表 3721 タ ゃ 共 呈 開 発 株 式 会 往 


山 に 河 に 


近 織 の 砕石 プラ ント 


新しい 感覚 に よる 優れ た レイ アウ ト が 企業 利益 を 保障 し ます 。 


( 特 重 型 )K ! 日 型 イ ン パ クト プレ ー カ ー NL し H 型 ニュ ー ロ ー ヘ ッ ド スク リー 
設備 費 備 少 に し て 破砕 能力 大 先 れ た 因 分 効 束 を 有 し 処理 能力 大 
製品 粒子 の 形状 明 高 細 較 処理 に 感 力 を 発揮 目 語 り し な い 
夫 持 経 提 位 少 に し て 取扱 容易 2 怒 界 最 商 の 生産 量 と 約 入 実績 を 府 


通産 省 指 定 合理 作 モ デル 工場 


本 社 ・ 工 場 陸上 語 記 米田 町 神 四 100 山陽 本 線 宝 明 駅 前 
電話 加古 川 (07942) (2) 3 581( 代 表 ) 一 3 

加古川 工場 音 県 加古 川 市 平岡 町 1 Oo 5 
i 古 川 (07942) (7) 8 9 2 (人 穫 ) 


加古 
天 踊 営業 所 市 東 区 高 用 橋 2 丁目 東栄 ビル @ 哨 
s (06) (231) 9 7 3 6 ( 代 才 一 8 


破砕 、 握 絢 に つい て は 「 近 畿 技 術 部 」 を お 気軽 に 利用 下さ きい 


ー 後 付 37 一 


久米 国 オ ワ ト ナ ル 社 製 介 定 評 あ る 
流量 ・ 油 圧 ・ 油 温 の 同時 測定 に スイ ス ・ プ ブロ セ ク 社 製品 


ルケ ング ンー 


世界 主要 国 特許 出願 中 


100』jm. 


測定 容量 大 


油 圧 回 路 の 故障 発見 を 迅速 、 確 実 
に 行え を まず 。 

流量 、 油 圧 、 油 温 を 
% 以 内 ) に 同時 に 

小型 軽量 (13kg) で 読み や すく 、 
換算 図表 が ぃ いり ませ ん 。 


0TC ハ イド ロリ ッ ク テ スタ ー 製 造 元 オ ワ リト ナ ・ ツ ー ル 福 ( 米 国 ) 日 本 総代 理 店 
富士 物 導 株 式 会 社 2 放 ま s み 


らち 300t 用 迄 プロ 
東京 都 中 央 区 銀座 6 一 4 ( 交 交 ビ ル ) 電 話 0 ナ モ メー ター 


ル 機 構 ・ 策 度 


(精度 5 


麻 部 食 の 肉 器 に は 
ハハ = ドラ ェ シ ング 矯 扶 棒 を / / 


衛 撃 を 伴う 魔 耗 に HMC-15 MCM-16 
垣 動 に よる 磨 炒 に 5 HF80 一 95 HTW850950 
機械 仕上 を 必要 と する 部 分 に は …HTFTー35 一 HF45 


三 型 録 , 各種 試験 成績 資料 。 御 一 報 次 第 贈 蜂 = 


** 川原 産業 株 式 会 


半 を 司 吉 町 4 丁目 1 販 (561) 
症 還 4 電話 大 上 


目 3 電話 東 
2 丁目 10 吉屋 371) 
1 7 電話 小 太 (56) 


交信 区 大 電 


sa 昌 過 電極 棒 株 式 会 社 


ー 後 付 38 一 


プル ド = サ = シル o 


ンコ - 表 較 し 析 に ょ 内 


トキ ロン 製品 の 御用 命 


優秀 な 技術 と 豊富 な 経験 ある 英 社 へ 


Pre 電 邑 。 川原 産業 株 式 会 笠 


4 丁目 1 電話 大 阪 (561) 代 0555 
軸 上 電話 東 4 3581 
硬 2458 


9 ロ 市 本 丁目 10 感 
九州 出 涯 | l 天門 町 上 2006 308 


テー 


計画 ヶ s 設計 
製作 ・ 施 工 = 


アフ ター サー ビス まで 


の 


大 塚 鉄 到 棟 式 容 視 


東京 者 洪 区 交 三田 虹 岡 町 10 番地 TEL 東京 (451)1161( 代 表 ) 


ー 後 付 39 一 


採掘 か ら 粗 砕 ・ 粉 律 ま で wee 


し 
高圧 
抹 加 束 | 製作 耐油 息 正 ホー ス 
ホー ス 金 具 フ ビ 各 機 種 在庫 完備 し て ます 
その 他 接 手 金具 各種 
@ 代 理 店 
ハ 重 洲 通 商 ( 株 ) 


陸 整 自動 車 用 品 (株 ) 
東 日 興 産 (株 ) 5 


35 と つ イ あ 
品質 ・ 性 能 を 誇る 専門 メー カ 


東栄 鋼 業 株 式 会 社 


区 新橋 4 一 4 一 5 TEL(433) 0471 ( 代 ) 


民 ロロ ミー ゴン さく 者 機 


規 策 記 束 現場 の 


近 誠 車 還 の 
動力 掃除 機 ・ 建 設 機械 
1 台 で 10 人 分 以上 の 働き 道路 建築 基礎 の 締 固 め に 

人 手 不足 を 解消 / 


パワ ー ス ズィー パー 新 製品 バイ プロ コン パク ター 
= P KC 一 2B 型 


二 次 破 ・ 組 砂 用 粉砕 機 の 
トッ デメ 人 誠に 


@ ー クラ ッ シ ャ ヤー 

@RG 型 パイ プレ ー テ ィング スク リー 
@ ロ ッ 

@ ト ロン メル 

@ 況 式 ・ 閉 式 チ 

@ コ ニカ 

人 各種 偉 枯 別 枝 


各種 奈 石 プラ ント ー 式 


合 細 ・ 高 マン ガン 健 鋼 
w 人 用 村人 
きる 和 川 冬 巣 所 


大 阪 市 城東 区 放出 町 1103 
電話 大 阪 (代表 ) (961) 6 2 51 
東京 都 中 央 区 日 本 橋 小 舟町 2/8( 上 系 ビル 内 ) 
電話 東京 (代表 ) (662) 4 0 0 1 


DEI07 た M40BS 隊 入村 3 


亡 能 掘削 機 
スク レー プ ド ー ザ 
トラ ッ ク ク レー ン 
nu 攻守 王 
ディ ー ゼ ル 発 寺 機 


宮 牙 重 車輌 工業 株 式 会 


郡中 央 区 銀座 東 1 一 7 電話 (535) 7301 代 
調布 市 国領 町 5 丁目 9 番 6 号 電話 調布 (0424)(82 
5 市 市 富士 見 町 1 丁目 30 番 6 s 話 調布 (0424) !82 


理研 ダイ ヤ の 
ダイ ヤ モ ン ド 
コア ー ビ ッ ト 


田 営 業 品目 

ダイ ヤ モ ン ドブ レー ド 

ダイ ヤ モ ン ド ポ リッ シン グ 

道路 , 石材 、 耐 火 練 左用 各種 在庫 


理研 ダイ ヤ モ ン ド 工 業 株 式 会 社 


本 社 東京 都 千代 田 区 三崎 2 一 8 一 2 TEL (261) 8870 (代表 ) 
三 財 島 式場 信 川 区 荒川 1 一 5 3 TEL(807) 7 375 


づ 』 E り 0 有 生 は 技 和信 


少 い 経 質 で 完全 再生 


京都 目黒 区 本 町 3 一 12 一 16 712 0 ー BN 0 
東京 都 町 田 市 野津 田町 217 町 田 32)865: WT 田 ( 35 


ー 後 付 43 一 


Roller 


ン ン ク テ ッ デン 


ン 全 油 圧式 


旭 建 様 株 式 富 社 


営 還 部 東京 都 千代 田 区 神田 和泉 町 1 番地 ( 秩 山 に 内 ) 
k 話 東 (861) 6866 番 (代表 ) 
市 区 1 曽根 短 新地 8 一 47 (沢田 ビル 内 ) 

上 9 9 


画 直 走 式 8.6 一 15 殖 タイ ヤ ・ ロ ー ラ ー 1 F 業 導 侍 人 市 交 四 町 9 
電 定 \ 千 代 (0474 一 8) 823 


ラサ の 崩 材 生産 プラ 
waz ラサ 機械 工業 株 式 会 社 mw ラッ エ 人 株 人 


と 4 CN 東 識 和 業 所 東京 千代 sm 2 本 目 3 寺 1 号 ( 山 遅 ど 中 (951D0 2 


いい 需 


ン 不 要 の 


ポー - タ ブル 電動 ウイ ンチ 


現場 で 手軽 ・ 安 全 に 使え る 


PWO-25 


・ カ タロ グ 進 時 ・ ご 甚 会 は お 近く の 1 


西部 電機 工業 株 式 会 社 

本 社 ・ 工 場 福岡 県 古人 : 右 賀 (092942) 2661 (代表 ) 

営 還 所 東京 Tel:(271) 3321 (代表 )・ 名 古屋 Tel:(241) 9126 
(代表 ) 大 阪 Tel:(541) 1481 (代表 ) 広島 Tel: (0696 
福岡 Tel: 2161( 代 表 ) ・ 札 幌 Tel : 急 0521 


建設 工業 の に な い 手 ! 


型 ・ 横 型 ・V 型 ・Y 型 ・ 対 向 釣 合 型 、 1. 5 一 450kW 
ング 


一 て 
画 他 に ロー タリ ・ ル ー ツ プロ リ 、 真 空 ポ 


VS 型 7.5-75kW 


画 オ リ ヂ ンス “エア ニニ ッ ト " 


重 析 爾 入 


= 国 本 町 3 一 326 391 一 2121 (代表 ) 
崎 有川 日 全 生 用 市 宮 洛 
212 一 1711 (代表 ) 
次 10 ・62・146 


(- 后 才 / 和 村 電話 
ロ 県 . 防 府 市 高 海 駅 
福山 市 天神 2 一 9 一 18( 同 和 ビ ピル ) 


画 オ リ ヂ ンス DY 型 55 一 150kW 


" 太 空 ′ 650 型 ロー ダー 


7 びり? 刀 0CK 玉 7 し の 4 の 所 7O の gr-65 ひ 


主要 仕様 
バケ ッ ト を 上 げ な 時 の 高き 1970 mm 
衝 間 ( 御 指定 の 508 一 762mm 
人 を 取 り 得る WW 8100mm 
『 0.25ml 
5000 kg 


太 空 機械 株 式 稚 往 の 


所 都 中 央 区 鶴町 1 270)1001 一 
場 軍 失 束 和 和 4 6 り 電 5 5( 代 
党 業 所 幌 天 館 ・ 福 岡 
札幌 営業 所 札幌 市 南 11 条 西 6 一 4 15 電話 (51) 6 1 


タイ キョ ク 


大 旭 上 ゴ ラー TVI 10 娠 


介 1 台 で 2 台 分 側 く (実用 新案 出願 中 ) 


タイ キョ ク 


大 刀 ニ ー ド (左官 用 ) 


9 SH80kg 型 
@1 番 よ く 使わ れ て いる 
大 旭 ラ ンマ ー 
50kg 水道 ・ ガ ス 工事 用 
80kg 土木 ・ 建 築 用 
100kg 抗 打 用 


2 


ー 後 付 46 一 


@ 作 学 、 鉱 山 、 土 木 、 あ ら ゆ る 産業 
に 活躍 する スラ リー ボン プン 


耐 摩 衝 ・ 耐 食 


な 使用 実績 より 考 
時 綿 性 ゴム の 採用 。 
* 少 な く 、 分 解 、 


・ 耐 食性 佑 秀 、 ヶ 

使用 可 

・ み カタログ ご 希望 の 方 は 弥 社 加工 本 
部 宣 偽 係 まで ご 請求 く ヵ 


鞭 金 属 鉱業 株 式 会 社 


東方 人 HI 区 大町 1 丁 上 6 番 放 電話 東京 (270)845( 大 代表 ) 


イー ル クレ ー ン (401 


河 南 町 98 電話 (福島 
困 室 車 町 電話 ( 伊 


ES に = 。 ーー 胡 誠 時 に 

中 ーー 電王 

弥 9 剛 党 RAT Ki 88 

S:| 重 上 

NrPH= ド = : Mg: 

5 3 

上 R 監 》  K 還 

4 [ お 溢 

ご 選 

へ ヘー ンー 向 詳 っ 時 

特約 Q つ さ . 庄 N < 

CN 

NN=JWJN 骨 0 

画 ペ ロー 日 求 こ ー ズ で 直 字 と G 玩 泌 貴 客 GS 拓 舞 4 
避 思 や 幅 直志 欄 蘭 昌 下 軸 つや T 世 
画 で 寺 租 』 駆 斉 で レズ 直 軍 に 了 牙 | | | 
国 細 玉 圧 衣 運 全 ら 所 講 理 虹 玉 ヘー へ 上 史 王 に 了 牙 2 


一 地 て SE 療 時 品 モ 固 選 衣 区 眉 


ー 後 付 48 一 


あら ゆる 建設 車輌 に つけ られ ノン フ プ 
国 づ くり に 活躍 する (づら と の 


ト テ ッ ク リ > ケ 
ト テ ッ グ = テ 
キヤ リヤ - ロー= テ 
アッ セン プ ブリー 


[ 」 


足 殖 り 部 品 の 線 合 メ ー カ ー 4 2 鞭 村 交社 
会 


本 社 東京 都 港 芝 西 久保 桜川 町 4 電話 (591 )4932・7696・3075 
東京 製作 所 辻 業 部 電話 (734)1611 代 プ 腐 巣 製造 所 札幌 部 品 モ セン ター 


ー 後 付 ⑳ 一 


/ 胡 た ラッ フ クン フ フル ス 


所 然 納 入 突 績 を 誇る 
納入 地 准 全国 一 円 
2 数 全国 最高 
所 奈 間 45 分 剛 
近 要 暦 商 30 分 賠 


1. 速 い /2. 安全 / 3. 油 庄 装 置 は 国産 最高 の 製品 を 採用 / 4. 操 
作 客 易 / 5. 内 外 全 機 種 に 作業 可能 /6. 二 段 ス ピー ド / 7. 堅 宣 
※ 特別 代 却 指定 機 欄 SKN 一 150 


有限 会 社 扇 商 


東京 都 新 宿 区 左門 町 6 番 地 ( 小 野 商 ビ ル ) 
T_EL 素 京 .(0.3) (3.430 本 3 


黄 緩 褒章 に 輝く 


長い 伝統 
最新 の 技術 


凡 ゆ る コン クリ ー ト 
施工 に 即応 する 


志和 式 ユエ ソジン 式 Ne 


生生 大 阪 市 西区 本 田町 2 イ 目 
エ 場 東京 都 大 田 区 矢口 2 丁目 


乙 六 落 民 合 
ざき と 全 再 ポ 


社 
も 
増 
4 
ま 
し 
が ら 


ビー ル は つい に 海外 か ら も 認め ぬ め ら うぅ うと 思っ て いま す 
ょ り ま す クー フ デール は 業界 の 期待 に 充分 
ン の 活躍 か る の だ と 言う 確信 は 持っ て いま し 【 


し 、 は る こと ほ 、…… ズ スウ クー プ モ ビー パル 

1 = ょ れろ み 4 4 本 セ ンダ KLDp フ 型 140 世 力 1.9m* 

革製品 に は 見 られ な い 、 独 特 の 提 模 セッ し EN 
ンズ グ 方 式 を 採用 【 ー KLD5P 型 100 和 馬力 1.4m* 


川崎 車輌 


本 兵 康 区 和田 山 通 1 丁目 6 番地 
嘆 1 区 丸の内 1 の 1 第 2 鉄鋼 ビル 


wt 


ーー 
抜群 の 機動 性 と 作業 能率 が 自慢 で す 


CONSTRUCTION 


KING 


-2580 品 コノ スト ラク ツ ョ フ キノ グ 


全 洒 正式 スー パー・ バ ッ ンク ホー* ロー ダー 
ケー ス 社 の 新 製品 580 型 コン スト ラク ショ ン * キン グ を ご 使用 に な れ ば 、 い か な る 黄 工事 
も 楽々 と 遂行 する こと が で きま す 。 ケ ー ス 580 型 は 世界 的 に 有名 な 建設 機械 の 開発 と 生産 に 
125 年 の 経験 を 誇る ケー ス 社 が 自信 を も つて 皆さま に お すす めす る 高 性 能 の 新鋭 様 で す 。 
自 走 速度 334/H 、 掘削 深 さ 4.270 m/m、 旋 回 角度 190'、 水平 整地 自動 切 え レヒ レバー 付き の 
ホイ ー ル 式 バ ッ ク ホ ー・ ロ ー ダ ー 580 型 コン スト ラク ショ ン ・ キ ング は 、 すばらし い 機 動 
性 と サイ クル ・ タ イム 、 撮 削 能力 を 発揮 し て 稀 異 的 な 作業 能率 を あげ ます 。 側溝 掘削 用 の 
スラ イド ・ プ ブー ム 式 機種 は 運転 席 を 離れ る こと な く 自由 に プー ム を 左右 に 移動 で きま すか 
ら 非 常に 便利 で す 。 トランス ミッション は 標準 クラ ッ チ 付き 直接 運転 式 と トル ク ・ コン バ 
ー タ ー 付 き の 2 種 が あり ます 。 


イン ダス トリ アル ・ エ クイ ッ プ メン ト 株 式 会 社 


東京 都 港 区 市 兵 和 町 1 3 置 礎 布 ハイ ツ 308 号 TEL.584-1351 肉 線 308・500 


わせ は 右記 一 
央 郵便 局 私 書 容 


ー 後 付 53 一 


ゾ 77czs の pco 
ト ・ = つっ 


スウ ェ ー デ ン の アト ラス ・ コ プ コ 社 は 、 従 来 の さく 
汗 機 より 一 段 と 強力 な 新型 機種 を 発表 、 好評 を 博 
し て いま す 。 新しい 《 コ プラ ) は 、 世 界 一 軽量 (25 々 ) 
で 完全 な さく 岩 擬 構 と 空気 圧縮 室 を そなえ 、 そ の 
うえ 高 性 能 2 サイ クル ・ ガ ソン リン ・ エ ンジ ン を 所 
蔵 し て いる 想 呈 無比 な さく 涯 機 。 せ ん 孔 用 と し て 
も 、 プ レー カー と し て も 共用 で きる 万 能 ぶ り は 、 
ルッ ク ザ ッ ク ・ サ イズ の さく 岩 機 の 傑作 で す 。 


日 本 総代 理 店 ガ デ リウ ス 株 式 会 社 よ % rw 


還 売 代理 店 ラサ エ 業 株 式 会 社 機械 営業 部 
東 京 東京 者 千田 区 央 本 町 2 丁目 3 番 1 号 (861) 0281 一 5 名 古 


E 圭 ガ デ リウ ス 


情 田 町 17 の 1 閑 欄 橋 ル 312) 5421 一 5 北海 首 地 区 販売 代理 店 三信 産業 株 式 会 社 
天神 3 丁目 1-15 ( 眉 ロ ビル 
5 東和 本 11( 東 一 ビル )(25)1676.259723)0333 
避 人 遂 07 丁 秋 地 ( 団 人 Az 彦 )(75U7175 


世界 一 軽い さく < 岩 機 一 一 
アト ラス : コ プ コ 《 コ ブラ ) 


「 コ プラ 」 の 特長 
量 ② 小 型 ③ 簡 単 な 始 動 ④ 噴 出 空気 ⑤ 無 浮 
子 気化 器 ⑥ プ レー カー へ の 転換 ⑦ 運 搬 の 軽便 
る 使用 簡便 ⑨ 皿 中 な 構造 ⑩ 信 頼 性 
仕様 ・ 重 量 25 な 

・ 全 高 615mw 

・ ド リル スチ ー ル シャ ンク 長 3/4"X108m 


・ 掘 進 速度 230gm デ min( 9 ァ ン hr ) 


75!46354539 札幌 市 北 三 氷 西 3 丁目 1(25521-5 


ーー ニニ ーー 


一 後 付 54 


業界 トッ プ の 実績 を ほこ る 


=# ポ クル コル 


あす の 国土 を 築く 建設 現場 で は 
どこ で も 三井 コン プレ ッ サ が 
活躍 し て いま す ……7 

ル あら ゆる 用 途 に 即応 
完ぺき な サー ビス 綱 


4.8 一 17 m' /min 各 機種 
気 量 
2 一 17 m' /min 各 機 衝 
メ 


三 電 精 機工 業 株 式 会 社 


社 東京 都 中 央 区 日 本 橋 宣 町 3-3-7 ( 三 非 別館 ) 電 語 東京 (27000511 
業 所 名 証 屋 ・ 大 阪 ・ 札 幌 ・ 仙 台 ・ 新 更 ・ 広 鳥 ・ 社 剛 


に 


E 
ー 角 


約 

盛岡 市 本 町 通 3 丁 目 19 の 6 

長野 市 栗田 < 

飯 田 市 通 り 

韻 山 市 丸ノ内 2 丁目 3 の 

金沢 市 感 山 町 1 0 1 
京都 中 央 区 銀座 西 2 一 
京都 新宿 区 角 筐 1 一 8 2 
京都 千代 田 区 大 手 町 1 一 
京都 港 区 西新 橋 1+ 一 2 一 
京都 港 区 西新 橋 1 一 4 一 
京都 千代 田 区 / 内 3 一 
坂 市 新 町 3 本 
阪 市 北 区 廊 歳 町 5 
戸 市 鞭 庫 区 東 柳原 町 5 
島 市 帳 町 1 0 番 2 

広 烏 市 甘 町 12 

福岡 市 天神 3 一 6 の 3 


に た ' ゆま: た --】 引 | 
中 。 HH 


FT 1 
ド た も すれ 1: 


惑 
に | 
紀 
湯 湯 湯 注 湯 当 叶 癌 計 詳 


湯 
剛 
に 』 


時 計 逆 半 華 


日 写 
注 


ゅ 上 ARG ロビ oO ロロ POomSo ら 


こと om の つら 思 や GO の ょ つの の m ら の ょ の 
ossonooooo ら の の と の OS と の 
ご 上 Go ょ の の ょ moOG ロ PNDN ビ ロビ と 


H 壮 当 生 


ー 後 付 55 一 


実績 と 技術 を 誇る 特殊 電機 / 


_ 軽便 _ 
2K2 ン ガン ンプ 斉 作 態 


/ み ズン /7 ル ググ 


ゅ 


原動機 は エン ジン で も 、 モ ー タ ー で も O・K 長い 伝統 ・ 最 高 の 実績 ・ 最 高 の 技 術 


ン 、 モ モータ ー い ずれ で も 使 


- 人 で 出来 る 。 営業 品目 
易 。 コン クリ ー ト ・ ロ ー ド ・ フ フィニッシャー 
っ 玉 隊 少な く 二 久 各種 コ ンク リー トペ イプ レー ター 
に 寺 の 9 ご れ 水 - で も 容易 に 大 量 揚水 出 式 
原生 後 は - 切 の 部 品 、 工 具 を 使わ な いで バ 式 
イプ レー ター に 完全 表 用 出来 る 。 式 
吐出 口径 2 時 3 時 フィ ャ ニッ ャ ジン ジグ ぇ ュ ド 
揚程 (最大 ) 22m 14m 振 動 モ ー タ ー 
揚水 量 (最大 )4802 /min 11002 /min そ 。 の 他 振 動機 栖 


特殊 電機 工業 株 式 会 社 


社 東京 都 新宿 区 中 落合 3 丁目 6 番 9 号 電話 (951)0161 一 4 
1 和 工場 浦和 市 大 | 島 字 橋 当 2 025 番 地 電話 0488(22)1903 
大 阪 出張 所 大 阪 市 西区 九条 南通 3 丁目 2 9 電話 06 (581)2576 
九州 出張 場 福岡 市 南 局 区 内 青森 真砂 町 7 9 3 電話 092 (64)1324 


ー 後 人 6 一 


休 


太 


アス ファ 


バッ チャ ー プ ラン ト 


で > 


ルト プラ ント に 症 較 する 


ルル イス ダー に 


連 ] 


(LM 一 3H 型 ) 


特 長 

1 回 転 環 式 に て 動作 確実 

2 超 耐 久 力 

3 調整 不要 

4 小型 軽量 

5 モメ ント 、 飼 料 等 ホッ 
バー の 深い も の に 最適 


摘 用 品種 

1 砂 、 モ メン ト 、 肖 材 、 
砂利 等 

2 プラ スチ ッ ク 原 料 
( 粉 及 レット) 

3 砂糖 、 肥 料 

4 米 、 凌 、 豆類 

5 石 戻 、 粉 諾 、 硝 子 原料 

6 薬品 、 そ の 他 


で > 


電 


日 章 計 衣 朋 作 所 


大 阪 市 西淀川 区 竹島 町 3 丁目 8 6 番地 


話 大 阪 472 一 2591 番 (代表 ) 


ー 後 付 57 一 


伝統 と 技術 を 誇る . 


WACKER 


高 振動 締 固 め 機 械 


05 


ビ プ ロ ・ プ レー ト ・ グ ルー プ 


BVPN50 束 BVPN75 


プレ ー カ ー・ グ ルー プ 


EHL8 ノ 42 型 HBA 1.5 弄 ー 
BHF 25KU 型 (電動 プレ ー カ ー) ( 発 電 機 ) すり / 


バイ プ ブレー ター・ グ ルー プ 
人 


IRB 型 
に 1 RG M 2 / 380 弄 IREFM IY/42 

高 振動 パイ プレ ー タ ー Eo 
者 < カタ ログ 送 星 ) (モー ター 内 莉 ) 


日 本 ワッ カー 株 式 会 社 
東京 都 大 田 区 南浦 田 2 一 18TEL(732)4778( 代 ) 
ー 後 付 58 一 


WACKER 


高 振動 締 固め 機械 


例 特 後 

BS 一 100 Y 型 は 画 期 的 な 全 自 動 式 オイ ル 油 消 機構 を 採用 
レオ イル 交換 時 間 が 300 時 間 互 で 保守 ・ 維 持 の 大 幅 な 改善 
更に 完全 な 審 封 式 機 構 の 為 252% 以 上 も 摩耗 ・ 消 耗 を 低減 


【】 カカ 26PS 燃費 
振動 数 430 一 540 毎 分 項 圧 深度 55cm 作 
m/ 時 シュ ー の 寸法 40X39cm 高き 90cm 中 46cm 
長 さ 90cm 
BS 一 100Y 型 
6 


念 特 後 

BS 一 50 型 は 50kgg ク ラス で 、 ダ イナ ミッ ク な 環 圧 ナ 

っ て お り 、V ベ ルト を 介在 し な 駆動 エン ジン と 振動 体 

が 直 * ー ク な 設計 で す 。 な お 軽量 で し か も 

使い 易く 高 能率 的 な 項 圧 機 で す 

合 仕 様 

重量 55kg エン ジン 馬力 1.75PS 燃費 0.7?/ 時 

ー 振動 数 450 一 650 毎 分 項 圧 深度 30 一 40cm 作業 能力 80 
ー120m*/ シュ ー の 寸法 28X38cm 高き 115cm 

BS 一 50 型 由 35cm 長 53cm 


く < カタ ログ 送 量 > 


本 ワッ カー 株 式 会 社 


東京 都 大 田 区 南 浦 田 2 一 18TEL(732)4778( 代 ) 
ー 後 付 59 一 


ま ] 


特 長 
油圧 機構 の 完 壁 ぐ べ 組 立 所 要 時 間 約 30 分 / 一 連 O 
ぐ 分 解 所 要 時 間 約 10 分 / 一 連 


@ 極 め て 安全 特別 償 却 機械 (150 ト ン 用 ) 
@ 正 確 答 速 な 作業 


Rm 千 理研 精機 株 式 会 社 


新潟 県 小千谷 市 駅 前 


を 理研 機器 株 式 会 社 


本 社 事 京都 松林 4 古 目 2 1 番地 
還 失 困 束 吉 10 m 田 呆 寄 り 線 際 


大 阪 営業 所 大 阪 市 区 樋 之 上 番 地 
電話 ( 第 ) 3 5 0 す ・ 6 番 


ー 後 付 60 一 


経済 的 な BARBER-GREENE 
SA-35 型 ASPHALT FINISHER 


本 機 の 特徴 

s 作業 速度 は 11fpm より 72fpm まで 選択 可 
能 で す 。 

標準 合 装 巾 は 10' で す が 、 ク イッ ク ・ 
グ クエ ウス デシ ンジ 計 用 と カッ トマ ツジ 

ー を 用 いて 8" か ら 14′ まで 舗装 巾 に 合 

わせ て 調節 可能 で す 。 

s 頑丈 な 8 屯 大 型 ホ ッ パ ー は 、 ト ラッ ク と 
の 接 薄 が 容易 に 行わ れる よう に 製作 され 
て お り ま す 。 


ロッ 


c 油圧 駆動 の タン パー は 、 い か な る 速度 で 
も 常に 良好 な 舗装 面 に 住 上 げ ま す 。 タ ン 
バー バー は 炭素 合金 で すす から 、 非 常に 元 
夫 で 長 時 間 の 使用 に 耐え ます 。 

s 自動 スク リー ド ・ コ ント ロー ル 装 置 、 振 
動 式 プッ シュ ロー ラー 等 各種 任意 品 を 取 
揃え て お り ま す 。 

s 本 機 は 最新 型 SA-41 の 姉妹 機 で 、 贅 沢 な 
機構 を 省 い た ロー コス ト の 経済 機種 で す 。 


本 邦 取扱 店 


極東 質 易 株 式 会 


建設 機械 
ト 手 町 2 の 4 ( 新 大 手 町 ビル 際 電話 (270) 7711 (大 代 ) 
> 名 本 屋 ・ 大 阪 ・ 福 回 

マル マ 重 車輌 株 式 会 社 
2 一 19 電話 


東京 者 世田谷 区 桜ケ丘 1 


社 


429) 2131 


ー 後 付 61 一 


あ [DAIHATSU 


す VRsA 形 
の ) 法 面 締 固 機 


トマ 
法 面 締 園 め の 機 械 化 に つい て は 以前 か 要望 
きれ て いた の で あり ます が 、 現 在 まで 適当 を 機 
械 が を く 、 大 能 率 な 木 色 を と 主として 人 力 に よ 
る 突き 固め が 行なわ れ て いま す 。 
ダイ ハツ VRSA 形 ロー ラ は 法 面 だ け で なく 、 
平地 転 圧 股 と し て も 使用 し て いた だ ける 面 期 的 


尋 は 

ーー 
ッ ーー 作業 可能 最大 勾配 1:1.2 
ダイ ハツ の 建設 失 械 作業 可能 最大 法 藤 10m 


バイ プレ ーション ロー ラテ 計 妥 作 業 能 カ 1.000m ジ ジ h 以 上 
・ 2.4E ーー 


ダイ ハン ディ ー ゼ ル 株 式 会 視 


kt : mm 1 馬 朋 | 5 


ドイ ーz .4 形 
を .4 ト ン 


ー 後 付 62 一 


北 は 北海 道 か ら 南 は イン ド ネ シア まで 


杏 地 の 道路 建設 に 活躍 する 


ゲ アズ 7 ァ 7// ラン 


各種 建設 機械 / 設 計 / 製作 / 販売 


の 田中 誠 工 株 式 会 衝 


東京 営業 所 東京 都 中 央 区 日 本 橋本 町 4 丁目 | 番地 TEL( 代 ) 03-24!-4266 
本 社 工 場 福岡 県 久留 米 市 合川 町 5 7 TEL( 代 )04422-2-6277 
東京 工場 東京 都 北 多摩 郡 大 和 町 芋窪 2 4 7 TEL( 代 )0425-61-!3I1 
名 古屋 出張 所 名 古屋 市 千種 区 内 山 町 3 の 2 9 TEL 052 一 741 一 |716 
大 阪 出張 所 吹 田 市 寿 町 2 の 8 TEL 06 一 382 一 0951 
札幌 出張 所 札幌 市 澄川 二条 一 丁目 TEL0OI22 一 8 一 2007 


ー 後 付 63 一 


RI T SS し PH 
、 ン 3 コ 


イン パク トシ ステ ム に よる 画 期 的 合 材 製 造 装置 


三井 カイ パウ アス ファ ル ヒ アニ ヒ 


人 @ 特 長 / 1. 高 性 能 の 骨 材 加熱 乾燥 装置 / 92. イン パク トシ ステ ム に よる 
優秀 な 合 材 の 製造 / 3. 正確 な 運転 操作 / 4 高度 な 経済 性 
隊 道 掘進 に 高 能率 を 発揮 する 
ーー Ll 
三井 ロッ ロー ダダ 
の 取扱 物 / 破砕 岩石 粒度 最大 600mm 
@ 般 込 能力 
水平 2.5m? /min 
卸 し 1.25m* / min ae 


人 @ 特 長 

運転 容易 

・ 動き が 円 消 、 鍛 速 
. 騒音 が な い 

生 プ レー キ の 為 安全 
・ 挿 寄 力 強大 

6. 連 統 積 込み で 高 能率 発揮 


三 井 三池 親 作 所 
会 社 一 ーー/ 
本 店 東京 都 中 央 区 日 本 橋 室 町 2 の 1 電話 ・ 東 京 (270)2001 
営業 関係 東京 ・ 三 池 ・ 福 岡 ・ 広 鳥 ・ 大 阪 ・ 名 古屋 ・ 札 幌 


ー 後 人 64 - 


月 号 PR 目次 


= 


CDM (株 ) … 
中 央 産業 (株 


第 百 通信 工業 (株 ) ・ 
大 同 中 山 工 業 (株 ) ・ 
ダイ ムツ 工業 (株 ) ・ 


(株 ) 花 原 製作 所 … 
不 二 商 事 (株 ) 


光二 ( 挫 ) 
視 物 族 (株 ) 
フク ミ 広島 時 


後藤 機 械 製造 (株 
疲 邊 輸送 機 (株) 
ガ デ リウ ス 商 会 … 


日 半 隊 … 
北越 業 (株 ) 
2 ツン ニ タビ (株 ) 
PP ( ぬ 


石川 島 描 麻 重 工業 (的 
岩手 富士 産 業 (株 ) 
イン ダス ト リア ル ・ エ クイ ッ プ メン ト ( 析 ) 
1 
自動 車 機器 (株 ) 
重 事 還 工 業 (株 ) 


(株 ) 小松 製作 
汽車 製造 (株 ) 


(株 ) 気 工 社 : 

保田 鉄工 ( 控 ) 

(株 ) 北 井 製作 所 社 9 
( 有 ) 建設 部品 … 2 
光洋 機械 工業 (株 0 
華 田 藤 販 機 (株 3 
共栄 開発 (株) ント 7 
川原 業 (株 ) 0 
近畿 工業 9 と 
近畿 車輌 0 


Me () 
協 三 工業 


極東 質 易 株 ) 
共立 工業 (株 ) 
川崎 車輌 (株 ) 


(株 ) マイ カイ 質 易 商会 
明和 製作 所 … 
真 恥 工業 (株 ) 

丸紅 飯田 (株) ・ 


(株 ) 


大 旭 建 機 .( 株 ) 
且 申 鉄 ( 兵 ) 
( 折 ) 


清 業 (株) … 


油谷 重工 (株 ) 
良 塚 産業 (株) 
押田 機械 工業 (株 ) ・ 


ES 
mg 


ます | 


ささ SNS の ss 


中 
きる 


・ 
き SSBBSSzSSSSS 


s 計 | 思 。 名 


き 


トー ニー: 才 ht = ネー ニー デー デリ 1 
つい に 誕生 4 生 ・ 還 NBK-BEBE 旧 - 画 


世 | 中 イ ビラ グズ カカ 代 一 写 


住友 機械 と リン クベ ルト 社 、 両 社 の 最新 技術 の 結集 か ら 生ま れ た 、 全 油圧 度 動 
360" 全 旋 回 、 ト ラッ クマ ウン ト 式 の まっ た く 新 し い タ イプ の 万 能 掘 削 機 で す 。 


栓 最高 速度 毎時 80km の すばらし い 


機動 カ 

@ リ モー トコ ント ロ キマ ak 
て いま す 。( 実 用 新案 中 
アッ パー 運転 席 か と 押 、 
ディ ギィ ング プレ ー キ の 連 隔 操作 
が で きま す 。 

人 隊 単 な 操作 、 美 し い 仕上 面 が 得 ら 
れる 全 油 圧 双 動 方 式 で す 。 

人 @ 暴 語 な アタ ッ チ メン ト を 備え た 万 
能 提 削 和 で す 


信 V 品 浦 の 所 削 作業 に 最適 の ロー タ 
スコ ー プ 


製 
設 税 械 販売 株 式 会 社交 舗 友 機 欄 工 業 株 式 会 社 


・ 新 層 )K* 欄 | 


1 
HIM 日 店 入 」 全 輸 緊 一 ロ ー ラ ー 


… 還 の 事 な ら ボ マ ッ ク 機 を … 


法 面 ・ 路 選 ・ 裏 込め 中 間 帳 圧 ・ ア ス フ ァ ルト | 記 - 
舗装 どん な 地形 土質 で も OK 


ドガ イド 


マイ カイ 損 易 株 式 会 社 2 半 半生 玉井 た 折 
ーー ニニ ーー 


と 昭和 42 年 7 月 25 日 発行 
昭和 26 年 6 月 5 日 第 三種 郵便 物 認可 (第 月 回 25 昌 ) 第 209 


ケタ 違い の 作業 量 が 評判 を 呼ん で いま す / 


大 き な エ ンジ ン 、 大 き な 掘 削 力 、 独 自 の 
油圧 シス テム に よる 操作 の し や すさ 、 最 
も 所 ブ 削 に 適し た バケ ッ ト な どの 働き で 、 

UHO3 は 作業 クラ ス 最 高 で す 
バケット 容量 . 0.3m (標準 
人 @ 連 統 定格 出力 ・ 


日 建 機 。 


人選 信 4 の 930 人 
羽衣 別館 ) 
電 放 東京 (63) 993 一 961 (人) 


火 楽 の 使え な いと き ・ 


油圧 に よっ て 安全 に 破砕 作業 の で きる 


TYRC25 型 ・TYRC4O 型 


火薬 を 使用 すき な い オ ー プ ンカ ッ ト や 採石 に 
Ss。 は も ちろ ん で す が 、 大 型 機械 や 建屋 の 基礎 、 
| 防波堤 、 橋 脚 台 な どの と りこ わし 、 撤 去 な ど 
| に 大 変 有効 で す 。 と くに 本 機 と クレ ー ン ショ 
ベル な ど を 併用 すれ ば 、 破 砕 作 業 の 能率 が い 
ち じ る し く 向 上 し ます 。 


た だ し 、 鉄 筋 の 入っ た コン タク リー ト に は 使用 で きま せん 


発 碗 元 
@ 東 浮 さく 岩 株 骸 吉 株 式 会 社 


東京 本 店 東京 都 中央 区 日 本 橋 直 戸 橋 3 の 6 
支店 * 堂 業 所 大阪 ・ 名 古屋 福岡 札幌 *f 5 松 


wa な う 東洋 業 要 式 宮守 


H 央 区 銀座 西 8 ノ 8 ( 新 田 ビル ) 
后 (572) 3381 (代表 ) 一 7 


誇 華 S 紅 大 


に 3 


過 尚 田 模 弱 | 


